
    
      
        
      
    

  






































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　窓から見下ろす夜は、無数の火に照らされていた。

　都から遠く離れた辺境の町では、闇を駆逐するものは火しかない。それら近づいてくる松明たいまつの火を、城壁の上にいる女は他人ひと事ごとのような目で見降ろしていた。

「ほら、もう来ちゃいますよ。数は……五百？　意外と多いですね」

「そ、そんなつもりはなかったんだ……」

　震えた声でそう言うのは、この小さな城の主あるじだ。彼は外敵も来ない土地を代々治める領主であり、おかしな誘惑にさえ駆られなければ安穏とした一生を暮らせるはずだった。

　それを自ら裏切ってしまったのは、ひとえに「退屈から抜け出したい」というささやかな毒に侵されてしまったからだ。

　最初は自慢話をするために小さな噓うそをついた。それが高じていつの間にか後戻りができなくなっていった。否、後戻りをする気もなかったのだ。人々からの特別視に酔っていた。その視線の中に貪どん婪らんな意志が混ざっていることも知らずに。

　うずくまって頭を抱える男に、黒髪の女は冷ややかな目を向ける。

「そんなつもりはなかったって、少し考えれば分かることじゃないですか。不作の年が続いても領民には変わらぬ税を押しつけて知らん顔をしている。その領主当人は城で『無限に食べ物や宝石が湧いてくる箱』を自慢している。──これ、どう考えても『じゃあ領主を打倒して、その箱を奪えば解決』ってなりません？」

　女は闇色の目を呆あきれたように細める。華きゃ奢しゃな体は少女のようだが、顔を見る限り外見年齢は二十歳程度だ。領主の男は彼女へ必死に言い募った。

「う、噓なんだ！　あれはただ仕掛けがあるだけの箱で……」

「そのあからさまな噓を、多分噓だろうなあ、って思いながら確かめにきた私たちの気分になってくださいよ。私なんて情報を集めるために町で一カ月働いてたんですよ」

　女は己の長い黒髪を払う。闇色の目が城門に近づいてくる火を睥へい睨げいした。

　昨日まで、彼女は町でも評判の薬くす師しだったのだ。珍しい薬草を煎じ、目を瞠みはる効き目の膏こう薬やくを作り、難しい病も和らげてくれると皆にありがたがられていた。彼女が恐ろしいまでに美しい女であることから、中には「魔女なんじゃないか」と古い御お伽とぎ噺ばなしを引き合いに出して揶や揄ゆする者もいたが、おおむね歓迎されて暮らしていたのだ。

　領主の男もその評判を聞いたからこそ、興味を持って彼女を城の宴席に招いた。

　問題はその晩、憤ふん懣まんの溜たまった民が蜂起してしまったことだ。

　どうやら隣の領主が裏で糸を引いて民の不安を煽あおっていたらしい。いつの間にか供給されていた武器と、いつの間にか立てられていた計画で、町の兵舎は真っ先に襲われたそうだ。民はその興奮のまま城に向かってきており、城内には確実を期して隣の領主が送りこんできた暗殺者と戦闘部隊が跋ばっ扈こしている。

　そんな中、領主の襟首を引っ張ってここまで連れてきた女は、細い肩を竦すくめた。

「貴方あなたが自業自得で痛い目を見るのは構わないんですけど、このままだと領民の未来も明るくなさそうなのが困りますね。貴方亡き後は隣の領地に併へい吞どんされて、領主殺害の罪を鳴らして更に重税を課せられるという結末ですか」

「わ、私は殺害されるのか!?」

「このままだとそうでしょうね」

　女が言うと同時に、城壁の内側で悲鳴が上がる。城壁に上ってこようとした暗殺者が、そこにいた男に阻まれ斬り伏せられたのだ。

　階段の手前に立ちふさがっている彼は、両刃の剣を軽く払う。端整な顔立ちは落ち着き払っており、明るい夜空色の双そう眸ぼうが騒々しい城の前庭を見回した。男は視線に気づくと彼女を見上げる。

「ティナーシャ、外の様子はどうだ？」

「もう少しで城門到達って感じです。下手に応戦すると被害が拡大するんで、籠城したいですね。──はい、籠城命令。籠城って言って」

「ろ、籠城だ！　籠城しろ！」

　領主の叫びに、今まで城壁の上で震えていた伝令が駆け出す。転びそうになりながら階段を駆け下りた伝令にどこからともなく矢が射かけられたが、階段下にいた男がその矢を剣で弾はじいた。

　女は彼に声をかける。

「どうします、オスカー」

「籠城で時間を稼いでいる間に城内の非戦闘要員を脱出させる。折を見て門を開け、外の人間を引き入れて広間まで誘導。あのインチキ箱を破壊後、領主の謝罪と話し合い、が理想だな」

「そんなに上手うまくいきます？　外の人たち、相当興奮しているみたいですけど」

「落ち着かせるさ。自分たちが荒らすより先に、城内が死体だらけだったら白けるだろう。というわけで行ってくる」

「行ってらっしゃいませ」

　隣領地の部隊がうろつく城内に、男は気負いもせず一人で戻っていく。夫のその背中を惚ほれ惚ぼれと見送ったティナーシャは、改めて城外を見下ろすと軽く手を振った。

　途端、冷気の帳とばりを下ろしたかのように夜の空気が冷えていく。無数の松明の火をもってしても拭いきれない肌寒さに、列をなして城に向かっている者たちが身を震わせるのが見えた。その冷気は血気盛んな彼らの意気を少しずつ削り取っていくかのようだ。

　城壁に頰ほお杖づえをついて彼らを見守る女に、座りこんだままの領主は震える声をかける。

「そ、そんなところにいると狙撃されるぞ」

「結界張ってるから大丈夫ですよ。それに、普通の人間は城壁上にいる敵を狙っても当たりません」

　平然と言う彼女は、周囲の物々しい空気からはあまりにも浮いている。それと同時に、この場を陰から支配している一人にも見えるのは何故なぜなのか。異様であるのは、突然現れて暗殺者を斬り捨て始めた彼女の夫もそうだ。二人とも普通ではない威圧感を持っている。

　地上からの火に照らされる凄絶な美貌を、領主は恐怖の目で見上げた。

「お、お前たちは何者なんだ……」

　その問いに彼女は軽く首を傾かしげた。赤い唇だけがうっすらと微ほほ笑えむ。

「さあ？　人でないことは確かでしょうね」





※






　二カ月振りに帰ってきた屋や敷しきは、使い魔のリトラがいてくれるおかげで、少しの埃ほこりくささもなかった。リトラに礼を言って荷物を片付けた二人は、久しぶりの自宅で一息つく。

　ティナーシャが居間のテーブルに、炙あぶったパンとチーズ、味付き肉や酢漬けの野菜など並べている間に、オスカーが酒瓶を持ってきた。

　二十代半ばに見える彼は、しかし実のところ外見の十倍近く生きている人外だ。人であった時には約二百五十年前の第二十一代ファルサス国王で、魔女である妻と出会い、紆う余よ曲きょく折せつの末に彼女を娶めとった。その紆余曲折に「とある呪具を壊して人間ではなくなった」という事実が含まれるのはどうかと思うが、今のところオスカーは妻と二人の生活が気に入っている。

　今夜は特に久しぶりの帰宅とあって、二人は夕食代わりにのんびりとした時間を過ごすことにしていた。オスカーは酒杯を傾けながらこの二カ月を振り返る。

「はずれははずれで仕方ないんだが……ここ数年、どうも面白いはずれがまぎれてくるようになったな。今回の『物が無限に湧いてくる箱』とか」

「一応魔法法則には反してるんですよ……。無から有を作り出すことはできませんから……偽物だったんですけど」

「まあもともと『観察か記録』という外部者の呪具の性質とは違ってたからな。念のための確認というやつだ。ちょっと時間はかかったけどな」

「私はすっかり薬師生活が身についちゃいましたよ。お昼前に起きるの辛つらかったです」

　長椅子に座るティナーシャはげっそりとした顔でぼやく。

　だがそれもこれも、彼らが世界に委ねられた役目なので仕方がない。

　──この世界には、世界外から干渉のため送りこまれた呪具が複数存在している。

　人の情報を保存し複製を作るもの。人の魂を抜き取って保管するもの。過去の記憶を今に再現するもの。そして時を巻き戻し、やり直しを可能にするもの。いずれもこの世界の魔法法則では不可能な、あるはずもない呪具だ。「外部者」と呼ばれる世界外の何者かは、そうやって人知れずこの世界を鑑賞し続けている。

　そんな無遠慮な外からの力に対抗するものが、この世界には二つ存在している。

　一つはかつて二人が治めていた国、ファルサスに伝わる王剣アカーシアで、もう一つが世界の尖せん兵ぺいとして逸脱した彼ら自身だ。彼らは人間であった頃に外部者の呪具を破壊し、その際呪具の余波を受けて魂が変質した。そしてこの変質を契機として、世界そのものより「世界外からの干渉を排除せよ」との要請を受けたのだ。

　以来彼らは呪具を追い続ける身となり、いつ終わるともしれない闘争のため、世界から一つの権能を与えられている。

　──それは、死んでもまた時を置いて生まれ直すことのできる特性だ。

　この世界において通常、生物は死ぬと魂が四散し自然に溶け入る。けれど人でなくなった彼らの魂は肉体が死しても四散しない。そうして世界を漂いながら新たな体──彼らの魂と相性がよく、なおかつ生まれる前に魂を失ってしまった胎児を見つけて再び人として生まれ直す。

　今までオスカーとティナーシャの二人ともが、そうして一度ずつ生まれ直しを経てきた。ティナーシャは幼い最上位魔族として。オスカーは小さな山村の少年として。生まれ直してしばらくは元の記憶もないが、やがては思い出し再び戦いに身を投じる。そういう性質の「人の形をしたこの世界の呪具」だ。

　だが今のところ、呪具を壊す以前に探し出すことの方に手間取っている。これまで四つを壊して残る呪具は八つ。その破壊のため大陸全土から情報を集めては真偽を確かめ、逃がしてしまわないよう慎重に近づいているのだが、そもそも大半がただの偽物だ。

　ティナーシャはチーズをかじると酒杯に手を伸ばす。

「そろそろ東の大陸に進出し時かもしれませんね。向こうの大陸はほとんど転移座標を取っていませんし、そもそも長距離過ぎるので何度かに分けて渡らないといけないですけど」

「あちらにも屋敷を建てるか？」

「うーん、そうするとリトラが要るからこの屋敷を解体しないといけないですし、そこまで本格的に移動するのはちょっと」

　ティナーシャは、猫が水を舐なめるように酒を飲みながらそんなことを言う。

　城を出て二人で暮らし始めてから分かったことだが、ティナーシャは自分たちの定点である家を大事にする人間のようだ。どこに長くいても定期的に家に帰ってきたがるし、羽休めの期間を取りたがる。かつても大陸全土で探し物をしながら自分は塔に住んでいたところを見ると、一つところに落ち着いていたい人間なのかもしれない。

　そんな彼女からすると、まったくの異邦である東の大陸に完全移住してしまうというのは、やはり気が進まないのだろう。オスカーは隣に座る妻の頭を撫なでる。

「なら調査にだけ行って、時々帰ってくればいい」

「いいんですか？　手間じゃないですか？」

「別に急いでるわけじゃないからな。時間の制限がないのが俺たちの強みだろう？　城を出てからもう二百年経たってる。のんびりやればいいさ」

　いつものように他意なくオスカーはそう言う。

　だがティナーシャはこの時、いつものようには頷うなずかなかった。

「……二百年、ですか」

　闇色の双眸がふっとどこでもない中空を見やる。その視線がどこか不透明に思えて、オスカーは妻の髪を引いた。

「どうかしたのか？」

　夫の問いに、ティナーシャは苦笑する。

「長い年月を経ることで、自分が変わってしまうのが怖いんです」

　ティナーシャは持っていた酒杯をテーブルに戻す。大きな両目が、揺れる杯の表面を、そしてその向こうにある今はまだない何かを見つめた。

「別に変わってもお前はお前だろう」

「そうなんですけど、物には限度があるじゃないですか。実際私は危うかったですし」

　彼女が言っているのは、長い夫の不在に擦り切れて、少年となって戻ってきた彼にひどい執着を見せた時のことだろう。あれから屋敷に戻って九十年が過ぎ、ティナーシャも大分落ち着いてはきたものの、時折不安そうな目を見せることがあったのだ。

　それがどんな不安なのか、彼女が口にしたのは初めてだ。

「時の流れは、それ自体が重みです。私自身が永く生きてきたから分かるんですけど、やっぱり少しずつ精神が磨すり減へることもあります。……一人の時は特に」

　ティナーシャはそこで顔を上げると「脆もろくてごめんなさい」と微笑した。だがそれは別に謝ることでもないと、オスカーは思う。いつまでも変わらないでいることは単純に難しい。十年や二十年の話ではないのだ。

「仕方ないんですけど、自分がどう変わるのか怖くて。いつか貴方に愛想をつかされるかもしれませんし」

「つかさないぞ」

「物のたとえですよ」

　ティナーシャはそう言って笑ったが、まるきりのたとえでもないのだろう。彼女はきっと、夫がいつか心変わりするかもしれないことを恐れている。それくらい先が長くて分からない、そう思っているのだ。

　オスカーは何を言おうか考えて、だがそれより先に手を伸ばすと彼女を膝の上に抱き上げた。驚く彼女の額に口付ける。

「変わらないぞ。それは絶対に約束する」

「約束は嬉うれしいですけど、自分の気持ちを優先してくださいね」

「充分してるぞ」

　黒絹のような髪を梳すいて口付けを降らせて、変わらぬ愛情を囁ささやく。それが遥はるか未来の不安を拭い去るものではないのだとしても、繰り返し告げなければ伝わるものも伝わらない。

　額に、頰に、鼻先に、唇に触れる口付けに、ティナーシャは困ったように微ほほ笑えんでいたが、耐えきれなくなったのか笑い出した。彼女は白い腕を夫の首に巻きつけて抱き着く。

「もう！　分かりましたよ。大丈夫です。大丈夫ですって……！」

「信用できなくなったらいつでも言うといいぞ。思い知らせてやる」

「なんでそんな恐こわい言い方なんですか！」

　おかしそうに笑い続ける妻を、オスカーは長椅子の上に転がす。ティナーシャは夫の膝を枕にして天井を仰いだ。

「心変わりはともかく、私たちが完全な不死にならなかったことには意味があるんじゃないかと思うんですよね」

「不死じゃない意味？」

　確かに彼ら逸脱者は、不老ではあるが不死ではない。どうしようもない強敵に遭ったり不意をつかれたりで死すことはある。オスカーはそれを仕方のない限界だと思っていたが、ティナーシャはもっと必然だと思っているのだろうか。彼女の白い手が、下からオスカーの顔に触れる。

「私がちょっと思ったのは、あまりにも不変になり過ぎて、人間だった頃の感覚が麻ま痺ひしないようにという措置なんじゃないかと。だってお互いを絶対失うことがなくなったら、私たちはいつの日か人間が抱く喪失の痛みを『遠いもの』としてしか思い出せなくなるでしょう？」

　柔らかな掌てのひらが、彼の頰に触れる。

　少女の頃から変わらぬ大きな瞳が、少しの哀切と溢あふれんばかりの愛情を以もってオスカーを見つめた。

「私たちはだから、人であったことを忘れぬように、互いの喪失を味わうんじゃないでしょうか。そして人として生まれ直して人として育つ……自分たちがどこから来た何者かを忘れないように」

　人でなくなった後も、人の当然の悲しみと喜びを味わえるように。

　彼らは死を経験する。それがなければ少しずつ人から遠ざかり、戦う理由を忘れてしまうかもしれないのだから。

　闇色の瞳が光を宿して伏せられる。

「きっと死ぬことにも再会することにも意味があるんです。変わらなすぎる日々に精神が倦うんでいかないように……安穏にまどろみすぎないように。どうしたってこんな力を持って二人で生きていると、傷つくことも減って鈍化していきますから」

「それは分かるが、だとしたら荒療治にもほどがあるぞ」

　そんな痛みを味わわなくとも大事な感情は変わらないのではないかと、オスカーなどは思うのだが、永い年月を生きることにおいてティナーシャの方が彼のずっと先を行っている。出会った時、既に彼女は孤独な魔女であったし、何よりオスカーはこの屋敷で一人きり彼女を待った経験がないのだ。一人で背負う年月の重みを、彼はまだ知らない。

「あとは私に限って言うなら、『もう一度貴方に選んでもらえるかどうか』を試されている気がしますよ。新しい環境で育てば異性の好みも変わるでしょうし」

「なんでお前限定なんだ。その条件なら俺も同じだろ」

「貴方はなんだかんだで、そつなくやりそうなので……」

　気まずそうに視線を逸そらすティナーシャを、オスカーは呆れた目で見やる。だが彼はそれ以上の追及をやめると妻の手を取った。その甲に口付ける。

「安心しろ。お前がうまくやれなくても、俺が迎えに行くから」

「一応成長したいとは思ってるんですよ、一応……」

「別にいい思い出話になるからいいんじゃないか？」

「貴方にとってはそうかもしれませんけどね！　思い出話っていうか笑い話っていうか！」

「あとお前の外見でそつがなさすぎても、かえって俺は裏があるんじゃないかと用心しそうだから、そこそこでいいぞ」

「その加減がよくわかんないんですよね……」

　ティナーシャは真面目な顔でそう言うが、それには元々の育ち方も影響しているだろう。赤ん坊の頃から次期女王候補として隔離されて育ったのだ。その後は魔女になったせいで、人付き合いの経験が特殊なものしかない。

「お前も一度、普通に育って普通に恋愛をすればマシになるんじゃないか？」

「ええー、なんですかそれ」

「まあ、その相手は俺でありたいんだが」

　極めて本気のことをさらりと言うと、ティナーシャは真っ赤になる。彼女は「相手が貴方の時点で普通じゃないですよ……」と恥ずかしそうに視線を逸らすと、オスカーの膝の上でうつぶせになった。ぱたぱたと足を振る様は猫がしっぽを上げているようだ。

　ティナーシャはしばらくそうしていたが、手持無沙汰になったのかそのままの姿勢で酒杯に手を伸ばした。ちゃんと座りなおさないのは行儀が悪いのだろうが、彼女がくつろいで甘えている証拠でもある。人であった頃の彼女は、臣下や子供たちの前ではきちんとした姿を見せてきたのだ。そんな彼女のだらけたところを知っているのはオスカーくらいで、昔から彼女は寝室で夫にだけ見せる顔が多かった。

　そんなことを思い出し表情を緩めるオスカーに、ティナーシャは不思議そうな目を向ける。

「オスカー？」

「いや、なんでもない。何か取ってやろうか？」

「チーズ欲しいです、チーズ」

　言われてオスカーが小さな欠片かけらを口に入れてやると、彼女は嬉しそうに眼めを閉じて頰張る。猫のような妻の頭を、オスカーは撫でた。

「しばらくは屋敷で休暇にしよう。俺も鍛え直したいしな」

「あなたは町に潜入してた時も毎朝走ってましたよ……」

「人目があるからできることが限られてたんだ」

　その点、誰も来ない屋敷だからこそできることも色々ある。情報集めと休養の期間だ。

　ティナーシャはうつぶせになって酒を飲むのが大変だったのか、ふわりと宙に浮きあがる。

「なら、私も試したい構成があるので研究に入りましょうか。薬師のふりなんてしてたので、いくつか魔法薬の構成を思いつきまして。下準備に手間がかかるんで時間が欲しかったんですよね」

「それはいいが……俺で実験する時は言えよ。こっそり盛るな」

「薬を飲んでるって先入観があると、結果にゆがみが出ちゃうんですよね……」

「ルクレツィアみたいなことを言いだしたな、お前……。ついに似てきたか」

「嫌なこと言わないでくださいよ！」

　ティナーシャの姉がわりである魔女が聞いたなら「あんたたち勝手なこと言うと薬盛るわよ」と言うだろうが、今までの無許可実験の数々があるので仕方ない。ティナーシャは宙を泳いでテーブルの上に留まると、手を伸ばして料理をつまむ。

　そうして何度目かも分からぬ、二人の休息の日々が始まった。







　どれくらい屋敷で休暇を過ごすかは、その時々の気分次第だ。

　一週間の時もあれば二、三カ月を休養にあてることもある。その間二人はそれぞれ好きなように時を過ごすが、長年連れ添っているのでお互いの生活時間のずれもよく分かっている。そのうちもっとも顕著なのが起床時間で、オスカーが起き出す時刻は基本的に夜明け直前だ。

　その日も彼は、隣で寝ている妻を起こさないように屋敷を出た。いつものように周辺の森を一通り走り、剣の訓練をし、屋敷の庭に手を入れて昼近くに家に戻る。

　厨ちゅう房ぼうから出てきたティナーシャが、彼をみとめて笑顔になった。

「おかえりなさい、オスカー」

　テーブルには既に昼食が並んでいる。と言っても、料理のほとんどは夜に仕込みをしているらしい。ティナーシャは昼前にようやく目を覚まして、風呂に入ってから昼食の準備をする。そうして二人で一緒に食事をして、再び個人の時間に戻るのが常だ。

　小さな魔法窯から焼き立てのパンが取り出されると、二人は食卓につく。若干湿り気の残っている髪を後ろでまとめたティナーシャは、野菜スープに手をつけながら言った。

「今日はどこまで走ってきたんですか？」

「西。海岸まで行ってみようかと思ったんだが、時間切れになった」

「そうですか……。普通なら三日はかかるし、突然断崖絶壁に出るんで、行けたとしても落ちないでくださいね」

「また今度、野営の支度をしてから行くか」

「別に野営しなくても、連絡くれれば転移で迎えに行きますよ。翌日また同じ場所に転移で出しますから問題ないでしょう」

「それは少し違わないか……？」

　野営をすることを含めて訓練の一環なのだが、そんなことを言われるのはオスカーが単純に冒険したがっていると思われているからなのか。事実その通りなのであまり反論できない。

　ティナーシャは起きたばかりのせいかゆっくりと食事をしていたが、ふっと窓の外を見やる。

「そういえばオスカー、ひょっとして周りの草をむしってくれたりしました？」

「草？　ああ、そういえば。庭の手入れをしているうちに、どこまで庭か分からなくなって結構草を取ったな」

「森の中まで綺き麗れいになってましたよ。敷しき地ちが広がったかと思ってびっくりしました」

「止め時が分からなかったんだ。何かまずかったか？」

　ティナーシャはくすりと笑う。

「いえ、特には。ありがとうございます。木を切って開拓とかしたくなったら相談してください」

「さすがにそこまではしない……」

　草の件は少しやりすぎたと思っていたのだ。どうも無心で体を動かしていると、つい延々と作業し続けてしまう。以前も料理に使うナイフの研磨をやって、妻に「こ、こんなに小さくなって……でも切れ味すごいからいいか……」と言われてしまった。少し気をつけた方がいいだろう。

　けれどティナーシャは、そんな彼の内心を見抜いているかのように微笑む。

「貴方の予想外さに驚くのも楽しいからいいんですよ。お互い様です」

「できれば意図的に驚かせたいけどな」

「貴方の意図的は時々加減を知らないので。森の中に謎の石像を作ってた時には慄おののきました」

「あれは猫だ」

　それを聞いた魔女は一瞬愕がく然ぜんとした顔をしたが、すぐに取り繕ったすまし顔に戻った。彼女は何も聞かなかったように話を続ける。

「あとで私は実験用の薬草を買いに行ってきますね」

「買い物なら荷物持ちについていこうか？」

「重くないから平気です。ついでに欲しいものとかありますか？」

「今のところ特には」

「かしこまりました。じゃあ貴方も夕飯には帰ってきてくださいね。夜は雨になりますから」

　ティナーシャは席を立つとお茶を淹いれに行く。オスカーは半ば身に沁しみついた癖で妻の後ろ姿を目で追った。いつもと変わらないやり取りに飽きを覚えないのは、日々が幸せだからだろう。少なくとも彼女が恐れる心変わりは当分来そうにない。

　厨房から聞こえてくる鼻歌にオスカーは眦まなじりを下げる。窓の外には薄曇りの空が広がっている。





※






　──その部屋は、城の敷地内に建てられた細い尖せん塔とうの中にあった。

　小さな窓が一つあるだけの薄暗い部屋。彼はそこで母親と共に育った。

「お母さま、鳥が飛んでるよ」

　踏み台に乗って窓の縁に手をかけ、彼はよく母親にそう言った。

　後から思うと暗い部屋の隅から出てきたがらない母を、日の光の下で見てみたかったのかもしれない。それは単純な好奇心のようなもので、笑えてしまうほどに無意味だった。

　そんな時、母が返す言葉はいつも同じだ。

「死んでもいいと思えるようになった時だけ、窓の外に出てもいいのよ」

　美しく、透き通る声で。

　母の言葉の多くはよく意味が分からなかった。だが彼はそういう母しか知らなかったので、全てを当たり前のものと受け止めていた。

　母は彼を手招く。その手に応えて彼は隣に座った。母の膝に頭を預けて目を閉じる。

「あいしているわ」

　その言葉はたまに思い出したかのように囁かれるもので、彼は頷くことしかできなかった。母を大事に思っていることは確かだが、彼女の目はどこか遠くを見ているようで、なんと返せばいいか分からなかったのだ。

　それでも母は嬉しそうに微笑むと歌い出す。天性の、溢あふれ出でる魔力が詰まった歌を。

「血が濁っているの。忘れてしまったの。終わらないまま続き続ける。いつまでも逃れられない。いつまでも。いつまでも──」

　同じ歌を、彼は生まれた時からずっと聞き続けた。

　繰り返し繰り返し、精神に魂に染みこんで消えないほどに。

　そうして彼が十歳になった日、母は塔から飛び降りて死んだ。

　否、飛び降りて死んだのではない。窓はとても小さくて小柄な母でもくぐり抜けられなかった。

　だから彼女は首だけを出して、その首を自身の魔法で斬り落としたのだ。

　悲鳴と怒号が地上から聞こえてくる中、彼は窓によりかかる母の体と空を見ていた。

　きっと母は今日「死んでもいい」と思ったのだ。

　だからこの終わりに彼は納得して……生まれてから十年を過ごした尖塔を出た。




　後から知った事実としては、母は望まぬ血族婚で彼を生んだのだという。

　彼には母親を同じくする兄と弟、そして異母の弟が二人と妹がいると、外に出て初めて知った。

　母がどうして自分だけを手放さなかったのかは分からない。ただの推測でいいなら、彼女はあの歌を聞かせる子供が欲しかったのではないだろうか。

　──二百五十年ほど前、この国の王家には大陸最強と言われた魔女の血が流入した。

　彼女の持つ膨大な知識と直系に継がれた魔力は、この国を数十年のうちに魔法大国へと押し上げ、大陸内での地位を不動のものとした。魔女の血を引く王家には強力な魔法士が生まれるようになり、彼らは一人一人が国を支える要となった。そんな魔法士たちの魔力が薄まっていかないよう、王家はいつしか血族婚を繰り返すことが当たり前になっていったのだ。

　ただそんなことを繰り返すうちに、力を保つためだけにかけあわされる血族の間に澱おりのような愛憎が溜まっていったのは、無理もないことなのかもしれない。

　彼の母親は、その澱の中に沈んで出られなくなったのだろう。そんな澱を息子にも残したのは、彼女にとってささやかな意趣返しだったのだろうか。

「……いや、あなたはそんなことさえ考えていなかったのだろうな」

　母を思い返し、三十四歳になった彼は呟つぶやく。

　いつの間にか、塔の外で過ごした年月の方が長くなった。魔力は持っているが、剣士を選んだ理由は特にない。ただその方が自分に向いていたらしいというだけだ。「天賦の才がある」などと言ってきた人間も何人かいたが、自分の才能に価値があるようには思えなかった。ただ鍛えた体と得た力には単純に「他者を黙らせる」という効果があり、その点では意味があった。

　揺れる馬車の窓からは城都の街並みが見える。かつて塔で暮らしていた頃は想像するしかなかった景色は、実際見てみると想像していたよりずっと精彩を欠いていた。

　とは言え、街の様子が曇っているのは彼自身の責もあるだろう。利き腕を痛めた兄に代わって王位を継いだ彼は、数カ月前に隣国のカソラを攻め落とした。

　突然の理由なき出兵に民は慄き、直系の人間たちからは批難が上がったが、彼はそれら全てを無視した。どうでもよかったのだ。全てどうなってもよかった。ただこの身の内に溜まり続ける澱を吐き出しただけだ。カソラを選んだのは、あの国が一番無防備だったから、という理由でしかない。隣国の中でカソラが唯一「ファルサスだけは自分たちを脅かさないだろう」と信じきっていた。だから選んだ。

「っ……！」

　不意にずきりと頭が痛んで、彼はこめかみを押さえる。

　母の歌が絶えず耳奥で鳴っている気がする。彼女の死後からずっとだ。

　この歌はきっと止やむことはないのだろう。消える時があるとしたら、それは彼の死ぬ時だ。

　魔法大国の王を生むために選ばれた母は、抜きんでた魔力を持っていた。ただ彼女がその魔力を注いだのは自分の歌にだ。呪歌と呼ばれる珍しい種類の魔法。彼はずっとそれを浴びて育った。澱からもたらされた解法のない歌を。

　だからなのだろうか。いつからか──この淀よどみきった池を叩たたき割わりたいと思うようになった。

　塔を出た彼を待っていたのは、血を継ぐことに囚とらわれた直系たちだ。彼らは互いを愛し、憎み、後戻りできぬほどに情念を捻ねじれ合わせながらもこの現状を壊そうとはしない。そうしてますます王家の中を淀ませていく。彼を王位につけたのも血の濃さと剣の腕だけで選んだ結果だ。つまりはただの力で、それ以外のものを見ようとしていない。皆、息苦しさに苛さいなまれながら目を背けている。

　実に馬鹿馬鹿しい現状だと思う。こんなことはいつまでも続けられはしないと子供でさえ分かるだろうに、どうして固執しているのか。

　彼はちりちりと身を焼く苛いら立だちを抱えて、ふっと窓の外を見やる。そして──

「あれは……」

　一軒の店に入っていく女。フードをかぶっていたが、その顔には見覚えがある。城の奥の廊下に飾られている、代々の王夫妻の肖像画で見たことがあるのだ。

　第二十一代王の妃きさき。この国を変えてしまった『青き月の魔女』で、王家の魔法士たちの源泉だ。

「馬車を止めろ！」

　気がついた時にはそう御者に命じていた。馬車があわてて女の入っていった店の前で止まる。その揺れを感じながら、彼は自分の思考が急激に澄んでいくのを感じていた。

「……血を濁らせた魔女、か」

　記録ではとっくの昔に死んだはずの彼女が、今も健在である理由は知っている。王家にはとある口伝が密ひそかに継がれているのだ。第二十一代の王夫妻は、世界外の呪具を追うため人間から逸脱したのだと。

　ただ記録通りなら『青き月の魔女』は逸脱する以前から、独力で世界を変え得るほどの力を持っていたという。と言っても彼女は王家に嫁いだ後、その力を大っぴらに使うことはしなかった。それでも彼女の存在は充分過ぎる意味をもたらしたのだ。国一つを大きく変節させてしまうほどに。

　そんな人間が、すぐそこにいる。

　──すっと苛立ちが消える。

　自分がこれから何をするのか、ぼんやりとしていたもの全てが定まった。

　彼は御者台に声をかける。

「今、そこの店に入っていった女を連れてこい。私が誰かを言えば来るはずだ」

「か、かしこまりました！」

　彼女は、この国の王からの召喚を拒否しないはずだ。かつての彼女の立場がそうさせない。

　だから彼は自分の懐を押さえてただ待った。まもなく馬車の扉が開いて一人の女が入ってくる。

　闇色の髪に瞳。絶世の美貌は絵で見るよりもずっと美しかった。だがその目に篭もっているのは恐ろしいほどの力と年月だ。間近で見ると、今いる直系の魔法士たちとは格が違うと感じる。

　買い物帰りらしく紙袋を抱えた彼女は、向かいに座るなり眉を顰ひそめて問う。

「私に何の御用ですか？　困りごと？　それとも情報提供？」

　本題から切り出してくる鋭さは小気味がいいほどだ。

　彼は久しぶりに声を上げて笑う。怪け訝げんそうな顔になる彼女に素早く手を伸ばした。

　魔女は反射的に身を引こうとしたが、狭い馬車の中では彼の方が速い。カシャン、という軽い金属音が鳴り、魔女は手首に嵌はめられた腕輪を見て愕然とした顔になった。

「これは……」

「城を出る際に、その封ふう飾しょく具ぐを処分していかなかったのは手落ちだな」

　ファルサスの初代王妃が、アカーシアと共に無言の湖から取り出したという封飾具。宝物庫にしまわれ半ば忘れ去られていたものだ。だが彼はそれを探して、いつでも直系の魔法士を無力化できるように持ち歩いていた。この封飾が魔女をも封じられることは、同じ材質であるアカーシアが、『呼ばれぬ魔女』を斬り捨てたという逸話でも明らかだ。

　彼は、淀みの源である女に笑う。

「お前に対しての用件はただ一つだ」

　彼女が悪いわけではない。彼女の遺産を失うまいと足搔あがいた人間たちが愚かだったのだ。

　だが彼女がいなければこうもならなかった。この国を魔法大国としたのは他ならぬ彼女だ。

　だから、第二十七代ファルサス国王ディスラル・サザギア・アンシド・ラザ・ファルサスは、青き月の魔女ティナーシャに要求する。

「お前が生み出したファルサス直系の魔法士を、全員殺してもらう」

　今日これより、澱に満ちた血族の歴史を終わらせるために。

　ティナーシャは大きな目を見開いた。闇色の目にすぐに戦意が宿る。

「どういうつもりです？」

「お前が始めたものを、お前の手で終わらせろと言っているだけだ」




　歌が聞こえる。耳の奥で母の歌が。

『血が濁っている私たちは、永遠に続いていく』

　彼にとって塔に響く歌は、あれ一つだ。




「永遠に続くものなどない。終わりは必ず来る。お前も不死ではないのだろう、逸脱者よ」

　ティナーシャは軽く目を細める。走り出した馬車の中で王剣の主と魔女は睨にらみ合あう。




　この不幸な邂かい逅こうは、歴史には残らない。

　ただ彼の名は「ファルサス史上最悪の王」として語るも憚はばかれるほどに残り続ける。

　廃王ディスラル──彼は、一人一人が一騎当千と言われるファルサス直系たちに、ただ一人で弓引いた、異端なる王だ。





※






「ティナーシャ？　まだ帰っていないのか？」

　日が落ちた後の屋敷は、明かりが届く範囲以外は闇の中だ。

　日課の訓練から帰ってきたオスカーは、人気のない中を一周して眉根を寄せる。

「確か薬草を買い出しに行くと言ってたよな……」

　外は霧きり雨さめが降り始めているというのに妻はまだ戻っていないらしい。夕飯の支度もまったくされていないところを見ると、一度も屋敷に戻ってきていないのだろう。訝いぶかしさが心配に変わってくる。

「何か揉もめ事ごとに巻きこまれたか……？」

　呪具絡み以外ではあまり人に関わらないようにしている彼女だが、状況によっては口を挟んだり手を出したりした可能性はある。彼が妻とこの屋敷で暮らしだしてから二百年、こんな時間まで彼女が連絡なく帰ってこないことはなかったが、単に今までそういう巡り合わせが来なかっただけかもしれない。

　オスカーはそう自分を納得させながら、居間の戸棚にしまわれていた書付を取り出す。そこには二十を越える町の名前と転移座標が書かれていた。ティナーシャが夫のために書いてくれたものだ。彼は入れ違いにならないよう書置きを残すと、よく買い物に行く街を選んで転移する。

　目的の小さな店を訪ねると、そこにいたのは主人だけだ。

「あんたの奥さん？　ああ、あの美人さんか。今日は来てないよ」

「来てない？　実験用の薬草を買い出しに行くと言ってたんだが」

「うちは薬草も置いてるけど、そんなに珍しいものを扱ってるわけじゃないからね」

　オスカーは他の店をいくつか教えてもらうと、礼を言ってそこを後にする。

　けれど、教えてもらった店のどこにもティナーシャはいなかった。転移で訪ねた次の街も同じだ。

　雨は夜になって土砂降りに変わった。

　彼女は結局その日、屋敷には帰ってこなかった。





※






　歌が聞こえる。

　それは決して消えてなくならない。塔を思わせる暗い場所などでは特に。

　ディスラルは長い廊下を自室に向かって歩いていく。その途中、一人の少女が彼の隣に並んだ。ファルサス王家に顕著な美貌の少女は緑の瞳をきらめかせる。

「叔父様、どうかしたのかしら。また不機嫌そうなお顔をなさっているわ。さっきお見かけした時は憑つき物ものが落ちたみたいにすっきりしたご様子だったのに」

「クレステアか」

　ディスラルにとって兄の娘である少女は、直系の中でも異彩を放つ魔法士だ。魔法士として優れているのは珍しくもないが、彼女はどうやら意図的に自分の力を隠している。そしてそれは「下手に手札を明かして足がつきたくないから」という理由ではないかと彼は思っていた。現にディスラルは城の内外で何件か起きた怪死事件に、彼女が関わっているのではないかと怪しんでいた。

　騒乱と混こん沌とんを楽しむ少女に見上げられ、ディスラルは冷淡に返す。

「お前が楽しむようなことは何もない」

「そうかしら？　わたしは叔父様と話が合うと思っているのだけれど。だってこの国がどうなってもいいって思っているの、城の中ではわたしと叔父様だけでしょう？」

「一緒にするな。火遊びを楽しむ趣味はない」

　彼女と自分とは違う。彼女は火をつけることそのものを楽しむ人間だ。クレステアは楽しそうにからからと笑う。

「あら、叔父様だって全てを焼き尽くしたいと思っているでしょう？　結果は同じだわ。わたしはただ過程も愉たのしみたいだけで」

「お前はその結果がなくてもいいのだろう。直系が燃え尽きようが燃え尽きまいがどちらでもいい。むしろ焼け残りをできるだけ長くしゃぶって楽しむ人間だ」

　クレステアは大人びた仕草で肩を竦めたが、それは肯定と同じだ。彼女が他の直系と違うのは、自分の精神の劣悪さを自覚していることくらいだ。

　そしてだからディスラルは、今自分が擁している女の存在をクレステアに知らせるつもりはない。この少女はきっと『青き月の魔女』という人の形をした破滅を見たなら、好奇心に耐えられない。その存在を味わおうとして自分が焼かれてしまう。

　だが、そんなことをされてあの魔女に逃げ出されては困るのだ。かの魔女には血の清算という役目があるのだから。

「もう行け、クレステア。お前と話すことはない」

「残念。またお伺いするわ。叔父様がわたしを必要とする頃に」

　クレステアは赤いスカートを翻して駆け去っていく。忌まわしいその姿を見送ったディスラルはかぶりをひとつ振ると、城の奥へと向かった。

　──そこにいるのは、彼が捕らえた魔女だ。

　彼女は数時間前と同じく暗い部屋で椅子に座している。魔女はディスラルを見ると、疲労が窺うかがえる、けれど毅き然ぜんとした声で言った。

「聞く手間を省いてあげますけど、私の答えは変わりません」

「そうか」

　彼はそれだけ言うと、女の前に立つ。

　彼女の左手首には相変わらず、王剣と同じ材質の封飾具がつけられており、他にも二十を越える封飾具で魔力を抑えこまれている。ここまでしなければ、最強の魔女である彼女を完全には封じられなかったのだ。

　足首にも拘束用の重石おもしをつけたティナーシャは、興味がなさそうに自分の体を見下ろす。右手の爪は全て剝がされ血も乾いていたが、それを気にする様子もない。治癒や鎮痛を封じてもこの態度だということは、痛みは彼女の精神に大した影響を及ぼさないのだろう。先ほど拷問を試みて、すぐにそのことに気づいたディスラルは、冷めた目で女を見下ろす。

「私も二度三度同じことは言いたくない」

「同感ですね。ならば決裂ということでいいでしょう。貴方の命令を聞く気はありません。殺す人間は自分で選びます」

「己の撒まいた種を、刈り取る気はないというのか？　青き月の魔女よ」

　頭の奥を、常に歌が流れている。

　暗い塔での記憶。灰色の絨じゅう毯たんの上に降り注いでいった数多あまたの歌は、全てが感情を歌うものだった。愛情を、そして憎悪を歌う歌。それが彼の子守歌だった。

『──血が濁っているの』

　妙に耳につくその言葉は、母の述懐か歌詞の断片か思い出せない。ただ頭の中がかき回されているような混濁が消えない。塔の窓から見える空が、ひどく青かったことだけ覚えている。

「全てはお前の血がもたらした結果だ。お前の力をかき集めようと、王家は近しい血を集めた。お前一人のおかげでファルサスは二百年を経て腐り落ちる……さすがだな、傾国の魔女よ」

　もし魔女に出会うことがあったなら、言ってやろうと思っていた言葉。

　辛辣な恨み言に、ティナーシャは感情のない視線を返す。

「王家が腐敗したから直系を殺して清算しようと言うんですか？　さすがにやり方が極端すぎます。貴方のやろうとしていることは腐りかけた林を焼き尽くすようなものです。その中にはまだ清廉な若木もあるというのに」

　女の言葉は事実ではあるのだろう。直系の中には今身ごもっている女もいる。まだ生まれていない赤子に負債はない、魔女はそう言いたいのだ。

　だが……ならば自分は何なのか。他の直系から隔離されて十年を過ごし、それでもこうなってしまった自分は。ディスラルの中に、制御しがたい自嘲がこみ上げる。

「清廉だと？　この王家に生まれた時点で清廉な人間など一人もいないだろう。血に呪じゅ詛そが染みついているのだからな」

　引ひき攣つるような男の笑いに、ティナーシャは闇色の目を軽く細めた。何もかもを見透かすような目がじっと彼を見てくる。それは直系たちの誰もが持っていないものだ。

「貴方が言っているのは自分のことですか？　ならその呪いは……後天性のものですよ」

　暗い部屋に静けさが落ちる。ディスラルは穴の開くほどに魔女を見つめた。

　──そう言えばこの女もそうだったのだ。

　魔力を込めて歌われる歌。魔法でもあり呪いでもある呪歌は、使い手の存在自体が稀き少しょうだ。

　そして『青き月の魔女』ティナーシャも、記録によるとその一人だった。

　今まで誰にも言っていないこと、言うつもりもなかったことを見抜かれて、彼は絶句する。自分が塔で暮らすほんの子供に戻った気さえした。

「分かるのか」

「分かります。相当長い時間、呪歌にさらされていたようですね。しかも解法のない呪歌でしょう。貴方の中に蓄積された呪詛は半ば以上精神と溶け合っています。どこまでが本当に自分の思考か、分からないことがよくあるんじゃないですか？」

　それは、彼の人生そのものを解体する問いだ。今までの思考が、行動が、呪歌によってもたらされているのではないのか。そこに彼自身の純粋な意志はあったのかと突きつけてくる言葉に、ディスラルの顔は一瞬で歪ゆがんだ。彼は震えそうになる手で顔を押さえる。

「……分かっている」

　知ってはいるのだ。塔を出た後にあまりにも母の歌が聞こえ続けると、当時健在だった父王に漏らしたことがある。結果返ってきたものは恐怖の視線だ。父は、母が呪歌の使い手であることを知っていて、塔に彼女を遠ざけた。呪歌を忌んだのだ。

　ならば何故息子の自分を塔に残したのかと愕然とした。だが、自分が塔を去っていたなら、母は本当に一人になっていただろう。結局、父王はそれから病没するまで、臆病にも決してディスラルと向き合おうとしなかったのだから。

「呪歌を完全に無効化することはできません。貴方の状態では人格に影響が出る可能性も高いですし。解析すれば軽減は可能かもしれませんが──」

「構うな。私は、これを後悔はしていない。お前に頼むようなことは何もない」

　過去は変えられない。それを嘆く気もない。

　今の自分以外の誰が自分だというのか。ディスラルはひどくなる頭痛に顔を顰しかめる。目を閉じると美しく笑う母の姿が瞼まぶたの裏に浮かんだ。

「お前は……贖あがないをする気はないというのだな」

「ええ。私は私の王にのみ従います」

「それで自分が死んでもか？　生まれ直しがあるという驕おごりがそうさせるのか」

「驕るつもりはありませんが、普通の人間と天てん秤びんにかけるには特殊な命であるでしょうね」

　死んだら戻らない普通の人間と、世界の尖兵として生まれ直す逸脱者の命は、必ずしも平等ではない──彼女はそう思っているようだが、それを平等にし得るものもあるのだ。

　ディスラルは己が佩はいた二本の剣のうち、装そう飾しょく鞘ざやに入った一本に触れる。

「ずいぶんと強気だが、この剣に対しても同じことが言えるか？」

「……それは」

　魔女の闇色の目に、微かすかに感情がよぎる。

　ファルサス国王が継いでいく王剣アカーシアは、口伝を信じるなら世界外由来の剣だ。だからあらゆる魔法を無効化する力を持っており、その無効化は同じ世界外の呪具にも及ぶ。

　──それはつまり、逸脱者となった魔女にも完全なる終わりをもたらせるということだ。

　そう言外に脅すディスラルに、ティナーシャはしかしふっと微笑んだ。

　闇色の瞳に長い睫まつ毛げの影が差す。穏やかな、ひどく優しい声が語る。

「その剣の特殊性は分かっていますよ。私の王も同じ一振りを持っていますから」

　彼女の夫もまたアカーシアを持っている。逸脱者となった後、ファルサス城地下にある湖から取り出していったのだ。

「私がアカーシアの持つ意味について考えたのは、変質後すぐのことです」

「……何の話だ」

「私たち逸脱者は世界外の力を宿しています。そうである以上、全ての呪具を破壊し終えた後には、役目を終えた自分たちをも『世界の異物』として処分する必要がある……。それができるのはアカーシアだけです。あの人は嫌がりそうなんでまだ言っていませんけどね」

「お前……」

　彼女は分かっている。

　世界に二振り存在するアカーシアが、彼らの生まれ直しさえも無効化させると。

　今この場で、ディスラルが本当の意味で彼女を殺せると分かっているのだ。

「だから、貴方に反抗すればどうなるかも承知してます。でも、だからと言って血族殺しには加担しません」

「ここで終わって、自分の役目を放棄する気か？」

　逸脱者は夫婦一対の呪具なのだ。一人が失われれば必然的に、残る一人に重圧がのしかかる。

　それでもいいのか、と問うディスラルに、ティナーシャは微笑んだ。

「あの人なら一人でもできますよ。私はあの人の持つ武器の一つに過ぎません。今回は自分の迂う闊かつさが撒いた種ですし、自分の命可か愛わいさに他を犠牲にはできませんね。……あの人に何も残せないのは、申し訳ないですが」

　その時、女の目にあったものは諦観によく似た、けれどそれとは違う静かな決意だ。

　揺らぐことのない感情は、彼女が確かに永い年月を生きてきたのだと思い知らせる。

　世界外の干渉を断ち切るために戦い、それが終わった後は夫の手で死ぬことを決めている女。

　そして、今ここで終わってもいいのだとさえ言いきる底知れなさ。

　まったく似ていないはずの魔女の顔に、何故か塔で生きていた母の眼まな差ざしが重なって見える。

『死んでもいいと思えるようになった時だけ、窓の外に出てもいいのよ』

　母はそう言って、あの塔から出ていった。

　魔女はそれを「今日でもいい」と思っている。

　遠く、美しく、研磨されていびつな。

　その目はいつでも彼に「理解できない」という断絶をもたらすのだ。

「……どこまでその姿勢を覆さないでいられるか見ものだな」

「覆りませんよ。私が何年生きてきたと思ってるんです」

　ティナーシャの答えに淀みはない。

　ディスラルはアカーシアを抜くと、その切っ先を女の足へ振り下ろした。

　二人きりの部屋に血の臭いが飛び散る。





※






　ティナーシャがいなくなってから三日。

　オスカーは書付にあった全ての街の薬草屋を回ったが、返ってくる言葉はいつも同じだ。

「そんな女性は来ていないよ」

「……そうか。すまない」

　オスカーは焦燥を面に出さないようにして礼を言うと、薬草屋を後にする。

　どの店でも目撃されていないのはさすがに異常事態だ。そもそも彼女は本当に薬草屋に行ったのか、その前に何かに巻きこまれたのではないのだろうか。

　オスカーは不安と苛立ちを募らせながら、捜索範囲を広げて新たな街へと向かう。

　──そこでようやく彼は、妻を見たという証言に行き当たった。

「ああ、その人なら覚えてるよ。ちょうどその時、薬草の在庫が切れててね。あと三時間も待てば城都から届くよって言ったら『早く帰りたいから自分で城都に行く』って言われたんだよ。びっくりしたけど転移を使える魔法士だっていうから店を教えてやった」

「城都？　ファルサスの城都か？」

「そうだよ。どうかしたのかい？」

「いや……」

　かつて彼らが治めていた国、今は魔法大国とも呼ばれ始めたファルサスはしかし、数カ月前突然隣国カソラを滅ぼし、伝え聞いた二人の眉を顰めさせていたのだ。

「城都に……？　まさかな」

　彼らは滅多に城都へは行かない。もはや彼らの顔を覚えている者もいないだろうが、ファルサスは既に彼らの国ではない。今のあの国のやり方に思うところはそれぞれあるが、よほどのことがない限り干渉する気はないし、これからもそういう事態にはならないだろう。

　そんなことを考えながらオスカーは城都の薬草屋を訪ね──

「その女性は城に連れて行かれたよ」という話を聞いた。







「起きろ。俺の声が聞こえるだろう。トゥルダール女王ティナーシャの夫だ」

　今はもう口にする者も多くない、遥か昔に滅びた国の名。それを告げた低い声には、強い魔力がこもっていた。

　ファルサス城の庭の奥深く、直系王族以外は踏み入ることのできない場所。

　そこにはかつてオスカーが作らせた精霊の広場があり、魔法大国トゥルダールと契約し、ティナーシャの結婚によってファルサスに引き継がれた精霊たちが眠っていた。

　ただ十二体の精霊の像のうち、今残っているのは四体だけだ。それ以外は直系の魔法士たちと契約して動いているのだろう。オスカーは残る四体に向かってもう一度言う。

「起きろ。短時間で構わない。俺の命令を聞いてくれ」

　ティナーシャがファルサス城に来たことは間違いない。確かに薬草屋の主人は「王の馬車に乗った」と教えてくれたのだ。だが、あれほどまでに強い魔力を持った女が、どれほど探索用の構成を組んで探しても見つからない。よほど強力に魔力を封じられているのだろう。

　これ以上は彼の知っている探知構成では探せない。そのためオスカーは、かつて妻が使役していた精霊を起こして頼ることにしたのだ。

　精霊を使役する条件は「ティナーシャの血を継いでいて、かつ王家直系の魔法士」だが、オスカーはティナーシャの夫であるため例外的に資格がある。

　本来なら複雑な構成を為なされるはずの精霊継承。だが、彼の纏まとう威と魔力に押されたのか、二つの石像がみるみるうちに人の姿へ変じた。旧知である二人の精霊は形式を重んじたのかオスカーの前に跪ひざまずく。

　ティナーシャと特に親しかった二人、青年の姿をしたカルと、赤い髪の少女のミラは、最後に見た時とまったく変わりがない。彼らの頭上にオスカーは命令を降らせた。

「久しぶりで悪いが、ティナーシャを探してくれ。この城で行方が途絶えた」

「……この城にはもういないと思う。魔力を感じ取れない」

「は？　お前たちにもか？」

　カルとミラは精霊の中でも上位なのだ。その彼らに分からないのだとしたら一気に事態は複雑になる。ミラが顔を上げた。

「今動いてる他の精霊締め上げてくるよ。命じて」

　魔力を封じられているにせよ、別の場所に移されたにせよ、ティナーシャが一度はこの城に来たのなら、他の精霊が把握しているかもしれない。

　ただそれは、精霊の主人である直系魔法士と事を構える可能性も意味する。

　オスカーはそこまでを考えて、頷いた。

「分かった。手段は選ぶな。あいつの居場所を俺のところへ持ってこい。……行け」

　命令と共に二人の魔族はその場から消える。残されたオスカーは、くすんだ白の外壁を見上げた。

　──どうにも先ほどから、厭いやな気配がするのだ。

　この城に足を踏み入れた時から、やけに静かだと感じる。見張りの兵士も警備の魔法士も少ないか、いるにしても息を潜めているように思えるのだ。

「……何なんだ、この城は」

　まるで城の内部が得体の知れない膜に覆われているかのような感覚。その内側にはどろりとした液体が詰まっていて、外から来たオスカーは中身を知らず膜に触れているような気分の悪さだ。

　今のこの城がどうなっているかは分からないが、ティナーシャと会えたら一度離脱した後、調査をした方がいいかもしれない。直系に口伝が伝わっているということは、外部者の呪具の存在が知られているということでもあるのだ。その中から呪具に魅入られる者が出てくるようなら、口伝を絶えさせることも視野に入れなければ。

　そう思って待っていたオスカーのもとに、二人の精霊はすぐに帰ってきた。

　彼らが持ち帰った答えは、想定し得る中で最悪のものだった。







　広い部屋は日中にもかかわらず全ての窓が閉ざされ、何もかもが暗闇に埋没していた。

　扉を開けた途端漂う臭気に、オスカーは眉を顰める。

　探していた彼女は、部屋の中央にいた。扉から差しこむ光が黒髪の一部を照らし出す。

　床に広がった髪は乱雑に絡み合っていた。それだけではなく何かがその髪を床に凝り固めている。

　オスカーは、自分の渇いた喉が鳴る音を聞いた。

「……明かりをくれ」

「見ない方がいいって」

「くれ」

　再度の命令にカルは諦めて光球を生んだ。白々とした光が彼女の全身を浮かび上がらせる。

　魔女として、最後の女王として、そして王妃として美貌を謳うたわれた女が、そこにはうつ伏せに倒れていた。

　彼女に駆け寄るよりも先に、オスカーは現実を理解する。理解してしまった。

　床に広がる血ち溜だまりは、二日以上経過しているらしく変色して固まりかけている。そこに投げ出された体は剣でめった刺しにされたのだろう。白い魔法着は血で染まっており、薄い背と腹部分は焼け焦げて半ば炭になっていた。まるで現実味のない、だがこれ以上現実的な光景もない死だ。

「ティナーシャ……」

　──遅すぎた。

　彼がファルサスに行きついた時には、もうとっくに手遅れだったのだ。

　ティナーシャが城に連れていかれたのは三日前だ。魔力探知に彼女がかからなかったのは、魔力を封じられていたからではなく、もうその時には命が尽きていたからだ。

　オスカーは変わり果てた妻の姿に立ち尽くす。ミラの嗚お咽えつが微かに聞こえた。

「……何故だ？」

　口にできたのはそれだけだ。何故彼女がこんな場所でこんな死を迎えているのか、その理由が分からない。何と戦っていたわけでもないはずだ。三日前まで普通の日常を送っていた。

　考えようとして、けれど思考が少しも回らない。カルの声が聞こえる。

「お嬢ちゃんは王に連れてこられたらしい。封飾を嵌められ、他の王族の魔法士を殺すよう脅されたが、それを拒否した」

「王族の魔法士を？　何故殺す必要があるんだ」

「分からない。今の王は変わっているみたいだ」

　カルの答えを聞きながら、オスカーは力の入らぬ足を動かして妻に歩み寄った。乾いた血溜まりに膝をつき、嵌まったままの封飾に触れる。指先から力を注ぐと、アカーシアと同質の封飾は澄んだ音を立てて砕け散った。零こぼれた力がオスカーの手の中に吸いこまれていく。

　彼は他にもつけられていた封飾具を全て取り払うと、上着を脱いで妻の体を包みこんだ。肉の焦げた臭いが鼻をつく。見るとティナーシャの胸から腹はほとんど焼け落ちているようだ。

「体の中を焼かれたのか……」

「いや、これはお嬢ちゃんが自分で焼いたんだろ。封飾で魔力を外に出せなかったから、中で魔力を暴発させたんだ」

「自分で……」

　何のためにかなど考えるまでもない。アカーシアで殺されて先が絶たれないように、自ら命を絶ったのだ。彼女はおそらくぎりぎりまで活路を探して、それが叶かなわないと区切りをつけた時点で自分を終わらせたのだろう。たとえ年月がかかるとしても、もう一度彼の前に戻って来られるように。

「俺は、本当に間に合わなかったんだな」

　口にすると虚脱感が押し寄せる。

　無理にでも買い物についていけばよかった。彼女が屋敷に帰っていないと気づいた時、すぐにファルサス城都にまで探しに来ていたらよかった。彼女を足止めできるほど力を持っている存在などそう多くないと分かっていたはずなのに、己の判断を後悔してもしきれない。

　オスカーは彼女の体をそっと抱き上げる。その死に顔は予想に反して安らかなものだ。毎晩見る、ただ隣で眠っている時によく似た顔。オスカーはそのことにほんの少しだけ安あん堵どする。

　本当に、ほんの少しだけだ。魔法を封じられていたということは、鎮痛も施すことができなかったということだ。彼女が死ぬまでに受けた痛みは相当なものだっただろう。それでも安らかな顔に見えるのは、最期の瞬間には痛みから解き放たれていたか……それともオスカーが自分を見つけにくることを予想して、夫を気に病ませないよう表情から苦痛を消したか。ティナーシャなら後者の可能性もあるだろう。彼女はそんなことを気にするところがあった。

「恨み言の一つでも残してくれてよかったんだ……」

　肝心な時にいない自分を恨んでくれてもよかったのだ。永遠を共にするはずなのに彼女の危機に手が届かなかった。彼女以上に優先するものなど、もはや自分にはないというのに。

　オスカーは妻の体を労いたわるように抱きしめる。うっすらと死臭のする額に頰を寄せた。

「すまない、ティナーシャ……」

　たとえ自分たちの死が、人間らしい感情を失わないための措置なのだとしても。

　こんな風に彼女を死なせていいわけではない。オスカーは震える腕で彼女の遺骸を抱きしめる。

　今は冷たいこの体を焼いた炎が、自分こそを焼き尽くせばよかったのだと歯を食いしばりながら。
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　血の臭いはいつまでも鼻の奥にこびりついているかのようだ。

　私室の椅子で浅い眠りに落ちていたディスラルは、ふっと夢の合間に顔を上げる。

　魔女が死んでいることは確かに確認した。逸脱者が不死ではないというのは本当だったようだ。最強の魔女とあって、あれだけの封飾具をつけられてなお自分を焼いたのには驚いたが、ただそれだけだ。

　あの魔女は結局、終わらないことを選んだ。ここで終わってもいいとディスラルに否をつきつけながら、再び終わりのない運命に自らを投じたのだ。

　けれど、そんなものは無限の責め苦と同じだ。いつまでも続く闘争などぞっとする。最期の瞬間に夫の名を呟いた魔女は、己の愛情を頼りに永えい劫ごうを渡ろうというのか。

『あいしているわ』

　ふっと母の声が脳裏をよぎる。

　母のその言葉は、歌ではなかった。いつもそれだけは、魔力を持たないただの言葉だった。

　けれどそれが持つ意味を彼は理解できない。理解しようとも思わない。

　母が抱えていた感情も魔女が手離そうとしない想おもいも、何一つ分からないのだ。母が彼に注いだ感情のうち、彼が受け取ったのは呪いだけだ。愛情という名のそれは、人に「自分の選ぶ未来は一つしかないのだ」と錯覚させる。彼女たちは躊躇ためらいもなくそこに身を投じる。

　──だから全てが忌まわしい。

　ディスラルは立ち上がると時計を確認する。

　魔女の死から三日、ひどく鳴り響くようになっていた歌も今は元の微かなものに戻った。源泉を殺しても変わらなかったのだ。ならばこの苛立ちは、憎悪は、呪いは、自分のものだ。

　彼は王剣を佩くと部屋を出る。廊下を歩きだしてすぐ一人の少女が現れた。

「叔父様、今日はすっきりしたお顔をなさっているわ」

　そう言う彼女は何もかもを見透かしているようだ。ファルサス直系の生んだ忌み子に、ディスラルは冷ややかな目を向ける。

「クレステア、直系を広間に集めろ。その後お前は部屋に帰って、今日は出てくるな」

「あら、わたしは残していいの？」

「お前が私と戦ってみたいというのなら。好きにすればいい」

　ディスラルが腰の王剣に手を触れると、クレステアは楽しそうに笑った。魔性の目をした少女は胸を反らす。

「それも楽しそうだけれど。いいわ、残されてあげる。叔父様のお望み通りにね」

「勘違いするな。私が望んだわけではない。それはお前の悪辣さだ」

　きっぱりと言うと、少女は笑いながら白いドレスを翻して駆け出す。彼女は廊下の先で一度振り返ると、大きく手を振った。

「さようなら、叔父様！　とてもつまらない人生でしたね！」

　それだけ言って去っていく少女を、ディスラルは冷めた目で見送る。

　クレステアはおそらく、彼とは違った意味でファルサス王家の棘とげとなるだろう。だがそれは、今まで見えなかったものを表層化させるだけだ。自分たちがやらずとも、いずれ王家を忌む誰かが現れて同じことをしただろう。だからその前に自分がやってしまわなければ。

　ディスラルは、血族が集められるまでの時間に広い城内を歩いて巡る。王の姿を見た臣下たちが驚いて恐縮し、女官たちが恐れ慄いたが、彼は気にすることなく彼らを労ねぎらっていった。今まで荒い気性で知られていた主君の穏やかとも言える姿に、城の者たちは顔を見合わせる。

　そして彼はようやく、最後の大広間にたどり着いた。衛兵たちに下がるよう命じると、両開きの扉を自分で押し開く。

　その向こうには、五十人を越える王家直系たちが集められていた。年老いた者も、ほんの子供もいる。若い男も、身ごもっている女も、高名な魔法士も、勇名で知られる剣士も、魔力を持たない学者も、日々を無為に過ごしている者も様々だ。彼の弟も、腹違いの妹もいる。

　まるでばらばらな血族たち。だが見たところ全員がそろっているわけではない。たまたま城都を離れていて連絡がつかなかったか、それともクレステアが「長く味わうために」わざと残したか。

　どちらでもいい。今、彼が向き合うのはここにいる血族たちだ。

　入り口近くにいた壮年の男が、眉を寄せてディスラルに歩み寄る。

「何の用があって我々を集めたのです？　私は未いまだに、陛下が強行なさったカソラ侵攻の後始末に追われているのですが」

　男はディスラルの叔父で、以前から忠言を惜しまない一人だった。彼は父王よりもよほど口くち煩うるさく真摯に、正面からディスラルに向き合おうとしてきた。

「ご存じでしょうが、ファルサスは大国の一つとして大陸平和への寄与が期待されています。私たちの武力と魔法技術はそのためにあるのであって、禁呪使用の牽けん制せいや貧困国への援助を──」

　言葉が途切れる。

　男は口を開いたままぐらりと傾いだ。斬られた体から上がる鮮血が、ぼたぼたと床を濡ぬらす。

「え？」

　声を上げたのは一番近くでそれを見ていた若い女だ。ディスラルの又また従姉妹いとこにあたる女は、精霊を使役する魔法士だ。だからディスラルは、返す刃やいばで彼女も斬った。

　またたく間に重なった二つの死体。

　広間にいるほとんどの人間たちが、理解できない光景に固まる。

　だが、二人目が斬られるより先に動いた者たちもいた。

　いくつもの剣が抜かれ、複数の魔法構成が組まれる。強者ばかりで知られるファルサス直系の中でも戦闘に突出した人間たちだ。

　ディスラルの背に光の球が着弾する。それを撃ち出したのは、幼な子を腕に抱いた母親だ。

　無言の攻撃に、ディスラルは素早く身を翻すと光球を避よける。追尾しようと弧を描きかけた魔法を、彼は前を見たまま斬り落とした。流れるようにディスラルは母親めがけて短剣を投とう擲てきする。厚刃の短剣は女の喉に深々と突き刺さった。

　ディスラルは崩れ落ちる女に賞賛を投げる。

「いい気概だ。状況を分かっているようだな」

「っ、なんのつもりだ！　乱心したか！」

　広間の奥から老いた男が叫ぶ。母親の手から落ちた幼な子が一瞬の間を置いて泣き出した。

　ディスラルは血族たちを見回す。戦闘態勢になっているのが三分の一、残りが状況を摑つかめず困惑している者たちだろうか。彼は血族たちに侮蔑の目を向ける。

「……突出した力を持っていてこれか。存在自体が害悪だな」

　なまじ力を持っているという驕りが彼らの動きを鈍らせるのか。それとも直系が増えすぎたが故に実戦経験が少ない者が増えたか。

　ただ歴戦の人間がいることもまた確かだ。王剣を握り直すディスラルに二つの斬撃が振りかかる。前と横から示し合わせた攻撃は、常人なら避ける間もないものだ。

　だが彼は、むしろ自分から正面に踏みこんでいく。間合いを外されぎょっとする男へ王剣を斬り上げた。派手な血ち飛沫しぶきを上げる男を見もせず、ディスラルは奥にいた魔法士の首を刎はねる。アカーシアの刃は呆あっ気けなく魔法結界を無効化し、ただの球のように王族の頭部を跳ねさせた。

　──そこでようやく全員の意識が切り替わる。

「討ち取れ！　アカーシアを自由にさせるな！」

　誰かの絶叫。けれどそれよりディスラルの方が早かった。撃ちこまれる魔法を無効化して王剣が煌きらめく。子供たちの泣き声と悲鳴が重なり、見る間に広間の床が血で染まった。

　前例のない血族同士の戦闘、「魔法士殺し」の剣を相手に凄絶な火花が上がる。







　ディスラルが数多いる血族の中で王となったのは、王の子であったことが最大の理由だが、もう一つの理由は剣の腕が突出していたからだ。

　絶対魔法抵抗を持つ王剣と卓越した剣士の組み合わせは、魔法士の天敵だ。事実『青き月の魔女』が当時のファルサス国王に嫁げたのも、いざという時彼女を殺すだけの力量が王にあったからだ。

　そして、魔女の婚姻から二百五十年が過ぎた今、彼女の血を継いだ魔法士たちと、王剣の主のどちらが強いかと言えば──それは、殺意に揺らぎがない方だ。

　ディスラルは、男も女も、老いた者も子供も、向かってくる者も逃げようとする者も関係なく、斬れる者から斬っていく。そこに迷いも躊躇いもない。動揺しているのは血族たちの方で、彼らは弱い者を庇かばおうとして隙を生み、魔法が通じない混乱の中、少しずつ斬り捨てられていった。

「陛下！　おやめください！」

　増えていく死体の中から少年が叫ぶ。けれど悲痛な声にディスラルは答えない。彼は何も言わない。それは彼とわたりあおうとする人間たちも同様だ。

「射よ！　落ちし星の火よ！」

　天井近くに赤熱の矢が数十生まれる。ディスラルは自分に向かって降ってくるそれを一いち瞥べつしただけで、構わず血族たちの只ただ中なかへ踏みこんだ。巻き添えを食らいかけた一人があわてて結界を張って炎を留とどめる。その腹を、アカーシアの刃が大きく斬り裂いていった。

　体勢を崩した少女の頭上に王剣が打ちこまれる。だがその斬撃をかろうじて老練な剣が弾いた。それを為した壮年の男は、緊張を漂わせながら周囲に指示する。

「あわてるな。戦えない者は転移で離脱しろ。戦える者は戦え……ここで王を止められねば、取り返しのつかないことになるぞ」

「そ、それが、転移封じが張られてて……」

「は!?　城内で誰がそんなことを！」

　その言葉に、ディスラルは笑い出したくなった。そんなことをするのはクレステアしかいない。彼女はこの広間に集めた血族を、全て王の供物にするつもりなのだろう。

「まったく余計な真ま似ねを。こんなことをされては全員を殺しきれてしまうではないか」

　ディスラルは血溜まりを蹴り上げる。その飛ひ沫まつは剣を振るおうとしていた壮年の男の目に入り、ほんのわずかな隙を作った。その隙が生死を分ける。

　男は肩口から斬り捨てられた。溢あふれ出だす血が床の血溜まりと混ざって広がっていく。

　魔法大国と謳われる国において、アカーシアがどれだけ異様な存在なのか、そして持つ人間の力量によってどれだけのことを引き起こせるのか、全員が最悪の結果に直面することとなった。

　ただそれでも退ひくわけにはいかない。ファルサス直系たちは、ただ一人の王を相手に死闘へ挑む。




　それから……どれだけの時間が経ったのか。

　割れた窓から風が吹きこんでくる。広間の奥、玉座を背にアカーシアを振るっていたディスラルは、軽く息をつくと周囲を見回した。

　もはや闇雲に彼に向かってこようとする人間はいない。皆、一定の距離を取って機をうかがっている。少し前から広間の扉も開かれ、騒ぎを聞きつけた武官や宮廷魔法士たちが加わって積み重なる死骸を増やしていた。

　本来彼らに守られるべき王は、臣下たちに笑って見せる。

「私と他の直系がどう違うか分かるか？　日頃から血族と戦う気があったかどうかだ」

　この国の直系王族は、一部を除いてほとんどが戦闘巧者だ。だがそこに「自分と同等以上の敵と戦う」心づもりがある人間がどれほどいたか。己の強さへの驕りがなかったか。

「私は常に考えていたぞ。何故他の血族が動かないのか、ずっと不思議だったくらいだ」

　お互いを愛し、憎み、そんな感情を伝でん播ぱさせた子供たちを生み出し続ける王家。

　淀みは消えない。ただ重くなっていく。にもかかわらずここまで終わらせようとする人間は誰もいなかった。動いたのは、塔からやって来たディスラルだけだ。

　ただそれでも、血族たちが大陸中へ溢れ出してしまう前に間に合ったのは、先の時代にとっては重畳だっただろうか。

「いや、そんなことは私が考えることではないな」

　人の行動の意味など、誰かが勝手に後付けするものだろう。

　彼はただ彼の感情で動く。何の大義も理由もなく自由を以て。

　本当の意味であの塔から出る時が、ようやく来たのだ。

　ディスラルは清すが々すがしい思いで、もう座ることのない玉座を振り返る。

　──その時、広間の方でざわりと空気が動いた。

　血まみれの王は振り返り、そこに自分と同じ剣を持った男を見る。

「……来たのか」

　もう一振りのアカーシア。その意味するところは一つだ。

　広間の惨むごたらしい有あり様さまに、男は眉一つ動かすことなく入ってくる。その相手にディスラルは向き合った。

　いつかは来るだろうとは思っていた。逸脱者は二人一対の呪具だ。片方を理由なく殺されて黙ってはいないだろう。だがそれも織り込み済みだ。ディスラルはかつての王を嘲笑する。

「連れ合いの復ふく讐しゅうに来たのか？　それでわざわざ殺されに？」

「お前は一体何をしている」

　よく通る低い声。

　オスカーはアカーシアを軽く払う。

　空を切る音は、ぞっとするほどの速さと滑らかさだ。それだけで、彼の技量が如い何かほどのものか分かる。

　血族たちの中には、逸脱者の口伝を知っている人間も当然いるのだろう。オスカーの持つ王剣を見て、年とし嵩かさの男が口を開いた。

「あなたは……まさか」

「息がある者の救助を。あの王はこちらで引き受ける」

　男はそれを聞いて口元を結ぶと、若い血族たちを促して下がらせる。自然に道が開き、オスカーは血に溢れた広間を、淀みのない足取りでディスラルへ向かった。

　広間の惨状を問う言葉に、ディスラルは口元だけで笑う。

「それを聞いてどうする？　もっと別に聞くべきことがあるのではないか？」

「お前は王だ。この場の理由を聞くのが先だ。答え次第では今すぐ代替わりをさせてやる」

　感情を抑えた声音は「王であること」を問う意志に満ちていた。

　怒りより先に責務を突きつけてくる視線は、魔女のものとよく似ている。

　否──そういう二人だからこそ、世界に呪具として選ばれたのだろう。個人の感情よりも己の役目を優先できる精神性が、彼らをこんな時代にまで来させている。

　まるで自分とは反対だ、とディスラルは吐き捨てたくなる。彼は、王で在りたかったことなど一度もない。王ならざる王は晴れやかに笑う。

「何をしているかなど見れば分かるだろう。血の清算だ」

「あれを殺した理由も同じか？」

「意味はない。ただ目障りだった」

　逸脱者二人の性格を知った今なら、あの魔女が命惜しさに従うことなどなかったと分かる。ただ万が一の可能性もあるとは思っていた。自分の血が継がれた結果の有様を、憐あわれに思って動くかとも思った。彼女が自分の血を王家に入れることに消極的だったのは、当時の記録を見れば分かる。だから彼女を見つけた時──ずっと望んでいたことを実現するなら今ではないかと腑ふに落ちた。

　そうして辿たどりついたのが、この時だ。

　答えを聞いたオスカーは微かに嫌悪を漂わせる。けれどそれは本当に微かでしかなかった。

「なるほど、分かった」

　彼はそれだけ言うと、隙のない足取りで距離を詰める。

　そしてオスカーは、ディスラルに向かい合った。二対の青い瞳がそれぞれ、他者と繫つながらない過去を擁して相手を捉える。ディスラルは自分とはあまりにも違う王を見据えた。

「……その目だ」

　ディスラルは呟きを嚙かむ。

　ファルサス直系の一部が持つ目。強者の責務を負って他を圧する目だ。

　そうして彼らはどろりとした自身の感情をのみこんでいく。まったくいびつで苛立たしい。

　ディスラルは消しがたい苛立ちから罵言を吐こうとして、けれどすんでのところでそれをのみこんだ。嘲笑を浮かべてオスカーに言う。

「お前も目障りだ。時代の遺物よ、ここから退場するといい」

　ディスラルは、かつての王に斬りかかる。オスカーはその剣を己の剣で受けた。

　最短での反応。剣同士がぶつかる音が響く。

　ディスラルは反撃を許さぬよう間断ない攻撃を降らせた。

　ここまで血族を斬ってきた疲労も今は感じない。頭痛も、耳の奥で鳴り続ける歌も気にならない。ただ己と相手の剣だけに集中する。

「お前にとってもこの剣は致命的なはずだ。これに殺されれば後がないのだろう？」

「さあ、どうかな」

　軽い返答と共に打ちこんだ一撃が受け流される。

　上がっていく速度にディスラルの意識は研ぎ澄まされていく。彼の気性を否定する人間も、この強さを否定することはできないだろう。血族を相手に虐殺をしてのけた彼の腕は、王剣を差し引いたとしても歴代屈指だ。

　オスカーは眉を寄せつつその猛攻を捌さばき続けた。広間に高い剣けん戟げきの音がこだまする。

　狂乱の中にあるように見えて冷静さを失わないディスラルの剣筋に、オスカーは一歩も退かず、攻勢に回ることもなく様子を窺っているようだ。妻を殺されても激げき昂こうしないでいられるその態度に、ディスラルは忌々しさを覚えて……ふと気づく。

　──歴史を変えた源泉は、ひょっとして魔女ではなくこの王の方だったのではないか。

　魔女を娶った男。彼の選択こそが今を招いた。オスカー自身はおそらく、個人が持つ大きな力を大して特別視はしなかったのだろう。だから魔女を一人の女として妃に迎えた。

　けれど彼の血を引く人間たちはそうではなかった。もたらされた力を手放すことを恐れた。

　そんな人の愚かさを予見できなかったことこそが罪だ。

　ディスラルは叫ぶ。

「後悔しろ！　魔女を迎え入れた己の愚かさを！　お前の選択の結果がこれだ！」

「それが理由か？」

　オスカーは動揺を見せない。淡々と冷ややかにディスラルの剣を受け続ける。

　揺らぐ素振りのない男へ、ディスラルは鋭い一撃を突きこんだ。だが相手はそれを外に受け流す。間を置かずディスラルが胴を薙なごうとした刃は、相手のアカーシアに受け止められた。

　明るい夜空色の双眸が、何もかもを見透かすようにディスラルを射抜く。

「昔、ティナーシャにも似たことを言われた。自分の血と、亡国の遺産をファルサスに継がせることはよくないことだと」

　強大な魔力と魔法知識、そして十二人の人外たる精霊。それが彼女のもたらしたものだ。青き月の魔女は古き魔法大国の遺産を持って王に嫁いだ。

「だが、力が負をもたらすとしても、その負は越えられないものではないだろう。力自体に正負はない。扱う人間によって変わるだけだ。たとえ小さな刃物であってもそこは変わらない」

　両刃の一いっ閃せん。

　オスカーの持つアカーシアが、視認できぬほどの速度で斬り上げられる。

　それはディスラルの王剣を弾き、空隙を作った。反射的に跳び退しさったディスラルに対し、オスカーは同じ分だけ距離を詰める。

「力ある人間は、それぞれが選びうる道を選んできたはずだ。だから俺は、俺の妻を否定しない。俺の子を否定しない。俺の血を継ぐ子らが歩んだ道を否定することはない」

　強大な魔力を持って生まれた人間が、どんな道を選んできたか。おのおの思うところがあったはずだ。その魔力を自分の子に継がせたいと考えた人間もいただろう。国と民を守るために力がなければと信じた者も。或あるいはただ血族を愛した者も。皆が皆、選択を重ねてきた。

　そんな選択を「歪んでいた」と遡って否定することを──ディスラルは選んだ。

「よくも綺き麗れい事ごとを……！」

　激しい怒りがディスラルの中に湧き起こる。何故、どこから来たかも分からぬそれは、母が残した歌よりも熱く内腑を焼くようだ。ディスラルは己と正面から向き合う男に吐き捨てる。

「ならば私も、お前の選択が生んだ忌み子だ……！」

「ああ。だから、お前のことも否定しない」

　その即答に、ディスラルは虚をつかれる。

　生まれた空隙にオスカーは、もう一歩鋭く踏みこんできた。

　同じ血を、同じ剣を持つ二人の王。二振りの王剣は激しい音を立ててぶつかりあった。ディスラルは押しこまれる力に抗あらがおうと、激情を全て両手に注ぎこむ。

　何故、否定しないのか。「どの道でも好きに選べ」と、この世界に放り出したのは周囲の人間ではないか。その行きついた果てが間違っていたと、呪われた人生だったと否定すればいい。そんな傲慢さこそがディスラルの憎悪するものだ。

　なのに、この惨状を目の当たりにしてどうして彼を否定しないのか。それだったらあの日、母と一緒に塔を出ていた方がよほどマシだった。

　ディスラルは怒りを込めてオスカーを睨む。

　お互いの力が拮きっ抗こうする一瞬、永遠にも思える時間。

　オスカーは彼を見た。

　ひどく静かな声が、血塗られた広間に落ちる。

「だが王とは……民を守る精神そのものだ」

　ディスラルは目を見開く。

　その言葉は、燃え滾たぎる感情に落とされた氷のひとかけらだ。血族の在り方を否定したことも、剣を以て全てを排そうとしたことも、ティナーシャを殺したことでさえもこの男は否定しない。

　──ただ王として、ディスラルの目はあまりにも民に向いていないとだけ言っている。

　そしてそれはただの事実だ。今までディスラルは自国の民のことを「ただそこで生きている人間たち」と思っていて、彼らのことを考えたことはなかったのだから。

　ほんのわずかな空白。

　瞬間、オスカーの剣が彼の王剣を撥はね上げる。もう一振りのアカーシアが、止める間もなくディスラルの体を斬り裂いた。

　鮮血が上がる。

　目前で煌めく王剣の刃。その光は不思議と彼に、塔の窓から見た空を思い出させた。




　遠く、綺麗な。

　自分がいるところとは、まるで違う。

　母が出ていった、ただ眩まぶしい場所。




　己の作る血溜まりに崩れ落ちたディスラルは、乾いた瞳で天井を見上げる。

　塔より響く歌は遠い。頭痛は微かだ。王になりきれなかった男は目だけをさまよわせると、自分を見下ろす男を見つけた。せめてもの意趣返しとして囁く。

「愚かしい精神だ……お前はいつか……あの魔女をもそうして殺すのだろう……」

　妻を殺された復讐よりも先に、王の在り方を問う精神。この男には、人であった頃の、王としての生き方が身に沁みついてしまっている。

　だから彼はいつかきっと、魔女が言う通り彼女を己の手で殺すのだろう。全ての呪具を破壊した後、自分たちも消え去るために。それはなかなか皮肉な結末だ。

　呪詛にも聞こえる呟きに、オスカーは軽く目を細める。青い瞳に初めて消し難がたい感情がよぎった。

「……知っている」

　ディスラルはその言葉に目を瞠る。

　いずれ来る終わり。その形をオスカーはとうに分かっている。妻が口にしなくても理解している。

　その上で、彼ら夫婦はお互い何も言わぬまま最後の時に向かって歩いていくのだ。平穏な時間に慰められながら戦い続ける。まるで窓のない塔だ。

　ディスラルは笑い出したい気分で目を閉じる。歌にはならない息を吐いて目を閉じる。

　──これで自分も、あの塔から出ていく。

　そう思うと憎んでいた全てがどうでもよくなって……ようやく楽になれた気がした。







　淀んだ大広間に風が流れ始める。

　王の遺体を無感動な目で見下ろしていたオスカーは、深く息をつくと顔を上げた。

　振り返ると、生き残った直系たちが虚脱の色濃い目で彼を見ている。その中の一人、先ほどオスカーに声をかけた男が進み出た。

「お手を煩わせてしまいました……ありがとうございます」

「いや、余計な手出しをした」

　ここまで関わらない方がいいとは分かっていた。けれど結局のところ、この惨状を放置できなかったというのが事実だ。見たところ死者は優に五十人を越える。オスカーは精霊の名を呼んだ。

「カル、怪け我が人にんの救助に回ってくれ」

「分かった」

　二つ返事で現れた精霊は、魔法士たちに加わって治癒に回る。ざわめき始める広間の中で、一人の少年が、オスカーの前に歩み出た。今の戦闘の間に、他の直系から逸脱者の口伝を聞いたらしい少年は、ひどく傷ついた目で彼を見上げる。

「あなたは、これが起きることをご存じだったのですか」

　そう問われたのは、あまりにも現れた時が良すぎたからだろう。

　だが事実としてはあまりにも遅すぎただけだ。オスカーはかぶりを振る。

「知らなかった。俺は妻が行方知れずになったから、探しに来てここに行き当たっただけだ」

「っ、それは……」

「手遅れだった」

　少年は絶句すると、ややあってうなだれる。その間にも救助は続いていき、あわただしい空気の広間には少しずつ人が増えていく。

　このままここに長居するのもよくないだろう。アカーシアを消し、踵きびすを返かえそうとしたオスカーに、最初に声をかけた男が問う。

「このような存在を生んでしまうとは……我々は間違っていたのでしょうか……」

　王剣を持つ最強の剣士を、王として戴いただく魔法大国。

　けれどその在り方に王自身が疑問を抱けば、ここまでの惨事すらも可能になるのだ。

　王家への疑念を漏らす男に、オスカーは首を横に振る。

「それは俺が断じられることではないだろう。色々と思うところもあるだろうが……今は民への影響を最小限に抑えるのが先決だ」

　幸い、とはとても言えないが、死んだのはほとんどが王族で、ファルサスの民には被害が出ていない。ならば生き残った者たちで開いた穴を埋めていくしかない。そうして奔走しているうちに振り返って見えてくることもあるはずだ。

　オスカーは死者の中に、逃げ出そうとして背中を斬られた少女を見つけて顔を曇らせる。彼は少女の遺骸に歩み寄ると、手を伸ばして恐怖に見開いた眼を閉じさせた。

　その背に、先ほどの少年の声がかかる。

「……一時的にでも、貴方のお力をお借りすることはできませんか」

　驚いて振り返ると、少年は決意も固い目で彼を見ている。直系の中でも王位に近い人間なのかもしれない。他にも生き残った何人かが期待を込めた目でオスカーを見つめている。

　彼らからすると、かつての国を治めきったオスカーは「正解を知っている人間」に思えるのかもしれない。だが正解など元から存在しないのだ。オスカー自身も繰り返された試行の中で、何度か手痛い失敗をしてきた。後手に回ってティナーシャを失ったこともあるのだ。

　オスカーはかぶりを振る。

「それは勧められない。俺たちはやはり特殊な存在だからな。人と関わりすぎれば別の歪みを生む可能性がある」

　ディスラルは、ティナーシャと相対して何を思ったのか。

　彼女の持つ性質は「変革」だ。時によくも悪くも人を強く動かすことがある。

　そしてそれはオスカー自身にも言えることだ。彼に何かを委ねても反発しても、そのどちらもが本来の選択肢とは外れている。いるはずのない過去の人間に縛られてしまう。

　そこまで考えて、オスカーはふっと微苦笑した。昔、ティナーシャにも同じことを言われたと思い出したのだ。「国と共に滅ぶはずだった女に、心を捕らわれてはならない」と。

　──そんな思い出全てが愛いとおしい。

　古い記憶に気を取られるオスカーに、怪我人を診ていたカルが言う。

「時々様子を見に来るくらいいいんじゃないか？　人手が足りなきゃその人手になってやりゃいい。なんなら俺とミラだけ残していったっていいわけだしな」

「お前たちはそれでいいのか？」

　オスカーは軽い驚きを以てカルを見やる。

　本来、上位魔族である精霊は人間への関心が薄いのだ。カルとミラは精霊の中でも人間への肩入れが強かったが、自分から「残ってもいい」など言い出すとは思わなかった。

　カルは肩を竦めて見せる。

「あんたが城を離れた後も、俺たちは何人か主人を持ったからな。それなりにこの国に愛着があるし、あんたみたいに『踏みこみすぎるのは越権行為だ』って意識もないのさ」

「……そうなのか」

　人手が足りないだろうことは事実だ。オスカーも、もし自分がただの人間で辺境領地に住んでいる王族だったら進んで手伝いを申し出ていただろう。

　なら、ほんの少し子孫の手足となって動いても、許されるだろうか。

　ディスラルが言うように、強大な魔力の血が歪みを生んだのだとしたら遠因は自分にある。多少の面倒事くらいは請け負うべきかもしれない。

　オスカーはぼろぼろの少年を見やる。その目には確かに彼自身の意志が見て取れた。他に生き残った者の中にも、絶望と虚脱の顔で座りこんでいる人間もいるが、そうではない者もいる。

　──かつて守護者として自分に手を貸してくれたティナーシャも、こんな風に迷ったのだろうか。

　自分を上手く扱えるかどうか、力に溺れない相手なのか。耳に痛い忠言をされたことは何度もある。ただ結局彼女はオスカーに連れ添ってくれたのだ。彼の意志を尊重し、彼の選択を受け入れ、人を外れるに至るまでついてきてくれた。あわただしくも幸福だった記憶をオスカーは振り返る。

　彼は長く考えこんでいたが、やがて直系たちを見回し頷いた。

「分かった。こちらも正規の手続きなしに精霊を借り出した恩があるしな。一度家に妻を連れて帰らせてもらうが……その後は、限られた範囲で手を貸そう」

　少年の表情がほっと緩む。緊張が解けたらしく礼を言おうとして倒れかけるのをカルが支えた。

　そうして空気が動き出す広間の中、オスカーは空の玉座を振り返る。

　何人もの返り血を浴びたそこは、感傷を許さない現実そのものだった。











※






　生存者の救護を手伝い、いくつかの話し合いを済ませた後、オスカーは城の奥へと戻った。

　かつてのティナーシャの部屋、今は使われていないそこで待っていたミラは、主人の顔を見ると寝台脇の椅子から立ち上がる。

「終わった？」

「ああ」

　オスカーは寝台に歩み寄ると、そこにいる妻を見つめる。

　ミラの手によって清められたティナーシャは、充分に美しかった。血も傷痕も拭われ、まるでただ眠っているだけのようだ。

　オスカーはその白い頰に触れる。

　ひんやりと固い感触に喉の奥が詰まった。口を開けばとめどない後悔ばかりが零れてきて、眠るティナーシャを溺れさせてしまいそうだ。

　だから彼はその全てをのみこんで、魂がもうない彼女に口付ける。

　青白く滑らかな頰に、音もなく涙が落ちた。その滴が大事な彼女を汚してしまわないように、オスカーは顔を上げるとそっと指で拭う。

　普段は魔法で軽い彼女の体は、抱き上げると相応の重みがあった。だがそれでもオスカーには充分過ぎるほど軽い。血と内臓が失われてしまったから余計にそう感じるのかもしれない。

　オスカーはティナーシャを腕に抱いて部屋を出る。

　そうして彼が向かった先は、代々の王と妃の肖像画が飾られている廊下だ。奥まった場所にある一枚の前で、彼は足を止める。見上げると額縁の中、彼の隣で幸せそうに微笑む妻の姿があった。

「……懐かしいな」

　この絵を描かせたのはもうどれくらい前のことか。まだ子供が生まれていなかった頃の記憶をオスカーは懐かしく思い出す。当時の二人はどちらも己の変質を知らなかった。知らないまま一緒にいたのだ。彼はまだ絶望を知らず、彼女の存在を当然と感じていた。それがどれだけ無知な幸福であったのか今の彼はとうに分かっている。ただ時折忘れかけて、喪失と共に思い出すだけだ。

　オスカーは可か憐れんな死に顔に目を落とすと、抱き上げる腕に力を込めた。傍らの精霊に命じる。

「焼いてくれ」

「絵を？　いいの？」

「ああ。もう不要のものだ」

　彼が見ない彼女の笑顔などもう必要ないだろう。今は子供たちもいない。あの笑顔から彼女を思い返す者は誰もいないのだ。

　オスカーが踵を返すと同時に絵はゆっくりと燃え始める。

　やがてその炎が壁に焦げの染み一つ残さず消え去った時、魔女を抱く王の姿もまた長い廊下から消え去っていたのだ。
















　彼女が失われてから、二十五年が経った。

　それは想像していたよりもずっと、乾いた年月だ。

　以前に彼女を亡くした時は、まだ周りに子供たちも臣下もいた。王としての毎日に追われていた。だから空虚を目の当たりにする時間も、相対的に少なかったのだろう。それにあの時は、たった四年で彼女は帰ってきてくれた。最上位魔族として自身を再構成するという横紙破りでもう使えない手段だが、ほぼ最短で彼の元に戻ってきたのだ。

　──ただそのたった四年でも、世界の半分がなくなったように思えていた。

　そしてこの二十五年は、長かったとさえ思えない。時間が少しも流れていないようで、たまに振り返ると驚いてしまう。彼の中では世界の全てが停滞しているようだ。鍛錬をし、呪具の情報を探す。それだけだ。何の変化もない。

　元々、人間だった時も公人の部分が大半で、私人としては妻への執着が大半を占めていた彼だ。人里離れた場所に一人で生きていると、欲求も感情もない。自分のために何かをする気にはならないし、彼女の反応を楽しみに新しいことをすることもない。ただ空白が己の大半を占めていて、何もないということだけがある。

　だから、ファルサスに協力することになったのも、結果としてはよかったのかもしれない。そうでなければ本当にオスカーはただの道具のように、淡々とした日々を送っていただろう。

　そんな主人の性格を今更になって知ったミラは、呆れ顔になる。

「あんたさ、そういうティナーシャ様がいないと何もなくなっちゃうんだってとこ、次はもっとあの方に見せた方がいいと思うよ」

「何もないって……別になくてもいいだろう。一人なんだから」

「だーから、そういうとこ」

　廊下を歩きながら人間くさく言うミラに、オスカーの後ろにいるカルが苦笑する。

「あんたの人間らしい感情って、全部お嬢ちゃんに向けたものだったんだな。お嬢ちゃんには完璧な顔見せるし、お嬢ちゃんがいなきゃ死んでるのと一緒だ。だろ？」

「そこまで極端なつもりはないんだが……」

　ただ毎朝起きて誰もいない隣を見下ろす度、喉の奥が熱を持つ。悔恨に叫び出しそうになって震える拳を握る。そうして波打つ激情をやり過ごした後、もう一度、誰もいない場所を見つめる。

　そんな風に妻のいない空白が自分の慟どう哭こくで満たされていると実感する時、己にはまだ感情が残っていると知る。だから、何がなくてもこの感情さえあれば彼女を待つには充分だ。

「自分一人に必要なものなんてそう多くはないだろう」

「そういうとこだって！」

　精霊二人に苦言をもらいながら、オスカーはファルサス王の執務室に到着する。

　一年ぶりに訪れた執務室にはその時、王だけが待っていた。気苦労のせいか、まだ四十歳まではいってないだろうにもっと年嵩に見える男を、オスカーは心配そうに見やる。

「大丈夫か？　ちゃんと休めているか？」

「恐縮です。少し身内の気苦労が多いだけです」

　王はそう言って苦笑する。

　──あの惨劇の日、広間でオスカーに助力を願った少年が、今の王だ。

　ディスラルは死後、廃王として王位を剝奪され、弟が王位についた。けれどその後も直系間では諍いさかいや争いが続いているらしい。

　らしい、というのは、オスカーが直接それらを目の当たりにしたわけではないからだ。水面下で密やかに、彼らは互いを疑い、排除しようとする。ディスラルが開けてしまった箱は、相当に底が深いようだ。オスカーはそれを「陰で煽っている人間がいるのではないか」とも怪しんでいたが、今の王が「心当たりがなくもない。身内の問題なので自分が何とかしてみる」と言っているので触れずにいる。だからオスカーが今まで手を貸してきた案件も、王家の指示に従っての諜ちょう報ほうや討伐など、直系の剣士たちの肩代わりだ。そしてそれも少しずつ不要になり、今に至っている。

　立ち上がった王からオスカーは書類を受け取る。国内の主要事項について書かれたそれは、見る限り特に問題ない。この二十五年の間、三人の王が足搔いた結果だ。

　王からの報告が一段落すると、宮廷に常駐しているカルが口を開く。

「そう言えば、やっぱり外部者の呪具っぽいものの情報は入ってこないな」

「誰か隠匿してるんじゃない？　特殊な呪具なら独り占めするやつが出てもおかしくないでしょ」

　ミラはそう言って肩を竦める。呼ばれなければ屋敷にいるオスカーとは違って、精霊の二人はあれからずっと城に残って、情報集めやちょっとした仕事を請け負ってくれている。「ファルサスに協力するなら、ついでに自分の情報集めもしなよ」と言われて、外部者の呪具を探してもらってもいるのだが、相変わらず成果はない。

　ミラが頭の後ろで腕を組む。

「たとえば北の方のメディアルって国が、時々やたらと勘のいい動きするじゃん？　他国の動きが分かってるみたいな。あれって呪具のせいだったりしない？　命じてくれたら調べてくるけど？」

「さすがにそれだけで精霊を送りこむのはまずいだろ。勘がいいやつがいるんじゃないか？　俺でも似たようなことができるぞ」

「えー、そんな人間何人もいないと思うんだけどー」

　不満げに言われても、ファルサスと関わっている以上は他国の中枢には踏み入れない。踏みこんで調べるとしたらこの国の仕事を完全に終えて、精霊を返してからだ。

　オスカーが書類に目を通していると、執務室の扉が叩たたかれ小さな少女が入ってくる。少女はオスカーを見て大きな黒い目を見開いた。

「お客様……？　じゃないのね。誰？」

「こら、無礼な口をきくな、テネステーゼ」

　王は少女を窘たしなめると「私の娘です」と恐縮する。そんな風に重く扱われてはますます不審者になってしまうとオスカーは思うのだが、どうも王にとっては初対面の印象が強いらしい。

　そんな王の娘に、オスカーは質問で返す。

「どうして客じゃないと思ったんだ？」

「精霊を連れてるから。あなたも王家の魔法士なんでしょう？」

「鋭いな。だが外れだ」

「テネステーゼ、いい加減にしなさい」

　父親に叱られ少女は口を尖とがらせる。そんな彼女に、カルがどこからか出した砂糖菓子を渡した。

　少女は目を輝かせてそれを受け取ったが、すぐに我に返るとオスカーを見上げる。

「教えてほしいだけなのに」

「と言われても。多分もう二度と会わないだろうからな」

「そうなの？」

「ああ、今日が最後だ。少し長居し過ぎてしまったからな」

　オスカーが書類を返すと、王は軽く一礼する。

　もともと二十年くらいだろうと思っていたが、なんだかんだで長引いた。ただそれも最後の方は一年に一度様子を見に来るくらいだったので、予定通りかもしれない。

　怪訝そうな少女をオスカーは見下ろす。愛らしい顔立ちには先祖返りか懐かしい面影があった。

「お前は少し……ティナーシャに似ているな。きっと美人になるだろう」

「ティナーシャって、青き月の魔女のこと？　本当に？」

「ああ」

　少女はぱっと笑顔になる。そんな彼女にオスカーは手を振ると、王に挨拶をして執務室を後にした。向かう先は城の奥庭だ。二人の精霊が彼の後に続く。カルが異例な主人に問うた。

「お嬢ちゃんはまだ戻ってこなそうなのか？」

「今のところは。探知構成を毎日広げているが見つからない。俺の時は九十年かかったから、それくらいはかかるのかもな」

　だとしたら、あと七十年くらいだろうか。人の一生に相当する時間を長いとは思うが、彼女を待つための時間なら惜しくはない。たとえ何百年、千年、一人の時が続くのだとしても、彼女はかつてそうしたように、またこの世界に戻ってきてくれるのだから。

「にしても、あんた一人でよく何十年も暮らしてるな。身の回りのこととかちゃんとできるのか？」

「掃除や洗濯はリトラがやってくれてるから平気だ。食事も自分しか食べないから適当にやってる」

　一人になって分かったが、自分は食事の味というものにさしてこだわらない人間らしい。味の良さは分かるし、ティナーシャが作ってくれる料理は好きなのだが、それ以外にさほど拘こだわりはない。食べられればいいと思っている。

　とは言え、ファルサスからの呼び出しも減った今では、調査のために大陸中の街を回って過ごしており屋敷にはほとんど帰っていない。一つの街を休みなく調べては次の街に移るの繰り返しだ。

　かつて人間であった時には、妻と共に過ごす時だけを休息時間にしていたが、人でなくなった後もそれは同様だったのだろう。彼女がいない以上休息を取らなくても気にならない。結局自分は、屋敷でくつろいで幸せそうな彼女を見るのが好きだったのだ。彼女が安心して過ごせる場所が好きだった。だから今はそれも不要だというだけだ。

　城の奥庭にたどり着くと、二人の精霊はそれぞれの石像があった位置に立った。

　曇り空の下に吹く風が、雑木林の枝を揺らしていく。カルはオスカーに向き直ると言った。

「あんたは分かってると思うけど、お嬢ちゃんは大事な相手を大事にしすぎちまう人間だ。そんなだから魔女になったし……でもその性質は長く生きるのにきっと向いてない。だからちゃんと手を引いててやってくれ」

「分かった」

　オスカーが頷くと、カルは笑ってその姿を変える。別れの言葉もなにもないあっさりとした終わりは、いかにも魔族らしい。オスカーがミラを見ると、彼女はいつものように不機嫌そうに言った。

「……ティナーシャ様が嫁いでから、三百年近く経ってる。その間、あの方の魔法技術で助かった人間はいっぱいいるの。私も何人か主人を持ったけど、みんな頑張ってた」

「ああ」

「だから、何も気にする必要はないの。これだけ時間が経ってから『そもそも最初の人間が悪かった』なんて、ただの言いがかりだから。あの結婚でティナーシャ様が幸せになったなら、意味なんてそれで充分でしょ。ティナーシャ様にもそう言っておいて」

　それだけ言い捨てて、ミラは石像へと変じる。すらりと首の長い、飛び立つ瞬間の鳥を模した石像は、オスカーの子供たちが希望してそうなったものだ。

　あっさりと言いたいことだけ言って契約を切っていった彼らは、彼らなりにオスカーたち夫婦を気遣ってくれているのだろう。きっとだからこそ、今回も型破りな契約を受けてくれた。ティナーシャが精霊たちに好かれていた証拠だ。

　オスカーはそんなことを考えながら、精霊の庭を後にする。

　少しずつ分厚くなる雲が、城に霧雨を降らせ始めていた。





※






　一人になって大陸を回る日々。

　どれだけの年月が経ったかは、確かめなければすぐに分からなくなってしまう。

　町々の様子が変わり、人が入れ替わり、時代が緩やかに動いていく。風景が色を変え、国境が消え、不変に思えた荒野でさえも緑が芽生える。変わらないのは彼だけだ。

　ティナーシャが亡くなってから約六十年、大陸中の街はおおかた回り終えた。転移座標を取得するための構成を教えてもらっていたのは幸いだろう。座標と街の名前、街の傾向をまとめた書付は三冊になった。

　大陸を旅するうちに怪しい話にはいくつも出くわしたが、その中に外部者の呪具はなかった。これはもう人目のつかないところに封じられているか、こちらの大陸にはないのかもしれない。だとしたら、妻が戻ってきてからでないと見つけるのは難しいだろう。

　そのティナーシャもまだ戻ってきてはいない。彼女は外見も魔力も特異なので、生まれ直しているなら人の噂うわさにのぼりやすいと思うのだが、そんな話も聞かなければ魔力探査にもかからない。

　ただティナーシャ曰いわく「赤子の体に私たちの魔力は大きすぎるんで、成長するにつれて徐々に魔力が戻ってくるんですよ。貴方も探査にかかったのは十五歳になってからです」ということらしいので、彼以上の魔力を持つ妻が見つかるのはもっと後になるかもしれない。

　──焦ってはいけない。

　焦れば揺らいでしまう。揺らげば彼女を不安にさせるだろう。カルの言った通り、自分は彼女の手をしっかりと引ける存在でいなければ。

　そんなことを考えながら街から街を巡っていく。どこにも留まらぬまま、誰にも深入りしないまま、大陸を渡り歩く。

　歩いていく。歩いていく。歩いていく。

　そしてようやく──当たりを引いた。







　広がる砂漠に、続けざまの爆音が鳴り響く。

　オスカーは足元の砂を蹴って横へ跳んだ。彼を追うように宙に爆発が起こるが、それは何の魔力も魔法構成も見られないものだ。

　──火薬などでもない、前触れのない力の行使。

　それは世界外から来たものの証あかしだ。照り付ける日差しが濃い影を生む中、オスカーは何もない砂漠を小さな敵に向かって走る。砂の凹凸に埋もれてほとんど見えないそれは、掌に乗るほどの透明な球体だ。

　どうしてこうなったかと言えば、調査の最中「蛙かえるの姿をした不可思議な魔法生物が盗品競りに出される」との情報を聞いて、念のため見に行ったのだ。ところがそれは彼の存在を感知し暴れ出した。そうして転移を重ねてここまで逃げ出したのを、何度か追跡をかけて追いついたのが今だ。

　オスカーは七歩の距離を詰めてアカーシアを振るう。

　けれどその寸前、球体からは扇状に広がる閃せん光こうが吐き出された。

　彼は咄とっ嗟さにアカーシアを盾に右へ跳ぶ。

　その間に球体は砂の上を滑って距離を取った。先ほどからこうして詰めて逃げられての繰り返しだ。オスカーは追撃で放たれた光条を斬り捨てる。

「まさかこんなことになるとはな……」

　今までこちらが破壊しようとするのに対し反撃してくる呪具はあったが、出くわしたとたん攻撃と逃走を図る呪具は初めてだ。元は生物の姿をしていただけあって自律性が高いのかもしれない。

　アカーシアの存在を察知している蛙は、この砂漠に行きついてから逃れられないと分かったのか小さな球に姿を変えている。今までの蛙の姿の方が擬態だったのだろう。そこそこ厄介な性質だ。おまけに自衛を優先しているのか、常にオスカーから距離を取ってくる。一人で戦うにはかなり相性の悪い相手だ。

　オスカーは、左手に嵌めた指輪をちらりと見やる。そこに嵌まった薄青い石は、今や罅ひび割われて半分が砕けていた。この数十年の旅で手に入れた「相手の転移先座標を割り出す」という魔法具だが、連続使用に耐えかねたのか、それとも普通ではない転移を追跡したからか、これ以上の追跡は難しそうだ。なんとしてもここで破壊せねばならない。

「荷が重いが……やるしかないか」

　砂地に半ば埋もれた球は、日の光を反射しない。まるで何もかもを透過するようにじっとオスカーの様子を窺っている。先ほどから彼も距離を詰めたいと試みているが、爆撃に阻まれ上手くいかない。おまけにこの炎天下だ。これ以上長引けばオスカーの体力が尽きる。そういうところは普通の人間と変わらないのだ。

　彼は熱され過ぎた額を手の甲で拭った。

「ナーク、聞こえてるか」

　主人の呟きに応えるように、上空で大きな影が旋回する。

　オスカーが使役する赤いドラゴンは、この六十年間彼に連れ添ってくれた唯一の存在だ。彼は親愛を込めて空を飛ぶドラゴンを見上げる。

「そろそろ無理にでも決着をつけるから、後は頼むぞ」

　オスカーはそう言うと、両手でアカーシアを握り直す。

　砂地で戦うことにももう慣れた。人であった頃も『呼ばれぬ魔女』とこうして砂漠で戦ったことがあるのだ。外部者の呪具は確かに強力ではあるが……魔女の方がよほど悪辣だった。おそらくティナーシャも同じことを言うだろう。

　──ずっと見つからなかった呪具だ。いくらか痛手を負おうともここで決着をつけなければ。

　かつての王は透明な球を見据える。そこに感情はない。義務感もない。

　戦意よりも静かな集中。

　相手が本当に生き物であったなら、研ぎ澄まされたそれに思わずのまれただろう。

　直後、オスカーは砂を蹴る。今まででもっとも速い動き出しだ。

　だが球の防衛機能はその速度についてくる。

　広がる帯状の光が、彼の肉体を上下に両断するよう放たれた。

　けれどオスカーはその光を避けない。正面に構えたアカーシアで、強引に隙間をこじ開けながら球へと肉薄する。消しきれない光が両脇腹を削って貫通し、斬り裂かれた光の飛沫が体のあちこちに飛び散って肉を焼く。

　オスカーは苦痛に顔を歪めて、ただそれでも足を緩めることなく最短で球体に辿りついた。

　避けることを許さぬ速度で王剣を突きこむ。

　その切っ先が、防衛機能で硬直していた球体を捉えた。

　世界から音が消える。

　そんな錯覚を抱いたのは、一瞬よりも短い時間だ。

　甲高い、金属が軋きしむような音──それと共に透明な球体は砕け散る。

　まるで中は空洞だったのかと思えるくらい、球はあっさりと割れてしまった。散っていく破片が砂に落ちて消えていく。

「……終わりか」

　破片が砂に溶け消えるのを見届けて、オスカーは深く息をついた。王剣を戻そうとして、その瞬間視界がぐらりと傾ぐ。体勢を整える間もなく彼は横倒しに崩れ落ちた。

「っ、」

　自由になる目だけを動かしてみると、辺りは彼の流した血で砂の色が変わっている。腹の傷は相当な深手で、浴びた光の飛沫は黒く炭化した焼け痕を全身に作っていた。

　相打ち覚悟で食らったが予想以上の威力だ。普通の魔法攻撃と違って、じりじり体の内側が焼かれていくのが分かる。それはまたオスカーの魔力をゆっくりと蝕むしばみ腐らせつつあった。

　──死ぬかもしれないな、と思う。

　アカーシアが呪具を排除するために世界外から来た武器なら、向こうも同等の力を持つ呪具だ。それでも、オスカーたち逸脱者は生まれ直しがあるので、自らの今生と引き換えに呪具を壊すという手段が取れる。エルテリアにせよ記憶の小こ匣ばこにせよ、そうやって彼らは呪具を破壊してきた。

　ただ今はティナーシャがいない。この状況で彼まで死んだら再会が困難になるかもしれない。

　それは避けたい、と思う。

　強大な魔力と美貌を持って生まれるということは、人の悪意に晒さらされやすくなるということだ。巡り合わせが悪ければ悲惨なことになるし、だからこそできるだけ早く彼女の手を取りたい。

　そうでなくとも、ただ会いたいのだ。

　もう一度彼女に会いたい。あの声が聞きたい。自分の名を呼んで、手を取って欲しい。

「……ティナーシャ」

　朦もう朧ろうとする意識の中オスカーは小さく詠唱した。胸元にしまってあった小さな水晶が熱を持つ。それは魔法が苦手な彼のために妻が作っておいてくれた、強力な救命構成を詰めた魔法球だ。

　だが治癒が発動する前に、オスカーの視界は薄らいでいく。

　急いで降りてきたナークが主人の体を背に乗せようと、一生懸命彼の体の下に自分の頭を押しこんだ。オスカーはその動きに助けられて、何とかドラゴンの背に横になる。ナークは慎重に、けれどすぐに地上を離れた。

　砂漠の上を、翼を広げて飛んでいくドラゴン。速度的にいって屋敷に帰り着くまでは数日かかるだろう。それまで自分が生きていられるかどうか、考えながらオスカーは目を閉じる。

　遥か眼下の砂漠、球体が壊れた場所にふっと黒い姿見のような穴が生まれる。

　だがその時には既に、オスカーは意識を失っていた。





※






　十六歳になる彼女の人生に、会話は存在しない。

　物心ついた時からそうだ。城の離れに閉じこめられた彼女は、世話をしにくる女官の誰に話しかけても、何も返ってこない。無言で食事を出され、部屋を掃除され、入浴を促される。ただ生かされるだけの毎日だ。まるで窓から見える草木と変わらない。何もすることがなく、何もできないので、眠っているか窓の外を眺めるかしかしない。

　彼女に名前はない。自分が誰かも分からない。

　そんな日々の中で、彼女の楽しみは夢を見ている時間だけだ。

　夢の中では誰かが優しい言葉をかけてくれる。一緒に食事をして本を読んで、他愛もない話をしてくれる。儚はかない幻だ。だから彼女は現実よりも夢の方が好きだった。

　だが、永遠に変わらぬように思われた暮らしも、ある日突然終わりを告げる。

　それは戦火が彼女の棲すむ城を焼いた日、いつか来るだろうと思っていた彼女自身の死よりも早くやってきた。

「ヒッ、ギャアァァァ！」

　窓の外から聞こえてくる声。初めて聞くそれに「ああ、あれが悲鳴なのか」と彼女は思った。

　外からは鼻をつく異臭が流れこんでくる。それが物の焼ける匂いだと彼女は知らない。ただ白煙を見て、煙と雲はどう違うのだろうと不思議に思っただけだ。

　悲鳴や怒号が叫ぶ意味も、彼女にはよく分からない。言葉が指し示すものを知らなければ、ただの音でしかない。彼女には圧倒的に経験が不足している。

　だから分からないまま、ただ待った。いつもと違う何かが自分の前にまで押し寄せる時を。

　鉄を鳴らす音、あわただしい足音。

　それらは全て、彼女を閉じこめる扉の前で止まる。

　話し声に続くのは鍵を壊す音だ。──その意味を彼らは知っているのだろうか。

　扉が開かれる。

　空気が流れこむ。部屋の中を風が巡った。

　彼女は振り返る。振り返って、先頭にいる男を見やる。

　青い目を持つ男は、彼女を見て息をのんだ。







　──アンネリは大陸南東に位置する小国だ。

　大国の一つであるキスクから一国を隔てて東にある平和な国。アンネリの民のほとんどは、狭い国土の三分の二を使って木綿を作り、それを他国に売って生活している。

　だが一年ほど前からその平和に陰りが生まれた。東側の隣国ロズサークが、自国の属国となるようアンネリに圧力をかけ始めたのだ。そんなロズサークの行動に、周辺国は「綿くらいしか目立ったところのないアンネリを併吞して何の利があるのか」と首を傾げていたが、しょせん他国のことと放置していた。

　そうして緊張状態が続いたある日──ついにロズサークはアンネリに攻めこんだのだ。

　ロズサーク軍はほとんど数のいないアンネリの軍隊を蹴散らすと、遮るものもない街道を猛たけ々だけしく進軍し、あっという間に城を落としてしまった。

「まったく、あれだけ圧力を受けていたのに何の警戒もしていなかったのか」

　若きロズサーク王オルトヴィーンは、占領した城内を行きながら敗戦国を嘲あざ笑わらう。

　王としては異例な若さである二十四歳の彼は、腹違いの兄の夭よう逝せいによって王位を継いだ人間だ。

　眉目秀麗な顔立ちに青い瞳は美び姫きであった母親譲りだと評判で、ただ冷ややかな表情には人を寄り付かせない空気を漂わせている。オルトヴィーンは今回のアンネリ侵攻をはじめとして強引な施策も目立ち、既得権を貴族たちから取り上げるなどの行いで国内に敵が多い。

　ただ彼ら国王反対派も、今回の戦果を見れば文句は言えないだろう。アンネリの王は既に戦場で討ち取った。王妃もロズサークが入城した時点で毒をあおったのだという。報告では顔を歪めた死体が寝室に残っていたらしい。

　オルトヴィーンは、血で彩られた謁見の間を横断しながら部下に命じる。

「あと残っている王族は幼い王子がいるのだったか？　見つけたら捕らえろ、人質にする」

「は！　かしこまりました！」

　散っていく兵士たちと反対に一人の将軍が歩み寄ってくる。将軍は声を潜めて報告した。

「大臣のうち一人を捕らえて情報を聞き出しました。城内もおかげで把握済みです。ですが……」

　言葉を濁す臣下に、オルトヴィーンは先を促した。

「どうした。言ってみろ」

「それが……幽閉に使われている離れがあるということでして」

「幽閉？」

　オルトヴィーンは眉を顰める。城にそういった秘密の部屋があることは少なくない。表には出せない事情のある者を一生閉じこめておく──そんなことは王家にはままあることだ。問題なのは今使われているのだとしたら誰が閉じこめられているかの方だろう。

「離れには、第一王女リースヒェンが幽閉されているとか」

「王女などいたのか」

　今までずっとアンネリには王子一人しかいないとされていたのだ。だからこそ今回の侵攻でも、王子の身柄の確保を優先事項として考えていた。

　にもかかわらず隠された王女がいるとは一体どういう理由なのか、単純に興味が湧く。

　もし彼女が真しんに王族ならば、逃げ出した王子に代わって人質にできるかもしれない。何より「捕らわれの姫君」というものにオルトヴィーンは好奇心を覚えた。

「面白い。俺も見に行く」

　彼は将軍に案内され離れに向かう。

　そこは城の奥庭にぽつんと建てられた四階ほどの高さの石塔だ。もっとも最上階以外は使われていないところを見ると、小高い塔であるのは単に「何としても逃がしたくない、遠ざけたい」という感情の表れなのだろう。

　ますます強くなる好奇心と少しの恐れを抱きながらオルトヴィーンは中に入る。彼が問題の部屋の前に着くと、ちょうど兵士たちが厳重にかけられていた鍵と鎖を砕いているところだった。

「……徹底しているな」

　敵国に踏みこまれてなお封印したままとは、閉じこめられた王女が敵軍に殺されても構わないということか。むしろ鎖の巻き方からして、城が落ちるかもしれないからこそ閉じこめたのかもしれない。正直言って異様な処置だ。

　扉には何の意味があるのか複雑な魔法紋様も刻まれている。護衛としてついている魔法士長がそれを見て青ざめた。

「これは……魔力封じの構成ですね。巨大な封飾のようなものです」

「元は魔法士の牢ろうだったのかもしれないな」

　全ての封印が外されると、オルトヴィーンは扉を開けるよう命じる。

　重い金属扉が開かれた途端、部屋の中からは澄んだ風が吹いてきた。

　扉の正面にある窓からは、空に立ち上る白煙が見える。その前に立つ少女は、扉の開く気配に振り返るとオルトヴィーンを見返した。

　その顔を見た彼は息をのむ。

　傷みきった長い黒髪。充分な食事を取っていないらしく異様に細い、けれど白い腕。

　十六、七歳と思おぼしき貌かおは何の感情もなく彼を見上げている。名だたる絵画や彫刻を超える、恐ろしいほどまでに完成された容姿だ。大きな闇色の瞳がオルトヴィーンを射抜いた。彼の後ろに付き従っていた者たちが絶句する気配が伝わってくる。

　ただこの少女は、両親であるはずのアンネリ王とも王妃とも似ていない。

　髪の色も瞳の色もまったく違う。おまけにその美貌はあまりにも際立って異質だ。この外見のせいで彼女は「いない者」とされたのか。

　だがオルトヴィーンはそう推察しながら、何故か初めて見るはずの少女の顔に軽い既視感を覚えていた。どこかで見たような、誰かに似ているような、不思議な感覚。

　少女の紅あかい唇が動く。透き通った声が響いた。

「あなたはなに？」

　感情も思考も、何もかもが欠けた声。答えを期待していない問い。

　それは幽閉された彼女が今までどのような扱いを受けてきたのか示すものだ。

　だからオルトヴィーンは我に返ると、彼女の堂々と問いに答える。

「俺は、今日お前の国を滅ぼした男だ」

　少女は軽く首を傾げる。

　闇色の目に浮かんだのは理解のみで、他には何の怒りも、嘆きも現れはしなかった。







　物騒な自己紹介をした男を、彼女はじっと見上げる。

　彼が国を滅ぼしたというなら、このまま殺されるのだろうか。

　そのことにけれど彼女は、恐怖も忌避も上手く覚えられない。ただ待つしかない。

　男はしかし、ふっと視線を逸らすと部屋の中を見回した。何もない室内に顔を顰しかめる。

「何だここは……人の住めるところではなかろう」

　そう漏らすと、男はもう一度彼女を見た。

「第一王女リースヒェンか。確かに両親のどちらにも似ていないな。そのせいで幽閉されたか」

「リース、ヒェン？」

「お前の名前だろう。違うのか？」

「知らない。自分の名前、とか、わからない」

　言ってから彼女は男を見る。

　ちゃんと会話になっていただろうか。人と話すのが初めてで自信がない。

　彼女は緊張と期待にどきどきして男の反応を待つ。

　だが男はそれを聞いて思いきり苦い顔になると、踵を返し部屋を出ていってしまった。取り残された少女がぽかんとしている間に、他の人間が彼女の前に歩み寄る。先ほどから部屋をしきりと見回していたローブ姿の男は、彼女に言った。

「私はロズサーク魔法士長のリマです。あなたをどうするかは陛下のご判断によりますので、しばらくこの部屋でお待ちください」

「わかり、ました」

　彼女が頷くと、リマと名乗った男は微笑む。どうやらちゃんと通じているらしいことに少女はほっとした。勧められて椅子に座った彼女は自分の膝を見下ろす。

「リースヒェン……わたしの、名前」

　自分にもそんなものがあるとは思わなかった。しみじみとその響きを味わうと、彼女は一番近くにいる見張りの兵士に問う。

「部屋の、外にいたひとたちは？」

　十六年間、食事や着替えを運んだりしてくれた女官たちはどうなったのか。少女が知る他の人間とは、彼女たちと窓の外を時々行きかう文官や庭師だけだ。

　兵士は気まずそうな顔になったが、他の人間が見ていないことを確認すると少女に囁く。

「私たちがこの城に来た時は、ほとんどの非戦闘員は避難していたようです。残っていた人間も抵抗しなければ捕まっただけです」

「そう……ありがとう」

　それなら少しはよかったと思う。口元を緩める少女に兵士は眉を曇らせる。

「殿下のご両親である王夫妻は……その、残念ながら亡くなりましたが……」

「両親……王」

　言われた言葉をリースヒェンは反はん芻すうする。

　単語の意味は知っている。先ほど自分は「第一王女」と言われたのだ。会ったことのない両親は王と妃で、自分は王女。国において特殊な位置に存在する人間だ。

　兵士はいたたまれなさで逃げ出したそうな様子だが、それでも教えてくれるのは親切心なのだろう。確かに両親の死は残念な気もするが、悲しいとは思えない。むしろ王とその妻なら国の危機に亡くなるのは仕方がない、のではないだろうか。

　リースヒェンは粗末な木の椅子に座りながら、忙せわしなく室内を調べる人間たちを見やる。特に魔法士長だというリマは、建物に気になることがあるのか難しい顔であちこちを見回ると、足早に部屋を出て行った。

　何も知らない少女が、塔から出され人質としてロズサーク城に移送されたのは、それからしばらく後のことだ。





※






　大陸中を走る魔力探査の波が、強力な魔力封じから逃れた少女の存在を捉える。

　その反応は、遠く大陸西部の森にある屋敷にまで届いた。血の臭いが消えない寝台の上で、一人の男が掠かすれた呟きを漏らす。

「見つけた」

　彼は腕を上げようとして、けれど激しい痛みにその手を止めた。

　呪具との衝突から一月以上経つが、未だにその力は彼の体内に深い爪痕を残している。一度は体内の力がずたずたに引き裂かれて体も腐れ落ち、生死の境をさまよったくらいだ。

　ようやく腐敗は止まったようだが、塞がりきらない傷からの出血は止まらず、汚染された魔力も戻っていない。動けるようになるにはまだかかりそうだ。

　だから彼は、嗄かれた声を絞り出す。

「ナーク、あれが戻ってきた」

　窓際で丸くなっていた小さなドラゴンが、名を呼ばれて頭を上げる。

「行って守ってやってくれ。あれのそばを離れるな」

　主人の命令に、ナークは短く鳴くと窓を押し開けて外に出ていく。

　その姿を見送った彼は血臭混じる息を吐いた。

　傷んで熱を持つ体以上に全身が熱い。強い感慨が胸を焼く。ここまでの六十年を長かったとはとても言えないが……やはり、長くはあったのだ。

　けれどこれでようやくもう一度機会を得ることができる。

　彼女が自分を選んでくれるのかどうか試される時が、ついに回ってきたのだから。





※






　リースヒェンにとって、あの部屋から出されてからの一日は、眩暈めまいがするほどあわただしかった。

　目に映るもの全てが新しく、初めて知るものばかりだ。今まで自分の中に眠っていた言葉一つ一つに実物が嵌はまっていく感覚は洪水のようで、それでも楽しい。

「これは、時計」

　湯浴みをして埃を落としたリースヒェンは、部屋に置かれた時計を指して言う。人と話し慣れていないせいで上手く感情が表せないが、髪を梳いてくれている侍女は微笑んだ。

「そうでございますね」

「あれは薔ば薇ら」

「ええ」

　穏やかな返事にリースヒェンは嬉しくなる。

　エルシーという名の侍女は、リースヒェンより五歳年上の二十一歳なのだという。ロズサークの城で彼女につけられた侍女は五人で、甲か斐い甲が斐いしく少女の身なりを整えてくれたが、最後に残ったのがエルシーだ。どうやらこれからは彼女が筆頭でついてくれるらしい。

　エルシーは、リースヒェンが一つ一つ物の名前を確かめていくのにも嫌がらず応えてくれる。温かく優しい。それは捕虜である自分が受けるには、過ぎた待遇だとリースヒェンは思う。

　エルシーはリースヒェンの髪を整えてしまうと道具を片付けに部屋を出ていく。

　そうして戻ってきた彼女はけれど、明らかに表情を曇らせていた。

「今夜、陛下がいらっしゃるそうです」

「陛下？　王のこと？」

「ええ。あなた様をここにお連れになった方でいらっしゃいます」

「オルトヴィーン。そう聞いた。私の国を滅ぼした男だと」

　彼の名は聞いた。まだ若い彼が、自分の父親と同じ一国の王であることも。

　国を滅ぼしたという意味は分かる。アンネリはロズサークの支配下に置かれたと聞いた。

　ただ……リースヒェンが分かるのはそこまでだ。どうしてエルシーが気の毒そうに自分を見てくるのかは分からない。幼児と変わらぬ反応を返す王女に、エルシーは困った顔になる。

「陛下は、あなた様を側室のお一人となさるおつもりなのでしょう」

「側室？」

　それはリースヒェンの知らない言葉だ。エルシーはますます困り顔になってしまったが、一から丁寧に説明してくれる。

　ロズサークは、この度の勝利によってアンネリを属領とした。ただその支配を安定させるのはこれからだ。オルトヴィーンが軍と城に標的を絞って進軍したため、アンネリの民衆に被害は出ていないが、裏を返せばいつ健在な彼らが蜂起しないとも限らない。そのためにはアンネリ王族をロズサークに取りこんでしまうのが一番だ。

「本当は、リースヒェン様のご身分なら正妃としてお迎えすべきなのでしょうが、陛下には既に国内外の後ろ盾がある側室の方が五人いらっしゃいまして……」

「わかった。ありがとう」

　丁寧な説明のおかげで事情はのみこめた。オルトヴィーンにとってアンネリ王女は使いどころのある駒で、ただ敗戦国の捕虜でもある以上、正妃にはできない。

　エルシーが困った顔をしているのは、どうやら「幽閉の次は意に添わない結婚など気の毒だ」という理由らしい。出会ったばかりの相手に心配されるなど不思議な気分だ。優しい人なのだろう。

「でも、わたしは王族、だから、そういうものなんだと思う」

　もしリースヒェンが王族でなかったら、あの塔に幽閉されなかったかもしれないが、その代わりに殺されていたかもしれない。つまるところ、どんなことにも理由と結果が付随しているのだ。

　ただ気になるのは、アンネリ王族として自分がどうすべきかだ。

「わたしは、どっちを選んだ方がアンネリのためになるの？　オルトヴィーンの命令に従う方がいい？　それとも国に残ってる人の足手まといにならないように死んだ方がいい？」

「そ、それは……！」

　エルシーは愕然とした顔で絶句すると、ややあってかぶりを振る。

「どうか物騒なことをお考えにならないでください。……陛下のご命令を受け入れ、不興を買わぬことがお国の民のためにもなりましょう」

「そう。ありがとう」

　リースヒェンが真剣な顔で頷くと、エルシーは気まずそうに視線を逸らしてお茶の支度に戻る。彼女はとても親身に答えてくれたのに、どうしてそんな顔になるのか。リースヒェンは首を傾げながらも、出されたお茶に口をつけた。胸のすく香りと体の中に落ちていく温かさが心地よい。そのせいかたちまち眠気が襲ってきた。口を手で覆って小さく欠伸あくびをすると、エルシーが微苦笑する。

「お疲れなのでしょう。少しお眠りになられたらいかがですか。陛下がいらっしゃるまでにはまだ時間がありますし、間に合うようお起こしいたします」

「うん……なら、眠ります」

　そう言うとエルシーは奥の寝室にリースヒェンを案内した。広い寝台は信じられないほど柔らかい。少女はその上に軽い体を横たえた。一礼するエルシーに気づいてリースヒェンはその名を呼ぶ。

「エルシー、ありがとう」

　無表情のままの、けれど真摯な感謝に、エルシーはにっこり笑って頭を下げた。

　一人になるとリースヒェンは寝台の上で目を閉じる。疲労のせいか、意識がたちまち眠りの中へと沈んでいく。夢は、昔から彼女の安息地だ。そこは外の世界を知らない彼女が作るせいか、いつも白いぼんやりとした空間でしかない。

　けれどそこでは誰かが自分と話してくれる。彼女の言葉に応えて慰めてくれる。相手が誰かは分からないが、きっと自分が作り出した誰でもない人間なのだろう。

　──けれどその日の夢はいつもと違った。

「ここ……どこ……？」

　リースヒェンは深い森を背に立っている。

　振り返っても道はない。その代わり正面には一軒の屋敷が建っていた。初めて見る場所だが、何故か無性に懐かしい。リースヒェンは少し荒れた庭を見回しながら、屋敷の扉へと向かってみる。

「だれか、いますか」

　扉に触れてそっと中に声をかけてみる。

　けれど返事はない。リースヒェンは遠慮がちに扉を押し開いた。

　中は薄暗く、人気がない。掃除はきちんとなされているが、まるで誰も住んでいないかのようだ。

　リースヒェンはそろそろと屋敷の廊下を奥へと進んでいった。ある扉の前で足を止めると、少し迷って、その扉を開ける。

　むっと鼻をつくのは、腐った血の臭いだ。窓が閉ざされて暗い室内。けれどよく見ると奥に寝台があって、誰かが寝ているのが分かる。リースヒェンは緊張を覚えながら、音をさせないよう部屋の中に足を踏み入れた。誰かを起こさないように、寝台に近づいていく。

「──来たのか？」

　突然、寝台から声をかけられ、リースヒェンは飛び上がる。

　気をつけていたが起こしてしまったのだろうか。彼女は申し訳なさに小さくなった。

「ごめんなさい」

「どうして謝るんだ」

　男の声は、掠れてはいたが優しさに満ちていた。それを聞いてリースヒェンは驚く。

　──夢の中で、ずっと自分が話していた声と同じだ。

　惜しみなく向き合ってくれるただ一人の存在。てっきり自分が作り上げた空想の相手だと思っていたが、元になる人がいたのだろうか。

　けれど、よく考えてみればこれも夢だ。ずっと閉じこめられていた部屋から出たせいで夢が鮮明になったのだろうか。

「あなたは、だれ？」

　リースヒェンはそっと暗い寝台の傍そばに立ってそこを覗のぞきこむ。

　だが男の顔は見えない。暗いせいではなく、体全体に黒い靄もやがかかっていて分からないのだ。

「黒くてぼやっとしてる……そういう人なの？」

「ああ、魔力が見えてるのか。戦闘で汚染されたのが戻りきってないんだ」

　寝台に横たわる男は深い息をつく。部屋中にたちこめる血臭といい相当ひどい怪け我がをしているのかもしれない。遅ればせながらそのことに気づいたリースヒェンは、もう一度「無理させてたらごめんなさい」と謝った。

「気にしなくていい。それより、今は何歳だ？　よく目が見えないんだ。教えてくれると嬉しい」

「わたし？　十六歳だって。今日教えてもらった」

　リースヒェンが答えると男は沈黙する。そこにどんな感情や意味があるのか、少女は分からずにただ答えを待った。ややあって彼は苦みが窺える声を絞り出す。

「……ずいぶん待たせてしまったな。苦労をさせただろう。すまない」

　彼女を気遣うだけでなく悔いているような言葉を、リースヒェンは不思議に思う。あの部屋に閉じこめられていたのは自分がそう生まれついたからだ。きっと彼のせいではない。

　それをどう伝えればいいかリースヒェンが少ない語彙で悩んでいると、男は先ほどの質問に返す。

「俺が何者か、という質問だが、そうだな……」

「答えるの、むずかしい？」

「そういうわけじゃない。ただその答えは、お前がこれから決めるんだ」

「わたしが？」

　それはやはり、リースヒェンが作った夢の中の人間だからだろうか。この黒い靄だけの人を、どうやって具体的な人間の姿にしていくのかリースヒェンは悩む。

「うまく、決められなかったら、ごめんなさい」

「お前が困る必要はない。必ず迎えに行くから、その後に選んでくれればいい」

「選ぶ？」

　男は黒くぼやけた手をリースヒェンに伸ばす。それだけの動作が彼にどれだけ苦痛を与えているのか、息を詰める気配で分かった。彼女は反射的にその手を取る。

　けれど相手の手を握った瞬間、夢の中の景色はまたたくまに遠ざかり始める。意識が現実へと浮上する。リースヒェンは男の名を呼ぼうとして、けれどそれが分からない。

「──っ！」

　目が覚める。

　戻ってきたのは広い寝台の上だ。薄暗い部屋には誰もいない。

　リースヒェンは両手をついて上体を起こすと、呆ぼう然ぜんと辺りを見回す。そしていつの間にか開いている窓に気づいた。

　窓の前に、赤い何かが丸くなって寝ている。彼女はそっと寝台から降りるとその何かを覗きこんだ。それは彼女の気配に気づいて顔を上げると、くあ、と欠伸をする。

「……ドラゴン？」

　猫くらいの大きさのドラゴンにリースヒェンは目を丸くする。好奇心のまま手を伸ばすと、赤いドラゴンは素直に少女の胸へ抱き上げられた。深い深い紅色の瞳がリースヒェンを注視する。

　言葉が通じたわけではない。けれどふっとその名が脳裏に浮かんだ。

「──ナーク」

　途端、ドラゴンは嬉しそうな声を上げてすりついてくる。どうやら名前は合っていたらしい。

　はしゃぐドラゴンの頭をリースヒェンが撫でていると、声が聞こえたのかエルシーが顔を覗かせた。

「な……っ」

　ドラゴンに気づいた彼女は、ぎょっと後ずさる。

「さ、先ほどまではいませんでしたよね……そのド、ドラゴンは、リースヒェン様が飼っていらっしゃったものですか？」

「違う。起きたらいたの」

　ナークは猫のようにリースヒェンに抱き上げられているが、エルシーの顔からはこれ以上ないくらい血の気が引いてしまった。彼女はリースヒェンを留めるように両手を上げる。

「ではすぐに衛兵を呼んで参りますので、そのままで……刺激なさらぬよう」

「どうして？　いい子なのに」

「ですが」

「お願い。ちゃんと飼うから」

　嘆願に合わせてドラゴンが小さく鳴くと、エルシーは困り果てた顔になった。少女とドラゴンにじっと見つめられたエルシーは、やがて少女への同情が勝ったのか深く溜ため息いきをつく。

「分かりました。申請しておきます。ただし陛下に咎とがめられては庇うことはできませんので」

「うん。わたしからもお願いしてみる」

　リースヒェンの口元にほんの微か笑顔が浮かぶ。それは少女が初めて見せた感情らしい感情だ。

　エルシーはつられて微笑むと、丁寧に一礼して部屋を出た。





※






　この大陸には現在、四つの大国がある。

　ファルサス・ガンドナ・キスク・メディアル。それらに比べれば、ロズサークもアンネリも小国に過ぎない。そんな中、オルトヴィーンがどうしてアンネリを攻め落としたかというと、単純に国力を上げるためだ。

「当面はこれで様子見だ。反乱が起きないよう見張りはさせるが、アンネリの民たちはできうる限り今まで通りに生活できるようにしろ。落ち着いたら東側に砦とりでの築城と農地の開拓を始めるぞ」

「かしこまりました」

　文官たちが一礼して執務室を出ていくと、オルトヴィーンは新たな報告書を手に取る。

　アンネリは高温多雨の国土を持ち農耕国として恵まれた土地を持つが、どうにも国民性がのんびりしており、輸出用の木綿の他は自国で消費する分しか農作物を作らない。

　それに比べてロズサークは隣国であるというのに農耕に使えない土地の方が多い。ロズサークの国土の半分は常に北東からの風に晒されており、その風は北にあるスイト砂漠から微量の砂を運んで、ロズサークの土をも少しずつ削りとっていってしまう。

　だからこそ有事のためにもオルトヴィーンはアンネリの土地を確保しておきたかった。小国同士助け合えばいい、などという理想はいつでも通用するものではない。大国の気まぐれ一つで国が亡ほろびることもあるのは、六十年前にファルサスが行ったカソラ侵攻からも明らかだ。オルトヴィーンは自国を、ただ大国の機嫌伺いをするだけの国にしておくつもりはない。将来的にはファルサスら大国と対等以上の力を持つ国にするつもりだ。アンネリ併合はその第一歩に過ぎない。

　そしてこれからはもっと忙しくなる。アンネリへ侵攻したことにより、内外の反発がオルトヴィーンにのしかかってくるだろう。それら全てを捌いて新たな国を安定させなければ。

　既に彼の始めた改革は国内のあらゆるところに及んでいる。武官も文官も優秀であれば年齢を問わず重要な仕事と地位が任せられ、元の身分とは関係なく役職が振られるようになっている。国そのものがオルトヴィーンの野心に呼応するように走り始めている。そのことに彼は満足していた。

　オルトヴィーンは一通りの懸案事項に目を通し、重要なものから臣下たちに振るよう処理する。

　そこに魔法士長のリマがやってきた。彼は深刻な顔で報告する。

「陛下、アンネリ王女が幽閉されていた離れですが、やはり建物全体に強力な魔力封じの結界が張られておりました。数十にも及ぶ結界など尋常ではございませぬ。あれはまるで……」

「あの娘を封じるためのものだというのか？　馬鹿げている」

　オルトヴィーンはリマの不安を一笑に付した。

「単に元々あった場所を幽閉に使っただけだろう。あんなやつれた娘一人のために厳重な結界を張るはずがない。御伽噺の魔女でもあるまいし……」

「陛下！」

「そう怒るな。魔女など前時代の遺物だ。そうだろう？」

「ですが、かつていた魔女のうち生死が未いまだ分からぬ者もおります。今もどこかで息を潜めているかもしれぬのです」

「ならばそのまま息を潜めているだろう。気にする必要はない。それよりも正統なアンネリ王族には利用価値がある。側室として娶ればアンネリ支配も楽になる」

「陛下、それは……」

　リマは苦言を呈したそうながらも、王の意図を重んじたのか押し黙る。確かに彼女さえいれば傀かい儡らいの女王として即位させることも、彼女が産む子をアンネリの王位につけることも選べるのだ。

「ただあの娘がアンネリ王女だということはしばらく緘かん口こう令を敷いておけ。おかしな横よこ槍やりを入れられても困るからな」

「……かしこまりました」

　オルトヴィーンは鷹おう揚ように頷くと、ふと初めてリースヒェンを見た時のことを思い出した。

「そういえばあの娘の顔、どこかで見覚えはないか？」

　──そんなはずはない。彼女はずっと幽閉されていたのだから見覚えがあるはずもない。

　頭では分かっていながら、引っかかって確かめてしまったオルトヴィーンに、リマは当然のように「いえ、覚えはありませんが」と怪訝そうに答える。

　オルトヴィーンはそうして首を捻ひねりながらも、予定通り彼女に会うため執務室を出た。

「幽閉された王女か。まるで御伽噺だな」

　不健康に痩せた体の彼女は、けれどそれを補って有り余るほど美しかった。

　枯れかけた花が時に異様な艶あでやかさを持つように、彼女は壮絶な十六年間を想像させる風体ながら、無む垢くでしかない眼差しで彼を見たのだ。まったく不可思議な人間だ。

　これで彼女が他の側室たちのように充分な後ろ盾があったなら、正妃に据えてもよかったかもしれない。だが今の彼女はアンネリ統治に有用な駒ではあるが、それ以上ではない。どうせ政略結婚で正妃を娶るならもっと後に繫がる相手がいい。今いる彼の側室たちは、幸か不幸かまだ誰も子供を産んでいないのだ。最初に生まれる子供が次のロズサーク王になるかもしれないとなれば、野心を抱く者は多い。

　その点、リースヒェンにはそんな覇気があるようには見えないし、ロズサークに連れて来られる時も人形のように大した反応を見せなかった。あれではそれなりに周りが気をかけてやらなければ、宮廷で生きていけないだろう。次のロズサーク王を産むことができれば地位は保証されるが──と、そこまで考えてオルトヴィーンは、自身の欺ぎ瞞まんに陰惨な気分になる。

「馬鹿馬鹿しい……俺の子が次のロズサーク王になるなど……」

　それはただ噓に噓を塗り重ねるだけだ。ひどい欺瞞だと侮蔑しながら、自分の手で壊すこともできない。せめて本来通り兄が王を継いでいれば、自分はもっと分相応の一生を送れただろう。にもかかわらずこれから更に、少女を一人この噓に巻きこもうというのだ。本当に嫌になる。

　そんなことを考えながら彼が予定より早くリースヒェンの部屋を訪ねると、少女は膝の上に赤いドラゴンを抱いていた。すぐには理解できない眺めに、オルトヴィーンは数秒の間を置いて問う。

「なんだそれは」

「ドラゴン。飼ってもいい、ですか？」

「へ、陛下。今、申請を出しておりまして……」

　あわてている侍女を見るだに、本当はオルトヴィーンが来る前に話を通しておきたかったらしい。

　一体どこから現れたドラゴンなのか。そもそもドラゴンなど人里に出てくることは滅多にないのだ。本当に本物なのか、作り物か何かではないのか。

　けれどオルトヴィーンは、ドラゴンが首を動かしてじっと自分を見つめてきたので、それ以上悩むのをやめた。目の前にいる以上、どうして出現したのかなどと考えても仕方がない。あれくらいの大きさなら放っておいても支障はないだろう。

「飼うのは構わないが、人に迷惑をかけないようにしろ。傍から放すな」

「わかりました」

「お前はあくまでこの城の捕虜だ。礼儀作法を身に着け、自分の立場を弁わきまえた後にはアンネリ王族として側室に迎える予定だが、あくまでお前次第だと認識しておけ」

　リースヒェンはそれを聞いて首を傾げる。言われたことを反芻するように闇色の瞳がオルトヴィーンの上をさまよった。少し難しい言い回しをし過ぎたのかもしれないとオルトヴィーンが迷った時、リースヒェンは口を開く。

「それは、アンネリ統治のために、わたしがあなたの子供を産む、ということ？　ですか」

「……そうだ」

　ちりちりとした気分の悪さが再びオルトヴィーンの内に湧きおこる。

　自分で考えていたことだというのに、人から突きつけられると醜悪だ。

　耐え難さに顔を顰めるオルトヴィーンに、リースヒェンは気づかず問うた。

「わたしで、いいのですか？」

「は？　何故そんなことを聞く」

「わたしはずっと隠されていた王女なのに、そんな人間の血で、大丈夫？」

「血で……だと」

　オルトヴィーンの思考が冷える。死の床についた母の言葉がふっと脳裏に甦よみがえった。




『……あなたは──の血を継いでいるの……』




　譫うわ言ごとのようなそれは彼にかけられた呪いも同然だ。

　オルトヴィーンは我知らず震える手を少女に伸ばす。すぐに折れそうな薄い肩を摑んだ。

「お前は、自分でそんなことを言うのか」

「オルトヴィーン、いたい」

「血の正統性などどうやって証明する。お前があの城に閉じこめられていたことこそが王女の証だと、どうして言いきらない」

　リースヒェンの膝上でドラゴンが口を開く。オルトヴィーンは自分を威嚇する声を聞きながら、もう片方の手を構わず彼女に伸ばした。細い顎を乱暴に摑んで上を向かせる。

「本当のことなど誰にも分からない。それらしい話を繕って民や他国に見せていけばいいだけだ。お前が、アンネリ王女として俺に嫁ぐように」

　何故母は、少年だった自分にあんなことを教えたのか。知らなければロズサークを守って普通に生きられただろう。だが、知ってしまった今はもう欺瞞を塗り固めて生きるしかない。

　そう言い聞かせながらけれど時折、己の身を焼き捨てたい衝動がやってくるのだ。

　オルトヴィーンは激情のまま、少女に顔を寄せる。

　けれどその時──何かが彼の頰を掠めていった。

「っ……!?」

　彼は反射的に腕の中の少女を引き剝がした。護身用の剣に手をかける。

　しかしリースヒェンは何だか分からないといった顔で首を傾げただけだ。膝の上のドラゴンは鳴くのをやめてじっとオルトヴィーンを見上げており、侍女は壁際で青ざめきっている。

　リースヒェンは闇色の目を丸くすると、細い指を上げて彼の頰を指した。

「傷」

　言われて頰を確かめると、肌が薄く切られ血が流れ出している。オルトヴィーンは信じられない思いで血に濡れた己の指を見やった。目の前の少女を睨む。

「お前がやったのか？」

「知らない」

「だが他に誰がいる！」

　オルトヴィーンは少女の腕を摑んで立たせる。彼女が痛みに顔を顰めると、飛び立ったドラゴンが赤い翼を羽ばたかせて鋭い声を上げた。

　けれど小さなドラゴンが実力行使に出るより早く、窓際の花瓶が砕け散る。他にも陶器の像や水差しが次々と高い音を立てて割れていった。異音が部屋の外まで聞こえたのか、衛兵が扉を叩いて主君の安否を問う。

　室内に風が吹き始める。それは嵐になろうとするように緩やかに渦巻きつつあった。

「何だこれは……」

　オルトヴィーンはとりあえずリースヒェンを庇おうと腕を伸ばして、おかしなことに気づいた。

　白いドレスを着た少女の体がうっすら青白く発光している。見ると胸元に魔法の紋様が浮かび上がっていた。オルトヴィーンは彼女の服に手をかける。

「お、おやめください、陛下！」

　侍女の制止を無視してオルトヴィーンは絹のドレスを引き裂く。

　白い躰からだが露あらわになる。そこにあるものに、彼は絶句した。

「お前……」

　痩せ細った少女の体。その肌の上にほぼ万遍なく複雑な魔法の紋様が描かれている。

　それは周囲で物が割れる音と呼応するかのように光を強め、揺らいでいるようだ。

「何だこれは。最初からあったのか？」

「い、いえ！　ご入浴の時には何も……」

　扉を叩く音が強まる。壁の姿見が高い音を立てて割れた。侍女が小さな悲鳴を上げて縮こまる。

　ぼんやりと虚空を見ていたリースヒェンは、不意にぐらりと倒れこむ。オルトヴィーンはその体を抱きとめた。

「リースヒェン？」

　緊張のためか疲労のためか、それとももっと別の何かか。リースヒェンが意識を失うと同時に、室内の嵐はばたりとやみ、後には荒らされきった調度品の残骸だけが残っていた。







「──魔法士？　制御訓練経験のない？」

　失神した少女を侍女に任せて執務室に戻ったオルトヴィーンは、一時間後、魔法士長からの報告書を受け取った。王の前に立つリマは首肯する。

「おそらくは。それもかなり強力な魔法士です。体に施されていた紋様は全て姫君の力を封じるためのものでした。先ほどはその封印の一部が壊れて、力が漏れ出したようです」

「とんだ捕らわれの姫だな」

　オルトヴィーンは深く息をつく。魔法士は血によって力が受け継がれることもあれば、魔力を持たない両親から生まれることもある。そして魔力を持った子供の半数は、制御訓練を受けなければ魔力の暴走によって人を傷つける恐れがあるのだ。ちょうどさっき見たリースヒェンのように。

　リマは内心「だから忠告しただろう」と思っているのかもしれないが、表面上は平然と続けた。

「幽閉された場所に張られていた結界も、やはり姫君のためのものだったのでしょう。中の魔力を封じ、外からは中の魔力が分からないように敷かれておりましたので」

「封飾具をつけさせればいいのか？」

「封飾具ではとてもあの離れの結界には及びません。姫君自身の封印も幼い頃に施されたもので、今からの修復は不可能です。正直、この城に姫君を置いておくのは難しいかと……」

　オルトヴィーンは苦虫を嚙み潰したような顔になる。リマは言外に「リースヒェンを諦めてあの場所に返せ」と言っているのだ。それが分かるだけに腹立たしさを禁じ得ない。

　今まで十六年もあの場所で過ごして、ようやく外に出られた少女だ。にもかかわらず一日でまたあの牢ろう獄ごくに戻せというのか。オルトヴィーンは彼女の空洞のような目を思い出す。それは何も持っていない、与えられなかった目だ。

「……今から制御訓練をさせればいい。大体、離れを出てもさっきまで大人しくしていただろう」

「おそらくは魔力と感情が連動しているのでしょう。大抵の子供はそうでございますから」

「俺に触れられるのが嫌だということか」

「御意」

　否定をしないリマにオルトヴィーンは舌打ちした。噓でも「そうではない」くらい言って見せろと思う。だが、結局のところその通りなのだろう。

　あの少女は、オルトヴィーンの抑えきれない怒りを感じ取って、無意識に自分を守ろうとした。その結果が魔力の暴走だ。殴られそうになった子供が反射的に頭を庇うようなものだろう。

「接し方に気をつければいいのだろう。問題ない」

「しかし、陛下！」

「とにかく離れには戻さないから制御訓練をさせておけ。それと、あの体の紋様は消せないのか？」

「消されない方がよろしいかと存じます。不完全ながらも封印の力は残っておりますので、その方が姫君にとっても安全です。それに無理に大きな魔力を使わなければ紋様は浮き上がってこないので、そう支障はないかと」

「分かった」

　どの道、彼女がこの城にい続けるためには、自分の有用さを示さねばならないのだ。そのもっとも近い道が側室になることで、そうでなければ亡国の王族である彼女を擁し続けられない。オルトヴィーン自身、国内に敵は多いのだ。

　そして彼の庇ひ護ごから離れてしまえばもう、リースヒェンに安穏な生活は訪れないだろう。あの美貌か魔力かに目が眩くらんだ者たちが、彼女を手中にしようと動き出すはずだ。そういった人間に連れていかれるよりもロズサーク宮廷の方が、いくぶんマシな居場所になる。

「嫌でもここで生きることを受け入れるしかない。王族として生まれたのだから仕方がないだろう」

　オルトヴィーンは冷淡に呟く。

　それが半ば自分に言い聞かせた言葉だとは、分かっていた。
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　アンネリはロズサークの西に位置していたが、その更に西にはナドラスという小国がある。

　ナドラスは大国キスクとアンネリの間にある国で、古くからアンネリと親しい関係を築いている。そこにもたらされたアンネリ陥落の情報は、ナドラス宮廷に驚きょう愕がくをもたらした。

　ここ数十年の間、付近の情勢は平穏そのものだったのだ。その均衡がついに破られた。次はナドラスかもしれないという戦慄が、王や重臣たちの間に生まれる。

「ロズサークの王オルトヴィーンは野心家と聞いていたが、噂通りだったということか」

「ええ。ですがまさかこんな早くに動くとは」

　父王の言葉に王太子のジェドは眉根を曇らせる。これは早急に軍備を整えねばならない。アンネリも、ロズサークがまさか侵攻までしてくるとは思ってもいなかったのだろう。気の毒だが負けた方にはそれなりの理由があるのだ。そしてナドラスはそうはならない。

　ジェドは間かん諜ちょうを手配し、予算の調整を話し合いながらふと思い出す。

「そういえば……城が落ちたということは、彼女はどうなったのか……」

　──アンネリの、存在しないはずの王女。

　多くの者は知らないことだ。けれどジェドは知っていた。彼女は本来ならば、彼の花嫁となるはずの人間だったのだ。

　アンネリ王妃が産んだ第一子が女だと分かった時、未来の同盟を予定してジェドと王女の間には婚約の約束がなされた。その婚姻が成立すれば、ナドラスとアンネリは、共に手を取り合って大国や他の国々から自国を守っていけただろう。

　しかしそれからまもなく「不慮の事故で王女は死亡した」とアンネリから婚約の取り消しが伝えられたのだ。突然すぎる赤子の死に、父王は心からの弔辞を送ったという。

　当時まだ三歳だったジェドにその時の記憶はない。彼にあるものは別の記憶だ。

　十年後、アンネリ王宮を訪れた彼は夜の散歩に出て、離れの窓際に立つ少女を見つけたのだ。

　青白い月光の下、よく出来た人形のように少女は城の裏庭をじっと見下ろしていた。

　黒い髪に黒い瞳、アンネリの王夫妻のどちらにも似ていないにもかかわらず、すぐに死んだはずの王女だと思ったのは何故なのだろう。作り物に似た美貌の少女に声をかけることもできず、ただ見つめていたジェドは、翌朝彼女のことをアンネリの人間に尋ねた。

　しかし聞かれた誰もが言いにくそうに口ごもり、そそくさと去っていく。その様子にジェドはますます確信したのだ。彼女こそが自分の婚約者であった王女なのだと。

　嬉しそうでも悲しそうでもない、ただ空虚なだけの彼女の貌。

　何も持たないその顔は強くジェドの記憶に残った。だからいつか自分が王位を継いだら、その時は彼女を訪ねてみようと思っていたのだ。どんな事情があって隠されているのかは分からないが、王女としてちゃんと生きている人間として日の下に連れ出してやりたかった。

　──城が落ちた時、彼女はまだあの場所にいたのだろうか。

　もし彼女が今も無事であるのなら、十六歳になっているはずだ。陥落した城で、彼女のいる離れだけ踏みこまれないということはありえない。上手く逃げ出したか、捕まったか、殺されたかだ。

　ジェドは彼女の名を思い出す。

　リースヒェン・キリテ・ライシャ・テル・アンネリ。

　孤独の中、生きてきた彼女は、今どこにいるのだろうか。
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　窓から差しこむ木漏れ日に、体の痛みを覚えなくなった。

　それは表面の傷が塞がりきったということだろう。「彼女」が意識だけで現れた時に、魔力汚染を浄化していってくれたことで、自然治癒の速度が腐敗に勝った。おかげでようやく動くことができそうだ。筋力もだいぶ衰えてしまったが、それを鍛え直している時間はない。寝台に座り、簡単な魔法構成を確かめていたオスカーは、扉を叩く音に顔を上げる。

「リトラか」

「調査結果をお持ちしました」

「ああ、助かる」

　リトラに頼んでいたのは「彼女」についての情報収集だ。全て聞き終わるとオスカーは嘆息する。

「亡国の王女で戦勝国の人質か。思っていた以上に厄介な状況だな」

　大陸東部には小国がひしめいているが、そこで起きた侵攻に彼女は深く関わっているらしい。というより、国が滅んだおかげで彼女の存在が明るみに出た形だ。それは不幸中の幸いだが、問題は彼女の立場だろう。ロズサークは彼女を核としてアンネリ支配を正当なものにしようとするだろうし、他国がアンネリを横取りしようとするなら攫さらわれた彼女の奪還を大義名分として掲げてくるに違いない。彼女の弟の行方が知れない以上、唯一の火種だ。

　この状況でただ彼女を連れ去っては、多方面に疑心暗鬼を振りまいて要らぬ衝突を生みかねない。そうなった時、一番しわ寄せが来るのはアンネリの民だ。それはオスカーの望むところではないし……彼女自身もきっと受け入れない。

「この機に介入してくる国があるとしたら、アンネリと友好関係にあるナドラスか、ナドラスに影響力を持つ大国キスクだろうな。ファルサスは……おそらく動かない」

　ナドラスの更に西に位置するキスクは元々、三つの小国が統合され生まれた国だ。そのせいか小国同士の小競り合いに手を貸すことがままある。それに加えて、今あの国を動かしているのは争いごとを好む妖よう姫きだ。面白がって裏から手を回してくる可能性は充分にある。

　一方ファルサスは今のロズサークと縁があるが、距離がある以上積極的には動かない。動くとしたら「魔法大国として無視できぬ危険」が観測された時だろうから、彼女の存在がファルサスに露呈する前に対処しなければならない。

「課題が多い。できるだけ秘密裏に、丸く収めたいな」

　もっともどれほど面倒な状況だろうと飛びこまないという選択肢はない。

　彼女に約束したのだ。必ず迎えに行くと。

「装備をご用意しましょう。ご武運をお祈りいたします」

「なかなかに緊張するぞ。あいつに選んでもらえなかったら俺はどうすればいいんだ？」

「上手く立ち回られると思っております」

「あいつにもそう言われたが、割と不安だ。あいつは時々読めないからな」

　立場が逆だった以前の彼女はどうしていただろうかと振り返って、オスカーはいきなり激突してきた彼女を思い出し笑ってしまう。さすがにあれと同じことをしては不審者だが、感情は同じだ。

　ずっと待っていた。誰よりも何よりも愛している。

「さて、十六年も待たせてしまったからな。全身全霊をかけて穴埋めをしよう」

　その結果、たとえ自分が選ばれないのだとしても、彼女が幸せに笑える結末へ行きつくように。

　彼女のために戦う。それは間違いなく、悠久を生きる自分の目的の一つなのだから。
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　リマは目の前の少女が組んだ構成を見て啞然とした。

　ちょっと魔法理論の基礎と、基本構成の組み方を教えただけだ。にもかかわらずこの構成は何なのか。魔力制御を学び始めてから二週間の人間とはとても思えない。

　──大胆で精密な、何よりも強大な構成。

　天賦の才というだけでは説明できないそれにリマは恐怖さえ覚えた。

　城の応接間にて講義を受けていたリースヒェンは、青ざめた男に首を傾げる。

「まちがってた？」

「い、いえ……ただ、ここの系列が少し捻ねじれてしまっていらっしゃいます」

「本当だ。ありがとう」

　彼女は手の中の構成を消すと再び作り直す。まるで呼吸するかのように楽々それをなす少女を、リマは畏怖の眼差しで見た。

　──これは、思っていたより遥かに危険な存在だ。

　彼女が幽閉されていたのも、本当は「殺せなかったから封じるしかなかった」からではないのか。

　何も知らない少女はこの城で不健康な体を回復させながら、少しずつ魔力制御や魔法構成、礼儀作法について学び始めている。

　その全てを指示したオルトヴィーンは、たまの空き時間に彼女の様子を見に来る。王が彼女を気にかけていることは確かだが、それがどういう感情から来るものかは王自身図りかねているようだ。「王族なのだから不自由な生き方を受け入れろ」と言うこともあれば「せっかく幽閉が終わったのだから自由にしろ」と言うこともある。その時々でオルトヴィーンの言葉が食い違うのを、けれどリースヒェンはたいして気にもしていないようだ。もともと彼女は、自分が幽閉されていたことさえ「仕方ない」と割り切っているようなのだ。膨大な魔力だけでなく変わった少女だとリマは思う。

「そろそろ三時間です。終わりにいたしましょう」

「ありがとう、ございます」

　その時、今まで待っていたかのように扉が開かれた。現れたオルトヴィーンは少女を手招く。

「リースヒェン、今日は城の外に連れて行ってやる。動きやすい服に着替えてくるといい」

「はい。支度してきます」

　彼女は眠っていたドラゴンを抱き上げると立ち去った。その背を見送ったリマは王に忠言する。

「陛下、恐れながら申し上げます。あの方をお傍におくことはやめた方がよろしいかと」

「それはもう聞き飽きた。何故今更口にする」

「世の王族の方々は、強力な魔法士の女に伽とぎをさせることがないことはご存じですね」

　リマの言わんとするところを理解してオルトヴィーンは沈黙する。

　王は魔法士を側そば女めにはしない。何故なら何の武器もなく己のみの力で人を害せる存在こそが魔法士だからだ。彼女たちは身ひとつで王を弑しいすることができる。だからこそ彼女たちを寝台から遠ざけることはここ二百年、宮中の常識にもなっていた。

　それでも大抵の魔法士は封飾具をつけさせれば力を封じられる。歴史上そうして王の傍に置かれた美姫も確かにいた。だが封飾具が通用しないほどの魔法士などどうしようもない。人を殺す刃物と寝るようなものだ。

「まだ常識を身に着け始めたばかりだ。結論づけるのは早いだろう」

「ですが……」

「くどい。あれを再幽閉はしない」

　何故これほどまでに主君はリースヒェンにこだわるのか。確かに彼女の美貌は類を見ないものではあるが、王の執着はそれとは別のところに根差しているような気もするのだ。

　リマはいたしかたなく一礼して退出しながら、ふとあることを思い出す。それはずっと昔に聞いた噂の一つで……「オルトヴィーンの母である側室もまた魔法士だった」というものだった。







　自室に戻ったリースヒェンはエルシーに手伝ってもらい、軽装に着替えた。彼女の長い黒髪を手早く結い上げながら、エルシーは苦笑する。

「陛下のよい気分転換になられるといいですね。近頃お忙しいようですから」

「いそがしいの？」

「ええ。あちこち改革をお進めになって……城内にも新しい顔が増えました。アンネリに出向いた文官の後を埋めなければなりませぬから……」

　そこまで言ってエルシーは失言に凍りついた。目の前の女がそのアンネリの姫だったと、迂闊にも失念していたからだ。どうもリースヒェンは他の側室たちと違って、気品はあるものの権威を振りかざさない。乾いた砂が水を吸うように知識は身につきつつあるが、それでもまだ無知な子供と変わらない。そんな彼女と一緒にいると、つい亡国の王女であることを忘れてしまう。

　だが顔色をなくしているエルシーに反して、リースヒェンは気分を害した様子には見えない。ただ「そうなの」と小さく相あい槌づちを打っただけだ。

「アンネリはどうなっているの？」

「それは……税がかけられた他は、民は普段通り暮らすことを許されているそうです」

「普段通り」

　エルシーの言葉を反芻するリースヒェンは、こくりと頷く。

　普段通りも何も、幽閉されていた彼女は、普段の光景を見たことがない。彼女の弟であるアーベル王子も行方が知れぬままだが、彼女は自分に弟がいることさえ知らないのだ。

　支度が終わったリースヒェンは鏡を見てエルシーに礼を言うと、少し肉のついた腕を空中にさしのべた。その腕に小さな赤いドラゴンがとまる。

　どこから来たのか分からないこのドラゴンは、美しい王女を守ることを自分の使命と思っているらしい。よく馴なれた猫のようにいつも共にいるが、外出する時はなおさらだ。少女の黒髪に頭をこすりつけて鳴くナークに、エルシーはせっかく結い上げた髪が乱れてしまわないかとはらはらした。

　リースヒェンはエルシーだけを伴うと部屋を出て、王が待っている城門へと向かう。

　その途中二人は、一人の男とすれ違った。武官らしき男はリースヒェンをみとめると脇へ避けて頭を下げる。よく鍛えられた体の持ち主で、背丈は長身のオルトヴィーンと同じくらいだろうか。戦うことを生業とした男は、精せい悍かんな雰囲気を漂わせていた。

　リースヒェンは軽く礼をしながら男の前を通り過ぎる。だが彼女は数歩行ったところで足を止め振り返った。ちょうど頭を上げた男と目が合う。一瞬の沈黙が流れた。

「リースヒェン様？」

　エルシーが訝しげに問うと、王女はすぐ前を向き直した。男は再度頭を下げて去っていく。均整の取れた姿が廊下の向こうに見えなくなってから、リースヒェンは口を開いた。

「あの人、誰？」

「確か新しく将軍になった方で、ディータというそうです。剣の腕が優秀なのだと。彼がどうかなさいました？」

「何か、不思議な感じがした」

　リースヒェンはそれだけ言うと再び歩き出す。何を感じたのか本人にもよく分からないらしい。

　エルシーは去っていった将軍の、端整ではあるがどこか落ち着かなさを感じる顔立ちを思い出す。

　だが今のところそれは、何ら形にならない靄のような不安にしかならなかった。







　顔をくすぐる風が心地よい。

　リースヒェンは顔にかかる髪を手でよけた。頭上から男の声がかけられる。

「しっかり捕まっていろ。落ちるぞ」

　彼女は頷いて、自分を前に乗せたまま馬を駆る男を見上げる。青い双眸と目が合うと少女はオルトヴィーンの顔を指差した。

「空の色」

「人の顔を指すな。王女はそういうことをしない」

「分かりました」

　彼女は頷いて前を見直す。二人が行くのは草木の生えていない石と砂ばかりの丘だ。

　ロズサークの城から出されたのは初めてだ。こんな風にずっと続いていく大地を見たことも。

　風の匂いも、塔の窓から吹きこんでくるものとはまったく違う。もっと乾いて、ありのままの世界を感じる。全ての空の端が山や地面に繫がっているのを見ると、どこまで届くか大声で呼びかけてみたくなる。

「すごい。見えるところが、全部ロズサークなの？」

「ああ。振り返れば城が見えるだろう。転移陣も使っていないしな」

　言われてリースヒェンは馬上で振り返ろうとしたが、オルトヴィーンに「危ないから乗り出すな」と怒られてしまった。大人しく彼女は再び前を向く。

　やがて彼は手綱を引いて速度を緩めると、丘の上に開いている巨大な穴の縁へと馬を進めた。

　──丸い穴は城が一つ入りそうなほど大きなものだ。

　見ると外周から階段状に通路が螺ら旋せんを描いており、中心に近づくにつれ穴は深くなっている。中では数十人の男たちが何やら作業をしており、王の姿に気づくとぱらぱらと深くお辞儀をした。

　一気に底まで落ちたら間違いなく死ぬだろう大穴を、リースヒェンは覗きこむ。

「これ、何？」

「鉄鉱石を取っている。アンネリが綿花なら、ロズサークは鉄鋼が主な売り物だ」

「鋼を作るのです？」

「ああ。武器を作って他国に売る」

　オルトヴィーンは彼女を馬から下ろすと穴の縁に立った。青い目が深く巨大な穴を睥睨する。

「リースヒェン、知っているか？　この大陸は暗黒時代初期から少しずつ文明の進みが停滞しているのだそうだ。交流もないほど遠い大陸ではもっと変わった文明が発展しているのだと。……まぁ他所のことについては単なる噂うわさ話ばなしだが、この大陸については本当だ」

「そうなのですか。知りませんでした」

「特にここ百年は完全に止まっていると言ってもいい。それも全て魔法があるせいだ。魔法技術の研究だけが進んでいき、人々は困難なことをみな魔法に頼る。あのように限られた人間しか使えないものに、だ」

　オルトヴィーンの声にはその時、抑えきれない苛立ちがあった。

　リースヒェンは不思議に思って彼を見上げる。素朴な疑問が言葉になった。

「武器も、限られた人間しか使わないでしょう？」

　魔法だけなら魔力を持つ人間しか使えないが、魔法具になればもっと多くの人間が使うか使わないかを選べる。それと同様に、武器も使う人間もいれば使わない人間もいる。両方が単なる道具だ。

　けれどオルトヴィーンは、少女の言葉を鼻で笑った。

「限られた者だけが武器を取った結果が、アンネリの敗北ではないのか。もっと広く民を徴兵して抗戦させていれば結果が違ったかもしれぬぞ」

　リースヒェンはぎゅっと唇を結ぶ。オルトヴィーンがわざと彼女の祖国を悪く言っているのは分かる。人質が生意気な反論をするなというのだろう。

　けれど、オルトヴィーンの言うことは可能性であって、事実ではない。

「もしアンネリがそんな抵抗をしていたら、あなたはもっと多くを殺さなきゃいけなかった。だから、最初からそうならないように手を回してた、のでは？」

「お前……」

　オルトヴィーンは驚きの顔でリースヒェンを見る。彼女はその目を怯ひるまず見返した。

　ロズサークに来てからリースヒェンは、王族としての講義をいくつも受けさせてもらっている。それが単なる側室教育だけでなく歴史や政治の分野にまで及んでいるのは、オルトヴィーンの性格のせいだろう。彼は、幽閉されていたリースヒェンが得られなかったものをできるだけ取り戻せるように考えてくれている。そうして知識をつけていけば、見えるものもあるのだ。

　戦場において、魔法以上に大きな役割を果たすのは鋼の武器と防具だが、大陸南東部の小国は、それら武器や防具、或いは材料である鋼そのものをロズサークに依存している。つまりロズサークは、望めば周辺国の軍事力をある程度左右できる。

　いざ戦端を開く前に、戦いやすい状況を作るのも戦略だ。ならばオルトヴィーンは、アンネリの民に武器が行きわたらないような状況にしてから攻めこんだのではないか。

　リースヒェンのそんな指摘は的を得ていたのだろう。若き王は苦い顔になる。

「なるほど。お前につけた教師たちが『答えにくい質問をされるから、別の人間に代えて欲しい』と言い出すはずだ」

「え……ごめんなさい」

「構わぬ。お前の質問を上手くあしらえない方が力不足なのだ。ただ上を望めば望むほどいい教師が見つからなくなるのは覚悟しろ。できるだけ優秀な人材を集めてはいるが、そういった人間は教師をさせるには多忙だからな」

　呆れたような王の言葉にリースヒェンは頷く。無理を言うつもりはないのだ。オルトヴィーンは素直な反応を受けて、再び鉄坑を見下ろす。

「武器に限らず鉄は有用な鉱物だ。もっと大陸全土で鉄を使った道具が浸透すれば、文明も再び動き始める」

「需要があれば、そうなると思います。有用だと皆が分かれば、自然と買われるはず」

「お前の言う通りだ。だがロズサークのような小国が鉄の便利さを主張してもあしらわれる。鉄は魔力の伝導率が低く魔法具の材料には向かないのだと、ファルサスなどは言うからな」

　大陸一の強国であるその名を呟く時、オルトヴィーンの口調には苦味が感じられた。

　どこにも屈しない、魔法と武力の強大な二つの力を持つ王国。約百年前より魔法大国として恐れられるようになったかの国のことはリースヒェンも学んだ。ただロズサークからは比較的距離のある国だ。なのにどうして、オルトヴィーンは嫌悪さえ漂わせてかの国のことを語るのか。

　彼の目が、魔法大国がある西の方を眺める。

「ファルサスが魔法において頂点を極めたのは、三百年前魔女が王に嫁いだことが原因だ。魔女が継いでいた魔法大国の技術と力が、数百年かけて今のファルサスを作った。その結果、ここ百年は他の大国でさえ何かあるとすぐファルサスや魔法に頼る。文明が止まっているのもそのせいだと言っていいだろう。……馬鹿げているとは思わぬか？　リースヒェン。たった一人の女に世界の流れを変えられるなど」

　そんなことがあるのだろうか、とリースヒェンは首を傾げる。

　魔女については聞いた。あまりにも強大な力を持つ彼女たちは、何度か歴史の転換点となってきたことも。だがそれはあくまで点でしかないのだ。

　少女は少し考えこむと、口を開く。

「一人の人間では変わらない、と思います。大勢の人の努力が続いたから、変わったはず」

　点を流れにするには、複数の人間の意志と行動が必要だろう。ファルサスに嫁いだ魔女は、二人の子供を産んだ後亡くなった。ファルサスが魔法大国になったのもその後のことなのだ。

「オルトヴィーンは、ファルサスのことが嫌いなの？」

　その問いを口にした直後、彼の顔から表情が消える。リースヒェンを見る双眸に、少年のような傷が走った。長身の男が、自分と背丈の変わらぬ子供のように見えるのは、彼の心の何かしらに触れてしまったからかもしれない。

　オルトヴィーンは何かを堪こらえるように彼女を睨んでいたが、ふいに視線を逸らした。

「お前には関係のないことだ」

「……ごめんなさい」

「もう帰るぞ。日が落ちれば寒くなる」

　彼女は腕の中のドラゴンを抱き直しながら頷いた。二人は再び馬に乗って城へと戻る。

　迫る夕闇に背を向けて、オルトヴィーンはそれから城に着くまで何も言わなかった。
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「こちらです、殿下」

　従者である女の声に少年は頷いた。夜明け前の静せい謐ひつな空気の中、彼は城壁に開けられた穴をくぐり荒れ果てた庭へと侵入する。自分が住んでいた頃の面影もない城の惨状に、少年は絶句した。

「……父上と母上は……」

「城の裏庭に葬られたそうです」

　少年はそれを聞いてぐっと歯を嚙かみ締しめる。彼はしばらくそうして感情を堪えていたが、やがて顔を上げると「そこに行く」とだけ口にした。人気のない庭を二人は裏手へと回る。

　かつては色とりどりの薔薇が咲き乱れた裏庭も、今は住人を失って寂せき寥りょう感が漂っている。その片隅、掘り起こされた土が見えている場所の前に、女は少年を案内した。

　何の墓標もない場所、けれどこれがこの国の王と王妃の墓だ。少年はその前に膝をつく。

「父上……母上……」

　王子とは言え、彼はまだ十一歳の少年だ。臣下がいるところでは泣くこともできないだろうと思い、彼女は少し離れた場所で見張りに立つ。

　ロズサークは、属領となったアンネリに治安維持を行う軍や文官を配置したが、アンネリの城を使おうとはしなかった。戦闘によって破壊された城に、手を入れるだけの価値を見み出いださなかったのだろう。彼らは城から少し離れた軍の施設を本拠としている。

　そのおかげで二人はここに入りこむことができたのだが、かつての居城の現状は彼らを暗あん澹たんたる気分にさせただけだ。王子の護衛として傍付きをしていた彼女、エイリーデは小さく溜息をつく。

　落城したその日、エイリーデはすんでのところでアーベル王子を連れて城を逃げ出したのだが、今のところ状況は手詰まりと言っていい。共に落ち延びた大臣や再起を誓う兵たちも、多くはないが地下に集まってはきている。だがいかんせんロズサークと正面から争えるほどではない。国を取り戻すとしても好機を待つ必要があった。

　少しずつ白んでいく空。ぼんやりと天を見上げていたエイリーデは、いつの間にか背後に戻ってきていたアーベルに気づくとあわてて跪く。

「申し訳ございません、殿下……」

「いい。それより姉上のいた離れに行ってみたい」

　エイリーデは驚愕に凍りつく。

　──一体誰が彼に王女のことを教えたというのだろう。

　リースヒェンより五年遅れでアーベルが生まれた時、王は宮廷内に徹底的な緘口令を敷いた。それ以来、彼女の名も存在も、口に出すことは重大な禁忌となっていたのだ。

　だがいつの間にか彼は姉の存在を知っていたというのか。我知らず冷や汗が背中を伝う。

　アーベルは苦笑すると、屈かがんで従者の顔を覗きこんだ。

「大臣たちが話しているのを聞いてしまった。姉上はロズサーク王に連れて行かれたのだと」

「それは……その通りでございます。今までご報告もせず申し訳ございません」

「構わぬ。離れを見たい。案内してくれ」

　きっぱりとした命令にエイリーデは頭を垂れた。王も王妃もいない今、彼女の主君たるはこの少年しかいない。彼女は裏庭の更に奥、四階建ての小さな塔へと少年を案内する。

　そこの中もまた、外と同様荒れた様相を呈していた。アーベルはあちこちに落ちている鎖や壊された鍵に眉を顰める。廊下がひどく朽ちているのはロズサーク軍のせいではなく元からだ。離れの建物自体は七十年ほど前に建てられた倉庫で、そこを流用して幽閉場所にしていたのだ。

　二人は瓦が礫れきが転がる階段を上り、王女が幽閉されていた部屋の前に立つ。

　──そこにもう彼の姉はいない。

　分かっていながらも息を殺し、足音をさせないよう入りこんだ少年は、何もない質素な部屋を見回して呆然とした。粗末な寝台とテーブルと椅子が一脚ずつ。後は本の一冊もペンの一本もない。寝室から続く小さな浴室に、着替えが少し畳まれていただけだ。

　アーベルは思わず深い息を吐き出す。

「何だここは……人が暮らせる場所ではないだろう……」

　彼の姉がここに閉じこめられていたのは数日や数週間ではない。十六年間なのだ。その間彼女は何の娯楽も学びもなく、ただ窓から外を見つめるだけの生活を送っていたというのか。

「何故こんなところに……」

「リースヒェン様は両陛下のどちらにも似つかぬ髪と瞳の色をなさっていらっしゃいました。それだけでなく恐ろしいほどの魔力をお持ちで、宮廷魔法士たちはあの方を魔女ではないかと……」

「馬鹿な！　魔女など単なる御伽噺ではないか！」

　少年の苛烈さにエイリーデは恐縮したが、彼女に罪があるわけではない。アーベルはすぐに感情を収めると首を横に振った。

「その上、ロズサークに連れ去られたとは……姉上……」

「おいたわしいことでございます」

　アーベルはまだ幼い顔立ちに強い決意を込めて顔を上げた。

「ともかく、姉上を取り戻すにしてもロズサークを何とかしなければならぬが……」

「──力を貸して欲しいか？」

　第三者の声が、突如がらんとした部屋に響く。

　アーベルとエイリーデの二人は反射的に抜剣した。声のした方を睨む。

　つい先ほどまで誰もいなかった部屋の隅に、いつの間にかローブを着た魔法士が立っている。

　声は若い男のものだが顔は隠れていて見えない。エイリーデは王子を庇って前に立った。

「何者だ！」

「大声を出して誰かに見つかったらどうする。力を貸してやろうかと聞いているんだ」

「怪しい者の力など借りぬ！」

「怪しいのは事実だが協力はするぞ。利害が一致するからな」

　警戒を滲にじませるエイリーデとは対照的に、アーベルは冷静に問う。

「具体的にはどんな協力をしてくれるのだ」

「そちらの希望による。国を取り戻したいか？」

「取り戻したくないと言えば噓になる。ただそれで平穏に暮らすことを許された民が戦乱に巻きこまれるのなら話は別だ」

「なるほど、いい教育を受けてきたようだな」

　魔法士の言葉はぞんざいなものだったが、アーベルはそれを受け入れた。少年は激昂しかけたエイリーデを留めながら前に出る。

「ただ、できれば姉は解放したい。アンネリも滅んだ。これ以上国の犠牲にはできない」

「そうか」

　男は鷹揚に頷く。その声に温かみが混じっていたように聞こえたのは錯覚だろうか。

「ならば取り成してやる。お前を守り、姉の身柄も交渉できるところにな。──他人事ではないナドラスはお前たちの力になるはずだ」

　突如出されたもう一つの隣国の名に、二人は目を瞠る。この魔法士の男がナドラスの間諜を務めていると彼らが知るのは、男の申し出を受けたその後のことだ。
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　──夢を見なくなった。

　今までずっと自分を支えてくれていた夢を。

　思えば初めてこの城に来た日、どこかの屋敷を訪ねる夢を見たのが最後だ。

　何故見なくなったのか原因は分からない。人と話ができるようになったせいだろうか。

　ロズサークに来てから、リースヒェンは毎日人と言葉を交わすようになった。それらは決して温かいものばかりではなく、亡国の王女である彼女への批難や嫌味も多分に混じっていた。

　だがそれでも彼女にとっては新鮮な経験で、一つ一つが興味深い。

　よく話す人たちの中で言えば、エルシーは優しい。おそらくオルトヴィーンもそうだ。優しくはないが、職務に忠実なリマのこともリースヒェンは好きだった。

　ただ、それでも夢を見ないことは淋さみしい。それは十六年間ずっと彼女が過ごした世界だったのだから。寄る辺ない気分とはこういうことを言うのだろうか。

　寝台にうつ伏せになっていたリースヒェンは顔を上げる。辺りには文字を書く練習に使っていた紙が散乱していた。幽閉されていた彼女は、人との会話は不得手ながらできるが、読み書きはまったく駄目だ。もちろん教師もいたのだが、リースヒェンが単なる文字の練習から脱線して、色々答えにくい質問をするのに困り果てたらしい。三人目の教師になっていた老婦人が音を上げてやめてしまったばかりで、仕方なく手がすいた時に自分で練習をしている。

　だがここまで部屋をちらかしてしまっては、エルシーに怒られてしまう。

　リースヒェンは軽く左手をかざすと、そこに少し考えながら構成を作った。

　構成に魔力を通す。床に散乱した紙がゆっくりと浮かび上がった。紙はもたもたと回転しながら一つところに集まり始める。彼女は五分ほどかけて全ての紙を大雑把に集めてしまうと、今度は別の構成を作って端を揃そろえようとした。

　だが今度はなかなか上手くいかない。リースヒェンは眉を寄せた。慎重に慎重に力を操作する。

　けれどその時、急に扉が叩かれた。

　驚いたリースヒェンの魔力が紙に衝突し、紙は再びバラバラになる。

「あああ……」

　今までの苦労が、というほど苦労はしていないが、振り出しに戻ってしまった。リースヒェンは肩を落としながらも起き上がると扉へ返事をする。入ってきたエルシーは予想通り、部屋の有様を見て眉を上げた。

「まぁ！　リースヒェン様！　なんですか、これは！」

「ごめんなさい……」

「御髪もまたそんなに乱れてしまって！　部屋はわたくしが後で片付けておきますから。授業の支度をなさってください。新しい教師が迎えにきております」

「え。いきます！」

　次の教師が来てくれたのだ。今度こそあまり脱線した質問をして困らせないようにしたい。

　リースヒェンは転がるように寝台を降りる。飛びだそうとしてエルシーに捕まると、絡まった髪を梳かれて簡単に結い直された。そうしてようやく支度ができたリースヒェンは「走らないでください！」と注意されながら扉へ向かう。追いかけてきたナークが彼女の頭の上に乗った。

　扉を開けると、眼鏡をかけた文官の男が驚いた眼で少女を見下ろす。リースヒェンは難しい立場とあって、城外の人間が教師につけられることはない。ならば彼が新しい教師なのだろう。リースヒェンはぺこりと頭を下げた。

「リースヒェンです。これから、よろしくお願いします」

「こちらこそよろしくお願いいたします」

　丁寧に挨拶をしてくれる彼を少女はまじまじと見上げた。追いついてきたエルシーが言う。

「質問が多い方ですが、答えにくかったら返答拒否で構いませんから」

　さすがに四人目とあって事前に釘くぎが刺されてしまった。もっともリースヒェンもそれには異論はない。彼女は小さな体を更に小さくする。

「あの、がんばるので、やめないでほしいのです」

　恐縮してそう言うと文官の男は笑い出した。

「ご心配なく。お話は伺っております。質問もご遠慮なさらず。答えられる範囲でお答えします」

　ぱっと目を輝かせるリースヒェンに、エルシーは心配そうな目を向ける。

「あまりはりきりすぎませんように。今日は魔法士長との約束もおありでしょう？」

「そうだった……。遅刻しないようにします」

「あと、こちらの部屋は片付けが要りますので、図書室か講義室をお使いください」

「はい……」

　リースヒェンは申し訳なさそうに萎しおれる。文官の男はそんな彼女に笑顔で手を差し出した。

「では、図書室にご案内いたしましょう。次の約束にも間に合うようにお送りしますのでご心配なく。姫君はどんな本をお読みになりたいですか」

「歴史の本！　……あ、わたしが読めるほど簡単なものがないなら、いいのです。絵本でも、おとぎ話でも」

「大丈夫ですよ。いくつか候補があるのでご紹介しましょう」

　文官の男はエルシーに一礼すると、少女を引率して歩き出す。リースヒェンの頭の上から彼の頭へとナークが飛び移ったが「おっ」と軽く驚いただけで怖がる様子もない。なかなか大らかな人間のようだ。エルシーはできるだけ長続きしてくれるよう祈りつつ、部屋の片づけに戻る。







　ロズサーク城の図書室はこじんまりとしていて蔵書もそう多くない。それはこの国がほんの数十年前まで比較的貧しい国だったせいだ。

　他に人もいない図書室の片隅で、リースヒェンは教材として選んだ本を一生懸命読み解いていく。分からない単語は教えられれば大体のみこめたが、国名や人名などの固有名詞は一つ一つ説明をもらわねば分からない。ただ、四人目の教師とあって彼はある程度心構えができていたらしく、過不足も主義主張もなく親切に質問へ答えてくれた。

　次から次へと様々な質問をしてその全てに答えてもらえると、少女の興味はかつての御伽噺のような時代へと移る。

「魔女の時代は、どうして魔女の時代と呼ばれたの？」

「諸説ありますが、一番受け入れられている説が『暗黒時代が終わるきっかけとなった事件が、魔女によって一晩で国が滅ぼされた事件だから』というものですね。戦乱が絶えない暗黒時代の次の脅威として、魔女が挙げられたということでしょう」

「本当に一晩で滅んだの？　すごく小さな国だったの？」

「本当の話です。小さな国だったというのも事実ですね。険しい山の狭はざ間まにあって、他の国からもだいぶ離れていました。今のロズサークも東と南が自然の要害になっていますが、それよりももっと孤立した場所にあったのです」

　文官は言いながら別の歴史書を開いて古い地図を見せる。大陸北東部にあるその国は確かに小さい。現在の地図と見比べてみると、そこには何もなかった。

「今、国がないのは不便な場所だから？」

「それもありますが、土地の性質が悪いのです。濃い瘴しょう気きに閉されてしまっています」

「濃い瘴気？　魔女のせい？」

「いいえ。もともと瘴気が濃い土地だったのです。それを大規模な魔法装置で浄化して国を作っていたのですが、魔女によって装置が破壊されてしまい、土地が再び汚染されて誰も住めぬまま今に至っている、という状況ですね」

　リースヒェンから次々出てくる質問に、文官は穏やかに答えていく。その間ナークは、机の片隅で丸くなって眠っていた。少女は更に興味を募らせる。

「その魔法装置は誰も復元できなかったの？　わたしも見てみたい、です」

「残念ながら装置の記録は残っていないのです。装置があった城は、魔女の手によって完全に破壊されてしまったそうですから」

　男の苦笑にリースヒェンは残念そうな顔になる。遥か昔に破壊された大規模装置など面白そうな話なら、たくさんの魔法士が研究していそうだと思ったのだが、どうやら違うらしい。正直のところ、リースヒェンは読み書きより魔法構成の方が習熟してきているし興味もあるのだ。残念そうに息をつく少女に、男は微笑む。

「とは言え、姫君ならいつか一からでも構成を再現できるかもしれませんね。さあ、そろそろ魔法研究のお時間でしょう。お送りします」

　言われてリースヒェンは机に嵌めこまれた時計を見る。確かにリマたち魔法士との約束の時間だ。今は試してみたい構成があって、毎日少しずつ皆で試行錯誤しているのだ。そろそろ形になりそうで、オルトヴィーンに教えたら驚いて喜ぶだろうかと楽しみにしている。ちょうど今日は、魔法研究の後、オルトヴィーンのところへ顔を出すことになっていた。

　リースヒェンはあわてて自学のために借り出す本を選ぶ。

「これと、これと……これも、借りたいです」

「構いませんが結構量がありますよ。初学者向けではありますが」

「知らないこと、知れるの、たのしいです。先によんでおいたほうが、わからないところ、聞きやすいし」

　三冊の本をリースヒェンは眠っているナークと一緒に抱える。

「それに、わたしが、がんばりたいから、いいのです」

　リースヒェンはほんの少し顔を綻ばせる。

　世界は広くて、まだ知らないことばかりだ。それらに触れられることが楽しい。努力することも気にならない。魔法構成を組んでいくのと同じだ。少しずつ丁寧に、たゆむことなく先へ。

　少女のひたむきな懸命さに、文官の男は驚いたのか軽く目を瞠る。けれどすぐに彼は微笑んだ。

「姫君は、努力を厭いとわない方でいらっしゃるのですね」

「あたりまえの、こと、でしょう？」

「そうでもないです」

　遠慮のない言葉にリースヒェンは目をしばたたかせる。だが、言われてみればそうなのかもしれない。人にはそれぞれ役割があって、それを果たすだけで精一杯の人間や、役割に押しつぶされてしまう人間もいる。リースヒェンはたまたま学ぶことが許されているから、それができるだけだ。

　少女は途端に不安になって、文官の男を見上げる。

「あなたは、迷惑だった？」

　自分は色んな話が聞けて楽しかったが、彼には彼の仕事があるのだ。リースヒェンの教師は皆、本来の仕事の合間にこの役目を引き受けてくれている。彼にとっては要らぬ苦労かもしれない。

　無表情ながらも少しだけ不安げな目をする彼女に、男はかぶりを振った。

「いえ、楽しかったですよ。姫君はやる気がおありなので、こちらも教え甲斐があります。次は今日の続きでも新しい箇所でも、お好きなところをお付き合いしましょう」

　優しいまなざしでそう言われ、リースヒェンの目には喜色が浮かぶ。

　知りたいことはたくさんある。特に魔女の時代について色々聞いてみたいのだ。今も生きている魔女はいるのか。いるとしたら、何故彼女たちは大陸の脅威と看み做なされなくなったのか知りたい。

　答えてもらえないかもしれないが、本当に気になるのだ。

　何故ならリースヒェンもまた──魔女と疑われ、幽閉された人間だったのだから。







　オルトヴィーンは前王の子供の中で、二人だけいた男児の一人だった。

　彼の兄で正妃の子だった王太子は十七の時に病で亡くなった。当時オルトヴィーンは十三歳、少し前に母を違う病で亡くしてひどく塞ぎこんでいる時だった。

　だが宮廷は、少年の感情に動かされるところではない。たちまちオルトヴィーンは王の後継者として看做され、彼自身もまた憑つかれたように支配者としての勉学に励むことになった。

　オルトヴィーンのその貪欲な意欲がどこから生まれたものなのか、知っている人間は誰もいない。

　結果だけを言えば、彼は申し分のない優秀な青年になった。父王が没して王位を継いだ後は、そこかしこに潜んでいた不正を正し、慣習に捕らわれない改革を為し、民衆たちの絶大な支持を受けた。これで国が落ち着いて世継ぎができれば、当分安泰だと皆が思っただろう。

　しかし彼はまた、安穏と治世を保つ王ではなかった。目の奥に剣けん吞のんな光をちらつかせていた彼が、他国を下すほどの野心を持っていたと人々が知ったのは、アンネリが滅ぼされた時のことだ。




　その日オルトヴィーンは、机の上に並べなられた数振りの剣を前に眉を寄せていた。

　いずれも実用的なそれらは試作品として提出させたものだ。うちの一振りを手に取った彼は、唐突に後ろから名を呼ばれて振り向いた。

「オルトヴィーン」

　抑揚はあるが情味がない声は、自然の水晶を叩いたかのように澄んでいる。この城一番の変わり者である王女は、振り返った王に頭を下げた。彼は小さな頭を見て気分を切り替える。

「もうそんな時間か。俺が約束を取りつけたのにな」

「別に、いいです。あなたは王だから。いそがしいのなら出直す」

「いや。もう終わる」

　オルトヴィーンは剣を机に戻すと、彼女の傍に歩み寄った。

　健康な生活を送るようになったリースヒェンは、花が咲くように日ひ毎ごと美しくなっていく。枝のようだった四肢がしなやかな線を描き、頰にも丸みが出てきた。初めて出会った時は一種超然とした空気を帯びていた彼女も、ここでの生活に慣れてきたのか穏やかな目をしていることも多い。

　そんな彼女の変化は、オルトヴィーンに欠けたものを埋めるような満足感を与えていた。数日に一度、彼女の口から近況を聞けるように約束を入れているのもそのためだ。

　寝ているドラゴンを椅子に置いたリースヒェンは、彼の背後を見ると「剣？」と尋ねた。

「ああ、試作品だ。形や重さは人によって使い勝手が異なるから、いつも何種類か出させる」

「ロズサークのためのもの？」

「そうだ。今は他国に警戒されていて武器を輸出しにくいからな」

　彼女は頷く。硝子ガラスの器に黒い水を湛たたえたかのような瞳が不分明に揺れた。オルトヴィーンはそれを見て、落ち着かなさに顔を顰める。

「何だ。言いたいことがあるのならば言え」

「魔法具を作れば、よいのです」

「は？」

　想像もしなかったことを言われてオルトヴィーンは啞然とした。彼女は真面目な顔で続ける。

「生活に使う魔法具なら、みんな使うから。安くして数を売ればいいと思う。お湯を沸かす板があるでしょう？」

「お湯？　ああ、魔法板のことか？」

　魔法板は上流階級の生活に密着した魔法具で、薄い銀製の板だ。金属の精製時に魔法を使い表面に魔法紋様を刻むことで、魔法を使えぬ人間でも加熱や冷却を操作できる。二百年前ファルサスで作られたものが最初だが、金属の精製を魔法士に行わせれば簡単に作ることができるため、あっという間に宮廷や貴族の間で広まった。

　ただ大抵の魔法板は銀製とあって平民にはまだまだ手が出ない。リースヒェンはそれを鉄、或いは鋼で作ればいいのに、と言っているのだろう。

　大胆な発想だが、今まで誰もそれを試みなかったわけではない。鉄は確かに銀より安価だが、他の高価な金属と比べて遥かに魔法が馴な染じみにくいのだ。魔法を帯びた鋼鉄の剣などはどれも卓越した魔法士が技能を凝らして作った一品で、大量に作れるものではない。

　訝しげな表情になったオルトヴィーンに、彼女は続ける。

「実は、少し前から実験しているのです。リマたちと。多分、できます」

「は……？」

　オルトヴィーンはさすがに啞然とした。

　──本当だとしたら画期的なことだ。これだけで民の生活が一変する。

　今まで魔法技術の発達だけが進みながら、それらは一般の人々の暮らしにまでは行きわたっていなかったのだ。もしかしたらこれをきっかけに停滞していた文明も進み始めるかもしれない。

　何よりロズサークも潤う。それは長らくオルトヴィーンが望んでいたことだ。

　野心の一つが急に形を取って目前に現れたことに、彼はすぐには何も言えない。リースヒェンは心なしか薄い胸を張って自慢げに、オルトヴィーンの反応を待っていた。

　それはそうだろう。彼女がやろうとしていることは単純な偉業だ。今の大陸において、革新的な魔法具の発明は大国からしか出てこない。そういった発明も最新技術を使ったもので「一般には広まっていないものを安価に」などという研究は為されていないのだ。

　優秀な魔法士は皆ファルサスなど大国に所属していて、生活魔法具の改良などには携わらない。リースヒェンのような変わった境遇の人間でもなければだ。

　だからこれはただの幸運だ。彼女一人の魔法技術によって国が上向きになる。それはまるで──

「オルトヴィーン？」

　彼女の声に我に返ったオルトヴィーンは、苦い顔になるとかぶりを振った。他の人間ならば飛びついたであろう提案をにべもなく拒絶する。

「駄目だ。魔法には頼らない。それではファルサスと同じだ」

　少女は闇色の目を見開く。傷つけたかとオルトヴィーンが思った直後、彼女は反はん駁ばくする。

「駄目？　何が？」

　そう言う彼女は、見ようによっては少しむっとしているようにも見えた。小さな体で真まっ直すぐオルトヴィーンを見上げてくる。

「あなたが、何にこだわっているのか、他の人には関係ないです。戦争で勝っても、戦いの犠牲以上のものを与えねば、人は救われない」

「……賢さかしい口をきく」

　苛立ちが思考をちりちりと染めていく。

　──彼女が言うのは正論だ。魔法に頼りたくないと思っているのは、ただの彼のこだわりだ。

　そうであってはいけないことはよく分かっている。かつて宗教上の理由で魔法排斥を行っていた大国が滅亡したのも、魔法を使えぬことが万事に響いたからだ。ロズサークは間違っても同じ轍てつを踏んではならない。

　にもかかわらず同じところに立ち止まり続けてしまうのは、少年の頃の記憶に苛まれるからだ。

　オルトヴィーンはきつく目を閉じる。亡き母の言葉が、思い出したくもないのに甦ってくる。

『……あなたは──の血を継いでいるの……だから絶対──に関わっては駄目』

　オルトヴィーンは目の前の少女を睨む。

　その顔は、誰かの面影がある。それが誰か気づかない方がいいという予感がする。

　彼女はじっと彼を見たままだ。そこに得体の知れない圧力を感じてしまうのは何故なのか。

　オルトヴィーンは瞬間、何もかもを壊したい衝動に駆られて拳をきつく握る。母が隠し持っていた題名のない本を床に叩きつけてしまった、あの日のように。

　それが自分だけの感情だと分かってはいるのだ。

「……俺の亡き母はファルサスの侯爵家の出だ。魔法はほとんど使わなかったが魔法士だった」

「え？」

「父は、ファルサスの城を訪ねた時に母を見初めたらしい。母は請われるままにロズサークに来て側室の末席に収まった。それと同時に俺を身ごもった」

　彼女はそうして、穏やかに幸福に一生をまっとうしたのだと、他の人間は信じているだろう。だがオルトヴィーンだけはその欺瞞を知っている。他でもない、母の口から聞いたのだ。

「ファルサスの貴族って、ええと、王家の血を引いてた、とか？」

「いや。王家の縁戚でも何でもない小さな家だ。ただ母自身は王家の人間と親交が深かったらしい。俺が産まれた時、当時のファルサス国王が一度だけ母に会いにロズサークまで密かに来たそうだ」

　淡々と続く話にリースヒェンは不思議そうな顔になる。何の話をされているのか分からないのだろう。当然だ。オルトヴィーンは感情の底をぐらぐらと焼く熱に顔を歪める。




『オルトヴィーン、あなたはファルサス直系の血を継いでいるの……だから絶対ファルサス王家に関わっては駄目』




　死の床で高熱に浮かされた母が漏らした言葉。それはオルトヴィーンにとっては天地が逆さになるも同然だった。ただのファルサス侯爵家の出でしかない母から生まれた自分が何故、ファルサス王家の血を引いているのか。ロズサークに嫁いですぐ身ごもった母と、生まれた子を見に来たファルサス王の話と……突き合わせれば真相は単純だ。

　自分は──母がファルサスにいる時に孕はらんだ、ファルサス国王の子なのだ。

　ロズサーク王である父がこの真実を知っているかは分からない。怖くて確かめられなかった。

　それまで彼は、父や兄を支えられるような人間になろうと思って生きてきたのだ。にもかかわらず、自分が母の不義の子でロズサーク王家の血を引いていないと知られればどうなってしまうのか。

「側室とは言え、王の妻となるのなら王家の一員も同然だ。ならば私情は捨て己の役目を果たすべきではないのか？　それが嫌ならば……最初から逃げ出していればよかったのだ」

　吐き出した言葉は、死にゆく母には言えなかった感情だ。当時の彼はただ母から聞いた秘密を受け止めきれず混乱するばかりだった。それに対する怒りと恥辱がふつふつと溜まってきたのは、母が亡くなってからだ。自分や父の全てが踏みにじられた気がして、嫌悪と憎悪におかしくなってしまいそうだった。

　今となっては誰にも言えない恨み言だ。リースヒェンにも言うべきではない。もし誰かに言ってオルトヴィーンを敵視している他の有力者に漏れたなら、玉座から引きずり降ろされることは確実だ。リースヒェンに打ち明けられるとしたら、それは彼女が側室となり、一生をロズサークの城に繫がれて生きることが決まった時だけだろう。

　今はどうなるのか定まっていない少女は、表情のない顔で彼を見ている。その彼女の貌に誰の面影が重なって見えるのか、オルトヴィーンはようやく理解する。

　整った、人形のように美しい顔立ち。曇りのない少し寂しげな眼。

　少女はどこか──彼の母に似た面差しを持っている。「何故側室としての義務を果たせなかったのか」と彼が憤り、同時に「王家に従うのが嫌なら、もっと早く逃げ出して自由に生きればよかったのだ」と悔しく思ってしまう母に。

　不思議な既視感の正体はおそらくそれだ。だから少女を助ける気にもなったし……苛立たしさも覚えてしまう。本当に、自分が嫌になる。

「……下がれ。次は呼ぶまで顔を見せるな」

　彼女の不満や疑問に、何も答えていないとは分かっている。

　それでも、このままリースヒェンを見ているとのみこみ続けた汚泥を全部吐き出してしまう気がして、彼は少女が振り返りながらも出ていくまでの間、顔を背け続けていた。







　王の執務室を出たリースヒェンは嘆息する。

　──オルトヴィーンの母親は、ファルサス出身の魔法士だった。

　彼がファルサスや魔法を嫌う理由はそこにあるようだが、オルトヴィーンの母親は故人で、母子に確執があったなどという話も知らない。もしこれが周知の話であったなら、リマが何か教えてくれただろうから、本当にオルトヴィーンの個人的な秘密なのだろう。

　とは言え、宮廷内から魔法を排斥するほど彼は魔法嫌いでもないらしい。

「なら、魔法板の開発は進めててもいいかな……」

　国内で使う分を作るくらいなら彼の許容範囲だろう。リースヒェンもわざわざオルトヴィーンの嫌がることをしたいわけではないのだ。

　そんなことを考えながら廊下を歩いていたリースヒェンは、抱いていたドラゴンの鳴き声で顔を上げた。みるといつの間にか隣を長身の男が歩いている。

「あなたは……」

「また会ったな、姫。綺麗になっていて見違えたぞ」

　確か彼の名前はディータで腕の立つ若い将軍だと聞いたのだ。整った顔立ちをしているせいか、宮廷の女性たちに人気があるのだという。エルシーがいない時に、若い侍女たちが噂していた。

　彼は当然のようにリースヒェンに並んで歩きながら、愛想よく笑いかける。

「ちょうどいい。ずっと姫と話したいと思っていたからな」

「わたしと？　なぜ？」

「姫の味方になりたいからだ。この宮廷はどうもざわついているからな」

「ざわついてる？　賑にぎやかなの、きらいじゃないけど」

　ロズサーク宮廷内の空気は活気に満ちていて、いつも誰かしら動いている。それはリースヒェンが来た時からそうで、彼女は人の気配が常に感じられる空気が嫌いではなかった。

　ただ以前から城に勤めている人間にとっては、オルトヴィーンが王位についてからのこの雰囲気に賛否あるようだ。

「単純にこの空気は戦時の空気なんだ。これから戦争へと向かう空気、戦争が終わった後始末の空気──それもこちらが襲う側だ。野心ある人間には居心地がいいだろうが、安穏とした微温湯ぬるまゆに浸つかっていた人間には気が気じゃないだろう」

「あなたも、アンネリとの戦争に出ていたの？」

「いや。俺が城に来たのはその後だ。王は腕の立つ人間を広く集めているからな。これがどういうことか分かるか、姫？」

「わからない」

　リースヒェンに与えられた部屋の扉が見えてくる。少女は歩く速度を緩めるべきか迷ったが、ディータは構わず一歩先に行くと扉を開けた。すぐにやってきたエルシーが男を見てぎょっとする。

「なんですか、あなたは……」

「姫と話をするだけだ。お邪魔しても構わないだろう？」

　エルシーは一瞬拒否したそうな顔になったが、リースヒェンが「お願いします」と頭を下げると渋々男を中に招き入れた。応接テーブルに二人がつくと、エルシーは手際よくお茶を出してくれる。ディータに対して警戒心を隠さない侍女は、男を見張るつもりなのか壁際に下がって留まった。

　ディータはむしろその視線を楽しむように微笑む。

「さっきの続きだが、この宮廷はいわば、次の戦争準備をしていると言ってもいい。陛下にとってアンネリ征服は最初の一歩にしか過ぎないわけだ。次はナドラスか？　それともタリスか？　更にこの国の領土を広げるつもりでいるのさ」

「次って……それはどうして？」

　祖国であるアンネリが何故侵略されたのかは、リースヒェンも知っている。数時間前に文官の男に質問して困り顔の彼から教えてもらったのだ。農耕地が少ないロズサークを安定させるためにアンネリの土地が必要だったのだろうと。

　けれどそれが理由なら、どうして更なる侵攻が必要なのか。怪訝に思うリースヒェンにディータは世慣れた素振りで手を広げた。

「理由など陛下でなければ分からぬさ。ただ戦を好む王はいつの時代もいる。そうでなければ大陸の国境線は遥か昔から変わらぬままのはずだろう？」

「オルトヴィーンはそんな風に見えないけど……」

　どちらかというと、彼は自信と力があるように振舞いながら、どこかでいつも苦しんでいるように見えるのだ。或いはそれに対し怒っているか……ただ戦うことが好きな人間には見えない。

　とは言え、人の細やかな感情を解きほぐせるほどの機微は、リースヒェンにはない。今できることは魔法研究を進めることと自分の勉強、そしてできるだけ多くの人の話を聞くことくらいだ。

　表情に乏しい少女に、ディータは優しく笑って見せる。

「戦が嫌なら姫が陛下に直訴してみればいい。あなたは陛下のお気に入りのようだからな。聞き入れてくださるかもしれないぞ」

「それはない、と思います」

「そうか？　陛下には側室が五人いらっしゃるが、その誰よりもあなたには頻繁に陛下のお声がかかっているぞ。ただの人質にしてはずいぶん自由にしているしな。まあ、姫の国を滅ぼした後ろめたさもあるのだろうが」

　ディータはそこで、テーブル越しに手を伸ばしてリースヒェンの頭をぐりぐりと撫でる。突然の行動にリースヒェンは目を丸くし、テーブルの上のナークが薄目を開けた。

　エルシーがつかつかと近づいてくると男の手をはらいのける。

「無礼が過ぎますよ！　陛下に対しての物言いも目に余ります！」

「恐い恐い。姫の関心を得たくてつい言いすぎてしまったな」

「わたしは、人と話すの、嫌いじゃないです」

「ならこれに懲りずにまた話してくれ。ああ、外に出たいなら付き合うぞ。せっかく幽閉から解放されたのだからな」

「外？」

「何を勝手なことを言っているのですか！」

　エルシーの怒声を聞きながら、リースヒェンは突然出てきたその言葉に虚をつかれていた。

　彼女は基本、城から出ない。人質なのだから当然だ。一度オルトヴィーンに鉄坑を見に連れて行ってもらったことがあるが、あれだけだ。それを当然と思っていた。

　予想外の提案をのみこめていない少女に、ディータは優しい笑顔を見せる。

「外の世界は面白いぞ。自由な時間が欲しいなら言ってくれ。すぐに迎えにくる」

　最後の一言にリースヒェンは瞠どう目もくする。立ち上がったディータを見上げて問うた。

「あなたは、わたしと夢で会ったことがある？」

　必ず迎えに行くと言っていたあの夢の相手は、実在するのだろうか。

　少女のそんなささやかな疑問に、男はふっと優しい目になる。

「さあ、どうだろう。姫が思う方が正解じゃないか？」

　均整がとれた長身の男は一礼すると出ていく。その姿を無言で見送っていたリースヒェンは、一息つくとエルシーを振り返った。

「オルトヴィーンは、また戦うつもりなの？」

　色々と気になる話はあったが、まず聞き流せないのがそれだ。エルシーは気まずげに口ごもる。

「……陛下のお心は私どもには図りかねますので」

　彼女が明言しないのは、リースヒェンの心情を慮おもんぱかってというだけでなく、宮廷内の情報に詳しいからだろう。リースヒェンにつけられている彼女は侍女の中では上の立場だ。その反応で少女は、ディータの話が本当だったと察する。

「でも、そんなこといつまでも続けられないのに」

　他国を攻め落とすよりも、その支配を維持する方が難しいのだと、リースヒェンは学びつつある。当然、オルトヴィーンも分かっているだろう。なのに何故次の戦を考えようとしているのか、

　リースヒェンは先ほど見た王の顔を思い出す。

　傷ついて憤っているその目は、誰の手も届かない場所を見ているように、彼女には思えていた。





※






　大陸の歴史は膨大で、その膨大さの一部分を擁している本はすごいと、リースヒェンは思う。

「すごいって思うのだけれど、ちっともすらすら読めない、のです。先生」

「ちゃんと成長なさっていますよ、姫」

　テーブルの向かいに座る文官は笑顔でそう言う。彼がリースヒェンの教師となってから十日近くが経つが、多岐にわたる質問にも快く答えてくれる。おかげで他の教師たちはこれ幸いと彼に引継ぎをして退いてしまった。リースヒェンにとっては名実ともに唯一の「先生」だ。

「姫の知識欲と、識字能力がつりあっていないだけです。そのうち追いつきますから焦らないのが一番です。どちらもそれぞれの速度で伸ばしていけばいいのですよ」

　彼はそう言って次の一冊を押し出す。それもまた子供向けに書かれた歴史の本だ。ただ彼女が知りたいことはどんどん自分に読める範囲を越えていく。その不均衡にもどかしくなってしまうのだ。

「なんでもあなたに聞いてしまうの、よくない、ですか？」

「そのためにいるのですからお気になさらず。姫は考えるために質問なさる方ですし」

「わたし、考えてる？」

「ええ、とても。ご自覚がないのでしょうが、あなたはいつもとても一生懸命です」

　眼鏡を押し上げて男は笑う。リースヒェンは思わぬ評価にうっすらと頰を染めた。

　そんな風に思ってもらえることは、嬉しい。ロズサークの城に来てからとてもよくしてもらっているが、自分はそれに何も返せていない気がするのだ。

　アンネリの王女で、魔法は勉強中。それ以外のことは子供と大差ない。忙しない宮廷の空気の中で、自分だけが異質なのが気になってしまう。

「わたしが、普通の王女になったら、もっと政略結婚とかで、アンネリの役に立てる、でしょうか」

「政略結婚は相手の中身を問いませんよ。むしろ敗戦国の王族は何もできない方が都合がいいです」

　身も蓋もない答えにリースヒェンは大きな目をまたたかせる。教師の男は微苦笑した。

「あなたに教育が与えられているのは、陛下のご厚情とあなた自身が学ぶことを厭わないからです。だから遠慮なくご質問なさってください。あと、政略結婚は諸もろ刃はの剣ですからね。陛下もそのことはよくご承知だと思いますよ」

「諸刃の剣？　便利そうなのに？」

「よい面だけしかない物事などありませんよ。夫婦や親子間には、そうであるがゆえの情と確執が生まれます。それが捻じれて国をよくない方向に向かわせてしまった事例も少なくありません。下手な政略結婚より、両者の利害を明確にした条約の方が上手く働くことも多いのです」

「そう、なのですか」

　確かにオルトヴィーンは、リースヒェンが自分の血でいいのか気にした時に嫌そうな反応を見せたのだ。彼は政略結婚に意味を見出しながら、その効果に懐疑的であるようにも見える。

　何事にも長短はあるのだ。人間同士が関係するなら余計に複雑なのだろう。

　考えこむリースヒェンに、教師は苦笑する。

「それにしても、姫君はアンネリの役に立つことを気になさるのですね」

「だって、王女だから。おかしい？」

「おかしくはないですよ。ただあなたは、決してあの国でいい待遇を受けてはいらっしゃらなかったでしょう。人によっては国を恨んでもおかしくありませんよ」

　そうだろうか、とリースヒェンは首を傾ぐ。

　そうなのかもしれない。幽閉されていた十六年間、彼女に与えられたものは何もなかった。ただそれを恨む気にはなれないのだ。恨むという感情がよく分からないからかもしれないが、少なくとも生かしておいてはもらえた。それに、彼女を幽閉した両親はもういないのだ。残るは何も知らない民だけだ。

「アンネリの人たちには、わたしが閉じこめられてたことは、関係ないし。王女は王女だから、なにか役に立てたら、いいなって」

　ロズサークの属領となった地で生きる人々が、虐げられることなく生きられるように。そのために力を尽くすことは、王族として当たり前のことだと思う。

　言葉を選びながらも、まっすぐに相手を見てそう言うリースヒェンに、男は目元を和らげる。

「あなたは……情の深い方でいらっしゃいますね」

「そう？　魔女かもしれない人間、なのに？」

「あなたは魔女ではありませんし、魔女であっても、その人が持っている愛情には変わりがありませんよ」

　彼の言うことは、簡単な単語しか使っていないのによく意味が分からない。分かるのは優しい言葉をかけてもらっているということだけだ。

　リースヒェンは、気恥ずかしいような落ち着かないような気持でそわそわと座り直す。聞こうかどうか迷って、結局口にする。

「でもわたし、髪の色も、目の色も、おかしいんだって。だからやっぱり魔女じゃないのかな？」

　アンネリで侍女たちがそう囁きあっているのを一度だけ聞いたことがあるのだ。その時はよく意味が分からなかったが、ロズサークに来て「両親とまったく髪や目の色が違う」と聞いて腑に落ちた。だから本当に、自分でも魔女じゃないかと思ってはいるのだ。

　それは歴史を紐ひも解とくだにきっと、人から忌避されて当然のことだ。自分が持っているかもしれない愛情など、きっとその恐れの前では消し飛んでしまうほどの意味しかない。

　彼女の瞳によぎるそんな不安に、文官の男は穏やかな目を向ける。

「親子の髪の色が違うことは珍しいことではありません。それに、魔女といってもただの人間です。彼女たちがそう呼ばれたのは、強力な魔法士であることに加えて、人と一線を引くことを自ら選んだからです」

「……そうなの？」

「ええ。魔女に匹敵する力を持っていても、人の間で生きて魔女と呼ばれなかった人もいます。つまり魔女とは、彼女たちの力というより生き方につけられた名前に過ぎません。姫君が気にすることではありませんよ」

　呆あっ気けに取とられていたリースヒェンは「ご心配なら資料を挙げさせていただきますが」と続ける彼に、あわててかぶりを振る。

　なんだか胸のつかえが取れた気分だ。リースヒェンは尊敬の目で教師を見る。

「あなたは、なんでも知ってるのですね」

「姫君に応えられるくらいは、ですね。私にも分からないことはまだまだあります。あなたと同じ学びの身です」

　彼はそう言うが、優秀な人間を集めているというロズサーク宮廷で文官をしているのだから、仕事のできる人間なのだろう。リースヒェンは途端湧いてきた好奇心を口にする。

「あなたは、外の世界をたくさん見てきたひと？」

　ディータの誘いに惹ひかれているわけではないが、外が気にならないと言えば噓になる。ただそれは「外を見たい」という強い欲求ではなく「外に何があるのか」という好奇心だ。

　子供のような問いに男は頷く。

「そうですね、旅をしていたこともあります。ただ、見なければ分からないことと、見ただけでは分からないことがありますから、外を知らなくても知識に優れた者はおりますよ」

「いい面しかないものは、ない？」

「そうです。この場合は、どちらにも違う利点がある、と言った方が近いですが」

　教師らしく文官の男は頷く。

「ただ、学びとは関係なく、姫は一度外出申請をしてもいいかもしれませんね。アンネリの地をご覧になってみたいでしょうから」

「あ……」

　リースヒェンは闇色の目を見開く。

　──誰にも言い出せなかったが、祖国の景色を見てみたいとは思っていた。

　今、残る民が安心して暮らせているか、そしてそれ以上に、どんな風景の国か知りたかった。

　ずっと塔に閉じこめられていた王女は、図書館の小さな窓を見やる。

　その向こうはどこまでも大地と空が続いているのだと今は知っている。そこに自分の知らない、自分の国の民が暮らしている姿を想像する。

「わたしも、いつかアンネリに行ける？」

「ええ、もちろん」

　何の思い出もないはずの祖国に、どうして郷愁を覚えるのか。

　遠い遠い、失われてしまった愛しい国。

　今は忘れてしまった記憶に胸が痛む気がして、リースヒェンは涙の滲む目で頷いた。
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　常に多忙なオルトヴィーンの日々の中で、アンネリから連れてきた王女の比重が軽くなっているのは事実だ。今のところ彼女は幼く側室とするには早い。それに彼女の存在を伏せている今でも、属領統治は問題なく進んでいる。

　だから彼女のことは意識の片隅にあるだけの存在で……けれどそれは彼女とあまり向き合いたくないからかもしれない。あの不器用で真っ直ぐな少女は、オルトヴィーンに思い出したくないことを思い出させる。

　けれど、そうして目を逸らしていたある日、ナドラスから一通の書状が届く。

　正式な体裁を取った一通を見て、オルトヴィーンは思わず呻うめきたくなる。

　それはずっと棚上げしていた少女の処遇をオルトヴィーンに突きつけるものだった。







　リースヒェンは落ち着かなく時計を見る。

　今日の授業まではまだ少し時間がある。彼女は鏡台の前に座ると、長い黒髪をもたもたと梳くしけずり始めた。自分で身なりを気にするようになった少女に、入ってきたエルシーが顔を綻ばせる。

「結い上げたいのでしたらお手伝いいたしますよ」

「あ。おねがいしたい、です」

　リースヒェンが振り返った時、部屋の扉が叩かれる。

　エルシーが首を傾げながら出ると、そこにいたのは教師である文官の男だ。

「あら、時間より早いですよ」

「それが、陛下が至急、姫にお聞きになりたいことがあるそうで、お迎えに参りました」

「オルトヴィーンが？」

　至急とは一体何だろう。前回彼の機嫌を損ねたことが原因なら、日が経ちすぎている。それともアンネリ統治に何か問題があったのか……或いは更なる侵攻を考えているのか。

　リースヒェンは戸惑いながらも言われるままに部屋を出た。長い城の廊下を、自分の教師である男と二人歩いていく。リースヒェンは何でも質問に答えてくれる男に、いつかエルシーにしたのと同じ質問をしてみた。

「オルトヴィーンは、また戦争をするつもりだと思う？」

　一歩先を行く男はちらりとリースヒェンを振り返る。その目には少しの痛ましさがあったが、少女には読み取れなかった。彼はいつもより抑えた声音で返す。

「今の状況から言ってすぐには難しいでしょう。アンネリの侵攻自体は障害なく終わりましたが、その支配を安定させるには少なくともあと半年はかかります。むしろ今は、アンネリを奪還されないように注力している時期ですね。西の隣国ナドラスと比べてロズサークの方が軍事力に優れているとは言え、向こうに他国の援助がつけば旗色は悪くなるでしょうから」

　やんわりとした彼の返答は、けれどいつもとは違ってリースヒェンの質問に正面から答えていない。そのこと自体が不安の肯定に思えて少女はじっと彼を見上げた。男は無垢な目に若干怯んだ顔になると、答えを付け足す。

「軍備を拡充させているのは事実です。ですがそれは国を守るためにも必要ですので。更なる侵攻が行われるかどうかは、いざその時にならないと決まらないものです」

　彼の言葉はまるで「人の心は定まらない」とでも言っているように聞こえる。リースヒェンには難しく聞こえるが、そうかもしれないとも思う。オルトヴィーンは彼女の目には、いつもどこかしら揺らいでいるように見えるので。

「難しいことを聞いて、ごめんなさい」

「お気になさらず」

　リースヒェンは廊下を行きながら窓の外を見やる。日が落ちてしまった空は、夜になる直前、泣きたくなるほどに美しい青色をしていた。

　彼女が一番好きな、心を惹く色だ。自然と歩く速度が緩む。

　空の色だけはきっとどこから見ても変わらないのだろう。おそらくは長い年月を経ても。

「わたしは……やっぱり、アンネリの人々に幸せであってほしいのです」

　色々な人と話して、知識を得て、恵まれた環境で生きられるようになった今、思うことはそれだ。

　何の思い出もないはずの祖国にどうしてそんな感情を抱くのかは分からない。だが王族として生まれついた以上、アンネリで生きる人々の平穏を守りたいと思う。滅びてしまった祖国という響きは、彼女の胸を強く痛ませる。彼らの力にならなければと思うのだ。

「大丈夫ですよ、姫。ロズサークには良い統治を行う力があります」

　優しい言葉は、けれどこの国の文官だからそう言うのだろう。リースヒェンはうつむきがちに「ありがとう」と返す。

　しかしそこで顔を上げた彼女は、いつのもいるはずのナークがついてきていないことに気づいた。

　確か先ほどまでテーブルで寝ていたはずだ。あわてて出てきたので置いてきてしまったのだろう。普段ならあのドラゴンは敏感に目を覚まして彼女についてくるのに珍しい。

　リースヒェンは途端に不安になったが、既にその時には執務室の前に到着してしまっていた。

　文官が扉を叩くとリマの声で返事が返ってくる。もう今更ナークを連れに戻りたいとは言えない。仕方なく彼女は教師の男を廊下に残して部屋に入った。

　そこにはオルトヴィーンとリマの二人が待っていた。王はリースヒェンに椅子に座るよう命じると、単刀直入に用件を切り出す。

「リースヒェン、お前の存在を何人が知っている？」

「え？」

　それは予想だにしなかった質問だ。彼女は軽く目を瞠ると考えこむ。

「侍女が、何人か交代で面倒を見てくれていました。十六年間で……あわせて五十人ほど、年を経るごとに人数は減った、と思います。それ以外の人間には会っていません」

「彼女たちから何か話は聞かなかったか？　たとえば、お前の婚約についてなど」

「婚約？」

　ただでさえ瞠っていた闇色の目が零れ落ちそうになる。リースヒェンは長い睫毛を揺らして目をしばたたかせた。

「いいえ。彼女たちは何も……教えませんでした。一言も口をきかなかったから。そう命じられていたのだと、思います。わたしは、夢の中以外で誰かと、会話したことはなかった。あなたたちと会うまで」

　オルトヴィーンとリマは啞然と口を開く。

　彼らはリースヒェンの幽閉環境がそこまでとは思っていなかったのだろう。オルトヴィーンは不快げな顔になったが、リマから送られる視線に気づくと本題を切り出した。

「実はナドラスよりお前の安否を尋ねる書状がきている。ナドラスの王太子ジェドは、お前の婚約者だそうだ」

　婚約者、という言葉の意味を、リースヒェンは頭の中で転がす。

「初めて、聞きました」

　自分の名前さえ知らなかったのだ。婚約者など存在も知らなかった。







　きょとんとした彼女の返答は、オルトヴィーンの予想通りのものだ。

　とは言えアンネリの王夫妻は故人で、逃げ延びた要職たちも行方が知れない。現在アンネリの機密については城に残された書類からしか分からないのだ。

　その中にはリースヒェンの婚約について記録はなかったが、捏ねつ造ぞうだとしてもナドラスからは既に正式に書状が来てしまっている。オルトヴィーンに虚偽を証明する手段がない以上、リースヒェンを表舞台に出すならナドラス王太子の婚約者として扱わなければならない。

「まずいな……」

　オルトヴィーンは顎に手をかける。

　──いずれはナドラスとも事を構える気はあったが、まだ時は早い。

　アンネリと違いナドラスは大国に面しているため、きちんと軍備を整えているのだ。衝突するにしても、もう少しアンネリ領土内が落ち着いてからにしたい。

　ただ衝突したくないと言っても、リースヒェンの生存を明らかにすればナドラスは当然の権利として彼女の引き渡しを要求してくるだろう。そして実際、リマを始めとした重臣たちは皆、それに従うことを勧めてきていた。

　リマ曰く、魔法板の開発も完成間際らしい。魔法士としてのリースヒェンを手放すことは惜しいが、彼女を擁し続ければ火種にもなる。できうる限り彼女の魔力を再封印したうえでナドラスに引き渡し、それと引き換えにアンネリ領土の正式な統治権を先方に承認させた方がいいというのが、臣下たちの意見だ。

　だが、そう分かっていながらオルトヴィーンは彼女を切り捨てるか迷っていた。

　ナドラスが彼女の御しきれぬ魔力を知って再幽閉しないとも限らない。いや、むしろアンネリがなくなった今、彼女を王太子妃として遇する利点はない。宮廷の奥にひっそりと閉じこめられる可能性の方が高いのだ。

　オルトヴィーンは苛立たしさを隠さずリースヒェンに問う。

「お前はどうしたいのだ？　ここを離れナドラスに行きたいか」

　リースヒェンは言われて彼を見返す。

　感情の分からない表情は、オルトヴィーンには悩んでいるように見えた。何故悩むのか、そのことも少なからず腹立たしい。リースヒェンがどうしても行きたくないと言うのなら、死んだことにしてどこかに匿かくまってやってもいいのだ。

　そうして彼女は、王族という身分から逃れて自由になる。

　あの幽閉の塔からも、この城からも出て、人知れず己の人生を取り戻せる。

　オルトヴィーンは、青空の下をのびのびと歩く少女の姿を幻視する。それは彼自身とも、彼の母親とも違う結末だ。何に縛られることもない、ただ清々しく綺麗な結末。

　無意識のうちにそんな光景を思い描く男に、考えこんでいた少女は顔を上げた。

「それでも、いいのなら。わたしは行きます」

「……は？」

　全身から力が抜ける。

　すぐそこに見えていた答えが、指先をすり抜けてしまったような喪失感。

　我知らず呆然とする彼に、リースヒェンは気づかないのか淡々と続けた。

「行けば、しばらくは戦争にならない。アンネリも戦場にならない。ですよね、オルトヴィーン？」

「お前は……」

　彼女は分かっているのだ。ナドラスとの衝突が起きれば祖国が戦場になる可能性が高いと。

　分かっていて、王女としての務めを果たそうとしている。

　十六年間国に裏切られ続けた彼女が、どうしてそんな気持ちを持てるのか理解できない。苦さを隠そうともしない声がオルトヴィーンの口から洩もれる。

「何故そこまでする。お前に優しくなかったあの国がそれほど大切か？」

「国は、大切。民には罪がないから。あと──」

　リースヒェンは視線を上げる。

　オルトヴィーンを見つめ、彼女は少しだけ口元を緩めた。

　微笑みとも言えない微笑。それはオルトヴィーンが初めて見る少女の感情らしい感情だ。

　存在を秘された王女は混じり気のない声音を響かせた。

「行けば少しだけ、あなたの役に立てる。わたしを塔から出してくれて、嬉しかったから」

「……っ！」

　オルトヴィーンは言葉を失う。

　──自分が一体、彼女に何をしてやれたというのか。

　この城につれてきて王族らしい暮らしは与えてやった。魔法について学べる環境も、他の勉強も自由にさせている。

　ただそれは彼女を閉じこめる場所が変わったというだけだ。立場上彼女はあまり表立った場所には出られず、城内でも偏見の目を浴びることが多い。今の暮らしは贅ぜい沢たくではあっても、彼女の残りの一生を差し出させるほどのことではないのだ。オルトヴィーン自身、無知な少女に優しく接することさえしてこなかった。

　喉の奥が熱くなる。オルトヴィーンは目を閉じた。掠れそうになる声を絞り出す。

「……わかった。考えておく」

　それ以上、口にできる言葉は見つからなかった。







　オルトヴィーンの前から退出したリースヒェンは、文官の男がまだそこにいるのを見て驚いた。

　案内だけして帰ったのだろうと思っていた彼は、いつ来たのか窓際にいるナークにお菓子を投げている。ひょいひょいと投げられる菓子を器用に受け止めて頰張るドラゴンは、実に楽しそうだ。

　リースヒェンはぷっと噴き出す。

「相手をして、くれてたの？　ありがとう」

　声をかけると文官はようやく彼女に気づいたのか、ばつが悪そうに苦笑する。

「姫が部屋に入られてすぐにこのドラゴンが来ましたので。失礼しました」

　ナークが嬉しそうな声をあげてリースヒェンに飛びついてくる。彼女はドラゴンを受け止めると胸の前に抱き直した。廊下を戻りながら少女は問う。

「わたしがこの城から出ていっても、先生と手紙のやりとりとか、できます？」

　男は驚いた顔になったが、すぐに安心させるように微笑む。

「ご心配なく。どこであってもお呼びくだされば参りますよ」

「とおい場所だから、そんな無理は言えないの。でも、ありがとうございます」

「今の時代は転移陣がありますから。そう遠いところもありませんよ。ご安心ください」

　男の言葉は「どこであっても学ぶことはできる」という意味だろう。ただそれがナドラスに行っても得られる権利かは自信がない。よくしてくれるかもしれないし、違うかもしれない。蓋を開けてみないと分からないのだ。

　寂しさを抱えて歩く少女は窓の外を眺める。

　空は綺麗に磨かれた黒で、昇りかけの青白い月だけが世界を感情なく照らしていた。





※









　大陸全図、その内の南東部を見て考え事をしていた少年は、扉を叩く音に顔を上げた。返事をすると従者であるエイリーデが一礼して入ってくる。

「殿下、ジェド殿下からお話があると。ロズサークより返事が来たそうです」

「分かった。今行く」

　アンネリの残された王子アーベルは、顔が緊張に強こわ張ばるのを止められなかった。

　あの日アンネリ城の離れで出会った魔法士に勧められ、彼らはナドラスに助力を求めることになった。そうしてナドラスの王や王太子ジェドと相談し、リースヒェンをジェドの婚約者としてロズサークに正式に問い合わせることにしたのだ。

　実際にはそんな事実はないが、ロズサークには否定しようがない。これでリースヒェンを取り戻せればそれでよし、そうでなくとも彼女がかの国でどういう扱いを受けているかが分かる。

　原案を出したのは間諜である魔法士の男だが、王太子のジェドはむしろ進んでこの案に賛同した。恐縮するアーベルに「幽閉がなければ本当に婚約していたのだから」と、王太子は気さくに笑ってみせてくれたものだ。

　アーベルは会議室の前まで来ると姿勢を正した。十一歳には見えない誇りと意気が少年の全身を包む。衛兵によって扉が開かれると、彼は決して怯まず、しかし驕ることもなく一礼して入室した。

　今回の会議の主導を取っているジェドは、アーベルが席につくのを待って一同を見渡す。

「先日ロズサークに出した書状の返答が来た」

　王太子の声に場はしんと静まり返る。

　一通の書状はただ王女の安否を問うためのものだけではない。ロズサークがナドラスと敵対する意があるのか、あるとしたらその時期はいつ頃になるのかを推しはかる一手であるのだ。

　皆の視線が集まる中、ジェドは一通の書状を手に取る。そこにはロズサーク王オルトヴィーンの直筆で今回の返答が書かれていた。

「リースヒェン殿は確かにロズサークにいるという。ただ幽閉されていたことにより、心身ともに衰弱が抜けきっておらず、今しばらくロズサークで静養するということだ。健康な状態に戻り次第、本人の希望を確認してからこちらを訪ねるつもりだという」

　事実上の保留とも言える内容に、ナドラスの重臣たちは息をついた。

　どうやらロズサークには、今すぐに表立ってナドラスと対立する気はないらしい。リースヒェンの生死を偽ってこなかったこと、婚約について異議を申し立てなかったことはその証拠だろう。

　だが、ただで渡すつもりもないらしいこともまた確かだ。

　ロズサークとしては、リースヒェンをナドラスに渡してしまっては、王位継承者の存在を盾にナドラスがアンネリの再興に乗り出してくる可能性も出てくる。静養というのもおそらくは口実で、今は時間を稼ぎたいという意図がそこにはあるのだろう。

　それぞれが思案顔になる重臣たちをよそに、アーベルは心配が隠しきれない表情で問う。

「それで姉上は……」

「こちらは間諜からの情報だが、リースヒェン殿は客人として城に迎えられ、書状にあるように魔法を始めとして勉学に励んでいるらしい」

「魔法……」

　アーベルの瞳に陰が差す。

　──リースヒェンは魔女とも疑われる魔力を持っていた。それも幽閉された理由の一つなのだ。

　けれどアーベルは、ナドラスの人間にはそのことを伏せている。他国に姉の力が知られれば、どう利用されるか分からない。だからこそ弟として情報を隠しているのだが、彼女を擁しているロズサークにはさすがに気づかれてしまったようだ。

　野心家のオルトヴィーン王は、一体リースヒェンをどう遇するつもりなのか。アーベルは嫌な予感に体を強張らせる。向かいに座っているジェドが心配そうに少年を見やった。

「そう心配されるな、アーベル殿。リースヒェン殿は必ず取り返す」

「はい……」

　アーベルは気を引き締めると顔を上げる。

　ナドラスは確かに助けてくれる。だが、完全なる味方ではない。もちろんジェドもそうだ。

　そして現にアンネリを滅ぼしたロズサークなど、敵以外の何ものでもないのだ。

　ならば、この状況で一体誰が本当にリースヒェンの味方となってくれるのか、守ってくれるのか。

　──それは自分以外いない、と十一歳の王子は思っていた。

　本音を言えば今すぐにでも姉のところに向かいたい。会って、話をしてみたい。

　だが、今の自分はアンネリ最後の王位継承者だ。自分の行動如何で、今のところ平穏に暮らせている民にも影響が出る。今は耐えて、いつか姉の手を取れるよう慎重に動かなければ。

　机の下で両拳を握るアーベルに、続くジェドの声が聞こえる。

「幸いなことに、もしロズサークがナドラスに対しても戦端を開くようなら、キスクが全面的な援助をしてくれると申し出を頂いた。まずこちらに負けはないだろう」

「え……」

　アーベルは思わず息を漏らす。キスクは確かに大国で、味方につけられれば戦争で負けることはない。だがそれ以上に、キスクは単なる善意で動くような国ではないのだ。特に今キスクの政務を担っている王妹は揉め事を好み、側近の魔法士をあちこちに潜入させて陰謀を操っていると聞く。

　そんな国が介入してきては、祖国の地が必要以上の争乱に巻きこまれてはしまわないか。アーベルが求めているのは姉の身柄で、祖国を力で取り戻したいわけではないのだ。それは最初に声をかけてくれた間諜の男にも「姉の安全以上の高望みはするな」と念を押されたことであり、アーベル自身もジェドにお願いしてあったことだ。

　だがジェドの善意はロズサークへの警戒心とあいまって、願った以上の方向へ転がり始めてしまいそうだ。アーベルは指の先から血が引いていくのを感じる。

　──やはり、自分が動かなければ駄目なのだ。

　自分だけ安全な場所にいようなどと考えていては、願ったことさえ変質して伝わってしまう。姉の家族はもう自分だけだ。ナドラスに連れてきてくれた間諜の男は「お前自身が安全な場所にいることが第一だ。じゃないとリースヒェンも動けなくなる」とくどいほどに忠告されたが、姉をもっとも心配しているのは自分だ。だから決断するにも時間はかからなかった。

　会議が終わると、アーベルは真っ直ぐに与えられた部屋に戻る。荷造りをし、旅装束に着替えたところでエイリーデが入ってきた。従者である彼女は、王子の姿を見て驚きの声を上げる。

「殿下、一体どちらへ……」

「アンネリに戻ってみる」

「え!?　危険です！　ロズサークはまだ殿下を探しているのですよ！」

　アンネリはロズサークの属領となったが、それは旧アンネリ王家の了承を得ずに実効支配しているという意味だ。だからロズサークはアーベルを探し続けている。ナドラスを出れば、その監視にいつ捉えられるか分からない。下手をしたらその場で殺されるかもしれないのだ。

「殿下さえご無事であれば、人を集めて王家の再興も──」

「エイリーデ、それは違う」

　アーベルはきっぱりと言う。

「王家は国を守るためのもので、今平穏に暮らせている民を犠牲に再興するようなものではないんだ。僕が王族として立つ時があるとすれば、それはアンネリの民の権利が守られなくなった時だ」

　オルトヴィーンはその点で言えば、間違いなくアンネリ「王家」の敵だった。彼はアンネリの民を過不足なく扱うことで、王家を無意味化してしまったのだから。

　もし彼が征服者としてアンネリの民を弾圧していたら、人々もまた団結し、アーベルを仰いで復讐と再興を誓っただろう。しかしそうはならなかった。今が平穏である以上、民がどんなに王家を尊重してくれたとしても、それは彼ら自身の生活に代えられるものではないとアーベルは思うのだ。

　悲しそうな顔になってしまったエイリーデに、少年は笑ってみせる。

「ジェド殿下には申し訳ないが、ナドラスはともかくキスクはやることに容赦がない。僕がここにいて開戦の口実にでも使われてはたまらぬ」

　──それに姉のことも気になる、とはアーベルは口に出さなかった。

　エイリーデはしばらく迷ったが、主人の意志に従うことを約束した。二人はあわただしく支度すると、見張りの目をかいくぐって城を出る。

　エイリーデと二人、馬を駆って祖国へ向かいながらアーベルはふと考える。

　彼の父は決して悪王ではなかった。けれど父親としては間違っていた。それは確かだ。リースヒェンが死ぬまで続くはずだった幽閉は、十六年目に落城と共に終わりを告げた。姉は牢獄から連れ出され、外の世界を知った。ならばもしかしてあの日の転換とは、王が娘を恐れ封じこめた過ちを裁くためのものだったのではないだろうか。

　そんな空想を乗せて、二騎は日が落ちた細い道を駆け抜けていく。

　青白い月が、彼らの影を長く長く照らし出していた。





※






　死んだ母親の記憶は、多くが彼女の部屋においてのものだ。

　末席の側室だった彼女は体が弱く、外に出ることはほとんどなかった。だからオルトヴィーンは母の部屋を訪ねて時間を共にすることが多かった。

　彼が成長するにつれて母に会う頻度は減っていったが、親愛の念は変わらなかった。父や兄と同様に少年のオルトヴィーンにとって母は大切な家族だった。

　その母が魔法士であると聞いたのは十歳の時だ。いつものように母を訪ねたオルトヴィーンは、たまたま彼女が席を外していると聞いて、待っている間に部屋の本棚を見ていた。そうして一冊抜き取った時、更に奥に本が押しこめられていると気づいたのだ。

　引き出してみるとそれは革張りの本だ。紺色に染められた表紙には銀の装飾が施されており、ただ表紙にも背表紙にも題名がない。オルトヴィーンは不思議に思いながら本を開いた。

「これは、肖像画？」

　表紙に挟まっているのは、男女一対の肖像画だ。それが古いものであることをオルトヴィーンは不思議に思って──けれど次の瞬間、本はひとりでにぱたりと閉じられた。

　ぎょっとするオルトヴィーンの肩に母の手がかかる。

「この本は駄目よ」

「母上……」

　母はにっこり笑うとオルトヴィーンの手から本を取り上げる。穏やかだが有無を言わせぬ仕草は珍しいが、それ以上に勝手に閉じた本の方が気になった。オルトヴィーンは恐る恐る尋ねる。

「ひょっとしてその本は、生きているのですか」

　真剣な少年の疑問に、母は目を丸くすると笑い出す。彼女は笑いながらその本を机に置いた。

「いいえ、私が魔法で閉じただけよ」

「魔法が使えたのですか！」

「使わないようにしてるけれど。ここでは不要のものですから」

　そう微笑む母の表情は複雑だったが、当時のオルトヴィーンにはよく分からなかった。ただ確かにオルトヴィーンが小さい頃には、母は不思議な勘の良さで何度か王や国の危機を未然に防ぐことがあったらしい。父王が冗談めかして「幸運の運び手」だと言うのを聞いたこともある。

　けれど何故魔法を使わないのか、我が子の疑問を表情で察したらしく、母親は苦笑した。

「大きな力があると、それを失いたくないと思ってしまったりするでしょう？　でもそういう気持ちはよくないことを引き起こしてしまったりするから。少し不便なくらいでいいのよ」

　母はそう言うと、取り上げた本の上に手を置く。

「この本もそう。国を出る時に『絶対役に立つから』と言われて叔母にもらったの。全ての歴史を書き留めていくという本……。でもよくない力だったわ。助けられたこともあったけれど──あなたは使っては駄目」

「本を使う、ですか？」

　言われた意味がよく分からない。何しろオルトヴィーンはまだ何も読んでいないのだ。

　しかし母は固く頷いた。

「叔母も、よくない人だったのよ。きっと私がこの本を濫用することを期待したのでしょうけど……これはこのまま触らないでおくわ。本当は国に戻す方がいいかもしれないけれど、私にはもうできないし。いつか巡り合わせがよければ、これを壊してくれる人が現れるでしょう」

　まるで贖しょく罪ざいのような言葉は、オルトヴィーンに向けたものではなかったのかもしれない。

　それきり母は本をどこかにしまいこんでしまった。

　彼女の死後、オルトヴィーンは母の遺品を触ることを拒否した。

　だから未だにあの題名のない本は……城のどこかにあるのかもしれない。





※






　オルトヴィーンに至急と呼び出されてから一週間、リースヒェンはまだ彼がナドラスにどう返事をしたのか知らなかった。ただそれまでと変わらぬ日々を送っている。

　文字の読み書きは大分覚えつつあったが、難しい本を読めるほどではない。それでも歴史や国の情勢を知りたくて頑張る彼女に、文官の男は根気よく丁寧に付き合ってくれていた。

　その日も厚い歴史書を覗きこんでいたリースヒェンは、子猫のように首を傾げて己の教師に問う。

「じゃあ、キスクはファルサスと仲が悪いの？　お隣同士なのに？」

「そうですね。キスクは大国の中でも比較的新しくできた国ですから。長い歴史を持つファルサスをよく思っていないようです」

「何故そうなるのか分からない」

「暗黒時代に建国されたという国というもの自体が羨ましいのかもしれません。王家にとって歴史とはある意味力ですから」

「そうなの」

　彼女が少しだけ不満げに、しかし頷いて引き下がると男は笑った。

「とは言っても、両者とも本格的な対立にまでは踏みきりませんでしょう。下手をすれば大陸全土に波及してしまいますからね。大国同士が争ったという戦争もここ二百年以上ありません。軍事力で劣るキスクには少々物騒な為政者がいますが、ファルサスのラルス王は他国をどうこうするような野心はないようですから」

　むしろそういう野心がありそうなのはオルトヴィーンだ。「むう」と腕組みしてしまったリースヒェンの考えを読んだように、男は笑った。

「大丈夫ですよ。陛下は気性で誤解されがちですが、実際は内政を重んじる方です。よほどの勝算がなければ出兵なさらないでしょう」

「ナドラスと戦ったら、負けてしまう感じ？」

「負けるとまではいきませんが、無事ではすまないでしょう。現状では向こうにキスクがつく可能性が高いですからね。陛下としてはその対策が打てるまでは、こちらから出ることはないかと」

　それはつまり、リースヒェンをナドラスに引き渡す方を選ぶということだろうか。

　にしては全然声がかからない。リースヒェンは机に両肘をついて天井を仰ぐ。

「わたし、こんなにのんびりしてていいのかな」

「もちろん構いません。それは姫君の権利ですから。ただ今日はそろそろ昼食の時間ですね」

「あ！　今日はわたし、エルシーにお弁当を作ってもらってるの、です。中庭で食べてみたい、って、お願いしたら、準備してくれるって。だから、あの……」

　少女は一生懸命言葉を探しながら、自分の長い黒髪を撫でつける。

「先生も一緒に、食べてくれる？」

「お邪魔でなければぜひ」

　笑顔での返事に、リースヒェンはぱっと顔を輝かせる。彼女はいそいそと机の上を片付けると、二人で図書室を出て中庭に向かう。外に出たところで日陰を歩くよう男に言われた少女は、ふと城の建物を見上げて三階の窓に誰かが立っていることに気づいた。

　豊かな金髪を結い上げた美しい女は、リースヒェンを見ているようだ。服装から言って上流の人間だろう。少女は首を傾げる。

「誰だろう……」

「セイレネ様ですね。陛下の側室のお一人です」

「きれいなひと」

　リースヒェンより六、七歳は年上だろうか。貴族然として華やかな空気は自然に人の視線を集める魅力を持っている。文官の男は自分の体でリースヒェンに日陰を作りながら説明してくれる。

「セイレネ様は下級貴族の出でいらしたそうです。お父上も早くに亡くなられているということで、ご自身で積極的に社交の場に顔を出して人脈を築き、側室の座につかれたのですよ」

「すごい……」

　それはいわば、努力して自分の力だけで妃の地位を射止めたということだろう。確かにオルトヴィーンはそういう女性を好きそうだ。それに比べて自分は、生まれの他には何もない。魔力だけはあるようだが、これは長所というよりは短所だろう。いつまでもナドラスに行く準備が始まらないのは、リースヒェンが妃としてあまりにも足らないものだらけだからかもしれない。

「わたしも、がんばらないと」

「姫は充分頑張っていらっしゃいますよ」

「でも、もてあまされてるから。アンネリを平和に……ええと、統治するために、誰かと結婚するのがわたしの役目でしょう？　でも、わたしが子供だから、困ってるんじゃない、ですか？」

「困っていませんよ」

　さらりとそう言う男は、オルトヴィーンと同じ年ぐらいに見えるが、穏やかな性格のせいかもっとずっと年上に思える。彼は丸い眼鏡を押し上げた。

「皆、自分で手一杯なだけです。何をするべきか何をしたいか、考えることに忙しくて人にまで手が回らないのでしょう」

　木漏れ日が緑の上に落ちて淡い模様を作る。風はないが、空気は涼しい。

　リースヒェンの小さな足が青草を踏みしめる。

「でも、あなたは忙しいのに、わたしに時間をさいて、くれてます」

「姫君が大事だからですよ」

　さらりと返された言葉に少女は真っ赤になったが、すぐに我に返る。

「本当は、わたしが手のかかる人間だからでしょう」

「手のかからない人間なんていませんよ。みんな多かれ少なかれ他人の手を借りてるんです。あなたはこれまで遇されなかった分を今受けているんですから、そこに引け目はいりません。アンネリやナドラスの問題についても大勢の人間が動いていますから、なるようになるでしょう」

「……なんとかなったら、ひょっとして誰もわたしと、結婚してくれなくなったりします？」

「ではその時は私と結婚してください」

「え！」

　笑いながら歩いていく男の隣を、リースヒェンは赤い頰を両手で押さえながらついていく。彼らの行く先では中庭に昼食を広げるエルシーが大きく手を振っていた。




「……可愛らしいこと」

　セイレネは窓枠についていた手を放す。

　アンネリから王女が来たと聞いた時には、てっきり側室になるのだと思っていたが、まったくその気配がない。恐ろしいほど美しい娘と聞くのに何故なのか、と思って見にきたが、思っていたよりずっと未成熟なようだ。今までずっと幽閉されていたというから子供と変わりないのだろう。

　だから、やはり次期ロズサーク国王を産むのは自分たち側室五人のうちの誰かだ。そしてセイレネは、自分が一番その機会に近いと思っていた。

　他の側室は皆、家や血筋、有力者の後押しなどで嫁いできた女たちで、オルトヴィーンが自ら選んだのはセイレネだけだ。彼は「野心を隠さないところが気に入った」と言っていたが、実際彼がもっとも訪ねてくれるのもセイレネの部屋だ。

　ただ気がかりなのは、そうして目をかけてもらっているのにセイレネには未だに懐妊の兆しがない。もっとも他の四人もそれは同じなので、オルトヴィーンの方に問題があるのかもしれない。

　──あまりにもこのままなら、別の道を探すのも手かもしれない。

　側室としての暮らしは何不自由ないものだが、それで終わってしまいたくはないのだ。セイレネには野心がある。もっと自分を高く買ってくれるところがあるならそちらに行きたい。アンネリを落としたとは言え、ロズサークはしょせん小国だ。大国の気まぐれでいつ圧おし潰されないとも限らないし、オルトヴィーンが国内の誰かに追い落とされる可能性も高い。現に、セイレネの持っている情報筋からは、王を標的として大貴族が絡んだ陰謀が動き出しているとも聞く。

　オルトヴィーンとは十代の頃から連れ添っており、彼の才覚を尊敬もしているし情もある。ただ共倒れをする気はない。そうなる前に自分の身の振り方を決められるのが自分の強みだ。だからこそどこの陣営に移るか選べるよう、できるだけ稀少な情報を確保しておきたい。セイレネは窓辺から離れると踵を返す。

　その後ろ姿を、遠い柱の陰から品定めするように魔法士姿の男が眺めていた。





※






「──ベレンキ侯が動いている？」

　執務机に向かっていたオルトヴィーンは、その報告を聞いて眉を寄せた。正面に立つ将軍が頷く。

「左様でございます。近頃どうやら諸侯に触れ回っているようです。『王は戦果で国を潤すことではなく戦い自体を好んでいるのだ』と。『その証拠にアンネリの民は元の生活をさせたままで、税もささやかにしか取り立てていない』ということでして」

「農民に重税を課しても仕方あるまい。ましてや征服したばかりの領土になど反感を買うだけだ。アンネリの領土はこれから農地の開拓をせねばならないのだから、先住民と諍いは避けたい」

「仰おっしゃる通りでございます。ただベレンキ侯は巧みに貴族たちの不満を煽っているようで、侯を支持する者も少しずつですが増えてきております」

「愚か者どもが」

　ベレンキ侯はロズサーク有数の実力者で、その息子はオルトヴィーンの異母姉を妻にしている。

　彼女は先代王の正室の娘で、夫との間に六歳になる男子を儲もうけており、その子供が今のところオルトヴィーンの次の王位継承者だ。

　無論オルトヴィーンに子が生まれれば、彼の子供の方が継承順は高くなる。裏を返せば世継ぎがいない今、オルトヴィーンに何かがあれば王位はベレンキ侯の孫に転がりこむのだ。下心が丸見えな政敵の動きに、オルトヴィーンは忌々しさを禁じえない。

　ただでさえナドラスとの関係調整が面倒な時だ。王はしばらく考えた後に口を開く。

「ベレンキ侯を呼び出せ。ちょうど城に来ている頃だろう」

　不穏な芽があるというなら、早々に釘を刺した方がいい。もともと相手は政敵の筆頭なのだ。

　オルトヴィーンが定例会議の内容に目を通しながら待っていると、まもなく呼び出されたベレンキ侯が現れる。王の倍は生きている大貴族は、態度だけは臣下の分を弁えかしこまった。

「どういったご用件でございましょうか」

　笑顔で尋ねる男にオルトヴィーンは冷ややかな目を向ける。

「近頃貴族たちに色々なことを触れ回っているらしいな」

「はて、どういったことでございましょう。付き合いもありますので話はいたしますが、どの話が問題なのか、とんとわかりかねます」

「アンネリの戦後処理についてだ。不満があるなら直接聞こう」

　切りつけるような王の言葉に、しかしベレンキ侯は心外だという顔を見せた。

「不満などとてもとても。ただずいぶん敵国の民に寛容であると思っただけでございまして」

「今はもうロズサークの民だ。寛容を批難されるいわれはない」

「魂までもが屈したわけではありますまい。陛下、私は御身を心配し、僭せん越えつながら申し上げます。アンネリより連れ帰った姫……大層美しい方と伝え聞きますが、陛下はかの方のためにアンネリに寛容を与えているのではございませぬか？　古くより美しすぎる女は傾国と呼ばれますれば、お気をつけなさった方がよろしいかと思います」

「俺が私情に目が眩んでそうしているというのか」

　隠そうともしないベレンキ侯の揶揄にオルトヴィーンは不快をあらわにした。

　アンネリの統治の采配にリースヒェンは関係ない。単純に先を見据えてもっとも利のあるやり方を選んでいるだけだ。怒りのこもったオルトヴィーンの視線を、ベレンキ侯は難なく受け流した。

「お気に障られたのでしたら非礼をお詫わびいたします。ですが、陛下ご自身がどう思われているのかではなく、周囲がどう思うかが問題なのです。このままでは一人の姫のためにナドラスと戦端を開くことにもなりかねません。秘密裏に育てられた姫なら処刑してしまうのも手ではないかと──」

「あれには利用価値がある！」

　咄嗟の言葉にベレンキ侯は顔を上げる。

　じろじろと探るような遠慮のない視線がオルトヴィーンに投げかけられた。

「姫君に利用価値が、でございますか」

　その目に強い興味がちらついているのを見て、オルトヴィーンは失言に気づいた。ベレンキ侯は思考の混じる視線を宙に投げる。

「確かに姫君が強い魔力を持っていて魔力制御の訓練をしている、とは聞き及んでおりましたが。魔法士一人にそこまで価値があるものですかな。ファルサスの宮廷魔法士と大差ない人間が一人増えたとして、それは属領の支配を変えるほどの意味はございませんでしょう」

「あれは、武器に代わって輸出できる魔法具を作ろうとしているのだ」

　──よくないことを言わされている。

　だがこのまま反論せずにいれば、宮廷の意見がリースヒェンの処刑に傾く可能性がある。彼女はオルトヴィーンの母とは違う。国のために自分を犠牲にすることを厭わない人間だ。だから幽閉されたことも受け入れているし、戦争回避に別の国に行くことも受け入れる。自分のことを顧みない。

　けれどそれは高潔さがゆえではなく、ただの幼い無知と諦観からくるものではないかと思うのだ。

　だから少なくとも自分は、これ以上彼女を犠牲にしたくはない。

　反駁するオルトヴィーンに、大貴族は老練な目で探りを入れる。

「魔法具、でございますか。果たして今から魔法具開発に参入して、大国たちと渡り合えますかな」

「勝負の土壌を変えればいくらでも可能だろう。ファルサスなどは魔法具の輸出を行っていない。いくらでも食いこめる隙はある」

「なるほど。熱を発する鋼の剣などが量産できれば、よい商品となるでしょうな」

「……っ」

　オルトヴィーンは声を上げそうになるのをかろうじて堪える。

　ベレンキ侯は、既に魔法板の開発が行われていると知っていたのだ。魔法士たちには固く口止めをしていたはずだが、宮廷内のことだ。どこからか漏れたのだろう。そしてその技術を、魔法武器に転用できるのではないか、と暗に指摘してきている。

　だがリースヒェンは、武器に代わる必需品として魔法板を作っているのだ。それを軍事転用するのは、彼女の思いを踏みにじるに等しい。だからこそオルトヴィーンも武器に使えるか一瞬考えたが、その考えを自分の中にのみ留めておいたのだ。

　黙りこんでしまった彼に、ベレンキ侯は愛想よく笑う。

「なるほど。それならばしばらく様子を見るのもよろしいでしょう。ただし、姫君はあくまで滅ぼした国についてきた人質です。要らぬ温情をかけませぬよう」

「……分かっている」

　釘を刺すために呼び出したのだが、相手の方が上手だった。

　ベレンキ侯が退出すると、オルトヴィーンは忌々しさに舌打ちする。いいように誘導されて、リースヒェンのことを話してしまったことが腹立たしい。自己嫌悪で物にあたりたくなる。

　だがもはや十代の少年ではない彼は子供じみた衝動をのみこむと、念のためリースヒェンの警護を厚くするよう手配した。それをしながら、自然と己のことを省みる。

　──確かにベレンキ侯の言う通り、自分は戦いを好む王なのかもしれない。

　だが何の目的もない、戦うためだけの戦いをするつもりはなかった。今までも、これからも。

　安穏と権力を得て利権を貪る王より、自国を豊かにせんと戦う自分の方が余程マシではないか。

　そう思いながらオルトヴィーンは、それが自身を騙だます欺瞞に過ぎないとも気づいていた。

　自分はこの国の王であると、血によって証明できないなら力によって示すしかない。それができねば、どこまでも悪夢の中溺れていってしまう気がして、恐ろしさに立ち止まれないのだ。





※






「面倒なことになってるな……」

　夜陰の中、小さな魔法の灯あかりを掌に灯ともしてオスカーはぼやく。

　彼がいるのはロズサーク城の城壁だ。巡回の兵士が持つ松明の火が、規則的な動きで眼下を行き来している。

　この城は、大国と違って魔法の警備がさほど厳しくないので、オスカーくらいの魔法技術でも出入りが可能だ。だが突き詰めて言うとそれは、彼以上の魔法士にとっては素通しということだろう。そのせいか違うのか、この城を中心に複数の思惑が交差しているようだ。

　主なものはロズサーク王を追い落としたいと思う大貴族、自分をできるだけ高く買ってくれる勢力を探している側室、様子を探りたいナドラス、リースヒェンを連れ戻したいアンネリ王子、そして他国を操ろうとしている大国キスクの間諜……などだろうか。

　オスカー自身はその一つに紛れて動いていたのだが、なかなかに誤算の連続だ。本当はリースヒェンがナドラスに引き渡される道中に、事故を起こして身柄を確保しようと思っていたのだが、オルトヴィーンが引き渡しを拒否したことで白紙に戻った。

「おまけにアーベル王子が行方知れずになるとか」

　ナドラスにいれば当面の身柄は安全かと思ったが、いつの間にか王子は行方をくらましてしまっている。自分の意志で出ていってしまったようなのだが、できれば安全確認をしたい。

　ただオスカー自身がそれをするには、手が足らなすぎる。今のこの城はきなくささを増してきているのだ。離れてはリースヒェン自身に何があるか分からない。

「あの分じゃロズサーク王は、リースヒェンを手放さなそうだからな」

　今の状況が面倒になっている原因は、一つにはオルトヴィーン自身の迷いにあるだろう。周囲に強く出ようとして、けれど弱い者を見捨てられないのだ。その矛盾が典型的に現れているのがリースヒェンの扱いで、あの様子だとどれだけ「政治的にリースヒェンを手放した方がいい」という状況を用意しても、オルトヴィーンは頷かないだろう。

　だからあとは、リースヒェンにとってよい選択を提示するしかない。彼女が安全で、幸福に生きられる道。もちろん最初からそれを用意するつもりだったが、リースヒェンの心を得られなければオルトヴィーンも納得しない。結局は最初の問題に戻ってくるのだ。

「俺のことを選んでもらえるように、か。なかなか自信がない」

　リースヒェンは初めて知った世界に好奇心が旺盛で、ころころ表情が変わって可愛らしい。周りの人間からは無表情に見えるらしいが、喜んでいるところも驚いているところもよく分かる。

　学ぶことに一生懸命で、努力を厭わないひたむきさ。ひどい環境で育ちながら、それでも祖国のために何かをしたいと願う情の深さ。まるで不器用で、けれどそれがただ愛しい。こんな風に自分は、何度出会い直しても彼女に惹かれていくのだろう。

　とは言え、誰か一人を選ぶには彼女の精神は幼い。彼の感情の意味もおそらく通じないし、あと数年は無理かもしれない。ただそれでも、彼女が楽しそうに毎日を過ごし、新たな物事を学んでいるなら、その時間は大事にしてやりたいと思う。

　もっともそのままだと、いつまでもこの城にいることになってしまう。彼女の力は膨大なのだし、あまりどこかの国にいつづけて、戦争にでも利用されることになってはまずい。

　だからこそ彼女を動かしたいなら、自分が味方であることははっきりと示した方がいいだろう。他にも彼女を繫ぎ留めたいと思う人間は、きっと出てくるはずなのだから。

　オスカーは掌の灯りを握りこんで消すと、闇の中に姿を消す。

　あとには夜の風だけが音もなく地上の松明の火を揺らしていた。
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　ナドラスが「婚約者であるリースヒェンを引き渡せ」と言ったと聞いた時、正直なところエルシーはむっとしたのだ。

　今までリースヒェンが幽閉されていても何も手を打たなかったのに、ロズサークが助け出してから「返せ」などと、あまりにも図ずう々ずうしいのではないか。

　もちろんエルシー自身が彼女に手をかけて、美しさと愛らしさを取り戻したのだ、という自負もある。だがそれ以上に、ようやくロズサークで落ち着きかけた彼女を、政治の都合でまた移動させるのかという憤りもあった。だから「ナドラスへの引き渡しは保留になった」と聞いた時は心底ほっとしたものだ。できればいつか落ち着いたら、アンネリの土地に館でも立てて平凡な一生を過ごしてほしいと思っている。

　だがどちらかというと、当のリースヒェンが平凡の枠に収まろうとしないのだ。

「これが鉄の魔法板でございますか……」

　エルシーは目の前に差し出された黒い金属板を見て息をのむ。大きさはちょうど大きな鍋が乗るくらいで、厚さは指の一関節分ほどだ。何の変哲もない鉄の板は、隅に小さな水晶が二つ埋めこまれており、宮仕えのエルシーはこれが魔法板を操作するためのものだと知っていた。

「試作品。もう少し構成を簡単にしたい。今のままだと上手な人じゃないと、作れないから」

「普通の魔法士にも作れるように、でございますね。でもそれだと類似品を作られてしまうのではないですか」

「教えられた人は、作れるけど、知らない人に解析は難しい、と思う」

「そういうものなのですか」

　エルシーは嘆息すると水晶の片方に触れてみる。すると徐々に板が熱を帯びていくのがわかった。

「凄すごいですね」

「大きいのと、厚いのも直したい」

　不服そうな姫君にエルシーはぷっと噴き出す。確かに今流通している銀の魔法板はもっと薄く、また温度が細かく調節できるものも出回っているが、これは鉄製というだけで充分画期的なのだ。量産できれば民の生活は一変し、魔法技術はまた一歩前進することになるだろう。充分凄い。

　だがそこで妥協しないところにリースヒェンの性格が出ていている気がして、エルシーはつい微笑ましくなってしまう。エルシーが魔法板の作動を止めると、リースヒェンはまだ余熱がある板を自分の魔法で冷ましながらテーブルの端に寄せた。

　城の談話室には今は二人しかいない。先ほどまでリマがいたのだが、エルシーと入れ違いに出て行ってしまった。二人きりになると彼女たちはお茶を飲みながら雑談に花を咲かせる。

「エルシー、ナドラスやアンネリが今どうなっているか、分かる？」

「それは……申し訳ありませんが、わたくしなどでは詳しいことは分かりかねます。陛下にお聞きになった方がよろしいかと」

「──教えて欲しいか、姫？」

　突然の男の声は談話室の入り口よりかけられたものだ。エルシーは驚いてお茶のカップを取り落としそうになる。リースヒェンは表情を変えないまま大きな闇色の目をそちらへ向けた。

　二人の女の視線を受けて、ディータは柔らかく苦笑する。彼は戦うことに馴れた足取りでリースヒェンの目の前まで来ると魅力的に微笑む。エルシーが眉を上げた。

「またあなたですか……弁えなさい」

「ああ、失礼。無礼が過ぎるか」

　ディータは跪くとリースヒェンの手を取った。少女の黒い瞳が丸くなる。

「これでよろしいか？　姫」

　白い手の甲に口付けた男は悪戯いたずらっぽい笑みを見せた。たいていの女性なら思わず赤面してしまうであろう状況に、しかしリースヒェンは困惑顔になっただけだ。

「床は変だから椅子に座って。知っていることがあるなら教えてください」

「承知」

　エルシーは警戒を全面に出しているが、リースヒェンが話を聞きたいというのだから仕方がない。

　ディータは笑いながら椅子を引いて少女の隣に座ると、彼女に向き直った。

「まずナドラスだが、姫の引き渡しについては納得しひとまずの決裂は避けられた。だが、かの国はキスクに協力を申し出て、着々と戦争の備えをしているという。まぁロズサークが武器の輸出を抑えていることが原因かもな」

　軽く言ってのける将軍とは対照的に、リースヒェンとエルシーは顔色を失なくす。

　結局ロズサークが戦争を避けようとしても、ナドラスがそれを望むなら危険は変わりないのだ。そんな当たり前のことに今更二人が衝撃を受けているのは、二人が自ら戦争を起こすという欲求に共感を覚えない性格だからだろう。

　ディータは面白そうに彼女たちの顔を見回すと、指でテーブルを叩いた。

「アンネリは一見平穏そのものだ。だが王子の安否が知れないことと、実は王女が存在してロズサークに連れ去られたという噂……まぁ事実なんだが、それが民衆の間に広まっているらしい。誰かが意図して広めているのかもしれないが、民は不満を蓄積しつつあるという」

「王子!?」

「何だ、知らなかったのか。姫、あなたの弟だ」

　リースヒェンは小さな唇をわななかせる。

　──冷静に考えてみれば、幽閉された王女しか子供がいないはずがない。後継者がいたはずだ。

　だが自分に弟が存在し生きているという話は、言いようのない熱をリースヒェンにもたらした。

　生きている家族がまだいたというのだ。今何歳なのだろう。きっと子供だ。会ってみたい、無事でいて欲しいという思いが胸の中で膨らむ。

　闇色の両眼に期待が浮かぶのを見てエルシーは息を詰めたが、ディータはむしろ穏やかに笑った。

「姫がここに閉じこめられたままでは会えないだろうな。アンネリの人質は二人も要らない。陛下が弟の存在を姫に伏せていたのも、姫が会いたいなどと言い出さないようにだろう」

　男の言葉は二重三重の衝撃をリースヒェンに与えた。彼女は意味の分からない言葉を咀そ嚼しゃくするかのようにディータを見返す。

「……閉じこめられている？　わたしが？」

「それ以外の何だというんだ。あなたは陛下によってこの城に捕らえられている」

「でもオルトヴィーンは、私を出してくれたひとです」

「違う。幽閉場所が広くなっただけだ。あなたは今も閉じこめられていて決して自由ではない。もし姫の言うとおりここに善意があるのだとしたら、何故王子の存在は姫に伝えられなかったのだ？」

「黙りなさい！　不敬になりますよ！」

　さすがにまずいと思って割りこんだエルシーに、ディータは威圧のこもった目を向けた。強い力を持つ男の威に、彼女は押されて言葉に詰まる。

「少し黙っていろ。お前が姫の味方だというならな。それとも反論があるのなら聞いてやるが」

「エルシーを苛いじめないで欲しい、のです。彼女にも、立場があります」

　今度はリースヒェンが割って入った。ディータは肩を竦めると王女に向き直る。

「姫、あなたもこの城にいるというのなら気をつけたほうがいい。あなたの魔法は国を動かす。利用したがる者や疎んじる者が集まってくるぞ」

「わたしは……」

「俺の話はそれだけだ。本当のことが知りたいというなら、城の外に連れ出してやる。今よりもっと多くのものを見せてやれるぞ」

　リースヒェンは困惑を目に漂わせて、けれどかぶりを振る。男はふっと笑った。

「ならば自分で考えられるといい」

　ディータはさっと立ち上がると手を伸ばしてリースヒェンの頭を撫でた。エルシーが無礼を咎める前に踵を返し談話室から去っていく。

　後には何とも言えない沈黙だけが残された。リースヒェンは呆然と言われたことを振り返る。

　彼の言葉全てが本当だとは思わない。けれど噓ばかりでもないのだろう。

　そう感じ取ったリースヒェンは改めて、この城における自分の存在について考え始めた。
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　アーベルは途中でアンネリの魔法士と合流し、転移門を使ってアンネリへと戻った。彼は顔を隠すと数日かけて広くはない国土を回る。

　そしてアーベルは再確認した。全てを見たわけではないが、民はおおむね平穏に暮らしている。弾圧されているわけでも酷使されているわけでもない。税も妥当な額で、ただ収める相手がアンネリ王家からロズサークに変わっただけだ。

　アンネリ王家がなくとも皆はやっていけるのだ。そのことにアーベルは安堵と少しの淋しさを覚える。いささか消沈して隠れ家に戻ってきた少年は、そこで流布しつつあるという噂を聞いた。

「姉上の話が広まっている？」

「ええ。城の奥で密かに育てられていた姫がロズサークに連れ去られたのだと噂になっています」

　エイリーデの言葉にアーベルは眉を寄せた。幽閉という事実が微妙に誤魔化された噂だが、そもそもリースヒェンの存在自体限られた者しか知らないはずなのだ。

　アーベルはすぐ隠れ家に出入りしている者たちに確認したが、当然ながら誰も秘密を洩らした人間はいない。ただ彼らの中に心当たりがある者もいるという。

「確かに最近不審な話を耳にしました。あちこちで両殿下のことを吹聴しながら、農民たちの反抗心を煽っている者が複数いるということで」

「そこが噂の出どころか。誰が何の目的でやっているのだろう」

「殿下の行方を存じ上げない者が、殿下の再起を期待して広めているのかもしれません」

　文官の意見にアーベルは頷いたが、それは楽観的な意見ではないかとも思う。アンネリを本当に思う人間がわざわざ民を煽り、ロズサークに警戒心を抱かせるようなことをするだろうか。

　アーベは、ナドラスの間諜である魔法士のことを思い出す。

「他国の人間かもしれないな……次にその人物が現れたら教えてくれ。どんな人間だか見てみたい」

「殿下ご自身がお確かめになるのですか？」

「ロズサークへの無用な悪感情が広がるのは抑えておきたい。それには誰が噂を流しているのか見極める必要があるだろう」

　少年の姿勢は高潔なものではあるが、それが果たして通用する相手なのか。臣下たちは不安を覚えつつも頭を下げて受諾する。

　アンネリ城近くに、流言を流す件くだんの人物が現れたのは、その二日後のことだった。
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　談話室での一件以来、ディータはエルシーにとってより一層、要注意人物になったようだ。

　彼はいつの間にかふらりと現れると、リースヒェンによからぬことを吹きこんでいく。少女自身は気にしておらず、むしろ男の話を聞きたがっているようなのだが、エルシーからすると彼が話すことは、オルトヴィーンに対する疑念を抱かせ、この城を出るよう口説きにかかるようなものばかりなのだ。臣下の身でどこまで本気かは分からないが、余計な揉め事を起こさぬためにも、エルシーはできるだけ彼を近づけないよう目を光らせなければならなかった。

　今も談話室でお茶を飲みながら周囲を窺っているエルシーに、リースヒェンは首を傾ぐ。

「そんな気にしなくていいのに」

「お気になさらないでください。わたくしが個人的にあの男に注意しているだけですから」

「でもディータの言うことは事実みたい」

　リースヒェンの感想にエルシーは顔を曇らせる。

　──確かにあの男は噓を言っていない。オルトヴィーンが公明正大ではないということも確かだ。

　だが事実を話すとしても、そこに微量な主観が入れば聞き手は錯覚させられてしまう。

　オルトヴィーンが政治的な価値があるとしてリースヒェンを城においていることは事実だが、彼がそれ以上に少女に便宜を図っていることもまた真実なのだ。にもかかわらず前者だけを巧みに主張するようなディータの話術にエルシーは眉を顰め、いつも訂正や否定を差し挟むことになる。

　ディータの方もそれが煩わしいのか、エルシーが少女の傍を離れる時を狙っているようだ。

「ともかく、あの男の話にはあまり耳を傾けられませんよう。よくないですわ」

「分かりました。話半分に、しておきます」

　それでも心配を拭えないでいるエルシーは、後ろ髪を引かれながらも引継ぎのため、少女の前から退出する。その後二、三分で問題の男がやってくるのだから、本当にどこかで様子を窺っていたのかもしれない。当然のように椅子を引いて少女の隣に座った男は、テーブルの菓子を摘まむ。

「姫、ご機嫌はいかがか」

「あなたとあまり話すと、エルシーが嫌がる、のです」

「悪い虫だと思われているようで残念だ」

　常に余裕をうかがわせる男に、彼女は首を傾げて聞き返した。

「悪い虫なの？」

「どうだろう。姫次第だな」

　誘いともとれる言葉だが、リースヒェンは表情を変えなかった。代わりに自分の口にも菓子を押しこむ。皿の隣で丸くなっているナークが口を開けたので、その口にも砂糖菓子を一つ放りこんだ。

　ディータといる時にリースヒェンが自分から多くを喋しゃべることはほとんどない。いつも彼が一方的に話し、それに二、三質問を返すくらいだ。

　ディータはお茶を飲んで喉を湿らすと、声を潜めて言う。

「これは内密の話だが、アンネリ領土内で姫の弟君が消息を絶ったらしい」

「え」

　リースヒェンは立ち上がる。隣にいる男の両肩を摑むとその顔を覗きこんだ。

「だって、今までもずっと行方が知れなかったのでしょう？」

「それが、少し前からアンネリ領土内のあちこちで王子が目撃されていたらしい。ロズサークがどうアンネリを支配しているのか自分の目で確かめていたようだ」

　その話はリースヒェンに、会ったこともない弟の潔癖さを想像させる。民の様子を知りたいと思っていたのはリースヒェンも同じだからだ。

「だがつい先日、王子はある魔法士を見つけて問いただしたんだと。その魔法士はあなたがロズサークの城に囚われていると吹聴していたらしい。王子は噂を聞きつけて情報の出どころを魔法士に尋ねにきたそうだ。──そしてそれきり、消えてしまった」

　まるで見てきたような話だ。リースヒェンは眉を顰める。

「そんなの、ロズサークに見つかるとまずいから、でしょう？　今までだって隠れていたのだし」

「と、普通は思うだろう。だが昨日アンネリに駐在している文官のところに王子の護衛だという女が飛びこんできた。当然拘束されたが、彼女は『殿下を返せ』と主張しているらしい」

「……なん、で？」

　それが事実なら、アーベルは味方からも行方をくらましているということになる。

　リースヒェンの手から力が抜ける。無表情ながらも愕然としている彼女にディータは苦笑した。

「ロズサークの誰かが捕まえたのかもしれないし、王子自身の意志でいなくなったのかもしれない。姉君を取り戻したがっていたらしいから、今頃どこか近くに潜んでいるのかもな」

「私を？」

「たった二人の姉弟だ。当然のことだろう」

　リースヒェンはその言葉に何も返せなかった。一度も顔を合わせたことのない姉弟なのだ。しかも自分は忌避され、幽閉されていた。にもかかわらず彼は自分を取り戻そうとしてくれていたのか。

　声にならない息が喉につかえた。目の奥が熱くなる。

　泣き出しそうな顔を片手で隠す彼女に、ディータが優しい声で問うた。

「どうする、姫。弟君が心配なら探しに行ってみるか？　城を抜け出すなら手を貸そう」

「わたしは──」

　男の誘いは、ひどく魅力的なものに思えた。

　ただ同時に予感も覚える。このまま彼と城を出たら、二度と帰ってこられない気がするのだ。

「陛下は姫の味方ではない。姫が苦労して作っている魔法板も、同じ技術を武器に転用しようという動きがあるのだぞ」

「え？　……そんなの、聞いてないです」

「姫には言わないだろう。反対されるに決まっているからな。だが、この城にいつづければ姫は戦いに利用されるだろう。出るなら今だ」

　リースヒェンが逡しゅん巡じゅんしていると、彼は微笑して手を差し出す。

「心配しなくていい。ちゃんと守ってやる」

　穏やかな言葉にリースヒェンは口を開きかける。

　その時、談話室の入り口に新しい侍女が現れた。エルシーと引継ぎで現れた彼女の後ろには、教師である文官の男もいる。男はリースヒェンの表情を見て驚きの顔になった。

「姫？　どうかなさいましたか？」

「……なんでもないのです」

　リースヒェンは入ってきた二人に歩み寄ると教師の袖を摑む。彼と侍女は顔を見合わせた。ディータは苦笑して立ち上がる。

「ふられてしまったか。残念だ。俺はあなたの味方なのだがな」

「何の話です？」

　文官の男が珍しく険を漂わせて問うも、ディータは笑っただけで答えず談話室を出ていった。

　引継ぎの侍女はうろたえてリースヒェンを覗きこむ。

「エルシーさんを呼んでしましょうか？」

「大丈夫、なのです。ありがとうございます」

　リースヒェンは手を放して顔を上げると、口の両端をほんの少し上げて見せる。

「あの、今日の授業は、お休みにさせてください。考えたいことが、あるのです。せっかく来てくれたのに、ごめんなさい」

「それは別に構いませんが……心配事がおありならお聞きしますよ。お一人で悩まれるのもよいですが、困りごとならどんなことでもお助けします」

　彼のそんな申し出は、素直に嬉しい。無知な自分を投げ出さずにいてくれたように、手を貸してくれるというのだろう。けれどこれは自分のこだわりで我がままだ。王族としての責務ではない。

　だからリースヒェンは精一杯の笑顔を作る。

「ありがとう。どうすればいいかわからなくなったら、また相談させて、ください」

　ぺこりと頭を下げる少女にナークが飛びついてくる。けれどリースヒェンは抱き留めたナークをそのまま文官の男に渡した。男が反射的にナークを受け取ると少女は踵を返し談話室を出ていく。

　既に窓の外は日が落ち、澄んだ青色が広がりつつある。

　昨日と何ら変わりのない夕暮れの風景。

　しかしこの日没は、長い夜の始まりとなった。





※






「面白い火遊びに加われるかと思ったが、あれきり動かぬとはロズサークも覇気がないことよ」

　女の声は歌のように優美に響く。長椅子に寝そべる彼女は手元の扇をくるりと返した。

　濡れたような彼女の琥こ珀はく色の瞳は蠱こ惑わく的な魅力を持っており、絹の袖からのぞく象牙色の腕は瑞みず々みずしさを過分に主張している。

　周辺国からはキスクの妖姫とも呼ばれる、王妹オルティア。うら若く美しい姫である彼女の声には、けれど老練な毒がこもっている。彼女に跪いている魔法士の男は、改めて深く頭を垂れた。

「ナドラスから今回の件について保留を願う書状が届きました。アンネリ王子が再興を望んでいないようだと」

「残念残念。せっかく戦ができると思うたが」

　オルティアは傍に控える女官から紅い果実を受け取った。皮の上から白い歯を立てる。

「ここのところ退屈でかなわぬ。兄上にファルサスの悪口でも吹きこんでこようか。おもしろいことになるかもしれぬ」

「さすがにファルサス相手では、悪戯で戦端を開いても、失うばかりで得るものはないかと……」

「やる前から興を削そぐな。何か切り札があればよいのだろう？」

　果汁したたる実を女はねぶる。

　娯楽として国政を弄いじる彼女に、表立って批判の目を向ける者は皆無ではないが、ほとんど存在しない。何故なら王よりもこの王妹の方が遥かに切れ者であり、実質の為政者であるからだ。

　彼女は気に入らない者には容赦しない。猫が獲物をいたぶるようにしゃぶりつくす。そのやり方は国内外で畏れられ、妖姫という呼び名はいつしかキスクの代名詞ともなっていた。

　何か切り札を、とは言ったものの何も思いつかないらしいオルティアの表情は、次第に飽いたものになる。このまま機嫌を損ねてはまた無茶なことを言われそうだ。魔法士の男は口を開いた。

「実は今こ宵よい、ロズサークにて面白いことが起きるらしいとの情報を得ております」

「ほう？　謀はかりごと？　それはいいな。見に行きたい」

「そ、それは……」

「冗談だ。妾わらわがこの城にいないと皆が困るのだろう？　分かっておるわ。ならばお前が見てこい。妾の代わりにな」

「は」

　主命を受けて男は立ち上がった。数歩下がり転移の構成を組む。

　オルティアはその様を半眼で眺めながら付け足した。

「土産が欲しい。人でも物でも構わぬ。面白いものを持ち帰ってこい」

「かしこまりました」

　男の姿が部屋から消える。オルティアは手元の果実を見下ろすと、無造作にそれを男の跪いていた場所に向けて投げ捨てた。
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　薄暗い部屋には数十人の男たちが集まっていた。

　腕が立つものばかりを選えりすぐったのはこの日のためだ。

　正面に立つ一人が、朗々とした声で宣言する。

「駒は揃った。今夜が決行だ。──オルトヴィーンを殺せ」

　一国の王を弑せよという命令に、けれど動揺は走らない。皆、自分たちの役目を承知しているのだ。彼らは研がれた刃の鋭さを以て、次々と下される指示を受け入れていった。

　そんな中、部屋の後方に一人だけぼうっと立っているのは旅装姿の少年だ。

　彼の大きな両眼には何の意志もなく、ただ魔法で精神を操られたものの胡う乱ろんだけがあった。

　少年の隣に立つ魔法士が彼の耳元で囁く。

「聞こえたな。お前は今日ロズサーク国王を殺すのだ、アーベル王子よ」

　少年は焦点の合わない目をしたまま頷く。その間にも指示は続いていく。

「アンネリ王女は捕らえろ。魔法士らしいから留意しろ」

　集められた男たちは目で了承を示す。

　そして全ての指令が行き届き──彼らは夜の城内に解き放たれた。





※






　近頃多忙で顔を合わすことも少なくなっていたオルトヴィーンを、リースヒェンがようやく捕まえたのは、夜になって彼が側室のいる奥宮に渡ろうとしていた、その渡り廊下でのことだった。

　制止する護衛兵たちを振りきって飛びこんで来た少女は、王を見るなり怒りに満ちた声で叫ぶ。

「あなたは！　何をしようとしているのです!?」

「何だいきなり。騒がしい」

　オルトヴィーンは足を止めると彼女に向き直った。その服をリースヒェンは両手で摑む。

「何を考えているの？　自分の戦争にわたしたちを使わないで！　構成も、弟も！」

「弟？」

　身に覚えのないことを聞き返しながら、同時にオルトヴィーンは心が冷える思いがして目を細めた。構成とは何のことか心当たりは一つしかない。だがまだ激昂されるようなことではないはずだ。

　彼は少女の顎を摑んで上を向かせると、威を滲ませた目で睨んだ。

「わけの分からんことで来るな。お前の弟など知らぬ」

「なら構成のことは!?　あなたが魔法板の構成を──」

　そこでオルトヴィーンは彼女の口を手で塞いだ。魔法板のことでさえ城で限られた者しか知らないのだ。こんなところで話されては困る。

　オルトヴィーンは護衛兵に下がるよう目で命じると、暴れる彼女を引きずって奥宮に入った。

　目を丸くする侍女たちの中、彼は空いている部屋にリースヒェンを放り出すと、自分も中に入って鍵を閉める。

「時と場所を弁えろ！　あんな場所で口にしていいことかどうかお前にも分かるだろう！」

　王は床に座りこんだ少女に向かって一喝したが、それは彼女を怯ませはしなかった。むしろ闇色の瞳を輝かせながら彼女は反駁してくる。

「自分の兵に知られて、まずいことがあるというなら、そちらの方が問題でしょう！」

「機密だ。誰もが知っていいわけではない」

「あなたが画期的な武器を量産しようとしているから？　それでまた戦争を起こそうとしているから？　あなた一人が戦うわけではないのに、あなたの思う王とはそんなものなの？」

「っ……！」

　オルトヴィーンは唇を嚙む。目の前が白く爆はぜたような気がした。

　そんなことはしていない、と言い繕うのは欺瞞だ。できるかもしれないとオルトヴィーンが考えたことは事実なのだから。

「誰からそんな話を聞いた……」

「研究室に行って、資料を全部見せて、もらいました。武器転用の実験の、記録がありました。あなたの名前で、許可が下りてた」

「……ベレンキか」

　魔法板の情報が漏れていたということは、宮廷魔法士の中にベレンキ侯の子飼いの者が混ざっていて密かに実験を始めたのだろう。王にばれたらどうするつもりだったのか大胆なやり口だ。

「オルトヴィーン？」

　彼の反応に少女は怪訝な顔になる。

　──きっと事情を話せば、彼女は納得するだろう。

　だが何故、そんなことをしなければならないのか。王である自分が、何の力もない少女にどうして許しを請う必要があるのか。

　物知らぬ彼女はいつも痛いところをついてくる。オルトヴィーンに王たる資格をつきつけてくる。

　それがある意味正しいことは彼にも分かる。だが分かったからといって常にその通りにできるわけではない。彼もまた子供の頃から理想の王を思い描いていた。それは父や兄だと思ったこともあった。自分は彼らを支えて生きようと思っていたのだ。母の言葉によって歪められるまでは。

「お前に何が分かる……」

　漏れ出した言葉は呪詛と同じだ。オルトヴィーンはリースヒェンの肩を摑む。

「俺は、魔法士が嫌いだ。魔法士の女はもっと……」

「はなして」

　闇色の目が毅然と彼を見返す。

　その色を、この顔を、どこかで見たことがある。

『あなたは、ファルサス直系の血を引いているの』

　ただ美しい、そして恐ろしい女。

　母に似た顔立ち。けれど彼女は母ではない。もっと、別のところで──

『だから絶対、ファルサス王家に関わっては駄目』

「ッ、煩うるさい！」

　放った声には苦渋が混じっていた。

　リースヒェンは形のよい眉を寄せると、過去の記憶に苛まれる彼を見つめる。

　苦痛だけが降り積もっていく一瞬。彼女は長く息を吸うと、小さな唇を言葉の形に動かした。

「あなたは、何が、いやなの？」

　幼子がするような真摯な問い。それは不思議と凪ないで部屋に響いた。

「俺は……」

　オルトヴィーンは両目を固く閉じる。幸せそうに笑っていた母の姿が甦る。

　どうしてあんな風に笑顔でいられたのか。自分には分からない。きっとこの少女にも理解できないだろう。かぶりを振った彼は、リースヒェンに歪んだ笑みを見せた。

「リースヒェン、俺に王の資格があるのかとお前は問う。だが、そもそも王の資格とは何によって与えられるものなのだ？　俺には……ロズサーク王家の血は流れていないというのに」

「え？」

　少女はぽかんとオルトヴィーンを見上げる。彼女を見下ろした男は、泣き出しそうな顔で笑った。

「俺の母は、ロズサークに嫁いですぐ身ごもった。そうして生まれた俺を、ファルサス国王が秘密裏に見にきたという。単なる侯爵家の娘の子を、何故他国までわざわざ王が見に来たのか──それは自分の子だったからだ。俺は母の、不義の子だ」

　ついに言ってしまった。

　誰にも告白していなかったことを、自分から話してしまったのだ。

　後悔と、期待によく似た何かが頭の中を渦巻く。オルトヴィーンは軽い眩暈を覚えて目を閉じた。

　このまま全てを閉じて終わりたい──だが、それはできない。自分は王なのだ。

　彼の口から出生の秘密を聞いたリースヒェンは、さすがに驚愕したようだ。人形のような顔が何かを考えこむような表情に変わる。

「お母さまが、そう言ったの？」

「ああ。俺はファルサス直系の血を引いているからファルサスに関わるなと言われた。あの国にはアカーシアがあるからな。王剣があれば直系の証明ができる。自分の不貞がばれないように、俺に釘を刺したんだろう」

　その意味を理解した当時の衝撃が甦る。

　自分は尊敬する父の血を継いでいない。それどころか母の裏切りによって生まれた子なのだ。

　途端に何もかもが分からなくなった。

　何がよき王なのか、自分には何ができるのか、オルトヴィーンは自分の進む道を見失った。

　そうして苦しんだ彼が見出した結論は、魔法に頼らずロズサークをファルサスとも相対できるくらいの強国にすることと……そのために他国を捻じ伏せることも厭わないことの二つだけだ。

「王家に嫁いでおきながら、どうしてそんなことができる？　王位を継がない子供ならばいいと思っていたのか？　まったく馬鹿げている……！」

　王に従順に仕えることも、自由に生きるために逃げ出すこともしなかった母。

　その捻じれの結果が、自分だ。

「オルトヴィーン、あなたは……」

「何も言うな。これを知った以上、お前ももう逃れられない。一生この城に繫がれて生きるんだ」

　闇色の目が大きく見開かれる。

　苦渋混じりに吐き捨てたオルトヴィーンは、けれど同時に自分の言葉に傷ついた。

　結局こうなってしまうのか。自分が自由にしてやりたいと思った相手を、自分でこの城に幽閉してしまうのか。己の苦しみで人を動かして、そんなことを一生繰り返し──

「……行け」

「え？」

　少女を摑んでいた手が落ちる。震えるその手を、彼は握りしめた。

「行け！　どこかへ行ってしまえ！　この城を出て、俺の目が届かないところに！」

　支離滅裂な激情が言葉になる。

　本当は、城から逃げ出したかったのは自分だ。

　玉座に座る資格がない己を恥じて、人の目が届かぬところに隠れてしまいたかった。

「さっさと行け、リースヒェン！」

　打ち据えるような声に、オルトヴィーンを注視していた少女はびくりと身を震わせた。闇色の目に少しの逡巡がよぎり──けれど彼女はドレスを引いて駆け出す。

　扉が閉まる音は、オルトヴィーンに安堵をもたらした。

　これでよかったのだ。あの少女はあまりにも彼自身の心を映し出す。無垢な彼女はよく磨かれた鏡のようで、そこにオルトヴィーンは少女以外のものを見出してしまうのだ。

　だからもう、どこにでも行けばいい。自由に、彼女がのびのびと生きられるところに。

　最初からそうしていればよかったのだ。自分が何かを与えてやれると思ったことが間違いだった。

　オルトヴィーンは力の入らぬ手で己の目元を押さえる。

　激情を、少しずつ遠ざける。のみくだす。自分はもう王という役目を負っているのだ。割り切って生きなければならない。己の感情に振り回されてはならない。

「侍女に言って、リースヒェンの支度を整えさせるか……」

　ひとまずは宮廷を出してどこかの館で過ごさせればいい。誰にも利用されない静かで安全なところに。いつもついている侍女と、教師になっている文官もつけてやればいい。魔法板の開発は、本人は悔しがるだろうがひとまず中止だ。いずれ様子を見て、国内で使う分だけ作れるようにする。その頃にはきっと彼女も、自分の生き方を選べるくらい成長しているだろう。

　オルトヴィーンは、まとわりつく倦けん怠たいを一息ついて払い落とす。

　そうして扉を振り返った時、どこか離れたところ……しかし確実に城内で鈍い爆発音が響いた。

「は？」

　微かに聞こえる悲鳴。剣戟の音がそれに続く。

　オルトヴィーンは反射的に剣に手をかけながら部屋を飛び出した。だが駆け出そうとしたすぐのところで別の女にぶつかりかけて急停止する。その女は王を見上げて驚きに顔を引き攣らせた。

「陛下……」

「セイレネか。護衛兵のところに行っていろ、外に出るな」

　それだけ言ってオルトヴィーンは城への廊下を走り始める。

　既にリースヒェンの姿は見えない。何が起きているのか、間が悪すぎる。

「あいつ……！」

　もっと冷静に彼女と話をしていればよかった。ただそう後悔しても現状が変わるわけではない。

　剣戟の音が大きくなる。窓から見える紅い火が夜空を照らし出す。

　何が起きているのか。しかし体に馴染んだ戦いの気配に、オルトヴィーンはアンネリの城を落とした、かつての日のことを思い出していた。
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　城内はまたたく間に混乱の中に引きずりこまれていた。

　どこから入りこんだのか、武器を手にした男たちが、王の名を呼びながらあちこちを走り回っている。刺客である彼らと護衛兵たちの斬り合いが始まり、侍女が悲鳴を上げながら逃げていく。

　そんな中をリースヒェンは、ドレスを引きながらエルシーとナークを探して廊下を走っていた。

　エルシーは宮中に住んでいる侍女だ。非番であっても城の中にいるはずで、だからどうか安全なところにいて欲しい。

　リースヒェンは角を曲がろうとして廊下の奥に刺客たちの姿を見出しぎょっと足を止める。引き返そうとするが、元来た道からも男たちの怒声が近づいてきていた。

　彼女はあわてて近くの扉を開けるとその中に逃げこむ。

「どうしよう……」

　何が起きているのかまったく分からない。

　ただ城やオルトヴィーンに害意のある者たちが押し入ってきたのだ、ということだけは分かった。窓際に寄ってみると、どこかに火が放たれたらしく空が赤い。ふと目を凝らすと、庭を挟んで反対側の廊下を、エルシーと教師の男が走っていくのが見えた。

「あ……！」

　リースヒェンは思わず窓を開け、彼らを呼ぼうと口を開く。

　しかし声が出るより早く、後ろから男の腕が伸びてきて彼女の口を塞いだ。

「姫、ここで声を出しては自殺行為だ」

　聞き覚えのある声。リースヒェンは顎を上げて後ろを見る。

　いつからこの部屋にいたのか、そこに立っていたのは将軍のディータだった。
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　城の廊下を行くオルトヴィーンは、刺客との断続的な衝突を強いられていた。

　軽けい鎧がいを着た男が叫び声を上げて斬りかかってくる。それを一閃で斬り伏せた彼は、リマが駆け寄ってきたことに気づいて軽く手を上げた。顔に軽い傷を負った魔法士長は、王に素早く防御結界を張ると現状報告をする。

「刺客の数はおおよそ八十人ほどかと。応戦にあたっていますが敵が城内中に散ってしまっており、どこに潜んでいるのか分かりません」

「目的は俺か」

　リマは苦い顔で首肯する。

　オルトヴィーンは子供がいないため常に暗殺の危険性がある。刺客を放たれたことは一度や二度ではないが、これほどまでに堂々と襲撃を受けたことはない。忌々しいことだが誰がやりそうなことかも想像はついていた。

「ベレンキか……手段を選ばなくなったな」

　大貴族がどうしてそんな強硬手段に出たのか、オルトヴィーンは既に分かっていた。

　あの日漏らしてしまったリースヒェンの可能性。それは孫を王の座につけたいと思うベレンキ侯にとって、今しかないと思わせるほどの魅力があったのだろう。リースヒェンが正室にでも迎えられては遅い。今のうちに彼女を確保できれば、政治的にも軍事的にも利用価値があるのだ。

　オルトヴィーンは周囲を警戒しながらリマに問う。

「リースヒェンの居場所は分かっているか？」

「それが、手分けして探してはいるのですが未だ連絡はなく……」

「なんだと？」

　オルトヴィーンは我知らず唇を嚙む。

　これだけの襲撃だ。ベレンキ侯単独で潜入させられるはずがない。おそらく城内部から手引きをした人間複数人がいたはずだ。もしそのうちの一人がリースヒェンの顔見知りであったなら。ベレンキ侯の手先を、少女は信じてついていってしまうかもしれない。

　オルトヴィーンは、リマや周囲に集まってきた護衛兵を見回すと口を開いた。

「リースヒェンを探せ！　至急だ！」

　強い命令を受けて、彼らは最低限の護衛を残し再び城の中に散っていく。

　誰が敵で誰がそうでないかも分からぬ夜の中、混迷はゆっくりとその厚みを増しつつあった。





※






　ディータはリースヒェンを連れると、巧みに刺客たちをすり抜け城内を進んでいく。

　戦闘を避け、二人が下りていくのは城の地下、魔法実験などに使われる広間へ通じる階段だ。燭しょく台だいを手に石段を下りながらディータは苦笑する。

「まったく姫は無用心だ。この城であなたの味方など誰もいないのに」

「誰も？　それは、違います」

「違わない。オルトヴィーンは何と言っていた？　どうせあなたを怒っただけだろう」

　つい二時間前まで陛下と呼んでいた相手をディータが呼び捨てにしたことに、リースヒェンは驚いた。彼女は不審を感じながら男の表情を窺おうとする。しかし彼の顔は燭台の火の作る影でよく分からなかった。返事をしないリースヒェンに、なおもディータは続ける。

「リマもそうだ。王に忠実な魔法士。あなたの味方ではない。あとは、あなたに読み書きを教えていた文官、あの男はナドラスの間諜だ」

「まさか」

「本当だ。今頃オルトヴィーンのところにも報告がいっている頃だろう。あの男は、ナドラスがアンネリ征服後の混乱に乗じて送りこんできた人間だ。姫の味方は……そうだな、せいぜい何と言ったかあの侍女くらいのものだろう」

　リースヒェンは慨がい歎たんの溜息をのみこんだ。

　この城の人間全てが味方と思っていたわけではない。だが親切にしてくれたことは確かなのだ。男の言葉に少なからず衝撃を受けた少女は、きつく唇を結ぶ。

　闇は二人をのみこむかのようにその顎を開いている。規則正しい足音を立てて階段を下りていく男に向かって、リースヒェンは問うた。

「あなたは一体何者？　オルトヴィーンの臣下ではないの？」

「違う。目的があってこの城に来ていただけだ」

「何の目的が？」

　男は足を止めると振り返る。端整な顔の片側だけを壁の灯りが照らす。

　ディータは剣を持つ手をリースヒェンに差し出した。

「この城を出て広い世界を見せてやる。姫、俺と一緒に来ないか」

　いつもの楽しむような笑顔とは違う、真剣なまなざし。

　思いもよらない選択を示された少女は思わず息を止めて、差し出された手を見つめていた。





※






「この本はしまっておくわね。本当は処分したいのだけれど、それもできないから……」

　母はそう言って、紺色の本を持ってどこかへ行こうとする。

　その背に少年だったオルトヴィーンは声をかけた。

「今の本に挟まれていた絵……母上の隣に描かれていた男性はどなたですか」

　母は振り返って彼を見る。その目は驚きに見開かれていた。

　けれどオルトヴィーンはどうしても気になってしまったのだ。

　一瞬だけ見えた男女一対の肖像画。女性の方は母のように見えた。なら、一緒に描かれている知らない男は誰なのか。母を描いた絵なのにとても古いものだったのは気になったが、どちらかというと夫婦のように描かれている男の方が気にかかる。

　だがその疑問に、母は声を上げて笑い出した。

「あれが私に見えたの？　本当に似てきたのね」

「母上ではないのですか？」

　オルトヴィーンはもう一度絵を見て確かめたいと思ったが、母は本を開かないままだ。

　彼女はただ、ほろ苦く微笑む。

「あの二人はね、ずっと昔のファルサスの国王夫妻なの。この本を破壊する人たちで、でもきっと歴史が大きく傾こうとする時にしか現れない」

　母の目はその時、かつて見てきた何かを思い起こすように陰惨に細められた。

「だからオルトヴィーン、あなたがあの二人に出会わないことを祈っているわ。大きすぎる力は、周りにいる人間を歪めてしまうのだから」

　そんな母との会話を……今更になって思い出す。





※






　未だ騒ぎの只中にある城内は、どこもかしこも血の臭いが漂っていた。

　抜き身の剣を手に城内を歩き回るオルトヴィーンは、まだ見つからないリースヒェンに苛立ちを募らせる。

　──もう城から連れ出されてしまったのだろうか。

　取り返しのつかないことになっていたらと思うと、血が冷えていく気がする。

　何故もう少しだけ彼女を手元に留めておかなかったのか。もっと早く自分を落ち着かせて話をしなかったのか。今更言っても仕方ないことが心に浮かんだ。

　その時、彼の視界にふと薄紅色の何かが入る。城の地下へと下りる階段。その入り口の隅に千切れて引っかかっていたのは、女物のドレスの切れ端だった。

　見覚えのある色だ。オルトヴィーンは手を伸ばして布を摘む。

「陛下？　どうなさいましたか？」

　護衛の兵が怪訝そうに彼に問うた。オルトヴィーンは暗闇に閉ざされた階段の先を睨む。

　この下にある広間も既にリマたちが見たはずだ。だがリースヒェンは見つからなかった。

　けれどこの時、彼は何かしらの予感を覚えて、護衛兵に命じる。

「明かりを持て。下に下りる」

「はっ！」

　護衛のうち二人は燭台を手に王の前を行き、残りの二人が後ろを固めた。まるで泥濘ぬかるみのように広がる闇の中、五人は黙々と下りて行く。三階分を下がり、ついに広間へと続く扉に手がかけられた。

　内側に魔法防御が施された石の扉は、音もなく奥へと開く。緊張に息を殺す兵を先頭に全員が中に入った時、扉は自然と閉じた。同時に広間に魔法の明かりが灯る。

　広間の奥には四人の人間が彼の到着を待っていた。

　オルトヴィーンはそこにいる人間に問う。

「どういうことだ？」

　相手に萎縮を強いる王の声に、しかしディータは小さく笑っただけだった。

　ディータは、実験に使う石造りの椅子の背に寄りかかりながら、オルトヴィーンを見返す。

　椅子には美しい少女が苦く悶もんの表情を浮かべて座っていた。その腕には五つの腕輪が嵌められている。おそらく封飾具だ。リースヒェンは浅い呼吸を繰り返しながら王を見る。

　一方、少女の隣に立つディータは不敵な笑みを浮かべていた。

「どうと言われるほどのことはない。王が彼女を探してここに来るのを待っていただけだ。先に来た人間には悪いが目め晦くらましの魔法をかけさせてもらった」

「その娘に何をした」

「何も。封飾具をつけはしたが。魔力を制御できないらしくかなり力が暴れ狂ったからな」

　見ればリースヒェンのドレスはところどころ裂けている。自分の力の余波に耐え切れなかったのだろう。オルトヴィーンは自身が持つ剣を意識しながら、残る二人へと視線を転じた。

　リースヒェンの斜め前には剣を携えた一人の少年が立っており、その隣には宮廷魔法士が一人佇たたずんでいた。ベレンキ侯に魔法板の情報を流したのはこの魔法士だろう。

　だがオルトヴィーンは造反者である魔法士よりも、知らない少年の方が気になった。

　少年は虚うつろな瞳で彼に顔を向けている。どこかで見たことがあるかもしれない、そう思った彼は先ほどリースヒェンが怒鳴りこんできたことを思い出した。

「もしかして、アンネリの王子か？」

「そう。リースヒェンの大事な弟だ。傷つければ姫が悲しむ」

　答えたのはアーベル本人ではなくディータだ。オルトヴィーンは臣下であったはずの男を睨んだ。

「お前がベレンキの手先か。将軍として入りこんだのも擬態だな。目的は何だ」

「目的か……さぁ、何だと思う？」

「知るか。話さぬつもりなら洗いざらい吐いてもらう」

　オルトヴィーンは長剣を片手に一歩を踏み出す。四人の護衛兵たちもそれに倣った。

　だが、ディータはリースヒェンの黒髪を指に絡めながら余裕の態度を崩さない。代わりに魔法士が王に向かって手をかざした。詠唱が始まる。

「させるか、魔法士が！」

　魔法に先手を打たせてはまずい。オルトヴィーンは魔法士に向かって駆け出した。詠唱が終わる前に、男を切り捨てようと剣を打ちこむ。

　一撃で魔法士の首を刎ねるはずの苛烈な攻撃。だが王の剣は、割りこんだアーベルの剣によってかろうじて遮られた。

　鋼がぶつかりあう金属音が広間に響く。力の差に押されてアーベルはよろめいた。

　隙だらけな姿だ。子供であっても剣を持つ以上容赦は許されない。

　だがオルトヴィーンは少年相手に、追撃を躊躇った。

　そのわずかな隙に、魔法士の構成が完成する。

「破砕せよ！」

　宣言と共に渦を描く衝撃波が巻き起こる。魔力で生み出された力は、オルトヴィーンに正面から肉薄し、護衛兵もろとものみこんだ。短い悲鳴は空気を震わせる余波に搔き消える。石畳の表面が砕け、粉ふん塵じんが広間を覆った。

「死んだか？」

　ディータの確認の声。粉塵が徐々に晴れる。

　次第に明瞭になる景色の中、オルトヴィーンはただ一人、長剣を杖つえにして踏みとどまっていた。

　ディータは途端に不快げな顔になると、指に絡めていた黒髪を引く。

「姫……庇ったな。魔法を使えば苦しい思いをするだけだぞ」

　腕輪を嵌められたリースヒェンの腕からは、血が数条垂れていく。魔法に反応してつけた人間に苦痛を与える腕輪なのだろう。それを見たオルトヴィーンは顔色を変えた。

「その娘には利用価値があるはずだ。何故傷つける」

「ちょっとしたお仕置きだ。大切なものが多すぎるようだから減らすのを手伝ってやっているのさ」

　ディータが指を鳴らすと、体勢を整えたアーベルが剣を構え直した。再び少年はオルトヴィーンに向かって踏みこんでくる。

　型通りの剣の筋。実戦経験が乏しい少年の剣を受けながら、王は横目でリースヒェンを一瞥した。椅子にもたれかかるようにして顔を歪めている少女は、しかし強い光を目に宿したままだ。

　その目にまたオルトヴィーンは既視感を覚える。

　母に似て、けれど違う顔。

　どこでそれを見たことがあるのか、オルトヴィーンはようやく思い出す。母が持っていた本。いつの間にか城の中で、どこへいったのか分からなくなってしまったあの本だ。

「……そうか。今が歴史の傾き時なのか」

　呟くと同時に、オルトヴィーンは少年の剣を強く弾き上げる。

　そのまま彼は、無防備な相手の懐に踏みこんだ。

　短く、けれど強烈に。アーベルの腹に左拳を打ちこむ。

　少年は一瞬息を詰まらせると、床の上に崩れ落ちた。

　気絶したらしい彼を見下ろして、王は肩で息をつく。オルトヴィーンは顔を上げると、ディータと魔法士を順番に睨んだ。

「次はどちらだ？」

「思ったよりやるな。ロズサーク王は城に潜入してきたアンネリ王子に殺害される、という台本だったのだが」

「女子供を前に立たせるとは臆病の証だろう」

　オルトヴィーンのそれは見え透いた挑発だったが、ディータは笑いながらリースヒェンの髪を放すと剣を抜いた。王に向かって歩を進める。

「お前も姫も愚かで面白い。不信を吹きこめば人はすぐに揺らぐ。本当は姫にお前を殺させるつもりだったのだが、愚かな癖に妙に勘がよい娘でな。俺の放つ殺気にも気づくし、肝心なところで動かない。おかげでいささか予定が狂ったが……まぁいいだろう」

　ディータの隙のない足捌きに、オルトヴィーンは柄にもなく自分が緊張していることを自覚した。

　相手は、剣の腕の卓越によって将軍に推薦された男だ。ベレンキ侯が裏で糸を引いていたことは確かだろうが、実力は確実だ。おそらくオルトヴィーン自身よりも上だろう。だからこそ彼は城に送りこまれたのだ。

　先ほどの魔法の衝撃波も、致命的な部分はリースヒェンが相殺してくれたようだが、それでも右肩や膝などに鈍い痛みが残っている。加えてディータの他にまだ魔法士もいるのだ。

　──果たして一人で勝てるだろうか。

　だがオルトヴィーンは自らの弱気を打ち消した。勝たねばならない。自分がここで死ねばリースヒェンは敵の手に落ちる。そうすれば彼女を待っているのは今以上の苦痛だ。

　オルトヴィーンは深く息を吸うとそれを止め、相対する男に向かって剣を構えた。

「来い、痴しれ者ものが」

　王による宣言。

　それを受けたディータは、何の前触れもなく剣を打ちこんできた。

　正面から受ければ手を痺しびれさせるほどの斬撃を、オルトヴィーンは刃を傾けて受け流す。

　視界の隅で魔法士が何やら詠唱しているのが見えた。オルトヴィーンは油断なくディータの剣を受けながら、徐々に入り口に向かい下がり始める。こうして接近戦をしている限り、魔法士は大きな魔法を打てない。そのまま入り口に近づけば、剣の音に誰かが気づくかもしれないと思ったのだ。

　魔法士を含む二人を相手に、一人で勝つのは困難だ。だからオルトヴィーンは、少女からできるだけディータを引き離しつつ、戦って時間を稼ぐことを選んだ。

　暗い広間に金属音が響く。

　詠唱が終わった魔法士が手をかざした。その手の中から黒い蔓つるのようなものがオルトヴィーンに向かって伸びる。王は舌打ちすると横に大きく跳んだ。彼は標的を失った蔓を剣で薙なぐ。断ち切られた蔓は塵ちりとなって搔き消えた。

　魔法士が新たな詠唱を開始したのを確認して、オルトヴィーンは溜りゅう飲いんを下げる。

　だがその代償として彼は、続くディータの剣を受けきることができなかった。澄んだ音を立てて長剣が床の上に転がる。

　王の手から武器を弾はじき飛とばした男は、楽しそうに勝利を宣言した。

「さて。姫に何か言い残すことはあるか？」

「オルトヴィーン！　逃げて！」

「……リースヒェン」

　オルトヴィーンが見ると、リースヒェンはいつのまにか石床に這はいつくばっていた。

　彼女は震える右手を上げる。魔法を使うつもりなのだ。

　ディータもまた振り返ってそれに気づくと、不機嫌な顔でオルトヴィーンの腹を強く蹴った。衝撃に膝を折る王に見向きもせず、彼は踵を返す。

「姫。お仕置きが足りないようだ。ベレンキは姫を捕らえろとは言ったが……俺は殺してしまっても別に困らんぞ。強大な魔力がある人間は、生かしておいた方が面倒事になるのだからな」

「な……」

　オルトヴィーンは愕然とする。今まで彼女の命だけは保障されていると思っていたのだ。

　少女の元へ向かうディータは、脅しのつもりか軽く剣を振った。その背を睨むと、オルトヴィーンはよろめきながらも立ち上がる。自分の剣を拾おうと手を伸ばした。

　魔法士の詠唱が終わる。完成された構成が灼しゃく熱ねつの炎球となった。

　ディータは後ろを振り向かぬまま、くすりと笑う。

「残念だったな、陛下」

　ディータはリースヒェンの前に立つと、無造作に白い右手を踏みにじった。彼女は唇を嚙んで痛みを堪える。軽い笑い声がリースヒェンを鞭むち打うった。

　その声を聞いて怒りに震えるオルトヴィーンに向かって、大きな炎球が打ち出される。

　半ば確定された勝敗。オルトヴィーンの脳裏に母の顔がよぎる。




　ここまでなのだろうか。

　父にも、母にも届かなかった人生。

　民どころか一人の少女さえ守れなかった。

　自分の生は、ここで終わるというのか。




　目前に迫る死に、彼は目を閉じなかった。ただ傲然と顔を上げてディータを睨む。

　時間の流れが遅れて感じられる数秒間、王の耳に誰かの足音が聞こえた。

「陛下っ！」

　オルトヴィーンと炎球の間に誰かが飛びこんでくる。

　小柄な女の体。危ない、と叫ぼうとした時、彼女から炎球よりも巨大な炎が放たれた。

　それは魔法攻撃をものみこんで天井を焦がす。

　同時にもう一人が、彼の横をすり抜けディータへと向かった。

「何だ、お前らか」

　リースヒェンの手を踏んだままの男は、眉を顰めて闖ちん入にゅう者たちを見やった。リースヒェンが彼らの名を呟く。

「エルシー……オスカー……」

「遅くなりました、姫」

　鏡のように煌きらめく刃を持つ長剣。

　本来世界に二振りと存在しないはずの剣を抜いてディータに相対したのは、彼女に読み書きを教えていた文官の男だった。







　何が起きているのか、咄嗟に理解しきれない事態にオルトヴィーンは啞然とする。

　振り返ったエルシーは、胸に赤いドラゴンを抱いていた。先ほどの炎はこのドラゴンが吐いたのだろう。ナークはもぞもぞともがいて女の腕から脱すると、魔法士に向かって飛びかかる。

　一方新たに現れた男は、文官とはとても思えぬ殺気を放ちながらディータに向かって歩ほを詰めた。

　ようやくリースヒェンの手から足を離した男は、笑いながら新手へと向き直る。

「ナドラスの間諜か。ずいぶん遅いご登場だな。目的は姫か」

「そいつの魔力をほいほい封じないでもらおう。俺は魔法が苦手だ」

「おや、お前の正体は魔法士と聞いていたが違ったか」

「確かに魔法士のようなこともしているがな。得意なのはこっちだ。それを教えてやる」

　オスカーは言うなり強烈な一撃を繰り出す。

　胴を薙ごうと軌跡を描く男の剣を、ディータは両手に持った剣で受けた。

「っ……！」

　──とても重い剣だ。ディータは押されて左によろめく。

　わずかに生まれた彼とリースヒェンとの間を広げるように、オスカーは剣を横に薙いできた。その斬撃を数合受けるうちにディータの顔から余裕が消える。

　今までまみえたことのない、格上の相手だ。

　あり得るはずもない敵に、ディータはみるみるうちに青ざめた。これまでどんな相手でも軽く下すことができた。自分が負ける相手はいないと思いながら危険な仕事を選んで楽しんできたのだ。

　戦慄に顔が強張る。

　弱い相手を嬲なぶる戦いだけを重ねてきたディータは、一対一で不利な立場に立たされた経験がほとんどなかった。次第に恐怖が精神を支配していく。震えを受けて剣までもが鈍った。

　ディータの変化に気づいたオスカーは皮肉な笑みを見せる。

「お前などよりよほど陛下の方が強い。この程度の腕に慢心した道化が……姫を傷つけてくれた報いは受けてもらうぞ」

　低い、本気の声。

　本能がディータに逃走を囁く。

　それに従うべきか否か逡巡した彼の目前に、もはや受けきれない白刃が迫っていた。







　圧倒的な技量を以てディータを斬り捨てたオスカーは、剣を振って血を払うと剣自体をいずこともなく消してしまった。彼はまだ床に這いつくばっているリースヒェンの元に戻ると、彼女を抱き上げる。オスカーが触れると、五つの封装具は軽い音を立てて砕け散った。

　リースヒェンは目を丸くして、男の青色の瞳を見上げる。

「先生、剣つかえたのです？」

「こっちが本業なんだ。怪我をさせてしまってすまない」

「大丈夫。ありがとう、ございます」

　リースヒェンはふっと表情を和らげると、オルトヴィーンとエルシーを見やる。既に敵の魔法士はナークによって絶命させられており、エルシーが王の手当てをしているところだった。

　階段を下りてくる複数の足音が聞こえる。王を呼ぶリマの声が響いた。

　オルトヴィーンは、リースヒェンと彼女を抱き上げる男の姿を、驚愕を以て見つめる。

　そこにいる二人は本来いるはずのない人間──かつて母の本に挟んであった肖像画に描かれていた二人と同じ顔をしていると、彼はようやく気づいたのだ。





※






「お前は何だ」

「事後処理はもういいのか、陛下」

　事態が全て収拾された真夜中、オルトヴィーンは謎の男の前で混乱する頭を抱えていた。

　襲撃者からの証言を元にベレンキ侯は捕らえられ、アーベルは魔法士の治療を受けることになった。戦死者への処遇やその他の仕事をやっと処理し終わった王は、リースヒェンが眠っている部屋を訪れ、そこにいた怪しい男から事の真相を聞きだそうとしたのだ。

　オスカーという名の男は、この一件が起こるまでは優秀な文官だった。アンネリ戦後に地方からの口利きで仕官してきた人間で、温厚で人当りがよく幅広い雑務をこなせるので周囲に重宝されていたという。それもあってリースヒェンの教師が回ってきていたのだが、さすがに普通の人間ではないことが露見したので、事後処理からはオルトヴィーンが外した。おかげで文官たちはあてにしていた人間がいなくなったことで、そこそこ苦労したらしい。

　オスカーは少女の枕元で平然と歴史書を捲めくっている。室内の何とも言えない空気に、リースヒェンについていたエルシーが困惑の顔を見せていた。

　オルトヴィーンは侍女と同じくらい困惑していたが、それをしていても話は進まない。仕方なく聞いた話を切り出す。

「お前がナドラスの間諜だというのは本当か？」

「本当。この城に入りこむ手て筈はずが必要だったし、これの弟も安全な場所に確保しておきたかったからな。用は済んだからもう手は切ったが」

　オルトヴィーンとエルシーは顔を見合わせる。

　ずっと彼のことを人畜無害な文官だと思っていたエルシーはおずおずと手を上げた。

「あの、あなたは何なのです？」

「これの片割れ。人外だ」

「……魔族？」

「はずれ」

　──ますます分からない。

　理解不能の限界点を越えそうな表情をしているエルシーに、王はしばしの退出を命じた。眠っているリースヒェンを除き二人だけになると、オルトヴィーンは気になっていたことを尋ねる。

「お前と、リースヒェンの顔は見たことがある。昔のファルサス王夫妻の顔だ」

「何だ、城の肖像画はずいぶん前に処分したんだが、どこかに残っていたか」

　それは婉えん曲きょくな肯定と取っていいだろう。オルトヴィーンは息をのむ。

　彼の推察が正しければ、彼ら二人がファルサスの玉座についていたのは数百年も前の話なのだ。

　人外だという男の言葉とその事実がどう繫がるのかは分からないが、ファルサスの名はオルトヴィーンの心を冷えさせるのに充分なものだった。自然と口の端に自嘲が浮かぶ。

「とんだ魔法大国だ。まさかこんな存在を擁しているとはな」

「俺たちはもうファルサスの人間ではないが……お前が言うのも変な感じだな。お前はファルサスの直系だろう？」

　──見破られた。

　オルトヴィーンの目の前がかっと熱くなる。どろどろと渦巻く感情に彼は唇を歪めた。

「滑稽か？　ファルサス王の異母兄弟でありながらロズサークの王となっているこの俺が……」

「異母兄弟？　従兄弟いとこだろう。何を言っているんだ」

　呆れたような男の声にオルトヴィーンは顔を上げる。リースヒェンの枕元に座るオスカーは、話の通じぬ子供を見るような目で彼を見ていた。

　従兄弟だというオスカーの言葉をのみこめないまま、オルトヴィーンは弱々しく説明する。

「俺の母は、先代ファルサス王の子を身ごもった。俺は不義の子だ」

「何だそれは……。さてはちゃんと説明されなかったな。伏せるなら全部伏せておけばよかっただろうに、困った親だ」

　オスカーは本を閉じるとオルトヴィーンを指差す。正確には彼の顔より少し上の何もない空間を。

「お前の母は、ファルサスの王女だった。先王の妹で本名をテネステーゼという」

「……は？」

「ただファルサス王女がロズサークに嫁げば、近くにあるキスクの警戒心を煽る。だからファルサスは王女を死んだことにして侯爵令嬢として嫁がせたんだ。その時は既に正室がいて側室とならなければいけないというのも問題になりそうだったしな。だがお前の母はそういった問題を押してもお前の父に嫁ぐことを望んだ。お前は間違いなくファルサス直系で……ロズサーク王の息子だ」

　だから従兄弟。分かったか？　と続けた男にオルトヴィーンはすぐには何の返事もできなかった。言われたことを何度も咀嚼し、整理する。

　それが真実だとしたら、自分は今までまったくの勘違いのもとに母を、ファルサスを、そして自分を憎んでいたことになる。オルトヴィーンは男の言葉を信じたいと思いつつも、それが自分に都合のいい幻想のような気がして当惑した。

「それが本当だと……どうして証明できる」

「証明と言われてもな。ロズサークにはアカーシアのようなものがないから今となっては難しい。ただファルサスに問い合わせれば、向こうの王はお前のことを承知してると思うぞ。アカーシアを扱えるファルサス直系はもう何人もいないからな。非常時用に先代から本当のことを伝えられているだろう。──とは言え、お前の母はファルサス直系同士の争いが嫌で王家を出たというのもあるから、あまりお勧めしないが」

　ファルサス王族たちが、数十年前の廃王ディスラルの一件から互いに争い続けたという話は、オルトヴィーンも知っている。「ファルサス王家に関わるな」という母の言葉の意味は、その争いに巻きこまれるなというものだったのだろう。次々嵌っていく真実に、オルトヴィーンは嘆息する。

「あとは……これは証明になるかどうか微妙だが、お前の母親は顔立ちがリースヒェンに似ていただろう？　ファルサス王家には先祖返りか、たまにこいつ似の女が生まれる」

「……それは」

　オルトヴィーン自身も気づいていたのだ。彼は眠ったままの少女を見つめる。形のよい眉、大きな瞳に高い鼻び梁りょう。その全てが母と似ている。血が繫がっていると言われて違和感がないほどに。

　それが真実だというなら、先代のファルサス国王が赤子のオルトヴィーンを見に来た理由は、出産を終えた妹とその子を見舞いにきたのだろう。そして二人の兄きょう妹だいはそれを最後に別れた。妹がファルサス王家と縁を切ることを望んでいたからだ。

　もっと早く、父王にでも事実を確かめていればよかったのかもしれない。

　だがそれは恐くてできなかった。だから全ては母と自分が少しずつ掛け違えてしまった結果だ。

　母の真実を今更ながらに知った彼は、急には切り替えられない思いを抱いて目を閉じる。

　思い出す記憶の中、彼女はとても美しく──幸せそうに笑っていた。
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　戻ってきた臣下の報告を聞いたキスク王妹オルティアは、不愉快を隠そうともしないまま跪く男に扇を投げつけた。男はただ頭を下げて主人の怒りを受け止める。

「お前の話はつまらぬとは思っていたが、まさか肝心なところを歯抜けで帰ってくるとは思わなかったわ。やはり妾が自ら行けばよかった」

「申し訳ございません。地下室だったもので、見つからずに近づくことができず……」

「近づけばよかったのだ。腕の一本や二本なくなっても、妾のためなら惜しくはないであろう」

「左様でございます」

　彼女は諾々と頭を垂れる男に向かって、これみよがしに舌打ちして見せると象牙色の足を組む。酒に濡れた紅い唇が艶かしい魅力を醸し出した。

「それで？　まさか土産もないとは言うのではなかろうな」

「お望みのものは確かに……女を一人、連れ帰ってまいりました」

　男は振り返って扉のところに立つ従者に目配せする。従者は扉を開き、そこから一人の女が現れた。彼女はしずしずと室内に入ると、部屋の主人である女の前に両膝をついて礼をする。

「名乗れ」

「お初にお目にかかります、オルティア様。わたくしセイレネ・エアト・ソフォナと申します。ロズサーク侯爵家の出身で、ロズサーク王オルトヴィーンの側室をしておりました」

「ほう？　それで、セイレネ。お前はどうやって妾を楽しませてくれるのだ？」

　セイレネは顔を上げる。野心の滲む目で彼女は笑うと、自分の腹を撫でた。

「わたくしは子を身ごもっております。その子はファルサス直系……ファルサス先王の孫にあたる子でございます」

　多くの意味を持つ言葉に、オルティアはさすがに上体を起こした。大きな目に驚きが光る。それが次第に悦よろこびに変わっていくのをセイレネは微笑んで見守った。

「面白い……。それは実に面白いな！　詳しいことを聞かせてもらおう。兄上も興味を持たれるに違いない」

　オルティアの手招きにセイレネは応える。




　別室に置かれたままの彼女の荷物の中には、最低限の身の回りの物とともに一冊の古い本が入っている。騒ぎのどさくさの中、男に誘われロズサークを出ようとしたセイレネは、不思議と何かに呼ばれた気がして奥宮の倉庫にあったこの本を手に取ったのだ。

　何故何の題名もない本を選んで持ち出してきたのか、彼女自身にもよく分からない。今はただ、新しい国において自分の立場を確立することの方が重要だった。

　セイレネは奥宮で扉越しに盗み聞いたオルトヴィーンの話を語り始める。

　ファルサスとキスク、大国同士の亀裂が今、徐々に広がりつつあった。
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　夢を見た。

　子供の頃からいつも見ていた夢だ。

　自分は白いぼんやりとした空間で、誰かと話している。誰かはいつも真剣に話を聞いて、返してくれる。温かく、優しく、時には諭すように、彼女の孤独を埋めるように。

　その夢がリースヒェンの十六年を支えた。

　夢に見た誰かが、本当に自分のところにまで来てくれるなどとは思いもしなかった。




「起きたか、リースヒェン」

　うっすらと目を開けて、まず聞こえてきたのがその声だ。

　低い、よく響く声。安心できるその声にリースヒェンは夢の続きかと思って目を閉じかける。

　けれどすぐに現実を思い出すと飛び起きた。

「先生！」

「おはよう。具合はどうだ？」

　その問いに答えず、リースヒェンは枕元で本を開いている男に両手を伸ばす。自分の中の記憶を確かめるように少女は彼の頰に触れて、青い瞳を覗きこんだ。男は微笑する。

「どうしましたか、姫」

「先生、わたしと夢で会ったこと、ある？」

「ある」

「どうして教えてくれなかったの？」

　続けざまの質問に、彼はさすがに苦笑した。閉じた本を小さなテーブルに置くと、そこにあった自分の眼鏡をリースヒェンにかける。少女はそれで初めて、教師の男がかけていた眼鏡がただの硝子であったことを知った。

「お前には自分の未来を選ぶ権利があるからな。そこに訳知り顔で割りこんでは、要らない先入観を持たせてしまうだろう」

　そういって彼が見せたほろ苦い表情はリースヒェンの知らない顔だ。彼は少女といる時いつも公正で、多くの知識を偏ることなく教え、自分で考えることを促してくれた。何も知らない彼女に寄り添い、辛抱強く付き合ってくれた。そんな向き合い方の全てが、彼女のためのものだったのだ。

　リースヒェンは何も言えずにただ男を見つめる。その沈黙を彼は混乱と受け取ったのか、本を手に立ち上がった。

「これからのことは、ひとまず、ゆっくり休んでからどうしたいか考えてみればいい。アンネリを見に行くこともできるし、弟と話すこともできる」

「っ、」

　祖国を見ることも弟に会うことも、どちらもしてみたいと思っていたことだ。自分自身が広い世界を見て回らなくてもいい。大切にしたい存在が平和でいるのか、こっそり見てみたい。

「ああ、このままロズサークの城で暮らしたいならオルトヴィーンに交渉するぞ。ナドラスのことも人質の件も気にしなくていい。アンネリ統治についてはオルトヴィーンとアーベル王子で話がついたから、姫は自由に好きな道を選べる」

　それはリースヒェンにとっては朗報で、けれど今は、どうしても確かめたいことがあるのだ。

　寝室を出ていこうとする男を彼女は追いかけようとして、自分のぼさぼさの髪に気づく。あわてて頭の周りだけを撫でつけると、もどかしく寝台を下りながら声を上げた。

「せ、先生は？」

「ん？」

「先生は、どうすればわたしと一緒に、いてくれますか？」

　たくさん選べる道があるのだとしたら、どれを選べばこれからも彼と一緒にいられるのか。

　もっと話してみたいのだ。彼に聞きたいことはいくらでもある。勉強のことも、他愛のない話でも。一緒にいて、彼の思考と心に触れられる時間が好きだ。いつからか授業の時間が待ち遠しくなって、彼の目に映る自分が気になるようになった。新しいことを学んでいく喜びとは違う、ふわふわと浮き立つようなこの感情は何なのか。

　ただ手放したくないと思うのだ。何かを自分で選べるなら、この思いだけは手に取りたい。

　男は開けかけた扉を閉めるとリースヒェンに向き直る。

「姫が嫌でなければ傍にいるぞ」

「本当!?」

「と言っても、素性が割れてこの宮廷から籍はなくなったんだが……」

　それを聞いて彼女は顔色を失くす。絵に描いたように一喜一憂する少女に、男はふっと微笑んだ。彼はリースヒェンの前に跪くと、大きな手を差し出す。

「ならリースヒェン、ここを出て、俺と一緒に生きてくれないか？」

「え」

　それはどういう意味なのか。摑みかねて少女は戸惑う。与えられることに慣れていない彼女は、男の言葉を反芻した。

「わたしと一緒に、いてくれる？　先生はそれで、困らない？」

「困らない。最初からお前を迎えに来たんだ」

　リースヒェンはじっと男の手を見る。夢の中でも一度取った手。その手は彼女に差し出された選択そのものだ。あの時から彼は、たくさんのことを教えてくれた。きっとリースヒェンに見える選択肢が増えるようにだ。

　自由に、大陸のどこに行ってもいい。行かなくてもいい。

　なら、望むのは──

「わたしでいいの？　どうして？」

　彼の手を取る。大きな手が自分の手を包みこむように握るのを見て胸が跳ねた。

　リースヒェンの柔らかな掌に彼は口付ける。赤面する少女を見上げて彼は微わ笑らった。

「お前が好きだから。学ぶ努力を惜しまないところも、なんにでも一生懸命にむきになるところも。情が深くて民を守りたいと願うところも、陛下を助けようとするお人ひと好よしなところも。全部見てきた。お前の生き方を愛している」

　不器用に、手探りで前に進もうとする少女を、彼は教師として傍で見てきたのだ。

　その上で、欠けたところばかりの彼女を選んでくれるという。

「……そんなの、夢みたい」

　熱を持つ目を少女は細める。

　彼がくれる愛は、きっとリースヒェンが知るより大きすぎて、全部は分からない。

　でもきっと一人で生きてきた十六年間を埋めて有り余るものだ。

　だからその愛に見合う人間になれるように。彼に自分のすべての愛を捧ささげられるように。

　手を放された彼女は男に飛びつく。

「わたしも、あなたが好き」

　抱きしめられたリースヒェンは、温かな腕の中で目を閉じる。

　孤独の中で見てきた夢は終わる。

　そして選んだ今が、生まれてきて一番幸せだった。
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「さて姫、忘れ物はないかな」

　オスカーに言われて、リースヒェンはロズサーク城の私室を見回す。

　この部屋で暮らし始めた時、オルトヴィーンは「欲しいものは適当に言え」と鷹揚に示してくれたが、結局多くを望まないリースヒェンの私物はほとんど増えなかった。

　それでも城を出るにあたって、エルシーが目を潤ませながら服と本と様々な小物を荷造りしてくれ、荷物は布張りの箱四つ分になった。その箱はオスカーが既に転移魔法でどこかに送ってしまっているので、あとは本当に手持ちの荷物だけだ。

　リースヒェンはエルシーにもらった薔薇の髪飾りを確かめ、小さなナークを抱きなおすと、オスカーに頷いて見せる。

「大丈夫、なのです」

　城に刺客が入りこんできてから一カ月、やりたいことは全てやれた。弟とも会って、不器用ながらもたくさん言葉を交わした。アンネリも二人で見に行って、国のことを頼んで、彼からは「どうぞ幸せになってください」と涙ながらに言われた。

　魔法板の開発にもぎりぎりまで参加して、リマからは「お別れが残念です。ご自身の力に振り回されることがありませんよう」と念を押された。実直で、言うべきことは言ってくれる彼のことを、リースヒェンは好きだったのだと思う。

　オルトヴィーンからは、ただ「自由に生きろ」と言われた。そこに込められている感情は複雑すぎて、リースヒェンに全ては理解できない。それでも彼は前より肩の荷が下りたように見えた。

　そのオルトヴィーンは何故だかオスカーが苦手らしく、多忙もあって見送りには来られないという。もともとリースヒェンは秘密裏に城を出るのだからそれは仕方ない。お礼の言葉はたくさん言った。彼はちゃんと、最初に出会った時から最後まで自分を助けてくれたのだから。

　少女は、これから先の人生を共にする男を見上げる。

「オスカーは、本当にわたしとずっといてくれる？」

「もちろん。一生大事にする。大人になったら結婚しよう」

　不安げな少女の額に、オスカーは顔を寄せて口付ける。それだけでリースヒェンの顔は真っ赤になった。一人見送るエルシーが、少しだけ恨みがましい目でオスカーをねめつける。

「ちゃんと大事にしてくださいね。あとリースヒェン様は、朝弱いので寝かせておいてください」

「ここでも朝は放置されてたのか……」

「リースヒェン様も、嫌になったら帰っていらしていいんですからね！」

「大丈夫。本当に、色々ありがとう、エルシー」

　そう言うと、侍女は顔を覆ってわっと泣き出す。リースヒェンはあわてて彼女に駆け寄った。

　オスカーは二人が別れを惜しむのを待って、少女に手を差し出す。

「行こう。どこにでも、お前が行ってみたいところに連れて行ってやる」

「あなたが一緒なら、どこでも楽しみ」

　これから自分の知らない広い世界の、どこにでも行ける。

　けれどそれ以上に、彼と一緒だということが幸せだ。わくわくして昨日もなかなか眠れなかった。

　開かれる転移門をリースヒェンは憧れの目で見つめる。

　そしてまた、二人の長い旅は幕を開けるのだ。





※






　アンネリ王家が滅んでから数カ月後、旧アンネリ領土はロズサーク王の承認のもとアーベルを領主として治められることになった。

　ロズサークからナドラスへの武器の輸出は以前と同じ水準に戻されたが、それ以上に大陸を驚かせたのはロズサークが鉄の魔法板を開発し、売り出したことだ。構成上の限界ということである程度の大きさと厚みは固定され、防具はともかく武器への転用はできなかったが、各国の商人たちはこぞって鉄の魔法板を買い占めに走った。

　噂に聞く板を取り寄せたファルサスは、その構成に温故知新とも言うべき、今はほとんど使われていない技術の更なる洗練を見出して舌を巻く。

　だがロズサークは誰がこの構成を開発したのかをついに明らかにすることはなかった。

　──アンネリに王女がいたという話は、戦争の混乱が生んだ流言として片付けられた。

　真実を知る者は誰も何も話さない。彼女の名を口にしない。

　名前を持たない薔薇のような少女は、こうして歴史の闇の中へと消え去った。

　あとにはただ、朽ちた城の離れが残るのみである。
















「ここに住むの？」

　リースヒェンがそう尋ねたのは、森の奥にある屋敷だ。見回しても道も何もない、まるで孤島のような場所。転移で屋敷に少女を連れてきた男は微笑む。

「家はここだな。ここを拠点に大陸を回る」

「わたし、夢の中で来たことある」

「あの時は精神だけで来てたみたいだな。俺にはできない」

　さらりと言いながら彼は少女を手招く。

「おいで。中を案内する」

　物珍しげに庭を眺めていたリースヒェンは、飛び上がると小走りに男の後を追う。玄関を開けるとそこには青白い髪の子供が立っており、二人に向けて深々と頭を下げた。

「お帰りをお待ちしておりました」

「ああ。リトラ、こっちはリースヒェンだ。見ての通りだし、色々と学んでる最中だから聞かれたら教えてやってくれ」

「かしこまりました。リトラと申します。この屋敷を管理する使い魔です。何かあればお気軽にお申しつけください」

　感情のない顔で、けれど丁寧にそう言う使い魔をリースヒェンはまじまじと見つめる。

「すごい……。よろしく、お願いします」

　人間と変わらない程度に話せる使い魔など誰がどうやって作ったのか。感心するリースヒェンは、オスカーに呼ばれて屋敷の中へとついていった。一つ一つ案内される部屋の中には「魔法の実験室だが危ないものが多いから、あまり触らないように」と言われた部屋もある。

「ここがお前の部屋だ。と言っても、使ってなかった部屋だから最低限の家具しかない。これから一つずつ欲しいものを買いに行こう」

　白木の壁と床で明るい印象の部屋に置かれているものは、寝台と衣装箪だん笥すと鏡台と本棚だけだ。ロズサークから持ってきた箱は既に荷に解ほどきされているらしい。既に普通に生活するには充分なほどに物はそろっているが、部屋が広いせいでがらんとした印象を受ける。

　ただリースヒェンが気になるのは別のことだ。

「寝室はあなたと、一緒じゃないの？」

「別。一人で寝るのが怖いなら、眠るまでついててやるぞ」

「それは平気だけど……わたしに触ると、危ないから？」

「危ないってなんだ」

　オスカーがぽんとリースヒェンの頭に手を置く。少女は目だけでその手を見上げた。

「魔力が暴走して、相手に怪我させちゃうんだって。オルトヴィーンが気をつけろって」

　以前そうしてオルトヴィーンの顔に傷をつけたことがあるのだ。彼はそれで懲りたらしく、城を出る際に「一応言っておくが、新床で相手を殺さないように気をつけろ」と忠告された。

「ああ、そのことか。俺は別に魔力を無効化できるから平気なんだが……」

「じゃあ」

「一緒には寝ない。お前にはまだ早いからな」

「む……」

　そこまで子供ではない、と思ってはいるが「大人になったら結婚しよう」とは、どれくらい後のことなのだろう。少なくとも読み書きが滑らかにできるようになってからだろうか。それまで自分はちゃんと、彼に愛想をつかされずにいられるだろうか。

　そんな不安が面に出てしまったのか、オスカーは微苦笑する。

「分かった。じゃあ先に花嫁衣い裳しょうを作り始めよう。衣裳ができて落ち着いたら式だけ挙げておくというのはどうだ？　妻になってからゆっくり大人になればいい」

「いいの!?　ちゃんとした大人になれないかもしれないのに……」

「ちゃんとするかどうかが結婚の理由じゃないからな。お前を好きなのは本当。ただ今は子供に見えるから時間をかけたいだけだ」

「オスカーって子供でも好きになってくれるの？」

「それにどう答えても俺の逃げ道が塞がれていく気がするんだが」

「ごめんなさい」

　要するにオスカーは、彼女の不安を拭いながら彼女の成長を待つつもりなのだろう。今のリースヒェンにできることは、それを「どうして」と粘って聞くことではなく、一刻も早く彼に見合う大人になることだ。

「わたし、がんばります」

「無理はしなくていいからな。のんびりでいい。どの道、探し物もあるんだ」

「オルトヴィーンが言っていた、本のこと？」

　リースヒェンははっきりとは聞かなかったが、どうやらロズサークの城にはオルトヴィーンの母の遺品として一冊の本があったらしい。なんでも「全ての歴史が記される本」とオルトヴィーンの母は言っていたらしいが、実際彼女は予見としか言えないような助言を王にしていたこともあるという。オスカーはその本が探している「呪具」の疑いがあると言って城の中を捜索したのだが、どうしても本は見つからなかった。おそらくもう城内にはないのだろうということで、これから広い大陸を探すのだという。

「本も探すけどそれ以外の呪具も。これに関しては後でちゃんと説明する。それよりお前は、変な奴に見つからないことと魔法の練習の方が大事だな」

　オスカーは「確か実験室にティナーシャが作ったローブがあったはず」と言いながら部屋を出ていくと、まもなく黒い外がい套とうを持って帰ってきた。一目で魔法の品と分かるそれは、けれどいくら見ても構成が複雑過ぎて読み取れない。

「すごい……。視覚隠蔽？」

「らしいな。ただフードをかぶってる時しか効果は発動しないし、見えなくなるだけで人にはぶつかるから注意だ。俺とはぐれた時にはこのローブを着て、転移で待ち合わせ場所まで行く──これが外の街を回る時の大前提だからな」

「わかりました」

　オルトヴィーンと弟のアーベルが和解したことで、リースヒェンにアンネリ王族としての意味はなくなった。ただ、だとしても狙われる理由には事欠かないのだ。そのことをリースヒェンも気を付けてはいるし、これから外の街を回るならなおさらだ。

「あともう一つは、どこにでも自由に連れて行ってやると言っておいてなんなんだが、ファルサスの城都は避けたい。できればファルサスもだ」

「オスカーも、ファルサスが嫌い？」

「好き嫌いはない。ただ今のあの国は禁呪の監視者になってるからな。お前くらい魔力が大きいと危険視されて面倒なことになるかもしれない」

「また、幽閉されちゃう？」

「それは俺がさせないけどな。進んでファルサスとことを構える気もないというくらいだ。行ってみたいなら見つからないように計らうぞ」

「ううん。特に興味は、ないのです。それより、見つからないようがんばります」

　表情に乏しいながらやる気に満ちているらしい少女に、オスカーは笑い出す。

「さて、今日は家で休憩するか？　外の街に行ってみるでもいいぞ」

「外の街も行ってみたいけど……」

　リースヒェンは隣にいる男を見上げる。

「あなたのことを、もっと知りたい。気になることいっぱいあるの」

　教師だった彼は、温和で物知りで辛抱強い人間だったが、今の彼はそれに加えて精悍さと人の上に立つ者の安定感が加わって、雰囲気が違って見える。一度「姫は元の口調の方が好きか？」とも聞かれたが、今の彼の方が好きなのでそのままにしてもらった。

　そんな彼がどこから来たどんな人間で、何をしてきたのか。何を考えて何が好きなのか。色々聞いてみたいと思っていたのだ。好奇心に目を輝かせている少女に、オスカーは相好を崩す。

「分かった。なんでも好きに聞けばいい。お茶を淹れるから向こうの部屋に行こう」

「オスカーは、今何歳？」

「この体で生まれてからは百五十年くらいかな」

「すごい。それって魔法士だから不老なの？」

「不老は体質。というか、俺にあまり魔法士としての能力を期待しないでくれ。構成を丸暗記してるだけだから」

「そんなに魔力があるのに？　わたしと一緒に勉強する？」

「散々やったけど向いてなかった」

　リースヒェンは子猫のように彼の周りにまとわりつきながら質問をぶつけていく。

　時の流れに沈殿していた屋敷に、花が咲くような色彩が戻っていく。





※






　リースヒェンは幽閉から解放された時も様々なことに好奇心を向けていたが、屋敷でオスカーと暮らし始めてから毎日が楽しくて仕方がないようだ。

　よく屋敷内を駆けていっては、リトラに家事を習ったり、庭で魔法実験をしたりしている。今まで「大人しくなさってください！」と止めていたエルシーがいないので、完全に勢いのよい子供だ。

　今も台所にいるオスカーを見つけて背中に激突してきた少女に、オスカーはさすがに注意する。

「こら、危ないぞ」

「ごめんなさい。でもわたしも料理、してみたいです！」

「俺は人に教えられるほどできるわけじゃないんだが……」

　基本的にオスカーは「自分が食べられればいい」で作ってきたのだ。リースヒェンを連れてきてしばらくは忙しかったので街から食事を買い出していたが、そろそろ作ってみようかと思っての今日だ。まともな味に作れるかどうかも怪しい。怪しいが、彼女がやってみたいというのに止めるのもおかしいだろう。

　オスカーは半歩横にずれて自分が作っている鍋の中身を見せた。

「気を付けることと言えば……肉魚は火を通すことかな。固い野菜や古めの食材も」

「それだけ？」

「それだけ。本当はそれだけじゃないんだろうが、俺はそれくらいしか気をつけてない」

　リースヒェンは寸胴鍋の中で大きな塊肉が煮こまれているのを覗きこむ。

「これはお水？」

「塩水。味をつけようと思って」

「すごい。何になるの？」

「何になるんだろうな……芯まで火が通ったら考えようと思ってた」

　いつもの調子で調理を始めてしまったが、質問されると答えられるほど考えてない。オスカーは魔法板に乗っている鍋の前から離れると、古い初心者用の料理本を持ってきた。昔買って一読し、そこに載っている手順を徐々に省略して今に至る一冊だ。

「俺はこの本の通りには作ってないんだが、本の通りに作るとちゃんとしたものができると思う」

「わかった。読んでみます」

「あと、刃物や鍋の使い方は教える。多分そっちは俺も間違ってないと思う」

「他は間違ってるの？」

「あまり味を考慮していないという点では間違ってる。手を洗っておいで」

「はーい！」

　リースヒェンは元気よく返事をすると水みず甕がめに向かう。

　そんな彼女が着ているのは、ロズサーク城から持ってきたドレスだ。向こうで普段使いしていたもので装飾過多ではないが、料理をするには不向きかもしれない。現に水甕から水を汲くみだす際にスカートが少し濡れるのを見て、オスカーは手元の魔法板の熱を最小設定に変えた。

「リースヒェン、先に服を買いに行こう」

「え。持ってます、よ」

「もう少し動きやすい服。あと俺が服を買いたいから」

「！　オスカーはどんな服着たいの？」

「いや、お前の服を買いたい」

　少女はそれを聞いて不可解げな顔になる。だがそれはそれとしてリースヒェンに服を選ぶのは初めてだ。オスカーは彼女の周りをぐるりと回って確かめると「よし」と頷く。

「花嫁衣裳の注文を出す店も選びたいからな。肉を茹ゆでてる間にちょっと街に行こう」

「わかりました！」

　リースヒェンは外套を取りに台所を出ていく。オスカーは念のため使い魔のリトラに「鍋の水がなくなったら調理板を止めといてくれ」と命じると、自分も外出の支度をした。

　そうして二人は屋敷から離れた小さな町へと転移する。







　高い岩山にほど近い街は、中央通りの左右に店が立ち並び、人通りも多い。フードを下ろして視覚隠蔽の効果を切っているリースヒェンは、男に尋ねた。

「ここはどの辺りの街？」

「大陸北西部。前に『魔女に滅ぼされて汚染された土地がある』って話しただろう？　その少し南」

「え！　汚染された土地、見てみたいです！」

「岩山登山になるから、また今度な」

　オスカーは見えてきた服屋へとリースヒェンを手招く。呪具を探して大陸各地を回っている時に、妻に似合いそうな服を作っている店を見かけたら覚えておくようにしていたのだ。リースヒェンはティナーシャとはまた違う系統の服が似合うだろう。

　小さな店内をリースヒェンが興味津々で見て回る間に、オスカーはどんどん彼女の服を選んでいく。戻ってきた少女がぽかんとして彼を見た。

「こんなにどうするの？」

「俺の趣味なんだ。好きじゃない服があったら弾いてくれて構わない」

「わたしが着替えると、オスカーは楽しいの？」

「楽しい」

　それを言うとティナーシャは呆れた目をしたものだが、少女は花が咲くようにぱっと微笑む。

　──日に日に表情が豊かになっていく彼女は、オスカーにとって感情そのものだ。

　六十年前に妻を失ってからの毎日は、ただ黙々と同じ日を歩いているだけだった。

　時間は底の見えない、流れの変わらない川と同じで、そこに大きな揺らぎはない。揉め事や騒動、戦闘があるかないかではなく、妻がいない限り彼の感情は動かない。だから全てが平へい坦たんに思える。呪具との戦闘で自分が死に瀕ひんしてもそれは変わらなかった。

　けれど彼女が戻ってきてからは、一日があっという間で感情に溢れている。

「お前を着せ替えるのが好きなだけだ。何を着ても可愛いんだが」

「それ、わたしが小さいから？」

「大きさは関係ない。というか、お前ひょっとして大きい小さいを、体の大きさのことだと思ってないか？　だとしたらお前はそれ以上身長伸びないぞ」

「え」

　愕然とする少女に、オスカーは噴き出しそうになるのを堪える。

「どんなお前でも愛しているから関係ない。急いで大人にならなくていいんだ。お前が毎日を楽しんでるのを見るのが嬉しいからな」

　彼女が幸福に日々を生きているのを見るのが幸せだ。

　妻の少女時代を支えてやることは今までできなかった。だから今こうしているのはオスカー自身の希望でもあって、彼女が彼に合わせる必要はないのだ。

　リースヒェンは小首を傾げる。

「わたしが今のナークが好きで、でもナークが大きくなるのを楽しみにしてるみたいに？」

「そう。そうなんだが、ナークはあれで既に大きくなりきってるんだ……。普段魔法で小さくなってるだけで」

「ええ……」

「帰ったら見せてもらうといい。背中に乗って空を飛べるぞ」

「すごい！　乗りたい！」

　はしゃいだ声を上げる少女は、店員の手を借りながら次々服を試着していく。最終的にオスカーは、リースヒェンが選んだ一着を含めて二十着近くを会計すると、それらを先に屋敷へ転移させた。

　彼は店を出ると、少女の手を引いて通りを歩き出す。

「仕立て屋も見に行こう。お前が気に入ったならそこで花嫁衣裳を頼む。どんな衣裳を着たいとかあるか？」

「白くてふわっとしてるのが、いいです！」

「分かった。大陸一可憐な花嫁にしてもらおう」

　喜色に弾む少女を、行き過ぎる街の人間がちらちらと振り返る。

　彼女の美貌は特異なものだ。しかしリースヒェンは幽閉されていたのと、その後も宮廷内で過ごしていたとあって、自分の外見に関しての意識が乏しい。魔力の大きさは異常だという自覚があるが、それだけだ。

　オスカーは空いている手でリースヒェンにフードをかぶせる。魔法具によって隠蔽を施された少女はきょとんとした。

「わたし、はしゃぎすぎてた？」

「いや。お前は目立つから。仕立て屋でヴェールも買おう」

　連れがいる少女をいきなりどうこうしてこようとする者はいないだろうが、世の中にはたちの悪い人間がいくらでもいるのだ。けれどリースヒェンは別のことに思い当たったらしい。魔法大国の名前を出す。

「ファルサスに見つかっちゃう？」

「さすがにこんな辺境でそれはないだろうが、人攫いに目をつけられるかもしれないからな」

「さらわれるとどうなるの？」

「攫った相手が死ぬ」

　事実でしかない結論を聞いて、リースヒェンは「それは大変だから気をつけます」と頷く。

　二人が角を曲がると仕立て屋が見えてくる。大きな窓越しに飾られている花嫁衣裳を見つけると、リースヒェンは歓声を上げた。

「すごい！　すてき！」

「一から採寸して布を選んで、どういう衣裳にするか相談できるぞ。ただ完成まで早くて半年、予約が詰まってたら一年はかかるから、その間は何度か衣裳合わせに来ることになる」

「何度だってうれしい、です。ちゃんと似合うように、がんばります！」

「それは俺の台詞せりふだな。ちゃんと幸せにする」

　オスカーは少女の手を引いて厚い木の扉を押し開ける。

　握り返される指の温かさは、彼の感情そのものだった。
















　彼女といる幸福な時間は、一人で暮らした六十年よりもずっと早く過ぎ去る気がする。

　もちろん日々に起伏が多いからというのもある。花嫁衣裳を試着しに通っている途中でオルトヴィーンの情報を聞き出そうとする追手に見つかったこともあれば、探していた呪具の本の処分を巡って大量召喚された魔物と戦ったこともある。魔法実験に失敗したリースヒェンが小さな爆発を起こしていることなど日常茶飯事だ。

　ただ、そういった騒動が多いから毎日が忙しいというわけではなく、ただ彼女が傍にいるだけで時間の流れ方が違って感じられるのだ。

　ロズサークに潜入した最初の頃は、どう彼女と関係を築いていこうか悩んだものだが、教師として向き合っているうちにリースヒェンはごく当然のように自分を選んでくれた。

　正直言って、好意を示しても一年くらいは困惑される可能性が高いと思っていたので、彼女が迷わず自分を選んでくれたことには驚いた。これがティナーシャやリトラが言う「そつのない立ち回り」なのだとしたら、自分には自覚がないので再現性があるかどうか恐い。ただ一年間もロズサーク城でリースヒェンを口説き落としていたら、オルトヴィーンが胃痛で病んでしまったかもしれないのでちょうどいいかもしれない。あの若き王は、何故かオスカーのことを苦手な親戚のように避けているようだったので。

　聖堂の祭壇前でそんなことを考えていたオスカーは、扉の開く音に振り返る。

　そこに立っているのは白い花嫁衣裳を着た少女だ。花の意匠をあしらった長いヴェールが床にまで広がっている。たっぷりと布を重ねたスカート部分は、それ自体がほころびかけた蕾つぼみのようだ。

　結局、この衣裳が完成するまで一年近くかかった。それでも待った甲斐は充分にあると思う。オスカーは染み一つない純白の少女に見み惚ほれる。

　辺境の小さな聖堂を借りての、二人だけの結婚式。

　その花嫁である少女は、恥ずかしそうに微笑んだ。

「お待たせしました」

「綺麗だ。似合ってる」

　つい漏れた言葉はまぎれもない本音だ。もっとも時折リースヒェンが心配そうに「嫌いになってない？」と聞いてくるのに「全然。今度は何が心配になったんだ？」と返しているのも本音ではある。単純に、それを聞いた彼女がどう思うかまで考えて発言しているかどうかの違いだ。

　ただ、咄嗟に零れた言葉も少女にとっては嬉しいものだったようだ。リースヒェンは頰をうっすらと染めて微笑む。

　彼女に花嫁衣裳を着せるのは、消えてしまった歴史を含めてもう何度目になるだろうか。

　その一つ一つが貴重な記憶だ。いずれの彼女も愛しく、守らなければならない存在だ。

　オスカーは、未だ記憶の戻らぬ妻の頰に触れる。

「愛してる。お前の夫として、永劫変わらぬ感情を約束する」

「そんなにずっと変わらないのって平気？」

　心配そうな少女の顔に、魔女の呆れたような顔が重なって見える。

『──貴方の頑固さがずっと変わらないなんて、恐いですよ』

　あの日彼女にした約束通り、自分はまだ変わらないままでいるだろうか。

　彼女の死を何度か経験して、それでも変わらないでいるという選択は、まともではないのかもしれない。それでも自分のこの想いが、時をわたっていく彼女のよすがになればいいと思う。

　そうして彼自身も、彼女を恋うて永遠を生きていくのだ。

「何が変わっても、俺だけは変わらない」

　たとえ彼女が遠い未来、悠久に疲れ果てて長い休眠につくことを選ぶとしても。

　その時自分は彼女が眠る寝台を毎夜訪れて、今日と同じく愛を囁くだろう。

　自分はおそらく彼女よりも、人や国への執着が薄いのだ。それらは時と共に移り変わっていくのが当然だと最初から受け入れている。だから、自分一人で悠久を生きることに耐えがたい苦痛を覚えない。その代わり彼女の手だけは放すことができない。

　今は何も知らない妻は、ほっと安堵したように目を細める。

「わたしもあなたが大好き。ずっと一緒にいられるように頑張ります」

「お前は充分努力してるぞ。あっという間に俺より魔法を使えるようになったしな」

「オスカーが、どうして構成を自分で編み出せないのか不思議」

「それは典型的な『できるやつ』の言い分だ……」

　やはり彼女は、魔法に関して天賦の才があるのだろう。楽しそうに努力しているのは見ていて自分も楽しい。こういう時間こそゆっくり流れてくれればいいのにと思ってしまう。

　オスカーは身を屈めると自分の花嫁に口付ける。

　顔を離すとリースヒェンは幸せそうにはにかんだ。精一杯背伸びをして彼に抱きつく。

「オスカー、わたしって大人になった？」

「出会った時よりはもちろん。鍋を爆発させなくなったしな」

　婉曲な答えは「でも子供の範はん疇ちゅうだ」と言っている。彼女は不服そうに頰を膨らませた。

　とは言え、彼女がこの一年で成長したことは確かだ。世間知らずは大差ないが、魔法士としては「不器用な立ち回りで、恐ろしいほど高火力の魔法を打つ」人間になりつつある。オスカーが前衛券護衛としてつけば実戦にも出られることは、しばらく前に『七番目の魔女』が起こした対魔物戦で確認済みだ。

　──だからそろそろ彼女を連れて本格的に動いてもいいかもしれない。

　オスカーは小柄な妻を抱き上げて問う。

「さて、今日はどこに行きたい？」

「ナークで空を飛びたい！　せっかくだから！」

「分かった。でもその衣裳だから飛ばされるなよ」

　聖堂を出た彼はナークを呼ぶ。空で遊んでいたらしいドラゴンは急いで下りてくると、主人の命令を受けて元の大きさに戻った。オスカーはドラゴンの背の真ん中に花嫁衣裳の妻を座らせる。

「じゃあ行くか、ナーク。一回りしよう」

　小さく鳴き声を上げて、赤いドラゴンは空へと飛び立つ。そうして悠然と跳び始めるナークから見える景色は、緑溢れる美しいものだ。

　今いた街がたちまち遠ざかるのを振り返って、リースヒェンは歓声を上げる。

「すごい！　楽しい！」

「お前は本当、高いところを怖がらないな」

　風に舞うヴェールを押さえて少女は歓声を上げる。ナークはその声に喜んで更に速度を上げた。

　オスカーは軽い少女が飛んでいかないよう、細い腰を引いて抱き寄せる。

「リースヒェン、来年あたりには東の大陸に行ってみようと思うんだが」

「あ、呪具の残りの一冊を探しに？」

「そうだ」

　この一年の間、ロズサーク城から持ち出された本はキスクへと移動し、その後キスク宮廷内でのごたごたを経て、ある娘の手に移動していたらしい。最終的には彼女の意志によって本は焼却され、同時にもう一冊あった本も処分されたが、その際に同じ力を持つ本が一冊、遥か昔に東の大陸へ渡っていたことが判明したのだ。

　リースヒェンには、自分たちが厳密な人間ではないことと呪具を破壊する使命があることを説明してある。そのせいか、遠い別大陸にまで行くと聞いてもたいして驚きもしないようだ。

　彼女は吹きつける風に目を細める。

「あなたと一緒だと、世界が広がる。色んな景色を見られるの楽しいです」

「それはよかった」

　若き妻の言葉にオスカーは微苦笑する。本当はもっと平穏な生活を送らせてやりたいのに、自分たちはいつもこうだ。それでも二人ならばいいと、彼女は笑ってくれるのだろう。

　リースヒェンは無邪気に問う。

「このまま東の大陸まで行ってみる？」

　その問いにナークがびくっとしたのは気のせいではないだろう。彼らが今いるのは大陸西部だ。

「さすがにそれは無理だ。距離がありすぎるからな。荷造りをして船で行く」

「わたし、船に乗るの初めて！」

「俺もほとんどないな……沈没しないことを祈ろう」

　どのような旅になるのか行ってみなければ分からない。呪具を探して別大陸に行くことになるかもとは以前から思っていたが、ついにその機会が回ってきたのだ。

　リースヒェンは風を楽しむように左手を広げる。手袋を嵌めたその指先から、光の粉が生み出され空に散っていく。光は淡い帯となって天にたなびいた。地上から見えたならそれは、ただの神秘になるだろう。彼女といると大抵の神秘が種明かしされるのだが、そもそも彼女の存在自体が神秘だとオスカーは思う。

　一年前よりも表情が豊かになった彼女は、眼下の街道を行く隊列を憧憬の目で見つめる。

「わたし、ちゃんと大人になれたら、あなたの子供を産んでみたい」

　人の営みを愛いとおしむ少女のその言葉に、オスカーはいくらかの痛みを覚える。けれど彼は、表に感情を出さないように意識した。

「無理だ。俺たちに子供は生まれない。人間じゃないから胎児に魂が宿らない」

「そうなんだ」

　リースヒェンはがっかりした様子もなく当たり前に返す。オスカーは妻の小さな手を包みこむように握った。

　隊列が遠ざかり、神代から変わらぬ美しい沃野が広がる。人の姿のない空を二人は飛んでいく。

　この翌年、彼らは旅支度を整えると東の大陸への船に乗った。





※






　東の大陸について、オスカーが知っていることはそう多くない。

　大陸分割神話において、彼らの生まれた大陸は五人の兄弟神のうち末弟アイテアが治めることになったが、東の大陸は次兄ディテルダが治めたこと。ディテルダの人に対する方針は「人間の中から王を選び出し、代理統治をさせながら互いに争わせればいい」というものだったという話。それを反映してか、東の大陸はこちらの暗黒時代と比べても、未だに戦争が多いこと、くらいだ。

　東の大陸の、古き名は「ディスカルダ」。

　元いた魔法大陸が神代には「アイティリス」と呼ばれたのと同様、主神の名を冠した大陸だ。

「と言っても、この古き名というのは時とき読よみの記録から引き出したものだからな……。俺が人間だった頃でさえ東の大陸は東の大陸だったし」

「他にも三つくらい大陸があるんでしょう？」

「神話ではな。どこにあるのかも分かってないが」

「仲良くしてるのは、東の大陸とだけ？」

「仲良くはないし、交流自体そんなにないんだ」

　一カ月の船旅を終え大陸西端の港に降り立ったオスカーは、片手に荷物を、片手に妻の手を引いて歩き出す。この大陸に来るにあたって最低限の情報は集めたが、手に入ったのは本当に最低限だ。

　遥か昔オスカーの治世には、東の大陸からクルシアという国が魔法大陸に侵攻してきたが、今は滅びて残っていない。その時に対処したのはティナーシャで、彼女は東の大陸まで行って侵攻軍が帰還せざるを得ないよう砦を破壊してきたそうだが、彼自身はそれを又聞きしただけだ。

「当時から残ってる国も少ないみたいだな。さすが戦乱が絶えない大陸」

　オスカーは青空の下、乗合馬車の行く先一覧を書いた看板を見上げ、感想を漏らす。

　どうも元の大陸からすると、東の大陸は「争いが絶えず暗黒時代を脱せない危険な大陸」という印象なのだが、東の大陸からするとあちらは「魔法に重きをおく怪しい大陸」らしい。

　そんな互いの印象の悪さと長い船旅が必要ということもあって渡航する人間は少なく、物の交易だけが細々と続けられている現状だ。

　ざわつく港町では、大きな木箱が積み重ねられ運ばれ、あわただしく人々が立ち働いている。日ひ除よけのヴェールをかぶったリースヒェンが夫に尋ねた。

「どの国から調べるの？」

「さて、歴史がそこそこあって近いところからだな。あの本がこちらの大陸に来たのは大分昔だそうだから、使われてるのか死蔵されてるのか分からん」

「全部の歴史が書かれる本、ですよね。わたしも読んでみたいです」

「気持ちは分かるが駄目だろ」

　リースヒェンは首を傾げる。彼女に抱かれている小さなナークもそろって首を傾げた。

　──外部者の呪具であった問題の本は全部で三冊あり、それらの本には「大陸内で起きる歴史の全てが、現在進行形で自動的に記される」。

　現にロズサークにあった紺色の本と、もう一冊元の大陸にあった赤い本は、共に魔法大陸の歴史を二分して自動記述していた。その記録が問題なのは呪具による自動記述とあって、城内で密かに下される決定や、目撃者を出さないはずの謀殺、そして封印された禁呪構成さえも、全てが即時に本に記されてしまう点だ。

　使いようによっては大国でさえいくらでも出し抜ける呪具で、到底放置はできないのだが、それはそれとして「全ての歴史が書かれている」などと言われると、読んでみたいのも事実だ。歴史上、オスカーにさえ真実が分からない謎の事件はいくらでもある。

　ただ魔法大陸にあった二冊の本を処分した人間たちも、それを承知で呪具を壊したのだ。全ての歴史を記す本は世界外の存在が記録のために送りこんだもので、見逃すことはできない。

　そして、他の誰よりもオスカーがその本を壊す義務を負っている。リースヒェンに出会う前に砂漠で戦った呪具──三冊の本はあの球のいわば付属品で、四つで一つの呪具だったのだから。

　あの時砂漠で彼は本体の呪具を滅しきれていなかったのだ。その責を、オスカーは果たさなければいけない。三冊目の本を無事壊せたなら、ようやく残る呪具はあと七つだ。

　オスカーは、重い自責を隠して妻に笑いかける。

「全部のことが分かったら面白くないだろう？」

「そうかな。そうかも」

「それに俺たちは、どちらかと言えば明かされない歴史側の人間だからな。他の人間より知れることは多いはずだぞ」

「オスカー、色々知ってるもんね」

「単に長く生きてるからだな。本職の学者には及ばない」

「長く生きてるから、わたしのこと子供に見えるの？　それだとずっと年の差が埋まらなくない？」

「何もかも違うんだが、何から訂正するか迷うな……」

　肉体年齢ではなく精神年齢が肝心なのだが、十八歳になった少女は不服そうな目で彼を見上げているだけだ。その表情の愛らしさにオスカーは表情を緩める。彼は少女の結われた髪に指をかけた。

「そうだな。お前が俺に髪を結われるのを嫌がるようになったら、少し大人になったってことじゃないか？」

　朝が苦手な少女を起こし、その髪を結ってやっているのはこの二年間ずっとオスカーだ。リースヒェンは髪を自分で梳とかすところまではやるが、どうにも不器用で左右対称に髪を結えない。それはそれでいいのだが、彼に髪を触られることに抵抗を覚えないのは幼さの表れだろう。

　当の少女は不思議そうに首を傾げた。

「あなたに好かれたいのに、あなたを嫌がるの？　おかしくない？」

「大人になると自己が強固になるんだろう。その過程で複雑になっていくから、矛盾しているようにも見える。あと心配しなくても俺はお前のことが好きだぞ」

　薄い背中をオスカーがぽんと叩くと、少女は恥ずかしそうに顔を赤らめる。そんな姿は可愛らしいが、はたから二人を見てもまだまだ夫婦には見えないだろう。よくて年の離れた兄妹だ。

　オスカーは、看板の向こうの広場にぽつぽつと止まっている待合馬車を見渡す。

「よし、あれにするか」

　彼が指さした馬車は、他に待機しているものより大きく、御者台や幌ほろに花飾りがついていた。

「花屋さんの馬車？」

「この国の城都で祭りが開かれるらしいぞ。貼り紙があった」

「お祭り！」

「ちょうどいい。人も多いだろうし情報が集まりそうだ」

　二人は港の転移座標を取ると、料金を払って待合馬車に乗りこむ。大陸が違うだけあって、馬車を利用する人間の空気も若干異なり、武器を佩いている人間が八割くらいだろうか。傭よう兵へいの数も多く、商人には大抵護衛がついているようだ。気風の違いが出ているようで面白いが、この分だとオスカーとリースヒェンも護衛騎士と令嬢に見えるかもしれない。これまでの経験から、武装していることが分かるように長剣を佩いている彼は、ざっと馬車内の十数人を見てその力量を図る。

　隣でリースヒェンが口元を隠して小さな欠伸をした。

「オスカー、少しだけ眠ってもいい？」

「構わないが、こっちに来とけ」

　オスカーは木の椅子に深く座り直すと、足の間に少女の体を引き取る。リースヒェンは彼の胸に寄りかかるとたちまちすうすうと寝始めた。船旅の間も彼女は、船の揺れが落ち着かないのかよくこうして彼にくっついて眠っていたのだ。

「大人になるにはまだ遠そうだな」

　彼の片翼である魔女の記憶がいつ戻るかは分からない。

　ただそれはいつでもいいだろう。どんな彼女であっても変わりない。それは共にいれば分かることだ。オスカーは少女の体が落ちぬように片手で軽く抱きながら、遠ざかる港町を眺める。

　この港町が属している小さな東岸の国トラスセスは、戦乱が多い大陸では珍しく、古くから他国との不戦を謳っているのだという。長年魔法大陸との窓口を務めてきたことで、向こうの性質に近いのかもしれない。

　ただそれも、他国からはそれほど長所を見出せない土地と、防衛可能な軍事力が備わってこその不戦だ。それ以外の国は常に他国へ戦端を開くことを意識しており、開戦への精神的な抵抗も魔法大陸に比べて薄い。戦乱が、この大陸の主要な産業になっているのだろう。

　そんな中で、神代から残っているただ一つの国が──皇国ケレスメンティアだ。

　ディテルダ神の代理人たる女皇が代々治める神の国。その奥深くには、神より賜った神具が今なお保管されているという。また神兵たちによって構成された武力は、強い信仰心による練度と士気を誇り、大陸内でもっとも「敵対してはならない国」という認識を確固たるものにしているらしい。

「呪具を持っているとしたらこの国が一番怪しく見えるんだが、違うらしいとはな……」

　神の国などいかにも魔法法則外の力を擁していそうなのだが、この国に関しては「関係ない」とあらかじめ助言を受けている。それはかつてティナーシャが、親交のある魔女ルクレツィアから聞いた話で「呪具を探しにあっちの大陸に行くなら、ケレスメンティアは無関係だから無駄につっかからないようにね。あっちの大陸には神具ってものがあんのよ。単に威力がでかい武器で、世界外から来たものじゃないから放置しとくといいわよ」と言われたらしい。

　他の人間に同じことを言われても信しん憑ぴょう性は薄いが、ルクレツィアは最古の魔女だ。世界そのものの代弁者となることもある彼女がそう言うなら、呪具とは無関係なのだろう。魔法大陸にも魔女がいるのだし、どの大陸にも一つくらいはそういう得体の知れない存在がいてもおかしくない。

　必然的に、ケレスメンティア以外の有力国が怪しくなるのだが──

「セーロン、イクレム、コダリス、あたりか……」

　この三つの国はいずれもそこそこの年月生き抜いてきている強国らしい。

　オスカーも船の中で聞き取っただけなので詳細は分からないが、調べる候補に入れておいていいだろう。あとは個人が持っている場合や、そもそもどこかにしまいこまれて忘れ去られている場合など、可能性を挙げだしたらきりがない。少なくとも数年単位での捜索が必要になるはずだ。

　大きな石を撥はねたのか、馬車ががたんと揺れる。妻がずり落ちそうになるのをオスカーは抱き直した。空を大きな黒い鳥が飛んでいく。

　目的地である城都に到着したのは、それから何度か休憩を挟んで三日後のことだ。





※






　祝祭のために集まった人の多さは想像以上で、道の端までを満遍なく満たしていた。

　リースヒェンはその中を夫について歩いていく。いつもなら手を引かれているのだが、これだけ混雑しているとそれをしては人にぶつかってしまう。そのため少女は、オスカーが人混みを搔き分けてくれる後ろを追いかけていた。

「すごいひと……」

　こんな混雑の中を行くのは初めてかもしれない。リースヒェンは感嘆の息を漏らす。

　──不意に、ずきり、と頭痛がした。

　彼女は思わずこめかみに手を当てる。直後、空で破裂音が響き渡った。

　彼女は顔を上げて白い煙の残ざん滓しを見上げる。破裂音はいくつも繫がり、空中には色とりどりの花びらが舞っている。城都の祝祭が、今まさに幕を開けようとしているのだ。

　人々の歓声が湧き起こる中、つい気を取られて空を見つめていたリースヒェンは、後ろからやってきた酔いどれの男に押しのけられる。酔った男はすぐに気づいて彼女の体を支えようとしたが、少女の顔を隠すヴェールがずれると好奇心をあらわにした。

「こりゃまた……えらい美人だな。異国の人間か？」

「わたしは……」

「旅芸人か？　舞台を探しているなら案内してやる」

　酒気に気が大きくなっている男は彼女の返事も待たず、白い手を乱暴に引く。

　しかし男の手は、即座に引き返してきた彼女の夫によって摑まれた。青い瞳から威圧を滲ませるオスカーは、男の顔がたちまち青ざめるのを見て笑った。

「俺の妻だ。迷惑をかけたな」

「あ、ああ……」

「リースヒェン、すぐはぐれるな。おいで」

「ごめんなさい」

　小柄な少女は夫の腕の中に抱き取られる。そのまま二人は雑踏の中にのまれるように消えていった。その姿が見えなくなると、立たち竦すくんでいた酔っ払いはようやく深い息を吐く。

「何だってんだ。最近増えているっていう魔族狩りの人間か？」

　小さなドラゴンを肩に乗せていた男は、服装からして旅の人間だろうが、ただならぬ気配の持ち主だった。少女連れということで傭兵ではないだろう。ならば、ここのところ近隣で恐れられている魔族を退治しに来たのかもしれない。何しろ王直々に「問題の魔族を無事討伐できた者には報奨金を出す」と御お触ふれが出されているのだ。その金額は平民なら数年は遊んで暮らせるもので、張り切って出かけて行った者が何人もいたが、彼らは誰一人帰ってこなかった。

　男が再び酒を求めてその場を立ち去ると前後して、祭りの音楽が高まっていく。

　今だけは憂いも恐怖もない精神を高揚させる祝祭が、この都を支配していた。







「いまいち勝手が分からないな。大陸の詳細地図を入手して情報を集めないと」

　祭りの影響で満室ばかりの宿の中、ようやく比較的高級な宿屋の一室に落ち着いた二人は、テーブルの上に何枚かの紙を広げていた。

　その内の一枚、この国の地図を見ながらぼやく男にリースヒェンは首を傾げる。

「オスカーは長く生きてるのに、こっちの大陸に来ようと思わなかったの？」

「ないな。いずれは来ないといけないとは思っていたが、機がなかったというか」

「来るの大変だもんね。転移座標はとったけど、一度の転移で元の大陸に戻るのは難しそう……」

「それでお前、海の途中で度々転移座標取ってたのか」

　この分だと、帰りは何回かに分けて転々と転移することになりそうだ。リースヒェンは窓の外をちらりと見る。

「お祭りを見てみたいな。駄目？」

「別に構わないぞ。急いでいるわけじゃないしな。ただ迷子にはなるな」

「分かりました。気をつけます」

　五階にあるこの部屋からは色鮮やかな街の風景がよく見渡せる。リースヒェンは狭い露台に出て歓声を上げた。はしゃいでいる妻にオスカーは微苦笑する。

「お前が祭りを見に行くならその間、俺はこれを見てくる」

「何？」

　リースヒェンは部屋に戻ると、夫が差し出す紙を受け取る。

「求める……魔族……王……」

　幽閉から解放されて二年、彼女は一通り読み書きを身につけたが、さすがに違う大陸の文字はすらすらとは読めない。なんとか単語を組み立てようと苦心する彼女に、オスカーは書かれていることを説明してやった。

「人を殺す魔族が出没しているらしい。無事退治できた者には報奨金が出るのだと」

「魔族退治？　平気？」

「平気。男の前にしか現れないらしいから、別行動でちょうどいいだろう」

　オスカーはテーブルで寝ていたドラゴンの背を叩き、リースヒェンを指差した。自分がいない間彼女を守れということだろう。ナークが小さく鳴くとオスカーは妻の頰に口付ける。

「じゃあ行って来る。気をつけろよ」

　部屋を出ていく彼が残した言葉は、自分が魔族退治に行くことを何とも思っておらず、むしろ観光に行く妻を心配するものだ。リースヒェンは手を振って夫を見送ると、自分も遊びに行くために支度をし始める。







　トラスセスは七百年の歴史を持つ国だ。

　かつては近隣諸国に圧され、息を潜めていたが、国内外共に安定した今では交易の盛んな商業国家として機能している。その城都には五万人の民が住み、月に一万を越える旅人や商人が訪れる。

　この城都に不可思議な変死事件が起き始めたのは三カ月前、都にほど近い村で若い男が次々謎の死を遂げてからだ。城の兵士たちはその事件を調査に行ったものの、結局事件の原因は分からなかった。ただ以後その村で男が死ぬことはなくなったという。

　そして代わりに──城都で、人が死ぬようになってしまったのだ。

　調査隊が村から「何か」を連れて帰ってきてしまったのだと城内で噂が広がり、それが城壁を越えて都全体にも広まり出した頃、城の魔法士たちは件の事件の犯人を「人間の生気を吸う魔族だ」と断定した。

　だがその断定を下すまでにも数人の魔法士が犠牲になったらしく、もともとそれほど魔法士が多くなかったトラスセスの城は、以後宮仕えの者たちだけでの解決を困難と判断したらしい。王の名で懸賞金を掛けた御触れが出され……宮廷魔法士の給金およそ五年分の金額が提示された。

　ただ──未だにそれを受け取れる人間は出てきていない。

「魔族の死体そのものか首を持ってくることが条件か」

　オスカーは祝祭でざわめく人混みを縫って歩きながら、御触れに記されていた内容を反芻する。

　その表情には微み塵じんの怯みもない。むしろ自分の勝利は決定事項と思っているようだ。

　東の大陸に移ったばかりの彼らは、渡航前にこちらの通貨に資金を両替しており、今のところ金銭に不自由していないが、こういうものは機会がある時に得ておくにこしたことはない。手持ちの金がつきてしまえば現地で稼ぐか、魔法大陸の屋敷まで取りに戻らなければならないのだ。

　妻の記憶がない状態では長距離移動は手間がかかる。加えて今回の金額は犠牲者も多いせいか実に破格だ。オスカーは腰に下げた長剣を手で確認しながら周囲の魔力を探っていった。

　こうも雑多な喧けん騒そうの中では魔族もさぞ動きやすいだろう。おそらく魔族は、祭りに油断する人間たちを食らってやろうと思っているだろうし、むしろオスカーはその魔族の高揚の隙をついてやろうと思っていた。

　あちこちから響く音楽は途切れることがない。広場に集まった若者たちは手を取り合って踊っている。生き生きとした光景に、悠久を生きてきた彼は苦笑した。

　年月を経てから分かってくる物事もある。最近になってようやく彼は、初めて出会った頃の魔女の気持ちが、少しだけ分かるような気がしていた。

　太陽は徐々に傾き、もうしばらくすれば街は夕闇の中にのまれていくだろう。黄昏たそがれ時はある意味夜よりも魔物が人の中に紛れこむ時間だ。オスカーは不敵な笑みを見せながら独りごつ。

「さて、夜までには戻りたいところだな」

　オスカーは角を曲がると、人通りの少ない路地裏へと踏みこんでいく。

　狩る者と狩られる者が逆転する時間が、すぐそこに迫りつつあった。







　ナークを連れたリースヒェンは、再びヴェールを被かぶると宿を出て街の中へと歩き出した。

　自分の容姿が際立って特殊なものだという自覚はいい加減得ている。その上こちらの大陸では黒い髪と黒い瞳の人間は今まで以上に珍しいらしいのだ。少し前には異世界から来た少女と知り合い、彼女の国ではほとんどの人間が黒髪黒目らしいと聞いたが、興味はあってもリースヒェンは異世界にまで行くわけにはいかない。

　彼女は人にぶつからないよう注意しながら、城都の中を人の流れに乗って動き始めていた。

「オスカーは平気かな」

　ぽつりと洩れた呟きに肩の上のドラゴンは欠伸で返してくる。これは心配無用だということだろう。現にこの二年、オスカーが彼女を助けることはあってもその逆はない。魔法に限れば彼女の方が得手だと言っても、それは戦闘能力の差をなくすまでには至っていないのだ。

　リースヒェンは日が沈みつつある空を仰ぐ。

　彼女の夫の瞳と同じ色。胸を熱くさせる郷愁をもたらす色だ。

　美しい花びら以上に彼女の心を惹くその色に、つい見惚れていたリースヒェンは、不意に刺すような頭痛を感じてこめかみを押さえた。

「また……頭痛……」

　少し前から度々感じる痛みだ。頭の内側から響く痛みを彼女は片目を閉じて堪える。

　そうしていると、いつの間にか頭痛は薄らぎ消え去った。

「平気、みたい」

　リースヒェンはほっと息をつくと両眼をしばたたかせる。いつでも宿屋に戻れるよう距離と方角を意識しながら、彼女は甘い匂いへと引かれ二つ目の角を曲がっていった。







　男しか狙わない、精気を吸う、という特徴から割り出される魔族は淫魔か夢魔だ。そのどちらもが美しい女の姿を取っており、男を誘惑し死に至らしめる。

　オスカーは今まで淫魔と夢魔両方に会ったことがあるが、その手の攻撃で一番強力だったのは魔族のものではなく、『閉ざされた森の魔女』が使った精神魔法だ。巧みに記憶まで操作された魔女の魔法に比べれば、魔族の使う魅了はいくらでも穴がある。そもそも懸賞金を掛けられてしまうほど存在を気取らせていること自体、それほど手て強ごわい敵ではないだろう。

　オスカーは足音もなく数度角を曲がり、ようやく目的の相手を見出す。

　まるで熟れすぎた果実のような魔力の香り。それを通りにまで漂わせていた主は、剣を抜いたオスカーを見て目を細めた。妖艶に笑う彼女の腕の中から若い男の体が零れ落ちる。もはや生気を奪われただの肉となった体は、ぐんにゃりと曲がって路地に横たわった。

　オスカーは何の感慨もない目で遺体を確認しながら、一歩を踏み出す。

「お前の首には懸賞金がかかっているそうだぞ？」

「あら……怖いですわね。それで、あなたは私を守ってくださいますの？」

「その逆だ。残念だったな」

　オスカーは無造作に間合いを詰めていく。女は声を立てて笑いながら空中へと飛び上がった。彼女の纏う緋ひ色いろの薄布が風になびく。

「あなたに私を捕まえられます？」

「不可能ではない」

　体内に蠢うごめく魔力。それを使ってオスカーは構成を組んだ。

　決して魔法は得意ではないが、最低限は使えるよう訓練してきたのだ。大陸最強の魔女から学んだ魔法は数こそそう多くはないが、彼の元からの力を考えれば充分と言っていいものだ。

　オスカーは剣を携えたままゆっくりと宙に浮かび上がる。そのまま女と同じ高さに達すると、何もない空中を足場として再び距離を詰め始めた。

　女の顔が感嘆の色に染まる。

「あなた魔法士なのかしら」

「違う」

「なら何なのか、見せて頂きたいわ」

　女は笑顔のまま彼に向かって跳びこんでくる。緋色の布が生命を帯びているかのように、うねりながらオスカーの方へ押し寄せた。彼はそれをアカーシアで斬り捨てる。

　布は途中で断ち切られながらも、しかし剣を持つ手に巻きついてきた。きつく締め上げながら彼の動きを制限しようとする。

　けれどオスカーにとってそれは枷かせにさえならない。

　彼は膂りょ力りょくを以て再び剣を振り上げた。空を蹴って女へと肉薄する。

　彼女は目を閉じた。

　男を虜とりこにする美しい貌。その造作が──一瞬にして変じる。

　今までのものとは違う、一度見たら忘れられない印象的な顔立ちが現れる。

　オスカーの剣を振るう手が鈍った。彼は驚愕に目を瞠る。

「さぁ、私を……捕まえられます？」

　そう言って笑う女の顔は──かつて最強と呼ばれた、彼の妃のものだ。

　一秒にも満たない時間。自失から立ち直ったオスカーは顔を顰めた。

「人の記憶を読んだな。この布もお前の一部か」

　彼が不快げに言い捨てて右手を払うと、役目を果たした布は空中へと溶け去る。名前も名乗らぬ女は口に手を当てて笑った。

「あなたがもっとも執着する、愛しい女性の顔でしょう？　少しは喜んで頂けないかしら」

「その顔なら毎日見ている。不愉快だからさっさと戻れ」

「嫌ですわ。それよりもっと楽しい遊びをいたしましょう。何でも叶えて差し上げますわ」

「間に合っている」

　ティナーシャの顔、久しぶりに見た二十代代半ばの頃の顔立ちに驚きもしたが、種明かしをするまでもなく別の存在だ。オスカーは剣を握り直すと再び女へと斬りかかる。

　女はそれを後ろに跳んで避けた。彼は更に踏みこむ。

　人間を侮る笑顔。

　自分の力に酔う目。

　彼の妻と顔立ちは同じであっても、吐き気を催させる表情が歪み始めるのに、そう時間はかからなかった。容赦のない苛烈な剣筋に焦りが浮かぶ。女は大きく後ろに転移しながら両手を広げた。

「私を殺せるというの？」

「当たり前だ。さっさと死ね」

「今私を殺したら変へん化げは解けないわ！　あなたは報奨金が欲しいんでしょう？　あなたの女の首をさらしものにできるの!?」

「何だと……？」

　オスカーは女を逃がさないよう気を張りながらも、剣を振るう手を止めた。

　もしその話が本当なら、死体か首だけか、いずれにせよティナーシャと同じ姿をしたものを城に差し出さなければならなくなる。いくら本人ではないとはいっても、それは彼にとっては耐え難いことだ。何より同じ姿形をしたリースヒェンにあらぬ疑いがかけられる可能性もある。

　どう対処すべきかオスカーが顔を顰めた時、女の背後の路地裏から一人の人影が現れる。

　その人物は壁にもたれかかるようにしてよろめきながら空中に立つオスカーを見上げた。

「オスカー……頭が、痛い、の」

「リースヒェン！」

　突然現れた彼女は痛みに耐えきれなくなったのか、頭を抱えて蹲うずくまる。その背に好機と見たのか、すかさず同じ顔をした女が飛びかった。

　──間に合わない。

　オスカーはそう判断すると空を蹴る。

　たとえティナーシャと同じ顔をした女でも関係ない。そんなことで当の本人を失わせることはできない。報奨金などないならないで構わないのだ。だから殺すことに迷いはない。

　長剣が女の頸くびへとかかる、その瞬間──

　しかし、魔族の体は不意に大きく痙けい攣れんした。

　長い髪が衝撃を受けてゆらめく。

　一体何が起きたのか。オスカーは反射的に剣を引き、目を凝らした。

　魔族の女の背から、見る見る血が滲にじみ始める。

　その中心には、まるで生えてきたかのように小さな女の手が突き出していた。

「リースヒェン？」

　血に濡れた白い手は、彼の妻のものだ。

　心臓を貫いたその手が引き抜かれると同時に、魔物の女の変化は解けて元の姿へと戻る。

　オスカーは路地に崩れ落ちた魔物の死骸を乗り越えると、かぶりを振る妻の頭に手を置いた。

「どうした。具合が悪いのか？」

「頭が痛い……」

「医者に見せるか。ちょっと待ってろ」

「平気です……。もう、こんなに頭が痛いものなら教えておいてくださいよ……」

　どこかふてくされたような言葉。そこに何かを感じてオスカーは息をのんだ。

「彼女」は顔を上げる。

　稀け有うなる闇色の瞳。

　深しん淵えんを凝縮した漆黒には、リースヒェンにはない鋭さのようなものがあった。

　悠久を秘めて透徹な双眸。

　オスカーは確信に駆られて「彼女」の名を呼ぶ。

「……ティナーシャ……か？」

　名前という破片を嵌められた魔女は、軽く首を傾げるとゆっくりと微笑む。彼女は優雅な仕草で片足を引くと、男に向かって一礼した。

「永らくお待たせいたしました、王よ。貴方の魔女です」

　恭しく、傲然と。

　かつて自らを焼いた魔女は、汚れていない手を差し伸べる。

　その手をオスカーは取った。華奢な体を引き寄せて抱きしめる。

「待ってた」

　感情が零れる。彼は溢れる感慨に目を閉じた。

　腕の中で彼女が息を吐く。その小さな熱でさえも懐かしく愛おしい。

　どれほど彼女を待っていたか、その喪失を引きずっていたか。

　オスカーは無数の言葉をのみこむと顔を上げる。

「いや、待たせてしまったのは俺の方か。……すまない」

　彼女の危機に間に合わず、その命を失わせてしまった。

　戻ってきた彼女を探し当てられず、十六年を一人で過ごさせた。

　肝心な時に手を取れず彼女を待たせてばかりだ。何のための一対なのかと不ふ甲が斐いなくなる。

　だが、彼を見上げる魔女はくすりと可笑おかしそうに笑った。

「どうして？　二年間幸せでしたよ。また貴方に恋ができました」

　ティナーシャはふわりと浮き上がると、啄ついばむように夫に口付ける。リースヒェンの声が囁いた。

「わたしを見つけてくれてありがとう」

　永遠の少女であるように、彼女は愛を謳う。

「オスカー、あなたが大好き」

　変わらない魂。心。感情。

　悪戯っぽく笑う彼女には降参するしかない。

　いつでも彼女への想いだけが彼の時間を動かすのだ。

　オスカーは妻の頰に触れる。闇色の目を至近から見つめて、額を合わせる。

「俺も愛してる。……よく戻ったな」

　喉を焼く感情が言葉になる。

　掠れかけた彼の声は時の流れに決して擦りきれない温度を持っていた。





※






　魔族の死骸を城に提出して報奨金を得た二人は、宿屋に戻ると再会の杯を傾けた。

　造作は同じながらリースヒェンとは異なる雰囲気の魔女を、オスカーは膝上に座らせて抱きこむ。

「どうだ？　別の人間になった気分だったか？」

「あんまり。環境によって左右されるところもありますけど、やはり私は私なんですね」

「俺もそう思った。一生懸命で集中すると周りが見えなくなるところとか。物を爆発させるのを躊躇わないところとか」

「そんなに爆発させてましたっけ！」

「割と。魔法実験で畑を爆発させてたり。鍋を爆発させてたり」

「鍋は料理を教えた人が半分くらい原因の気もするんですけど……なんですか、あの料理は」

　ティナーシャはすらりと細い足を宙に伸ばす。リースヒェンと同じ体のはずなのに、ちゃんと大人に見えるのは中身のせいだろう。

　綺麗な足をつい目で追ってしまったオスカーは、自分の責任追及がされていると気づくと小さく咳せき払ばらいする。

「そうだな。お前は成長期だったから、途中からまずいと気づいて材料に気をつけてた」

「材料の問題じゃないんですけど。私は貴方にもちゃんとしたものを食べて欲しいんですけど」

「何十年も問題なくあれで生きてるから大丈夫だ」

「……次があったら、私にはちゃんと料理のできる教師をつけてくださいね」

　ティナーシャがそう言うのは、結局リースヒェンがまったく料理ができるようにならなかったからだろう。オスカーにとっては、鍋を爆発させ皿を割る彼女はなかなか新鮮で面白かったが、本人からすると忸じく怩じたるものがあったのかもしれない。

　頰を膨らませる妻の耳じ朶だに、オスカーは口付ける。

「次はなくていい。傍にいてくれ」

　心からの願いは、戦いを続ける以上きっと不可能なことだとは思っている。

　それでも願わずにはいられない。できるだけ彼女の手を離す日が遠くあればいいと。

　ティナーシャは後ろに首をそらして彼を見上げる。

「仰せのままに。次は貴方に子供の面倒を見させなくていいよう頑張ります」

「可愛かったぞ。毎日楽しかった」

「貴方、完全に父親だったじゃないですか。一緒に暮らして二年経っても進展がないから、私は結構気にしてたんですけど！」

「悪い……子供に見えたんだ……せいぜい十五歳くらいにしか見えなかった……」

　彼女が幸せに、自由に、楽しく生きているのを見ると、それで満たされてしまう。確かに父親状態なのかもしれないが、自分ではちゃんと夫のつもりだった。現に他の誰かがリースヒェンに求婚していたら、相手をどこかの無人島に捨ててきてしまったかもしれない。

　そんな子供から一足飛びで大人になった魔女は嫣えん然ぜんと微笑む。

「私は貴方が何歳でも構いませんけど」

「お前は頼むから自重してくれ。前に再会した時、俺は十五だったんだが」

「貴方なら関係なくないですか？」

「ある。あるから。お前は人に道を踏み外させる力があるから気をつけろ」

「えー」

　ティナーシャは頰を膨らませる。そんな表情はリースヒェンと変わらない。ころころと表情を変える妻に、オスカーはおかしくなって笑い出す。彼女の細い指に自分の指を絡めて握る。




　夜が更けて朝になるまで、彼は妻の手を離さなかった。

　こうして一対は戻り、また、時をわたる旅が始まる。
















　東の大陸は、魔法大陸と比べて魔法技術の発展が遅く、優れた魔法士の人数も少ない。

「これ、荒れてる大陸なんで全体調査も難しいんですけど、魔法士の人口が少ないっていっても出生率自体が魔法大陸と比べて低いわけじゃないんですよ」

「魔法士にならない魔力持ちが多いということか？」

「というか、技術が上がりきる前に死んじゃうようです」

　身もふたもない結論に馬上のオスカーは天を仰ぐ。二人は街道を馬に乗って強国の一つ、セーロンへと移動していた。魔法大陸ではどこに行くにも転移を使っていたが、それはティナーシャが長年かけて転移座標を集めた結果だ。新天地では一から同じことをしなければならない。

　ということで、転々と街から街へ移りながら調査をしているのだが、やはり同じ言語を使っていても魔法大陸とこちらでは在り方がずいぶん違う。

　強い日差しにティナーシャは軽く手を払った。青空から注ぐ日光が幾分和らぐ。薄い霧のような膜が頭上に出現したのを、オスカーは呆れ顔で見上げた。

「これ、俺たちの頭上にだけ謎の霧が発生して見えないか？」

「見えると思います。でも暑いから別にいいかなって……」

「……まあ、いいか。他に人影もないしな」

　今までは乗合馬車で移動してきたが、この街道は先日大きめの戦闘があったということで、残党がいる可能性を考えて乗合馬車が休止しているのだ。残党を特に気にも留めない二人は馬を買い上げて街道を移動しているが、さすがに他に旅人の姿はない。代わりにあちこちに干からびた死体が転がっているが、物もの盗とりが出たのか装備はほとんど剝ぎ取られている。

　ティナーシャは何の感慨もなく馬を進めた。

「魔法士の技術向上というのは、結局のところ平時の研究によって為されるものなんです。戦時は殺すことと生きることが優先しますから、どうしても使う魔法が限られるというか。その上、魔法士自身が戦闘に出れば、死んで人口が減っていくわけでしょう？　どうしたって魔法技術の発展は牛歩になります」

「なかなか世知辛いな……」

　そういう意味で、彼女の祖国であるトゥルダールは大勢の魔法士を集めて相互互助を行うことで、魔法士が研究に没頭できる環境を作ったのだろう。オスカーの治世でも、宮廷魔法士は戦闘技術の訓練をしている者より研究に時間を割いている者の方が多かった。王妃となったティナーシャがそれを是として、魔法研究に重きを置いた講義をしていたのも、彼女自身、魔法技術がどういう状況で伸びるか知っていたからだろう。

「だから、この大陸では一般層における魔法士の扱いが割と軽いというか。『変わったことができるけど、すぐ死ぬ人種』と思われてる感じです。ちゃんと魔法士を囲いこんで運用できるのは、一部の強国だけでしょう。ただそういう国は、自国の魔法技術を秘匿しがちです」

「つまり？」

「転移網が存在しないから、基本通常移動です」

「そこに繫がるのか……」

　広い大陸を一度でいいとは言え、通常移動していくのはどれくらいの年月がかかるのか。まるで行商人だし、どうせなら行商をしてもいいかもしれない。

「もしくは私が転移網を独自で設置していってもいいですが」

「大陸に大混乱が起きるからやめろ」

　とりあえず、時間が足りなくて困るということはないのだ。オスカーは、なだらかな丘に沿って右に伸びる街道を見て、目を細める。

「ティナーシャ、迂う回かいするか？」

「えー、やですよ。ただでさえ移動に時間かかってるのに」

「まあそうだな。じゃあ正面から受けて立つか」

　のんびりとした会話をしつつ、二人は街道から逸れることなく進んでいく。

　そして丘の陰に潜んでいた盗賊団に襲撃され、正面から叩きのめした。
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　叩きのめした盗賊団は、セーロン国内で懸賞金がかけられていた。

　国境を越えて最寄りの街に盗賊団を突き出した二人は、そのままセーロン城都へと移動する。

「転移陣が設置されてた……すごい……」

「なかなかに安定した国みたいだな」

　セーロンと言えば遊牧民が築いた強国だと聞いていたが、主要都市に転移網を置けている国は東の大陸に来て初めてだ。現に、セーロンの城都は最初に訪れたトラスセスの城都と同じくらい人が多く賑わっているが、祝祭でもなんでもなく平時でこれだという。

　大きな広場にひしめくようにして並んでいる露店を、ティナーシャは面白そうに眺め渡す。

「えー、いいですね。こっちの大陸に来て今までで一番死臭がしない街ですよ！」

「言い方がどうかと思うが、そうだな」

　既に二人は馬を売り、宿を押さえて荷物を置いてきている。その上で情報を集めようと中心部に出てきたのだ。この街の規模からいって調査に短くても二週間は必要だろう。

「だってここまで旅してきて、治安の悪さで本当に暗黒時代に戻ったかと思いましたもん。私たちは国を移動しちゃえばいいですけど、宮廷勤めの人は気苦労が激しいでしょうね」

　トラスセスからセーロンに至るまでに、二人は一つの戦争と五つの戦闘にかちあっている。それは悲惨なものもあれば、あくまで駆け引きの一種として軽い衝突をしたものなど様々だ。情勢が落ち着かない土地は何度も戦場となり、民は疲弊する。それに比べてセーロンはかなり落ち着いている国だ。

「一度標準以上の武力を維持できれば内政を整えられる、内政が整えば更なる武力を積める──その繰り返しが理想的なんだろうが、実際にやるのは難しいだろうな。骨が折れそうだ」

「貴方ならできるんじゃないですか？」

「どうだろうな。俺は安定してる国を継いだだけだからな」

　苦笑するオスカーの言葉は、自身の力を過大評価も過小評価もしていないものだ。

　魔女として暗黒時代も見てきたティナーシャからすると彼の能力は乱世向きだと思うのだが、彼自身の性格が太平向きなのだろう。ティナーシャは面白い食い違いにくすくすと笑う。仲睦むつまじげな二人に、果物を売っている女が声をかけた。

「あんたたちは旅人だね。どうだい、いい国だろう」

「ええ。他の地域とかなり違って驚きました。昔からこうなんですか？」

「セーロン王家はディテル神に選ばれた方の血を継いでいるからね。歴史を振り返りゃ色々あるけど、この城都に敵軍の侵入を許したことはないよ。小競り合いならいくらでもしてるけどね」

「それはそれは。王家の方はさぞ明敏なのでしょう」

　笑顔で返すティナーシャの言葉は、単なる探りだ。もし宮廷に全ての歴史を記す本があるなら、セーロン王家は周辺諸国の動きを掌上のものとして把握しているだろう。

　けれど、追従にも聞こえる言葉に返ってきたものは、ぷっと噴き出す声だ。

「全然そんなんじゃないよ。むしろその反対さ。そこがいいんだけどね」

「えー……」

　ティナーシャの思わず漏れたぼやきに、オスカーが笑い出す。こんな軽口が許されるとは、セーロン王家は民に好かれているようだ。ティナーシャは気を取り直して質問する。

「ディテル神に選ばれた、ってなんですか？」

「あんた、選出者の神話を知らないのかい？　相当田舎から来たんだねえ」

「ええ。ずっと西から」

　魔女は隙なく微笑する。その意味に気づかない果物売りの女は、気分よく教えてくれた。

「ディテル神は、神代の時代に十二人の人間を選んだのさ。その人間たちは当時の王や、有名な戦士や魔法士で、ディテル神から直接神具を賜った。そうして『人を束ね、守り、戦え』と神命を受けたんだよ。セーロン王家は、その時選ばれた戦士の血を継いでいらっしゃるのさ」

　初めて聞く神話にティナーシャは感心顔で聞き返す。

「ということは、セーロンにも神具があるんですか？」

「それがね、ほとんどの神具はどこかに封じられたって話だよ。小さな国一つくらい吹き飛ばせるくらいの威力で危ないからだって。今、神具を持ってるのはケレスメンティアだけだって話さ。あそこは神の国だからね」

「なるほど……」

　神具は外部者の呪具ではないとルクレツィアに聞いたが、やはり強力な武器のようだ。ティナーシャは肝心のことを尋ねる。

「そういえば、ずっと昔に魔法大陸から持ちこまれた本を知りませんか？　緑色の革張りで、題名のない本なんですけど」

「本？　知らないねえ。そんな昔の本なんて、とっくになくなってるんじゃないのかい？　なんなら古物商に行ってみなよ」

　その答えは、今まで散々聞いてきたものだ。二人はお礼を言って果物を買うと露店を離れる。そうして彼らは観光がてら露店を見ながら情報を集めていった。

　広場を一周するとティナーシャは腕組みする。

「うーん、セーロン王家は洞察力に優れる、とかそういう感じじゃないですね。単純に武に秀でた国で、民にも人気があるみたいですが」

「軍の扱いが上手いんだろうな。それだけ実戦を重ねてるということでもあるだろうが」

「とりあえず、古物商行ってみます？　いつもみたいに」

　探している本は、暗黒時代の初期に移民と一緒にこちらの大陸に移動したことは分かっている。ただ当時の移民はもう東の大陸中に散って元の住人と混ざりあっており、その線で足取りを追うことは難しい。移民たちがこちらの大陸に着いてすぐの頃は、問題の本は「神の書」と呼ばれ、ありがたがられていたようだが……それ以降の行方は知れない。

「呪具だから壊れてないというのが幸いか違うのか、ってところだな」

　魔法大陸にあった二冊も、何百年間経過してもまったく綻びていない状態だったというのだ。それを呪具の管理者が「壊れてもいい」と判断したから消滅させられた。三冊目の本も連鎖的に消滅可能な状態になっただろうが、勝手には壊れないので探して燃やさなければならない。

　踵を返して歩き出そうとしたティナーシャは、けれど直後、夫の手で後ろに引っ張られた。いつの間にか目の前にいた青年にぶつかりそうになっていたと分かって、彼女は頭を下げる。

「すみません、不注意で……」

「──貴女あなたを一目見て、運命を感じたのだ！」

「は？」

　謝罪に続くものとしていささか不適切な声を上げて、ティナーシャは相手を見る。

　二十歳を少し過ぎたくらいの若い男は、育ちのよさが窺える整った顔立ちをしていた。

　くすんだ金髪に緑の目は、全体的に明るい印象を受ける。単ににこにこと笑顔だからそう感じるのかもしれない。青年は聞いてもないのに続ける。

「貴女こそ私の運命の人だ！　どうか結婚してほしい！」

「は？」

　もう一度同じ言葉を口にしたティナーシャは、首を真後ろに倒して夫を見上げた。

「貴方の仕込みですか？」

「どうして俺がそんなことをするんだ」

「求婚記念日のどっきりとか。三百年前の話ですけど」

「してない。というか、注目されてるから返事をしたらどうだ？」

　言われてみてみると、確かに周りの人間たちから思いきり視線を浴びている。しかもその視線は面白がっているような笑い混じりのものだ。これは何かの余興なのだろうか。ティナーシャは軽い頭痛を覚えながらも、正面の青年に返す。

「お断りします」

「そこを何とか！」

「嫌です」

　とりつくしまがない魔女に、目の前の青年は本当に悲しそうな顔になる。なんとなくティナーシャが夫を見上げると、オスカーも軽く胃が痛そうな顔をしている。

「なんで貴方がそんな顔するんですか」

「古傷が痛んで……」

「貴方、断られても全然こたえてなかったじゃないですか」

「若かったんだろうな……」

　夫の珍しいそんな顔に、ティナーシャは呆れて視線を戻す。そこにいる青年は「くっ」と残念そうな顔をしたが、すぐに笑顔に戻った。

「いやでも、まだ出会ったばかりだからな！　お互いのこともよく知らない。貴女の言うことももっともだ。少しずつ知ってもらうよう努力しよう！」

「うわ、無駄に前向き」

　顔を出していたことが原因だろうが、今までもこの手の輩やからは度々現れてきたのだ。がっつりと断ろうと思ったティナーシャに、青年は胸を張って自己紹介する。

「私はアリスティド・セルグ・ノイ・セーロンと言う。どうか貴女の名前を教えてほしい」

「……セーロン？」

　この国の王族であることを示す青年の名に、二人は顔を見合わせた。







　アリスティドは、セーロンの庶子王子なのだという。

　明るく、気さくで、身分を気にしない彼は、よく街中に出て人々と交流しているらしい。そのおかげで人気も高く、女性に一ひと目め惚ぼれをしてはよく玉砕している彼に、街の人間は笑い混じりの温かい視線を注いでいるそうだ。

「どうして私はこういう変わった人に好かれるんでしょうね……」

　夕暮れ時、宿屋の部屋に戻ったティナーシャは、心からそうぼやく。オスカーが苦笑しているのは、彼自身「変わった人間」の筆頭だったからだろう。ざっと城都を回って店などの位置関係を確認した彼らは、一日目ということで早めに撤収したのだ。

　とは言えティナーシャは、やたら陽気でめげない王子との受け答えで疲れきったらしい。婉曲に言ってもはっきり言っても断りが通じない彼は、従者らしい女に制止されてようやく「また会いに来る！」と手を振って帰っていったのだ。魔法士らしい従者の女が真っ赤な顔をしていたのは恥ずかしさのためだろう。

　ただそれはともかく王家の人間との繫がりは、情報収集するうえで貴重だ。だからティナーシャも、心底嫌そうな顔で「好きに会いにくればいいじゃないですか……」と流した。

「普通の男はあそこまで言われたら心が折れるんだけどな」

「貴方はもっと言われても折れませんでしたよ」

「お前の中身が好きだったからな」

　てらいもなくそう言う夫に、ティナーシャは赤面する。彼女は寝台に座るオスカーに駆け寄ると、彼の膝上に収まった。構って欲しがる妻にオスカーは相好を崩す。

「ただあの男はやっぱり本のことを知らなさそうだな」

「噓がつける感じの人じゃありませんでしたしね」

　アリスティドには「自分たちは魔法大陸から来た精霊術士で、本の形をした魔法具を探しているが心当たりはないか」と尋ねた。その答えは「自分は知らない」というものだったが、代わりに周囲に心当たりがないか聞いてくれるらしい。普通ならば王侯貴族から情報を聞き取るのにはそれなりに下準備がいるので、とても助かる。

「素直に見つかれば楽ですし、そうでなくても本の持ち主が探されてることに気づいて、こっちに手を出してくれれば助かります」

「そうだな。割とあからさまに聞きこみをしたし、お前の顔は目立つ。相手が本の貴重さを認識している人間なら動くだろう」

　オスカーは妻を抱えたまま立ち上がる。窓辺のテーブルには買い出した夕食が置いてある。彼は椅子を引いて妻を座らせた。

「色んな国の料理を食べられるのはいいが、そろそろお前の作った食事が食べたいな」

「どこかに家を買います？　大分転移座標も溜まりましたから、拠点があっても大丈夫そうです」

「それも手だな……」

　リースヒェンはまったく料理ができなかったので、最後にオスカーが妻の手料理を食べたのは六十年以上前だ。ずいぶん昔に思えるが、今こうして一緒にいられるのだからそれ以上は望みすぎだろう。ティナーシャは皿を広げながら笑う。

「でも、貴方ずいぶん丸くなりましたね。昔は唐突な求婚なんて目の当たりにしたら、もっと怒っていたでしょうに」

「いや……底抜けの前向きさに毒気を抜かれていた」

「あ、やっぱりそうなんですか。呆気に取られてるから貴方に話を振らなかったんですけど」

「俺が出たら余計むきになりそうな相手だったから、というのもある。相手が度を超すようなら俺が出る」

「お付きの女性は気づいてたみたいですけどね」

　彼ら二人は普通にしていても夫婦の距離感なのだ。大体の人間がその様子で察する。察しないのは、そういった機微に疎い人間だ。

　ティナーシャは小さな壺つぼごと買ってきたスープを魔法で温め始める。その間にオスカーは酒瓶を開けた。二人は手分けして食卓を整える。初めて見る料理と知っている料理の半々を買ってきたが、露店などの様子を見るだにセーロンは文化水準も高い国なのだろう。

　ティナーシャは鳥の燻くん製せい肉を食べながら聞いた話を振り返る。

「でもあの選出者と神具の話は面白かったですね」

「神具についてはルクレツィアから聞いてた通りか。威力の強い武器とはどれくらいか見てみたいものだが」

「んー、多分大陸が荒れてた時期に出現したんですよね。それで威力が強すぎるから封印されたって、おそらく魔女並みの強さなんじゃないですか」

「そんなのが十二個も与えられたってまずいだろ。こっちの大陸が焦土になるんじゃないか？」

「封印するだけの判断力が人々にあってよかったというところでしょうか。もしくはそこまで含めて神の判断かもしれませんけど。こっちの大陸はどうやら、魔法大陸よりも神が能動的に動いていたみたいですから」

　魔法大陸の主神はアイテアだが、アイテア神の逸話はそう多く残っていない。人間の妃を娶ったことと、二人の間に生まれた子供たちが各地に散っていって人間の営みを助けたことくらいだ。その子供たちも神代の終わりと共に人の世を去った。アイテアは四人の兄神たちと違って「人の世は人の自主性に任せるべき」との意見の持ち主で、人間にああしろこうしろと命令した逸話がない。

　それに比べると、こちらの大陸の神はずいぶんと積極的だ。手ずから武器を与えて「戦え」というのだから。

「結局、神っていうのはなんだったんだろうな。地方神は上位魔族だったわけだろう？　ならアイテアとかディテルダは最上位魔族だったのか？」

「うーん、多分違います。私自身が最上位魔族になったことがあるんで分かるんですけど、彼らは本当に人間に興味がないんですよ。血縁もないので、五人の兄弟神とは結び付きませんし」

「あー、言われてみればそうか」

　オスカーは面識のある最上位魔族を思い出す。性格に難しかないその男は「人間に興味を持っている」という一点で同族から異端扱いされていたのだ。その状況で五人も人間階に来るとは思えないし、あの手の性格で人間に対しまともに接するとは更に思えない。

　ティナーシャは白濁した酒を舐めるように飲む。

「多分、『何か』は本当にいたんですよ。人間より遥かに力があって、魔族ではない何か。私たちも世界自体の意志によってこうなっているわけですし、それに類するものが実体を以て現出してたんじゃないかと」

「それが神か。ルクレツィアが何か言ってたのか？」

「言ってません。彼女、そういう世界由来の記憶に波があるみたいなんですよね。自分で言ったことを忘れたりとか、急に意味深なことを言い出したりとか。多分位階ごとに保持できる記憶が違うんじゃないでしょうか。人間階に属している彼女が一番記憶していることが少ないみたいです」

「よく分からなくなってきた」

「ルクレツィア自体がよく分からない人なんで」

　魔女は「彼女については脱線です」と言って話を戻す。

「実は、大陸歴史文化研究所に面白い論文が提出されまして。魔法大陸って割と断崖絶壁が多いじゃないですか」

「ああ、そうだな」

　南側は比較的なだらかな海岸線もあるが、それは海流によるものだと聞いたことがある。ただ特に北岸と西岸は断崖絶壁が多い。けれどオスカーは、東の大陸もそうであるからして「大陸の外縁はそういうものだ」と思っていたのだ。

「この論文、魔法大陸の断崖絶壁を海中に至るまで詳細に調査したものなんですが、浸食や風化で削られている部分以外に、明らかに『焼き切られている』箇所が広範囲に残っているという話なんです。で、この論文のすごいところは東の大陸でも同じ調査を試みたことでして、結果としてこちらの大陸も同様だという結論が出ています」

「焼き切られたってなんだ。溶岩か？」

「それだったらあんなに綺麗にまっすぐになれませんよ。──大陸分割神話があるじゃないですか」

「神々が元の大きな大陸を五つに分けたってやつか」

　大陸分割神話とは、かつて世界には原初大陸が一つしかなかったというものだ。けれどある時、原初大陸を治めていた五人の兄弟神が、次第に増えていく人間についての方針で意見を違えた。彼らは結局決裂し、大陸を五つに割ってそれぞれ治めることにしたという話だ。

　オスカーも教養として内容を知ってはいるか、中身を深く考えたことはない。後付けの神話だろうと思っている。

　けれど彼の妻は、顔の前で指を一本立てて見せた。

「それがですね、こっちの大陸だと大陸分割についてもう少し詳しい話が伝わってるんです。『ディテルダ神が、神の槍やりで大陸を五つに焼き切った』というやつですね。で、実際この大陸の西岸と、魔法大陸の東岸は、全体的に見てぴったり合わさるんですよ」

「……は？」

「どっちの大陸も、割と綺麗な四角に近いなーとか思いません？　普通の島はこんなじゃないじゃないですか」

「まさか、恣意的に五等分にしたから四角い、とか言うんじゃないだろうな……」

「と、そういう論文でした。空想が過ぎると批判されまくってましたけど」

「批判したい気持ちは分かる」

　オスカーの治世でさえ、神々は「おそらく実在はしなかったのだろう信仰上の存在」と看做されていたのだ。それが実際は神話通り大陸を割っていた、などとなったら学者や魔法士たちが大混乱に陥ってしまう。

「他の三つの大陸を探し出して神話や海岸線を比較できたら、もうちょっと分かるかもしれませんけど。それは私たちの仕事じゃありませんしね」

「俺たちの役目は世界外の排除であって、世界自体の謎を解くことではない、というやつか」

「だからルクレツィアに関わるな、って言われてるんだと思いますよ」

　この世界には、まだ人には知られていない謎がある。いや、謎があった、というべきだろう。神々は既に人の世を去ったと言われているのだから。

　ただそれは、彼らが関わる必要のない領域だ。いずれ関わることがあるのかもしれないが、今は「神具は無関係」と明示されている。ただでさえあてどない捜索の旅なのだから、助言は受け入れた方がいい。

　二人はその後も他愛無い話に花を咲かせながら、夕食を楽しむ。

　東の大陸に来て、いつの間にか一年が経とうとしていた。





※






「ユリア殿、今日もお美しい！　貴女に会えるだけで毎日が輝いて思えます」

　ユリアというのは、ティナーシャが昨日名乗った偽名だ。

　魔女の名がこの大陸にまで伝わっているとは思わないが、念のために彼女は生母の名を偽名として名乗っている。もともと最近は、夫以外から名前を呼ばれるのはあまり好きではないのでちょうどいい。

　オスカーと別行動で古物商を回っていたティナーシャは、約束もないのにやって来た青年を見上げる。

「それは重畳ですね。ところで会いに来てくださったということは、わたくしの探し物らしき話をお見つけになったのでしょうか」

　微塵も表情を変えず、むしろ冷ややかな目でそう言うティナーシャに、アリスティドはしょぼんとした顔になる。

　昨日の今日で何の進展もあるはずがないだろう。アリスティドは恥ずかしそうに頭を搔いた。

「それが……父上や兄上たちに伺ったが知らないそうだ。城内の人間にはできるだけ聞いたが、知っている者はいなかった。今は諸侯たちに尋ねているところだ。返事をくれたところは五つあるが、みんな心当たりはないらしくて……」

「……意外に仕事が早くていらっしゃるのですね」

　ティナーシャが青年の後方を見ると、お付きの女性があわてて頭を下げる。その表情から察するに、周りが気遣ってやってあげた、というわけではなく青年自身の行動が早いらしい。これは早々に王侯貴族の情報は集まりそうだ。

　アリスティドは、それを聞いてぱっと嬉しそうな目になる。

「で、あの、ユリア殿、今日は遠乗りにでも一緒に──」

「行きません」

　きっぱりした返事に、青年はがっくりとうなだれる。その様は少し気の毒に思えなくもないが、用事を頼んでいる以上、要らぬ期待をさせないよう先に言っておいた方がいいだろう。

「私には相手がいますから。貴方の誘いに応えることはありませんよ」

「え……そ、それはやはり昨日一緒にいたという……」

「そうですね」

　アリスティドの後ろでお付きの女がこくこくと頷いている。昨日の彼はまったくオスカーのことを認識していなかったのだから、帰ってから彼女に聞いたのだろう。

　これで協力してくれなくなったとしたら仕方がないが、こちらの探し物に真摯に対応してくれた相手への礼儀のようなものだ。

　さて、どう出るかとティナーシャが注視していると、アリスティドはばっと顔を上げる。

「で、でもまだ貴女は生きているので！」

「意味分からない反語がきた」

「まだ、死ぬまで連れ添ってはいないという意味で……私にも挑戦する権利はあるかと……」

「死ぬまで連れ添ったんですけど」

　なかなかに精神が強きょう靭じんで驚いてしまう。青年は意識して作った笑顔でティナーシャに問うた。

「ちなみに貴女が、相手に一番求めていることは何か、聞いてもいいだろうか」

「うーん……強さ、ですかね」

　オスカーの性格は基本的に、全ての要素が精神の強さに帰着する。

　だがアリスティドはそれを言葉のままに受け取ったようだ。おずおずと聞いてくる。

「それは、私が貴女の選んでいる人に勝てたなら、私のことも考えてくれるということだろうか！」

「考えません」

　きっぱり言うと、アリスティドはまたうなだれる。見ていて面白いが、面白いで済ませていていいかも疑問だ。

「殿下は、私に構っていてお仕事などに支障はないのですか」

「ああ……私はこうして街の様子を見るのも役目のうちだからな！　父上には『お前はその方が皆の気づかない正解にたどり着くから』と言われているのだ！」

「あー……そういう方ですか」

　たまにいる、野生の嗅覚で問題事や解決法を見つけてしまう性質の人間なのだろう。

　オスカーにもその節はあるが、あれは彼の経験と思考から導き出される結論が、速すぎてまるで直感のように見えるだけだ。ただアリスティドはそれに比べて、本当に勘がいい部類なのだろう。いや、昨日オスカーに気づかなかったのだからやっぱり勘は鈍いかもしれない。

「だから、貴女に話しかけているのも、まったく全てがやましい心というわけでもないのだ。精霊術士の方は珍しいからな。こちらの大陸ではほとんど見かけない」

「そのようですね。精霊術士って魔法大陸特有の存在だったと、こっちに来て初めて知りました」

「だから、私もまだ諦めるのには早いと思う！」

「文脈が摑めない……」

「貴女の選んだ人より、強くなればいいのだろう？　剣にはそこそこ自信がある」

「だからそういう意味ではないんですが」

　オスカーの強さは一義的なものではない。魔女から呪いを受けて自らを鍛えることを選んだ意志も、彼女を選んで根気よく付き合ってくれた忍耐力も、彼女の在り方を受け入れて、彼女への抑止力として立ち回ってくれる優しさも、全てが彼の「強さ」だ。

　強いからできることが多くて、だからこそ彼女のような女を拾ってしまった──とティナーシャは思うのだが、彼に言わせるとそれは「幸運」らしいので、ティナーシャもあまり表に出して卑下しないようにしている。

　ただそれはそれとして、単純に剣の腕で彼に勝てる人間がほぼいないのも事実だ。

　ティナーシャは笑ってアリスティドに手を振る。

「多分勝てませんから。無茶なことはやめた方がいいです」

「そ、それはどうだろうか！」

　往生際が悪い叫びを無視して、ティナーシャは情報収集に戻る。

　だがそれからもアリスティドは三日に一度は彼女のところに会いに来た。

　さすがに叱ろうと思った最後の日に、彼はオスカーに決闘を申しこんできた。







「この国ってどこまで自由なんですか？　私、結婚してるって言いましたよね」

「誠に申し訳ありません……」

　城都の広場の真ん中、既に見物人がかなりの人数集まっているそこで、アリスティドは朗々と口上を述べていた。対するオスカーは苦笑して口上を聞いている。かなり付き合いがいい。年の功だろうかとも思うが、彼以上の年月を生きているティナーシャがそう温和でもないので、ただの性格だろう。

　周囲の見物人からは既に含み笑いが上がっている。なんでもアリスティドがこうして女性に一目惚れして奇行に走るのは今回が初めてではないらしい。城都の人間にとってはすっかり「愛すべき王子が繰り広げる娯楽」だ。その娯楽に巻きこまれたティナーシャは額を押さえた。

「ユリア殿には、私が勝ったらこの国に残ってもらいたい！」

「嫌です」

　きっぱりとした返事に、アリスティドは見るからにがっくりと肩を落とし、観衆からは笑いが漏れる。なんと言われてももう調査は終わったのだ。そろそろこの国を出ようとしていたところだ。

　アリスティドはその後も調査結果を教えてくれていたが、本についての情報も、それを調べている二人に接触してくる動きもなかった。完全に空振りだ。

　だから次の国へ移動するか、いったん家を買いに目星をつけるか……というところで決闘を申しこまれた。ティナーシャは無視して宿を引き払うことを提案したが、オスカーの方が「調査を手伝ってもらったし、最後だからいいだろ」と挑戦を受けたのだ。

「私は貴女を幸せにするために、一生を捧ぐと誓おう！」

「何だかレグを思い出すんですが……」

「俺の曾祖父はあんなのだったのか？」

「ユリア殿！　聞いていてくださったか！」

「いえ、まったく」

「そ、そうか。少し声が小さかったかもしれないな。申し訳ない」

「ティナーシャ、話が進まなくなるからあまり苛めるな」

　夫に窘められ、白いドレス姿の魔女はしぶしぶ口を噤つぐむ。下がって腕組みをする彼女の前で、オスカーがただの長剣を握り直すと青年に言った。

「よし、いつでもいいぞ」

「では、よろしく頼む！」

　やたらと元気のいい声を嚆こう矢しとして、決闘が始まった。







　国内におけるアリスティドの評価は「馬鹿だけど強い」だ。

　それは個人の戦闘能力から軍の指揮官としての能力全般におけるもので、いわばこの国の武を象徴する一人だ。子供の頃は隣国イクレムに人質を兼ねて数年留学していたというが、その境遇にもまったくくさらずに剣の腕を磨き続けた。正確にはイクレムの王子たちと机を並べて政治を学んだそうだが、まったく身につかずのほほんと帰国した。剣だけが上達し、後は元のままのアリスティドを見て、宮廷の人間は「これが王子の個性なのだろう」と諦めたらしい。それでも許されたのは、彼が庶子王子であるのと裏表のない性格が人々に好かれたからだ。

「この大陸の王族であの性格って、きっと貴重なんでしょうね」

　自身が暗黒時代の女王であったティナーシャにはよく理解できる。彼の存在はきっと周囲の人々にとって癒いやしなのだ。それに加えて強いとなったら人気も出るだろう。

　そんなアリスティドの剣筋は、日々の鍛錬が窺えるものだ。力任せの強引なところはあるが、それを押し通せる勝負勘の良さがある。速度はティナーシャよりもかなり速く、剣で勝負したら即座に決着がついてしまうだろう。さすがに乱世において戦場に立つ剣士だ。

　そんな青年が、オスカーに向かって果敢に剣を振るう。刃止めをしていない剣で決闘をするのは、清々しい思いきりのよさだ。

　猛然と打ちこまれる剣にオスカーは防戦に回らされている。刃がぶつかり合う音が響く度、観衆がわっと声を上げた。

　ティナーシャはそんな見物客をざっと見まわし、最後にアリスティドの従者である女性に視線を止める。相手はすぐにティナーシャの視線に気づいた。青ざめた彼女の表情に、魔女は苦笑する。

　──アリスティドは確かに強い。

　だがオスカーの方がずっと上だ。彼が防戦一方に回って見えるのは、あえてそう誘導しているからだ。そのことにお付きの女性は気づいているし、観衆の中でも何人か分かっている人間はいるようだ。そして誰よりアリスティド自身も……気づいている。

「何故なのだ！」

「何故と言われても。そちらの良い評判は聞いているからな」

　民が期待しているのは、アリスティドの楽しい活躍だ。だからあまり圧倒してしまえば、彼らは傷ついてしまう。同じ敗北でも負け方というものあるのだ。

　アリスティドは大きく踏みこむと、オスカーの剣を外側へ払いのける。そして素早く剣を引き、空いた胴を狙って突いた。

　必中にも見える攻撃に、周囲の人間が息をのむ。

　けれどオスカーはそこまでを予想していたように、右足を引いて体を反らした。

「……っ！」

　アリスティドが「誘われたのだ」と気づいた時には既に、オスカーは体の後ろを通して剣を左手に持ち換えている。

　まるで曲芸だ。そんな技を許してしまうということ自体、実力差がある証拠だ。

　けれど何も知らない観衆はわっと沸く。悔しそうな顔のアリスティドに、オスカーは笑った。

「あとは、俺の妻を口説かれ続けるのは多少面白くなかったからな。──意趣返しだ」

　民に対して彼の顔を立てて、彼自身の自尊心には手痛い一撃を。

　オスカーは左手に持ち直した剣を振るう。その刃はアリスティドの軽鎧の金属部分を打ち据えた。

　衝撃に青年はよろめいて片膝をつく。

　顔を上げたアリスティドの喉元に、オスカーは長剣の切っ先を突きつけた。

「これで妻のことは諦めてくれるとありがたい。あなたと違って俺には妻しかいないからな」

　周囲からぱらぱらと拍手が上がり始める。彼らもアリスティドの口上から今回の決闘騒ぎが単なる横恋慕だと知っているのだ。

　だからこれが落としどころとしてちょうどいい。見物客たちが「楽しかったよ、アリス様！」「次は人妻に迷惑かけないで頑張ってね！」と声をかけながら解散していく中、オスカーはアリスティドに手を差し伸べた。

「久しぶりに楽しめた。イクレムにいるあなたの知己たちも、これくらい強いのか？」

　突然出てきた隣国の話に、ティナーシャはぴくりと眉を動かす。けれどアリスティド自身は何の疑問も感じなかったようだ。あっさりと答える。

「フィレウスは自分で戦うのを苦手にしているぞ。あ、フィレウスはイクレムの王太子で私の友人だ。あいつは『自分は頭を使うからいい』とよく言ってる。だから何かの時は、私が友の力になるつもりだ！　フィレウスは間違えないしな！」

「なるほど。イクレムの王太子が切れ者だという評判は確かなようだ」

「私が知る中で、一番頭がいいぞ。まるで色んな国の動きを見通しているような時もあるのだ」

　オスカーの手を借りて立ち上がるアリスティドは、既に屈託のないいつもの様子だ。

　けれど逸脱者の夫婦は違う。当たり障りない表情の下で互いに目配せをした。

　最後の最後で聞いたこれは、はたして当たりだろうか。

　イクレムはセーロンの隣国で歴史ある強国だが、まだ詳しい調査の手は及んでいない。だからオスカーは、アリスティドがイクレムに留学していたことを踏まえて、イクレム宮廷について軽い探りを入れたのだ。そしてその答えは「正解」に極めて近しい。

　──間違えない賢者などという存在がいるとしたら、隠された知恵の源があるのではないか。

　そう二人が考える中、立ち上がったアリスティドはティナーシャの手を取る。

「今回は破れてしまったが、いつの日か貴女にふさわしい人間になれるよう努力する」

「不要です。けど、お疲れ様でした。色々とありがとうございます」

　正直なところ、暗黒時代を思わせるこの大陸の重い空気に疲れかけていたところだったのだ。

　それがセーロンの城都では久しぶりに羽を伸ばすことができた。そんな感謝を込めて微笑むティナーシャに、アリスティドはぱっと期待の目になる。

　そうして彼は握った彼女の手に口付けようとしたので、ティナーシャは遠慮なく青年の頰を平手で打った。
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「皇国ケレスメンティアにセノワを送りこむ？」

　イクレム国王である父の言葉に王太子のフィレウスは頷く。彼のつけた耳飾りが軽い音を立て首肯の後を追った。今年六十三歳になる王は、目元の皺しわを深くして息子を見上げる。

　王である彼には、かつて四人の子がいた。民の人望も篤あつく誠実な長兄とその妹。そして冷ややかなところを持ちながらも有能な次男のフィレウスと、末弟セノワが。

　しかし四人の子のうち、体の弱かった王妃によく似た娘は十八の時に病死し、将来を有望視されていた長子も若くして暗殺者たちと相打ちになった。結果彼の下に残されたのは二人の息子だ。

　しかしそのうち末弟セノワはやはり病がちで、優しすぎる性格もあって王族の責務を負わすには心こころ許もとない。今年二十一歳になる彼は城の奥宮で籠の鳥のように暮らしており、その母に似た顔立ちを思い出すたび王は憐れを感じて仕方なかった。

「あれがケレスメンティアでやっていけるのか？」

「可能不可能の問題ではないでしょう。セノワも王族である以上、務めを果たす義務がある。それにケレスメンティアの女皇であれば年の頃も釣り合いが取れているし、お互いの血筋も申し分がない。他国が女皇の夫を出してくる前に動くべきです」

　大陸最古の国であるケレスメンティア。

　決して広大な領土を持つわけではない皇国は、しかし鍛え上げられた武力と不思議な伝説の数々に彩られた国である。神にもっとも近い国と言われ、主神ディテルから直接武器を賜ったとさえ言い伝えられる国は、神代が遠くなった今でさえ有力諸国の意識をひきつけてやまない。

　特に若い女皇がそろそろ夫を迎える年齢であるという事実には、イクレムをはじめどの周辺国も無関心でいられなかった。それら国々がお互いの出方を窺い半ば膠こう着ちゃくしている状況の中、先に一歩を踏み出し「弟を女皇の夫にすべきだ」と主張するフィレウスに、父王の何度目かの溜息をつく。

「あの国は得体の知れぬ国だ。お前も知っておろう？　あの国だけは例の本に書かれないのだぞ」

「だからこそセノワを送るのです」

　きっぱりとした返答に父王は瞬間息を止めた。息子の狙いがどこにあるかを悟った王は、顔に険が濃く現れた王太子を見つめる。

「フィレウス。お前は……」

　フィレウスは揺らがなかった。迷うことなく王とその先を見つめ頷く。

　何百年もの間、無数の決断が下されてきた玉座の間。空虚さが漂う空間で、二人の父子はまるで昏くらい河を挟んでいるかのように向かい合っていた。

　フィレウスは血の気の薄い唇を動かし、冷えた声で問う。

「許可を頂けますね？　父上」

　王は最後の溜息を吐き出す。

「……セノワは、アナと一緒になるのだと思っていたが」

「本人も覚悟の上です」

　それは王族である以上当然のことだ。

「分かった。許可する」

　父王はそう言ったあとぽつりと「アナが悲しむかもしれぬな」と小さく呟いた。
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「おうちだ！」

　子供のような声を上げて、ティナーシャは丘の上を駆けていく。

　その姿にオスカーは顔を綻ばせて後をついていった。

　二人がいるのは東の大陸の西岸、張り出した崖の上にある丘だ。緑の草が茂る丘の上には小さな一軒の家が建っており、ちょうど売りに出ていたのをオスカーが買ったのだ。

　次の調査地は強国イクレムと決まったが、連続して行くにはティナーシャが少々疲弊しているように見えた。元の魔法大陸ではきちんと屋敷に戻って休暇を取る期間を設けていたのだし、この辺りでいったん息抜きをしてもいいだろう。

　ティナーシャは玄関扉に手をかけながら問う。

「でも、家を買うって出費大丈夫ですか？」

「ここは町から離れてるから安かったんだ。買い出しに行くのも大変だし、野盗が流れてきた時も防戦が大変だろう？」

「あー、なるほど。確かにそうですね。私たちには大して問題にもなりませんけど」

「眺望はいいんだがな。神の槍が焼き切った断崖が見下ろせる」

「せっかくだから後で見に行ってきます」

　ティナーシャは家の中に入る。厨房と三つの部屋でできている家は、魔法大陸の屋敷より二回り小さいが、休暇を過ごすには充分過ぎるくらいだ。彼女ははしゃいで全部の部屋を見て回ると、夫に尋ねる。

「前の住人の方はどうしたんですか？」

「魔法士だったんだが、老齢でここに住んでるのが大変になったんだと。最寄りの町に住んでる娘夫婦のところに引っ越したらしい」

「なかなか和む話ですね」

　備え付けとして最低限の家具があるのも、ちょうどいい。戻ってきたティナーシャは、窓を開けていてるオスカーに飛びついた。

「ありがとうございます！　嬉しいです！」

「いや、もっと早く拠点を作ればよかったな。家のことは俺がするから寝てていいぞ」

「別にずっと寝てたいわけじゃないんですよ……起きられないだけで……」

　窓から見える景色は一面の海だ。午後の日差しに海面が白く輝いている。このまま南西にずっと行けば魔法大陸だ。ティナーシャは塩混じりの風の匂いに目を細めた。

「掃除をして、夕食の材料を買い出しに行きましょう。使ってみたい食材いっぱいあるんです！」

「楽しみだな。じゃあ俺は他のものを買い出すか。水回りの修理が必要らしいし」

「元の屋敷ではリトラがそういうの管理してたはずなのに、どうして貴方もできるんですか？」

「一人暮らししてたことがあるから。ラジュの時はなんでもやってたぞ」

　小さな山村で、彼は両親の残した家を修繕しながら住んでいたのだ。周りの大人からは色々教わったし、彼自身も「不具合の原因追求と対応修繕」という流れが割と好きだ。ただ料理の方は「自分が食べる分にはさほど味を気にしない」とあって、まったく上達しなかった。こういうのは向き不向きがあるのだと思う。

　それはさておき、彼女と新しい居場所を一から作っていくのは何度やっても楽しい。オスカーは潮風に洗われた窓枠を見渡す。

「ついでに外壁ともども塗り直すか。何色がいい？」

「白か青ー」

「分かった」

「ついでに泳げるように海面まで穴を開けましょうか。せっかくの立地ですし」

「地面に深い縦穴が必要な場所は、立地に恵まれてるとは言わないんじゃないか？」

　嬉しそうなティナーシャは、玄関を開け放つと鼻歌混じりに防御結界を張り出す。

　晴れ晴れとした姿は東の大陸に来てからついぞ見なかったものだ。そんな妻の姿にオスカーは嬉しくなる。ティナーシャはそのまま玄関を出てぐるりと周囲を一周してきたらしい。玄関の外から大きく手を振った。

「ここ、水場がないんですね。魔法士が住んでたなら転移で買い出ししてたのかな。ちょっと水脈を弄ってもいいですか？」

「精霊術士は相変わらず色々やれるな。構わないぞ。他に誰が見るわけでもないしな」

「やった！　じゃあ浴室も作りますね！」

　この家には浴槽がなく洗い場だけがある。だがティナーシャは浴槽でだらっと解凍されるのが好きなのだ。オスカーも元々浴槽は置こうと思っていたので異論はない。

　二人はそうして最寄りの町に転移で移動すると、必要なものを買い出して家に戻る。ティナーシャは厨房に調理器具を運びこむと先に水の確保をすることにしたらしい。外に出ると詠唱を始めた。

　開け放った窓と扉から歌のような詠唱が聞こえてくる。心地よいその響きを聞きながらオスカーは海側の窓枠を白く塗っていった。しばらくすると詠唱が止み、ティナーシャが外から駆けてくる。

　彼女は洗い場の外の壁に手をつくと再び詠唱し始める。引いてきた水脈を室内に通そうというのだろう。オスカーは死角にいる妻に声をかけた。

「石材が必要ならそっちに運ぶぞ」

　買い出しの際、加工用の石材もかなり買いこんだのだ。周囲に家がないと、適当に買ったものだけ転移で放り出せるので、一度の買い出しでかなりの量が買える。ティナーシャののんびりした声が返ってきた。

「魔法で引き寄せちゃうから大丈夫です。最近、あんまり精霊魔法使ってなかったんで、たまには使わないと。魔力が腐っちゃいますからね」

「腐るのか？」

「腐りませんー」

　嬉き々きとして水回りの機構を作っている彼女は、かつてはファルサス城都の下水機構を丸ごと設計したこともある。小さな家を弄るのは難しくもないのだろうし、むしろ自由がきいて楽しそうだ。

　オスカーは窓枠を塗り終えると、別の部屋の窓枠に取りかかろうとする。その途中で洗い場を覗いてみると、買った石材が形を変えられ大きな浴槽になっていた。壁の一部に丸い穴が開いて、そこから湯気の立つ白濁した水が浴槽内に流れてきている。見たところ給水を止める手段がないのでこれはとりあえずの処置だろう。

　オスカーはその様子を確認して、どこかにいる妻に声をかける。

「ティナーシャ、お湯の出る速度が排水速度を上回ってるぞ」

「えええー!?　今、止めます！」

　言うなり彼女がオスカーの背中に激突する。他の部屋から前を見ないで飛びこんできたのだろう。思いきり弾き飛ばされて転びそうになる妻を、オスカーは咄嗟に抱き留める。

「悪い、変な位置に立ってたな」

「い、いえ……浴室の様子が見えるのここだけなので、貴方がここにいるのは当然かと……」

　額を押さえながらティナーシャは手を振る。途端、壁の穴から流れてくるお湯が止まった。他の部屋に漏れ出しかけていたお湯も、みるみる蒸発して消える。

「排水と拮抗してると思ったんですけど、傾斜が甘かったのかな……ちょっと調整しますね」

「ゆっくりやってくれ。俺は窓を塗ったら外壁に行く」

「はーい！」

　ティナーシャは靴を脱いで裸足はだしになると、服が濡れるのも構わず浴槽の中に腕を差しこむ。その様子を見ながら、オスカーは洗い場を後にした。

　彼が窓枠を一つずつ塗り、外壁に手をつけていく間、ティナーシャは彼の視界の隅を小走りで何度も横切っていく。まるで新しい家に来た子猫が飛び回っているようで可愛らしい。

　そうして日が海の向こうに沈む頃、二人で暮らす小さな家に初めて灯りがともった。

　家を好きなように弄ることも、料理をすることも、彼女にとっては楽しい日常の一環なのだろう。二人で食事をする間もティナーシャは少女のようにはしゃいでいて、屋敷に来たばかりのリースヒェンを思い出させる。やはり二人は同じ人間で、少女らしさも彼女の一面なのだ。

　オスカーと二人だけの時、彼女の精神は純化されていく気がする。それは幼いとも言えるのだろうが、彼はそういう時、妻が全ての責務から自由でいられるように見えて好きだった。

「オスカー、お風呂一緒に入ります？　広めに作ったから大丈夫ですよ」

「ん、久しぶりだな」

　こちらの大陸に来てからは、宿についている小さな風呂を借りるか、それもできず水で体を拭くくらいだったのだ。今までオスカーは何度か妻の風呂好きを思い出して「広い風呂がある宿を探すか？」と聞いたが、彼女自身は「平気ですよー」と流してきた。実際、こちらの大陸は空気が乾燥しているせいか、長く風呂に浸かる習慣があまりないらしい。オスカーはそういうものかと思って現地の習慣に合わせていたが、妻の方はやはり風呂に入りたかったようだ。長年連れ添っていても色々と気づけないこともあるとオスカーは反省する。ティナーシャからすると「わざわざ不平を口にするほど不満ではない」のかもしれないが、そういったささいなことも汲み取りたいのだ。

「違う大陸に来ると、自分の未熟さに気づくな……」

「え、なんですか急に」

「一年も気づかず旅をさせてしまった反省がすごい」

「また勝手に何かを重く考えてません？　一緒にお風呂に入りたいって言っただけなんですけど」

「これから善処する」

「善処!?」

　猫が水滴を浴びたようにティナーシャは腰を浮かせたが、オスカーが何を考えているのか察したらしくすぐに座り直した。彼女は微苦笑すると夫の顔を窺い見る。

「私、充分大事にしてもらってますよ。自由にしてますし」

「自由にしてるのは知ってるんだが」

「お互い見えてるものが食い違ったりするくらいでいいんです。違う人間なんですから」

　そう言って彼を見つめる闇色の目は、確かにオスカーより永い年月を見てきている。そもそも逸脱者となった彼らは、エルテリアによる繰り返しの記憶も汲み出すことができる。その量は、もともと四百年を生きてきた彼女にとっては相当のもののはずだ。意図的に思い出さないようにしているのかもしれないが、ふとした時に振り返って見える景色は永劫に等しいだろう。

　そんな彼女が「違っている方がいい」というなら、きっとその方がいいのだ。ずっと一緒にいるのだから、違う人間同士で伝える自由があった方がいい。

　ティナーシャはうっすらと赤い頰に手をあてる。

「今日、すごく楽しかったです。もし私たちがいつかの未来、お互いの記憶がないまま出会ったとしたら……こんな風にまた一緒に暮らしたいですね」

　無邪気な愛情の言葉は、条件的にはお互いが死ななければ発生しないものだ。死んで、互いのことを知らないまま出会い直す。それはいささかどころではない苦みがある過程で、けれど彼女が言いたいことはそうではないのだろう。

　お互い何の役目も負わず、その運命を知らず、ただの人間として出会って一生を共にする。そんな時間にまみえることがあったら、何の約束がなくてもまた同じように暮らしたいと言うのだ。

「それは幸せだな。そうなるように努力する」

「貴方は素のままでいいですよ。リースヒェンだった私に即愛されていたでしょう？」

「あれはお前のことを分かってたからな。まったくの白紙からは怖い」

　次にどんな状況に生まれてどんな育ち方をするか分からない。むしろリースヒェンがあの境遇で素直に育ったことこそが奇跡だ。彼はテーブル越しに手を伸ばすと、妻のすべらかな頰に触れる。

「けど俺は、今のお前も大事にするからな。お前の頼みをきくこと自体が趣味みたいなものだから、何かあったら言ってくれ」

「一緒にお風呂入ってください。あと、明日は家でごろごろしましょう」

「ん、分かった」

　それだけの日常を約束する答えに、ティナーシャは愛しむようなうっとりとした笑顔を見せる。

　その笑顔に焦げ付くような恋情を覚えて、彼は永遠に等しい時間を旅していくのだ。





※






　イクレムは、東の大陸の中でも五指に入るだろう強国だ。

　この大陸においては皇国ケレスメンティアに継ぐ歴史を持っており、武力はそれほど秀でているわけではないが、無難な立ち回りによって荒れた情勢をわたってきた国だ。

　そんなイクレム方面へと向かう街道を、一台の乗合馬車が走っていく。

　ゆっくりとした速度で、けれど着実に進む馬車の中、もっとも入り口近くに座っていた傭兵のケグスは大欠伸をすると馬車の奥を見やった。乗り合わせている客は全部で七人。そのうちの二人が彼の視線の先に座っているのだが、もうずっと前から彼はその二人が気になって仕方ない。

　一人は秀麗な顔立ちをした長身の男であり、鍛えられた体に旅人の服装を纏っている。装備は質素な剣を佩いているのみだが、油断を見せない空気からしてかなりの手練だろう。戦闘職なのだろうが、この大陸に数多いる傭兵たちとは違う空気を持つ男だ。

　ケグスがさりげなく様子を窺っていると、男はふっと息を吐いて腕の中の毛布を抱きなおす。

　その毛布にくるまれているのは──一人の子供だ。

　長い黒髪に、顔はちらっとしか見えなかったが、作り物めいて綺麗な貌だった。年のころは七、八歳の少女だろうか。繊細かつ異様な美しさは人を惑わす蠱惑的な引力を帯びている。その少女はどうやら男の腕の中で安らかな寝息を立てているようだった。

　否いやが応おうでも目を引く二人だ。ただ兄妹にしては年が離れすぎている。

　──まさか貴族の娘とそれを攫って来た騎士じゃないだろうな。

　そんな空想を膨らませていたケグスは、馬車が検問前で速度を緩めた時、男が少女を揺り起こす声に気づいて耳をそばだてた。低い穏やかな声が微かに聞き取れる。

「起きろ、ティナーシャ」

　体ごとゆっくりと揺さぶりながらの声に、しかし少女は縮こまっただけだ。起きる気配のない彼女に男は溜息をつく。

「起きろ。人攫いと思われたらどうする」

　ケグスは一瞬、自分の想像を見抜かれたのかと思ってぎょっとした。

　しかし当の男は、彼の方は見向きもせず腕の中の少女を揺り起こす。やがて彼女は激しい振動に耐えられなくなったのか顔を上げた。魂が抜けてしまったかのような寝ぼけ眼で男を見上げる。

「……オスカー？」

「起きろ。検問だ」

「うう……」

　少女はもぞもぞと動くとしなやかな腕を上げて伸びをした。毛布の中から体を起こすと男の頰に手を添える。

「あぁ……この国で見つかればいいんですけどね」

　気だるさの漂う言葉と仕草。そう言って男の額に口付けた闇色の瞳は、幼い外見とはかけ離れた女のもので、それを見たケグスは、瞬間ぞっとするような戦慄に襲われた。

　──この少女こそが西の大陸で最強と恐れられた魔女であると、皆はまだ知らない。







　二人は約一月を、新しい家での休暇にあてながら情報収集を済ますと、イクレムへと旅立った。

　調査の結果、得られた情報は今まで大陸内で聞いていた評判と変わりがない。飛びぬけて秀でたところはないが、それ以上に劣っているところがない国だ。戦争や戦闘も多く経験しているが、致命的な失策をしたことがない。

　ただそれらはいずれも「運がよかった」「ぎりぎりで偶然にも痛手を回避した」と言われる類のもので、だからこそオスカーたちも調査も後回しにしていたのだ。けれどその幸運や偶然が「そう見えるように」とまで計算された立ち回りだとしたら話は変わってくる。

「……転移がないと最初の一回は普通に移動しなければいけないのが難ですね」

　馬車から降りたティナーシャは大きく伸びをする。

　乗り継ぎのため二人が降りたのは、目的地であるイクレムの手前、天幕ばかりで構成された街道上の商業街だ。立地的に人の通行は多いが、数カ月に一度戦闘に巻きこまれることもあるらしい。その際に商人は天幕を畳んで避難し、ここは何もない土地になる。なかなかの割り切りのよさだ。

「昔から戦争が多い大陸だけあって、そこで暮らしてる人も対策を講じてきてますね……」

「大半の人間にとって、住む土地を変えることは難しい。心情的なものか金銭的なものか体力的なものか、理由は人それぞれだろうが。だとしたら生きていくその土地に順応しなければならない」

　露店の品ぞろえを見ると、保存食糧や野営用の装備品が多い。傭兵たちが多く利用する場所だからだろう。子供の姿をしたティナーシャは、それら露店の中から食材や香辛料を買いこんでいくと、ある程度溜まったところで家に転移させる。彼女は砂色の街並みを振り返った。

「この大陸って、魔法大陸から来た私たちからすると希望が少なくて気鬱になりそうなんですけど、当然ながらこっちで生まれた人にはこれが当たり前なんですよね」

「まあ、そうだな。むしろこの気風を利用して成り上がってるやつもいる。新興国の中枢にいるやつなんて特にそうだろう」

「強い人間は生きやすく、弱い人間はその反対、っていう感じですか。総じて言うなら『うっすらとした諦観』が漂っている印象です」

　オスカーは鉄器が並ぶ露店を見やる。皿や鍋がひとまとめになって専用の布袋がついているのは、家財を持ち運ぶことを前提に作られているからだ。

　通りを行く人々は比較的若い人間ばかりだ。土つち埃ぼこりに汚れた子供の手を父親らしき男が引いて歩いていく。子供は露店の品々が珍しいのかきょろきょろと辺りを見回していた。

「俺たちからすると、ここまでの年月、大陸の情勢が安定しないっていうのも不思議な感じはするけどな。これが当たり前だという考えが染みついているなら、そこから変えないと難しいだろう」

「セーロンやトラスセスを見ると、経済の改善で人の意識も変わると思うんですが、それをした時、相応の武力がないと他からの侵略を受けて潰れてしまうというのが……。足の引っ張り合いですね」

「どうして各戦争が起きたのか概観できれば対応もできるんだろうが、そもそもその手の研究が発表しづらい状況みたいだな。下手すると戦勝国によって資料の処分や改かい竄ざんが行われる」

「だから研究したい学者はそれなりの後ろ盾が必要になるけれど、そうすると資金元の顔色を窺わざるを得なくなる、ですか。なかなか閉塞的ですね……。ドーン！　ってやっちゃいたいです」

「お前、ずっと昔にそうやってこっちの辺境砦を破壊してなかったか？」

「あの一件、さすがに『魔法大陸を攻めて魔女にやり返された』っていうのは風聞悪すぎたみたいで、どうやら隠蔽したらしいんですよね。後で見に行ったんですけど記録にも残ってませんでした」

「そうなのか。言われてみれば、お前が犯人だって知ってるのは指揮をしていた王子だけだったな。記録にないってことは、自分が原因で魔女を引きこんだと報告できなかったんだろう」

「気概が足りませんよ」

　白々と言う魔女は、地面に直接布を広げて売り物を並べている少年たちを見つけると、その前に座りこむ。彼らが売っているのは煤すすけた金物入れや腰帯の金具などがらくたばかりだ。ティナーシャはそこからいくつかを選んで買い取った。

　その間にオスカーは彼女から離れると、酒を飲んでいる傭兵たちの話に耳を傾ける。この街では路上にテーブルを置いただけの立ち飲み酒場がいくつかあるのだ。オスカー自身も一杯買ったところでティナーシャが駆けてくる。彼は妻の分の砂糖水を追加で注文した。

「何か面白いものはあったか？」

「ん、めぼしいものは特に」

　ティナーシャは手にした金具を目の上にかざして見る。それは腰帯につける金具で、薬など小物を収納する袋を提げるためのものだろう。魔法大陸でも似たようなものがあるが、向こうでは魔法士が触媒を携帯するのに使われることが多い。ただこちらの大陸では、傭兵が軟なん膏こうや水筒などを持つのに使うようだ。

「戦場跡から拾ってきたものでしょうね。この辺りでは遺品拾いも生活の糧になるんでしょう」

「どうにかしたいか？」

「さすがにそれは思い上がりが過ぎます」

　遠く魔法の大陸から来た魔女は、木の杯に入った砂糖水に口をつけると片眉を寄せる。

「お酒じゃない……」

「今の自分の外見年齢を思い出せ」

「元の姿だとあちこちで絡まれるの、本当面倒なんですよね……。かと言ってずっと変化で姿替えてるのも体が疲れるんですけど」

「それでも猫でいるよりは人の方がましなんだろう？」

「そうなんですけど」

　ティナーシャは小さな唇を尖らせて砂糖水を飲む。その頭をオスカーは身を屈めてぐりぐりと撫でた。彼女は猫のように目を細める。

　けれどすぐにティナーシャは、外見年齢にそぐわぬ達観した微笑を見せた。

「この大陸を変える誰かがいるとしたら、ここに生まれた人だけでしょう。いつかそれができる人が現れます」

　魔女はほろ苦く微笑む。彼女の手の中で金具はとろりと溶けて形を変えると、細い指輪になった。ティナーシャは鈍い色の指輪を左手に嵌める。

「でもどんな理想がある人であっても……あの本は誰にも使わせません。それが私の線引きです」







　イクレムの城都までは、それから何度か馬車を乗り継いで一週間かかった。

　城都に近づくにつれて周囲の治安がよくなっていくのは、セーロンを訪れた時と同じだ。二人は街の中心近い宿屋を取ると馬車に揺られて疲れた体をほぐす。

　元の姿に戻ったティナーシャは窓越しに城を見上げた。

「さて、後はどうやって城の内部に潜入するかですね」

「どれだけ時間がかかるか分からないから、できれば正攻法で侵入したいな」

　魔法で侵入してあちこちを探す手もないわけではないが、単純に城は広いのだ。あまりあてどない捜索は避けたい。

「セーロン王子が言っていた『フィレウスは間違えない』という話がやっぱり気になるな」

「歴史を記す本で周囲の動きを読んでる可能性があるってことですね。どこかに死蔵されてるより使っててくれる方が分かりやすいんで、当たりであってほしいです」

　そう言いながらティナーシャの声音は大して期待もしていなそうだ。空振りを続けたことで期待値が低くなっているのだろう。オスカーは苦笑する。

「まぁここにもなかったら、皇国ケレスメンティアにも一度行ってみるか。ルクレツィアを疑うわけじゃないが、何しろ大陸最古の国だ。情報を持ってるかもしれない」

「神の国ですか。好奇心を刺激されますね」

　オスカーの膝上に座るティナーシャは男の体によりかかりながら自分の片膝を抱える。

　動き回っていなくとも変化のせいで疲労が溜まっていくのだろう。たちまち眠そうに力が抜けていく躰をオスカーは苦笑して抱き上げた。彼はティナーシャを寝台に移すと、丸くなる妻の隣に座り地図を広げる。

「それにしても、本以外の呪具の情報があってもよさそうなんだがな」

　今探している本の本体は既に破壊されているが、それ以外にあと七つ呪具が残っているはずなの魔法大陸は三百年くらい探してきたが、こちらの大陸には本当に一つもないのだろうか。もしくは交流もない残り三つの大陸のどこかか。先の見えぬ海の果てにかつての王は思いを馳はせる。

　いつの間にか隣からは小さな寝息が聞こえてきていた。





※






　イクレム城の奥庭には、小さな館がひっそりと建っている。

　高い生垣に囲まれた館は、かつては王妃が療養のために使っていた。そして今は、彼女の産んだ末の王子の住居だ。

　その館を尋ねた女は、見知った顔の侍女に挨拶される。

「アナ様、セノワ殿下なら図書室にいらっしゃいます」

「ありがとう」

　騎士の姿をした若い女は衛兵に自分の剣を預けると、勝手知ったる様子で館の廊下を進んでいく。

　アナ・ルニアディはイクレム国のルニアディ公爵家の一人娘だ。

　父は前宰相の息子であり、今でも宮廷におけるルニアディ家の影響力は強い。そのため彼女は幼い頃からよく城に出入りしており、末の王子セノワと出会ったのもわずか六歳の時だ。

　もうすぐ十八歳になるアナは、館の廊下を行きながら美しい庭に視線をやる。十年前の彼女は、高い生垣の向こうから好奇心に駆られてこの庭を覗きこんだのだ。

　──そこにいたのは、アナと同じくらいの歳としの子供だった。

　日の光よりも淡い色の金髪。透けるような白い肌。

　なんて、きれいな子なのか。

　儚く美しい存在に見惚れていたアナは、すぐに相手に見つかって中に招き入れられた。

　彼が一度も館から出たことがない末の王子だと知ったのは、その直後のことだ。

　彼は同じ子供とは思えないほど多くのことを知っていた。彼の話にアナは夢中になって聞き入り、彼は外の話を聞きたがった。城都に立ち並ぶ店の話や、郊外にある大きな丘の話など、アナは思いつく限りの話を口にした。その全てを彼は真剣に聞いてくれた。

　それから毎日のように館に通うようになったアナは、次第に「彼に外の世界を見せなければ」という使命感に駆られていったのだろう。ある日家から持ち出した鋏はさみで生垣に小さな穴を開けると、セノワを連れて城を抜け出してしまった。

　その後のことはよく覚えている。

　セノワは外の景色に感激し、二人は郊外の丘で日が落ちるまで無数の言葉を交わした。

　そして空に星が満ちた頃、彼らは捜索隊の一人に見つかって城に連れ戻された。

　駆けつけてきた父に平手で殴られたアナは「セノワが痛い目に遭わなければいい」と願ったが、彼はその晩高熱を出して寝こんだらしい。彼を閉じこめているのだとアナが憤慨してやまなかった高い生垣は、実は病弱な彼を守るためのものであったのだ。

　一週間後、父親の監視下で謝罪に来たアナを、彼は責めたりはしなかった。

『楽しかった。ありがとう』

　そう言ってくれる彼の笑顔にアナが悲しくなったのは、セノワはもう外に出ることを諦めたのだと悟ってしまったからかもしれない。

　アナはその後、父への反発から剣を取った。「貴族の娘のままごとか」と陰口を叩かれながらも、騎士になるためにひたすら努力した。

　けれどあれから十年以上が過ぎた今も……アナはまだセノワを城の外に連れ出せてはいない。







「アナ、来たのかい」

　北西の図書室で本を読んでいた青年は、彼女を見つけると柔らかく微笑んだ。金の髪が薄暗い部屋の何よりも明るく輝き、その眩しさにアナは片目を細める。

　少年時代には少女と言っても通る容姿だったセノワは、今はもう女性には見えないものの線の細さは相変わらずだ。彼はアナと抜け出した日以来この館から出ずに過ごしており、代わりに城内の膨大な蔵書のほぼ全てを読破している。それだけでなく時折、分野を問わず専門の学者を呼んで講義を受けることもしており、その知識量は呼ばれた学者たちが舌を巻くほどだ。

　セノワは、一礼するアナのために自ら隣の椅子を引くと、本の途中に栞しおりを挟む。

「どうしたんだい？　そんな服で来るなんて珍しいじゃないか」

「わたくしでも必要な時にはきちんとしております」

「ああ。兄上のところに行ってきたのか」

　アナは彼の言葉にほろ苦く微笑む。

　含みのないセノワの言葉に罪悪感を覚えてしまうのは、アナが自分の父親の意図を腹立たしいほどによく知っているためだろう。父は彼女を王太子フィレウスの妃にしたがっている。だからこそことあるごとにアナを公爵家の代表としてフィレウスのもとへ向かわせるのだ。

「父の使いで……大した用事でもありません。フィレウス殿下には申し訳ないくらいです」

「兄上はそれくらいで目くじらを立てないよ。他の貴族たちと話すより君の方が気兼ねないしね」

「だといいのですが」

「ずいぶん浮かない顔だ。城はそんなに嫌かい？」

「そういうわけではないのです。ただ中途半端な己に不甲斐なさを感じておりまして……」

　アナは苦笑になりきれぬ微笑みを零す。

　彼女は名目上城に仕える騎士となっているが、女であるため正式な騎士というよりあくまで「貴族令嬢」として周囲から見られている。彼女自身からすると、毎日真剣に何時間も剣を振り体格的な不利を補おうと努力している自分が、他の貴族の子弟たちのように「騎士ごっこ」に興じているように思われるのは不愉快だが、その不満を声高に訴えても失笑を買ってしまうだけだ。

　もう彼女は子供ではないのだ。来年には父との約束通り剣を捨てねばならない。その後は公爵令嬢として誰かのところへ嫁がなければならないのだが、彼女にとってその未来は倦怠感を誘うものでしかなかった。

　知らず知らずのうちについていた溜息にセノワは苦笑する。

「君の父はまだ君を子供だと思っているのだろう。子を心配するのは親として当たり前のことだ」

「子供を自分の栄達の道具にすることも、でしょうか」

　誰の目にも明らかな事実を口にするとセノワは小さく肩を竦めた。彼は、栞が挟まれている一冊、古くから読まれている戯曲の上に視線を落とす。

「必ずしも兄上の妃にと思っているわけではないだろう。ただ君の父は……君が私のところに来ることをよく思っていないだけだ。何と言っても君に剣を取らせることになった原因は、この私なのだからね」

「それはわたくしの決めたことです」

「どうだろう。私が普通の体だったなら、君は今とは違う君になっていたのではないかな」

　思わずアナが言葉に詰まると、セノワは笑った。

　彼は本を二冊抱えて立ち上がると、アナについてくるよう促して図書室を出て行く。彼女は黙って立ち上がると彼の後を歩き出した。

　セノワの後ろ姿は未だに頑健とは言い難い線の細いものだ。その背をアナはじっと見つめる。

　長剣を止めるための金具が音を立て、静かな廊下に響いて聞こえた。彼女はその音に自分でも違和感を覚えて顔を伏せる。彼が暮らす平穏な静寂の中に、鉄の音を持ちこむことがひどく無粋に思えたのだ。

「兄上はあれでお優しいところがあるのだよ。アナのことも評価している」

　廊下を歩きながらのセノワの言葉に、アナは「そうでしょうか」と返したかったが、さすがに不敬にあたるので「恐縮です」とだけ返した。

　王太子のフィレウスは誰にでも厳しく冷たく、それは幼おさな馴な染じみであるアナに対しても例外ではない。日々王太子として忙しくしている彼は、アナが父親の使いで面会に来る度、冷ややかに話だけを聞いて帰らせる。実際、父の用事はフィレウスに娘を会わせる口実として危急でないものばかりなので、ぞんざいに扱われるのは当然だ。アナの方が板挟みで申し訳なくなる。だがそれはそれとして、彼女がフィレウスをいくらか苦手にしているのは事実だ。幼馴染とは言え、フィレウスとはほとんど子供の頃に接した記憶もないのだから。

　一方、セノワは違う。

　アナは、後ろで一つに束ねられた男の金髪を何とはなしに見上げる。

　──自分が彼に何を望んでいるのか、そのようなことをアナは考えない。

　セノワは宮廷の権力とは無関係な位置にいるとは言え、王族であり守るべき主君の一人だ。

　だから彼女は、いつの間にか彼に背を抜かれていた時も、新しい話を語るその横顔に見惚れていた時も、言葉にしがたい胸の痛みを覚えはしたが、それを面に出すことはしなかった。

　歳を経るごとに、彼には本当の感情を言えなくなったのだ。今もそうして黙りこんだアナを、彼は足を止めて振り返る。

「アナ。今日はお茶菓子にベルロを出そう。何をかけるかは君が選べばいい」

「殿下」

　十年前から変わっていない慰めの言葉にアナは思わず笑い出しそうになった。彼のところでしか食べることのできない異国の焼き菓子が好きで仕方なかったのは、ほんの子供のことなのだ。

　だが今でも嫌いなわけではない。むしろ菓子の中ではベルロが一番好きだ。

　顔を綻ばせるアナに、セノワはふっと微笑すると歩き出す。彼女はその横顔を見上げた。

「殿下、本日はお話も拝聴したいのですがよろしいでしょうか」

「そんなに面白い話はないが、いいかな。新しく手に入った歴史書の話くらいだ」

「では、それを是非」

　昔は時々「秘密の話」を彼から聞くことがあった。庭の木陰でどの歴史書にも書かれていない話を山のようにセノワから聞いていた。

　けれど今はもう、それが遠い日の思い出だと分かっている。

　子供時代は疾とく過ぎ去る。

　かつてのアナは、力があれば大抵の願いは叶うと思っていた。頭のよいセノワは自分の体のことは自分で診るだろう。だからアナは外敵から彼を守れさえすればよいと思っていた。

　世界がそれほど単純ではないと理解したのは、いつのことだったか。

　ただそれでもアナは剣を手放したくない。これを捨ててしまっては自分には何も残らない。

　彼女は革の手袋越しに剣帯の金具をそっと触さわる。

　静かな館には不釣り合いな硬質の感触はまるで自分のようで、ただそんな自分を変わらず迎え入れてくれるこの場所のことが……アナは好きだった。







　日が傾くまでアナは、セノワと穏やかな時間を過ごした。

　そうして温められた気持ちで館を後にした彼女は、けれど帰宅するなり父親に呼び出されて気鬱になる。大方「今日のフィレウス殿下はどうだったのか」とでも聞かれるのだろう。なおかつセノワのところに行ったと知られればそれを責められる。いつものことだ。

　アナは苦々しさを味わいながら簡素なドレスに着替えると、父のいる広間へと向かう。

　だが、そこにいたのは父だけではなかった。

　見覚えのない若い男は秀麗な顔立ちをしており、立ち姿は堂々としている。男の青い目に一瞥されたアナは、そのまま硬直してしまった。彼女を動かしたのは、呆れたような父の一声だ。

「どうした、アナ。こちらに来なさい」

「お父様、この方は……」

「西の大陸から来た魔法具商だ。面白いものを多々見せられてな」

「魔法具商？」

　つい上げてしまった疑問の声に、男は「はじめまして」とにこやかに挨拶する。その姿をアナは眉を寄せてまじまじと見つめた。

　剣など持ったこともない父には分からないのであろうが、どう見てもこの男は商人ではない。

　おそらく戦闘を生業とする人間、それも傭兵のように崩れたところがない正統の騎士か何かだ。

　そんな人間が何故、商人などと偽って屋敷に入ってきたのか。不審を顕にするアナに男は微苦笑する。彼は低い声でアナに問うた。

「ルニアディ公爵のご令嬢は色々と変わった話をご存じとお伺いしました。是非わたくしもそれを拝聴したく思いましてお呼びたてしてしまった次第です」

「っ、お父様！」

　娘の批難にルニアディは鼻を鳴らして笑う。

　アナが初めてセノワから「秘密の話」を聞いたのは、八歳の時だ。

　けれど彼女はその時、あまりにも聞いた話に驚いて、一部を秘密にしていられず父親に教えてしまったのだ。父はそれを「子供の妄言」として嘲笑い彼女を傷つけ、今でも時折持ち出して嘲る。そして暗に「セノワのところになど近づくな」と釘を刺すのだ。

　そのような父の性格にも腹は立つが、見知らぬ男にまで話をさせようなどさすがに度が過ぎている。アナは男に断りを入れようと口を開きかけた。

　だがそれより早く、男は柔らかな微笑を浮かべて問う。

「貴女は色々とご存じではないでしょうか。秘された歴史や誰も知らない事件の裏側についてなど……私はそういった話を集めているのです」

「そ、それは」

　──父はどこまで話したのか。戦慄に襲われアナは立ち竦む。

　普通に聞けば男の言葉は、商人が貴族の機嫌を取るための方便だ。だが相手の目は妙な真剣味を帯びており、彼女の内心を読み取ろうと一挙一動に注意を払っている気がする。

　一体この男は何なのか。その話がセノワの教えてくれたものだとまで知っているのか。

　青ざめたアナを男は黙って注視する。

　青い目が全てを見透かすように彼女の瞳を捉えた。父がからかうような声をかける。

「どうした、アナ？　好きなだけ語ればいい。お前が殿下から……」

「お父様！　おやめください！　殿下は関係ありません！」

　先ほどの批難よりも一段高い、悲鳴にも似た叫びにルニアディ公爵は目を丸くする。

　その間にアナは「気分が悪いので失礼します」とドレスの裾を翻し部屋を出た。







　逃げるように自室に戻った彼女は、部屋の窓から屋敷の門を隠れて窺った。しばらく待っていると、さっきの男が門を出て行くのが見える。息を潜めてその姿を追っていたアナは、門の外で一人の女が彼を迎えたのに気づいて眉を顰めた。

　遠目にも浮き立つような美しい容姿。長い闇色の髪におそらく同じ色の双眸。

　見る者に忘れられぬ記憶と畏怖を刻みこむその様は、セノワに聞いた秘密の話の──

「魔女みたい」

　ぽつりと呟いた自身の言葉に、アナは窓際から後ずさる。




『昔々、大陸西部にクルシアという国があった。軍事国家として台頭したその国は、次第に領土を広げ力を増し、しまいには西の大陸にまでその手を伸ばしたという。

　しかし西の大陸には関わってはならない存在がいた。

　それは「魔女」と呼ばれる女たち。強大すぎる力を持つ魔法士。

　クルシアは魔女を知らぬまま一つの国に手を出し、忌避すべきその怒りを買った。

　彼女は単身クルシア本国に現れると、国境の砦五つを破壊したという。

　それは、闇色の髪と瞳を持つ恐ろしいまでに美しい魔女の物語だ』




「まさか、そんなはずない」

　ずっと昔の、誰にも知られていないはずの話なのだ。今更魔女が報復に来るなど、そんなはずがない。あの話はセノワが教えてくれた中でも、もっとも荒唐無稽な話だった。「本当ではない話」があるとしたら、あの話だと思っていた。

　アナは身を震わせると、かつて聞いた御伽噺に追われるようにして寝室へと飛びこむ。

　もし魔女が真実を知る人間を殺しに来たのだとしたら──その手が決してセノワに届かなければいいと願いながら。





※






「貴方はどうしたって商人には見えませんよ。それは怪しまれます」

　風呂から上がって寝台にうつ伏せになっていたオスカーは、背中に乗ってきた妻の呆れ声に苦笑した。彼よりは二回り以上小柄なティナーシャは、彼の上に同じくうつ伏せになると細い足で空中をパタパタと蹴る。

「それで、公爵令嬢には警戒されちゃったんですか？」

「みたいだ。ただ警戒されたにしては挙動不審だったな。本当にあの本について何かを知っているかもしれない」

　オスカーはルニアディ公爵から「娘は空想じみた話をたくさん蓄えているようだ」と冗談交じりに聞かされ、彼の屋敷を訪れたのだ。そこで顔を合わせた娘は何も教えてはくれなかったが、「秘された歴史の話」を聞きに来た彼への態度は尋常ではなかった。

　これは案外「当たり」を引いたのかもしれない。彼は寝台に頰杖をついて黙考した。女の声が頭上から聞こえる。

「で、その令嬢はイクレムの末王子から聞いたっていうんですか？」

「ルニアディ公爵曰くそうらしい。公爵は末王子をよく思っていないようだがな」

「何故？　王族との繫がりは家の益になるんじゃないですか？」

　前宰相の息子であるルニアディ公爵は今でも宮廷内に影響力を持ってはいるが、その力が父の代と比べて弱まっていることは否定できない。おまけに彼には娘しかいないのだ。その娘を使うとしてまず考えられるのは王族との婚姻だろう。

　ティナーシャの疑問に、オスカーは肩を竦める真似をした。

「セノワ王子は病弱で、生まれた時から離れで暮らしてるんだそうだ。まったく国政に関わっていない彼には権力も支持基盤もない。おまけに優秀な兄がいるときては、娘の夫としては不十分なんだろう。弟ではなく兄の方に嫁がせたいと、そう思っているのさ」

「はぁ……。余計なお世話という気がしますけど」

「娘には煙たがられているみたいだな。当然と言えば当然だが」

　オスカーは体を返して仰向けになると、転げ落ちそうになった妻の体を引き戻す。ティナーシャは再びうつ伏せに戻りながら軽く歌うような声で笑った。

「では末王子は私が引き受けましょう。その離れを調べてみます」

「分かった。じゃあ俺は王太子の方かな。……ああ、魔法具を作り足しておいてくれ。この大陸は精霊術士がいないから精霊魔法の魔法具にはすぐ飛びついてくる」

「了解しました」

　彼にはあどけなく見える魔女の微笑。だがそれは見る者によっては恐怖の前触れでしかないだろう。オスカーは長い黒髪に指を通す。

　焦る必要はない。いくらでも時間はある。

　それは彼ら二人に課せられた長い運命の重みであるのだ。





※






　ごく一部の強力な魔法士にとって、潜入活動というのは決して難しくはない。

　端緒となる紹介者や周囲への精神魔法、姿を偽る魔法、それらを上手く使えば城内への潜入さえ可能だ。問題は宮廷魔法士などに怪しまれる可能性もあるということだが……城の奥にある離れなどに来る宮廷魔法士はいない。

　侍女の服を着て姿見を覗きこんだティナーシャは、にっこりと笑う。

　そこに映っているのは十三歳の平凡な少女だ。そばかすがうっすらと浮いた地味な顔立ちに、すばしっこそうな小柄な体。長い黒髪は二つに分けてみつあみにしているが、目の色は茶色に変えた。加えて魔力は極限まで抑えて隠蔽している。宮廷魔法士であっても看破は難しいはずだ。

　彼女は全身を確認すると部屋を出る。廊下に出ると、ちょうど向こうからもっと大人の侍女がやってくるところだった。その侍女は、ティナーシャを見て怪訝な顔になる。

「あら、あなた……」

　眉を寄せる侍女を、ティナーシャは笑顔で見つめる。

　その一瞬で、精神魔法をかけるには充分だ。すぐに侍女は思い出したように「ああ」と言う。

「ユリアだったわね。そう……確か図書室の掃除を頼もうと思っていたんだわ」

「はい、よろこんで」

「今の時間、セノワ殿下はいらっしゃらないけれど、お会いした時には失礼のないようにね。お優しい方だけれど、お邪魔しては駄目よ」

「かしこまりました」

　ティナーシャは丁寧に一礼すると廊下を歩きだす。

　これくらいの精神操作は造作もないのだ。おかげでセノワ王子の住む館を調べられる。

　ルニアディ公爵は「娘がセノワ殿下から埒らちもない空想話を聞いた」と言っていたそうだが、それは「隠された歴史」のことではなかったか。ルニアディ公爵が子供の話を真剣には覚えていなかったため詳細は分からないが、調べる余地のある情報だ。

　眉唾にも思えるが、その眉唾でさえ今まで手に入らなかったのだ。ティナーシャは途中、人に道を聞きながら図書室へとたどり着く。大きな扉を開けて中に入り嘆息した。

「……多い」

　城の大広間と変わらぬほどの部屋には背の高い本棚が整然と並んでいる。

　ざっと見る限り、数万冊はくだらないだろう。小さな国の宮廷図書室と変わらないくらいの蔵書数だ。セノワ王子は勉強家とは聞いていたが、個人でここまでの蔵書数とは思わなかった。問題の本は題名がないらしいが、装丁に細工が施されている可能性もある。確かめるには一冊一冊開いてみなければならない。さすがにティナーシャも頭を抱えたくなる。

「いや、まあ、地道にいきますか……」

　ここにあるとは限らないが、まずは見えるところからだ。ティナーシャは箒ほうきを手に一番手前の本棚から調べていく。それをしながら彼女は別行動をしている夫に思いを馳せた。

「間違わない王太子の兄と、勉強家で病弱な弟ですか。オスカーは向こうで上手くやれますかね」

　魔法に関してはまったく不得手な夫だが、宮廷内での立ち回りは上手いはずだ。ただ王太子の情報を調べるには、さすがにそこそこ時間がかかるだろう。その間にティナーシャはセノワの周りを調べてしまわなければ。

　ティナーシャは誰もいないことを確認すると、ふわりと宙に浮きあがり本棚を上段から見ていく。

　その真下では箒が一人でに床を掃いていた。







「精霊魔法の魔法具ですか。実に興味深い……」

　小さな電光を封じこめた水晶球を、まじまじと宮廷魔法士たちが眺める。

　その感嘆の声に自慢げな顔をしているのはルニアディ公爵で、魔法具商であるオスカーは謙虚に一礼しただけだ。イクレム城の一室に集められた宮廷魔法士たちは、机に広げられた魔法具を興味津々の目で見聞する。

「中に詰められている構成は三分の一も読み解けませんな。周囲の魔力を循環させているのは分かりますが……」

「作成した魔法士から構成図も預かっております。今はお見せすることはできませんが、お買い上げの際にはそちらもつけさせて頂きます」

「おお！　それはぜひ拝見したいものだ」

　オスカーの補足に魔法士たちはわっとどよめく。ティナーシャが作った魔法具は、彼女の水準からすると「単純な作りですよ。見栄え重視で」ということらしいが、宮廷に入りこむには充分な印象を持っているようだ。彼をここに連れてきたルニアディ公爵は傲然と胸を反らす。

「西の大陸でも精霊魔法の魔法具は稀少なのだ。精霊術士は隠れ里に住んでいて表に出てくることもあまりないからな。滅多にない伝つ手てであるぞ」

　オスカーからの受け売りを、公爵は自分の手柄のように語る。公爵の目的はフィレウスに取り入ることだ。そしてそれはオスカーも同様で、だからとりあえずの交渉を公爵に任せている。今のところ権勢欲が強すぎて空回り気味だが、魔法具の珍しさがそれを上回っている。

　魔法士の一人が重々しく頷いた。

「分かりました。殿下に申請を出しておきましょう。結果が出るまで数日お待たせしてしまうかもしれませんが、よい返事をさせて頂きたいので、それまで城にご滞在願いたい」

「光栄です」

　オスカーを城内に留めるのは他国に魔法具を持っていかれないようにだろう。だがこれは望んだ好機だ。オスカーはにこやかに続ける。

「できれば、許される範囲で城内を見学させて頂いてもよろしいでしょうか。これほど大きな城に伺ったのは初めてで、妻への土産話になればと思いまして」

「分かりました。どなたか案内をつけましょう」

　快諾にオスカーは「ありがとうございます」と頭を下げる。公爵が驚いた顔で彼を見た。

「なんだ、妻がいたのか。まさか向こうの大陸に置いてきているのか？」

「いえ、向こうの生まれですが、こちらまでついてきてくれております」

「ずいぶん情の強い奥方ですな」

　魔法士の一人の感想に、オスカーは微笑を浮かべる。

「ええ。私にはもったいないほどの妻です」

　その言葉だけは、偽りは一つもなかった。





※






　──十年以上も昔の話だ。

　空は遥か遠くまで広がっていた。夕暮れ時の青紫の空。その限界がどこにあるのか誰も知らない。

　けれど二人のいるこの大陸はそれより狭く、さらに彼の住む離れがもっと狭いことは確かだった。

　郊外の丘に寝転んで空を見ていたアナは、体を起こして隣の子供を覗きこむ。

　絵本で見た姫のように美しい子供──セノワの言葉が切れたので眠ってしまったかと思ったのだ。

　だが彼の両眼は変わらず天を見上げており、そこには少しの焦燥が燃えていた。アナは彼の感情が読めずに首を傾ぐ。

「かえりたい？」

「ううん」

　彼の視線は遠くを見ている。まるでその先に何があるのか知りたいとでもいうように。

　その思いの熱が彼女には分からない。ただそれでも同じ子供としてアナは、彼が「外を望んでいる」ことだけは感じ取れた。小さな手を繫ぎ、約束を口にする。

「なら今度はもっと遠くへ連れて行ってあげる」

「遠くへ？」

「うん。約束。次はもっとずっと遠くへ──」

　遠く、城の外へ、国の果てへ。

　でもそこには……一体何があるのだろう。





※






　宮仕えの騎士には大きく分けて、身分によって指揮官待遇を受ける騎士と、実力を認められ騎兵として仕える騎士の二種類がいる。前者は城の中に自分の部屋を与えられており、平時であればそこに出仕するもしないも自由であるが、後者は詰め所に毎日の出仕が義務付けられており、城にいる時間は部下や自分の訓練をし、また雑務をして過ごすのが常となっている。

　イクレム城に所属する騎士は約百五十人。その中でアナは、自分の立場を両者のほぼ中間に位置すると思っている。彼女が騎士の身分を得られたのはもちろん公爵家の人間であることが大きいが、彼女自身はきちんと試合形式の試験を受けてそれに通ったのだ。城には毎日出仕しているし、訓練や仕事もこなしている。全てが実力とは言わないが、与えられた身分にふさわしいだけのことはしているとアナは自負していた。

　ただそうして無我夢中で前に進み、ふと自分の年齢を意識する時彼女は疑問に思う。はたして初めて剣を手にした時、自分が望んでいたことは一体何であったのだろうかと。

　どれほど辛い記憶も温かい記憶も、時が経てば次第に薄らぎぼやけていく。だからこの胸の煩はん悶もんもやがて鈍痛になり、最後には古傷のように時折疼うずくだけになるのかもしれない。

　城の広い練兵場で、アナはゆっくりと馬を走らせながら右手の剣を上げた。正面から向かって来る騎兵を見据える。相手の持つ武器は槍。彼女ではおよそ扱えぬ重い代物だ。だからアナは騎兵としては珍しく常に剣を使う。

　──落ち着いて、待つ。

　向こうの間合いはアナよりも大分広いのだ。ぎりぎりまで引きつけなければ剣を届かせることはできない。吸い寄せられるように距離を詰めていく二騎は、手綱と武器と研ぎ澄ませた意識だけを頼りに相手へと向かった。

　アナは息を止める。

　不思議な高揚が湧き上がり、だがすぐに沈静した。

　世界から音がなくなる。全てがゆっくりと動きを緩め、馬上の振動ももはや分からない。

　馬同士がすれ違う直前。

　彼女の胸当てを狙って、訓練用の槍が風を射抜く速度で突き出される。

　手加減のない鋭さ。

　しかしアナは身を捩よじって穂先を避けた。そのまま右手の剣を振るい相手の頸けい部ぶを狙う。

　その一撃は、命中すれば兜かぶとを凹へこませることに成功したかもしれない。だが相手もまた身を屈めて剣を避けた。彼はすぐに槍を引き、態勢を立て直すと手綱を引く。

　二騎はそのまますれ違うと、少し離れたところで馬首を返した。相手の男は兜を取るとアナに向かって笑いかける。

「あまり避けられると自信がなくなります。もう一回やりますか？」

「いえ。少し休憩するわ。ありがとう」

　彼女が礼を言うと、平民出身の騎士は照れくさそうに頭を下げる。そのまま馬首を巡らし他の仲間のところに向かう彼を見送ると、アナは馬を小姓に預け、城の建物に向かって歩き出した。

　イクレム城内のこの練兵場は、騎士たちが基礎訓練や馬上試合をするために使う広場で、それ以外の出入りはないが、近くの渡り廊下から侍女などが訓練の様を眺めていることも多い。同じ平民同士として女官と若い騎士たちはお互いを気にしながらも、あからさまにはそう見せない態度を取っているらしく、親に決められた婚姻を当然のものと躾しつけられたアナの目に彼らの関係性は微笑ましく映った。彼女はいつも侍女たちが溜まっている廊下を振り返る。

　途中から広場に出られるようになっているこの渡り廊下において、けれど彼女たちは決して外には出てこない。ただ柱の陰から意中の人物を探して視線を彷徨さまよわせるだけだ。そこにはきっと目に見えぬ生垣が存在しているのだろう。

　アナは己の想像にふっと微笑しかけ──だが広場に下りてくる別の人間を見つけると、顔色を変えた。持ったままの剣を握り、侵犯者をねめつける。

　廊下を下りてきたのは二人の男だ。そのうちの一人は貴族の子弟で、日頃から彼女につきまとってくる男だ。ただ彼が訓練場に出てきたことなど一度も見たこともない。今も単に隣の男を案内しているだけだろう。

　そしてそのもう一人もまた、アナの知る人間だ。

　数日前に屋敷へと訪ねてきた商人。長身に青い目を持つ男は、アナに気づくと軽く目を瞠る。

　そのまま彼は貴族の男よりもよほど流麗な仕草で会釈した。穏やかな微笑が口元に湛えられる。

「公爵令嬢。またお会いしましたね」

「……何故貴方がこのようなところに」

「僕が父に言われて案内していたのさ、アナ」

　何故か得意げな貴族の男をアナは睨んだ。おそらくまた魔法具の交渉でもあって、そこで「城の中が見たい」とでも頼まれたのだろう。怪しげな男を不用意に引き入れた者に対し彼女は忌々しさを覚えたが、ここで騒ぎ立てても仕方ない。彼女は「これ以上外に出ない方がよろしいかと」とだけ釘を刺すと、男の脇を通り抜けようとした。彼の声がその背を叩く。

「先日の話については教えていただけないのですか？」

「話すことなど何も御座いません」

「では頼み方を変えてみましょうか」

　アナがつい足を止め振り返ってしまったのは、男の声音がわずかに変じて聞こえたからだ。

　夜の中を這い寄ってくるような先触れ。予兆にも似た恐れが彼女の中を過ぎる。

　男はアナの視線を受けると声を上げずに笑んだ。その余裕がとてつもなく恐ろしく思えて、彼女は低い声で聞き返す。

「どう……変えるというのです」

「そう。たとえば、教えてくださるなら何かを代わりにさしあげるとか」

「何かとは何を？」

　即座に聞き返され、彼は小さく笑う。得体の知れない男は不思議とこのやり取りを楽しんでいるようにも見えた。青い瞳に稚気が走る。

「なら、魔女が一つだけ願いを叶えるというのはいかがでしょう」

「……っ」

　アナは絶句する。

　──「魔女」が何を意味するのか。

　この大陸でそれを知る者はあまりにも少ない。この大陸には魔女がいない。

　だがアナは、そのわずかな例外に入る人間だった。みるみるうちに顔が強張り青ざめる。

　ずっと昔、少年が語った物語。「これは本当のことだよ」と前置きされた話が脳裏に甦った。自然と唇が動き、亡国の名を綴つづる。

「それはまさかクルシアの……」

　誰も知らない話。秘された歴史の断片。

　震える彼女の呟きを聞いて──しかし男からは笑みが消えた。彼は目を細めてアナを見下ろす。

「なるほど。『あれ』を知っているのか」

　低い声。

　それによって彼女がまず覚えたのは「畏怖」だった。

　とても敵かなわない。

　どうしようもない相手。

　商人などではない。もっと格上の「何か」だ。

　何故このような存在に行き当たってしまったのか。慄然とした本能に体が凍りつく。

　アナは後ずさろうとして足が動かないことに気づいた。何をされているわけでもなく、ただ恐怖で動かせない。視線を逸らすこともできない彼女に、男の手が伸ばされる。

　──死を覚悟するなら、「今」なのか。

　そんなことさえ思った時、だが男は彼女の頭上で軽く右手を払った。耳障りな金属音が響き、傍の草むらに何かが落ちる。

　あわててアナが振り返ると、ちょうど訓練場から何人かの騎士が走ってくるところだった。

　彼らが口々に叫ぶ内容からして、短剣か鉄矢か、訓練に用いられた何かが誤って飛んできたらしい。それを彼女にぶつかる直前で弾き落とした男は、謝罪する騎士たちに苦笑で応えた。

　今はもう畏れを感じさせない彼の雰囲気に、アナは深く息を吐き出す。

「あの……ありがとう」

「お気になさらず」

　突然の事故に腰が引けてしまったのは、案内役をしていた貴族の息子の方らしい。

　彼は謝る騎士たちに向かって悪態をつくと、商人の男を連れてさっさとその場を立ち去った。

　再び一人になったアナは体に残る緊張を振り落とそうとして……しかしふと思い出す。

　あの時鳴り響いたのは、金属同士がぶつかり合う高い音だ。

　けれど飛来物を弾いた男はその手に何も持ってはいなかったという──おかしな事実を。







「おかしな男？　君から面白い話を聞くのは珍しいね」

　セノワは青ざめたアナにそう笑って見せる。

　訓練場で怪しい男に再会した彼女は、着替えもそこそこに離れに飛びセノワに警告したのだ。

　だが、彼の反応はいつもと変わらぬゆったりとしたものだ。アナは自分ばかりが急せいているようで悔しくなる。

「本当に……わたくしの勘違いでいればよいのですが……」

　最初に例の男と出会った時には、子供のように恐れてしまった。

　けれど一晩寝て起きて「自分の意識が過剰だった気がする」とアナは思ったのだ。あの男は本当にただの商人で何も含むところはなかったかもしれない。それなのに過敏な対応をとってしまった自分をアナは恥じると、彼のことも彼を門で迎えた女についても口を噤むことに決めた。

　なのにあの男はまた現れたのだ。しかも今度は──

「魔女と言ったのです。殿下は覚えていらっしゃいますよね。クルシアを滅ぼした西の大陸の魔女を……」

「滅ぼしてはいないよ。話が大きくなっているね、アナ。魔女は国境の砦を破壊しただけだ」

　ふっと楽しそうに笑うセノワに、アナは顔を真っ赤にしたが、今はそこが問題ではない。彼女は一段声を潜める。

「あの男は危険です。殿下どうか離れの護衛を増やすよう手配なさってください」

「別に平気だよ。それに私はもうすぐここを出るしね」

「え？」

　さらりと返された言葉に、アナは目を丸くした。

　そんな話は聞いていない。イクレムには他に王族が療養できるような場所もないのだ。セノワの体からするともっと空気のよい場所に移住した方がいいとは医師に勧められているが、城都から離れれば他国の暗殺者に狙われる恐れもある。そうして彼の母もこの館で一生を終えたのだ。

　にもかかわらずセノワはどこに行くというのか。困惑するアナに、彼は口元だけ微笑む。

「女皇の夫としてケレスメンティアに行く話が進んでいるんだ」

「え……？」

　神の国、ケレスメンティア。

　誰もが知るこの大陸最古の国。

　その国のことはもちろんアナも知っている。かの国の女皇が十五歳で、そろそろ夫を迎える時期だということも。皇配を出すことができた国は、当代の安定が保証されることも知っている。

　ただ、イクレムにそんな庇護は必要ないはずだ。神の国に頼らずとも充分にやっていける。むしろケレスメンティアに寄ることで要らぬ火種を生むことになるのではないのか。

　そこに誰かの思惑を感じ取って、アナは息を殺す。

「……フィレウス殿下のご命令ですか」

　このような政略結婚をセノワの父王が言い出すはずがない。二人の子を失った王は病弱な末の子を深く慈しんできた。

　だからこれは、おそらくフィレウスの策なのだろう。あの冷徹な王太子は弟を使って、何かを考えている。顔を強張らせるアナを、セノワは窘めるように見た。

「王族の責務だ。私が、兄上の役に立ちたいと思ったのだよ」

「ですが、それでは……」

　彼はずっと閉じこめられていたこの館を出て、別の城に閉じこめられる。

　そうしてそこで一生を過ごすのだ。「必ず外に連れて行く」というあの時の約束を守れぬまま。

「……わ、わたくしも……ケレスメンティアに連れて行っては頂けませんか……」

　考えるより早く零れ落ちてしまった言葉にセノワは目を瞠る。そこには瞬間影が揺らめいたが、アナにそれを意識するだけの余裕はなかった。

　真摯というよりも悲痛な問いかけに彼は小さく息をつく。

「アナ。それが可能かどうかは誰よりもよく君が分かっているだろう。何も考えずに大きなことを口にしてはいけない。私たちはもう子供ではないのだから」

　セノワの声は穏やかであったが、アナが期待していたよりも遥かに冷静で、互いに一線を引くものだった。

　そしてその答えに衝撃を受けた時、彼女は初めて自分が期待していたことを知った。

　一体何を期待していたのか──彼が自分を連れて行ってくれることにか、それとも「共に逃げよう」とでも言ってくれると思ったのか。不遇の王子と女騎士が手を取り合って逃げ出すなど、そんな話は夢物語にしか存在しない。子供の空想でしかありえないのだ。

「……出過ぎたことを申しました。お許しください……」

　謝罪の言葉を絞りだして、アナは両手をきつく握る。

　そうして顔を上げた彼女はもう、自分の感情を抑えつけた一人の若き騎士だった。

　セノワは幼馴染のそんな姿に表情を消す。

「一月後には先方と顔合わせをする予定だ。その時の護衛に君をつけてもいいか、兄上に聞いておくよ。私一人だと、頼りなさに先方から断られてしまうかもしれないからね」

「そんなことはありません。殿下は、素晴らしい方です」

　だからきっと、天にもっとも近い女皇も彼のことを気に入るだろう。

　アナは涙の滲む目を隠して深々と礼をするとセノワの前を辞す。

　生垣に挟まれた門を出た時、門前を掃いていた少女がアナを見て驚いた顔になった。

「アナ様、どうかなさったのですか」

「あなたは……」

　見覚えのある小間使いだ。けれどすぐには名前が出てこない。少女はアナに問うた。

「お具合が悪いならお医者様を呼んでまいりましょうか」

「いえ、いいのよユリア。ありがとう」

　今度はすっと思い出せた名前を口にして、アナは礼を言うと門を離れる。

　大きすぎる喪失感を抱えて歩き出した彼女は、生い茂る生垣を振り返って、ふと腑に落ちた。

　──自分はきっと、ずっと彼のことを愛していたのだ。

　だから今、こんなにも世界に色がないように思えるのだと……アナは強張る十指で顔を覆い、かすかな嗚咽をもらした。





※









　ケレスメンティアは代々女皇が治める国だ。その夫は国外から迎えられることもあれば国内で選ばれることもあり、明確な選出の決まりは存在しない。

　ただ夫を差し出した他国は、その女皇の代はまず間違いなく安定を約束される。それは国力が弱く、周辺強国の顔色を始終窺わねばならない小国にとっては願ってもいない特権の好機だ。

　常にどこかで戦乱が起きている大陸において唯一、平穏が当然のものとされている皇国。

　だがその真の姿は──いくつもの伝説に彩られつつも未だ全てを明かされてはいない。







「イクレムがケレスメンティアに皇配を出す？」

　波紋を生む一石として、その情報が強国の一つコダリスにもたらされた時、王であるシャーヒルはちょうど昼食を取り始めるところだった。

　武人としても高名な彼は今年四十二歳。そろそろ壮年の終わりに差し掛かりつつあるが、鍛え上げられた肉体にはいささかの衰えも見られない。戦ともなれば王として戦士として最前線に出てくる彼は、周辺諸国からまるで猛獣のように恐れられていた。

　肉切りナイフを手にしたままのシャーヒルは報告を聞くと、無骨な指で顎あご鬚ひげを押さえる。太い眉が思案するように寄せられ、日に焼けた眉間に何本かの皺が寄った。険しい表情に報告を持ってきた部下は身を強張らせる。

　だがシャーヒルは緊張する臣下を一瞥すると「料理が冷める。少し待て」とだけ言って、肉の塊に手をつけ始めた。そのまま王は粗野と謗そしられる一歩手前の豪快さで食事をたいらげていく。

　ゆうに三人前はあるであろう料理の全てがシャーヒルの胃に収まるまで三十分もかからなかった。王は口についた脂を白い布で拭うと改めて臣下を見やる。

「イクレムが出してきた夫候補とはあの影の薄い末王子か。確かにあれでは他に使い道もないであろうな。王太子も無駄のないことをする」

「まだ顔合わせ前で、ケレスメンティアからの決定は出ていないようですが……」

「すぐには決めないだろう。ケレスメンティアはそういう国だ。大陸に波紋が立つ様を高みから見下ろし喜ぶ。性の悪い女と一緒だ」

　シャーヒルは茶ではなく酒を手に取り、喉を鳴らして笑った。

　国を女と喩たとえることは珍しくもないが、ケレスメンティアは女皇の国だ。まだ若い女皇を揶揄していると言えなくもない王の戯たわ言ごとに、臣下の男はわずかに青ざめた。神の名が脳裏にちらつく。

　西の魔法大陸では既に神の不在は当然のものとして認識されているらしいが、この大陸では神の名は重い。幼い頃から染みついた畏れに、多くの人間が捕らわれて一生を終える。

　シャーヒルは臣下の怯おびえを読み取って唇の片端を上げた。

「そう怖がるな。ケレスメンティアはまだイクレムを今代の姻戚とはしていない。──つまり、手を打つなら今のうちということではないか？」

　王の指がテーブルを叩いた。それだけの仕草に反応して部屋の隅にいた別の男が進み出ると、シャーヒルの前に跪いた。

「何なりとご命令を」

「女皇の夫になりたがるやつらに、今の情報をばらまいてやれ。顔合わせの前にイクレムの末王子を排せれば、自分たちがその代わりになれると思わせてやればいい。あの末王子がいなくなれば、イクレムにはもう皇配に出せる王族はいなくなる」

　微塵の迷いもなく下された命に、男は黙して頭を垂れた。

　シャーヒルは楽しげに笑いながら酒杯を手に取る。

「さて、若造どもはどう出るかな？　剣を以て火花を散らせばいい。神もそれを望んでおられるのだからな」
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　頁ページを捲るささやかな音が夜の部屋に響く。

　ここ数年ですっかり耳馴染んだその音に、イクレム王太子のフィレウスは皮肉げな表情になった。執務机に置かれた燭台の光を強め、連なる文字列に目を通す。

　彼が読んでいる箇所はぶ厚い本の一番最後の部分だ。普通の本であればそこは結の部分にあたるのだろうが、この本においては「今現在書かれつつある」場所である。

　暖色の明かりの中、半ば白紙の頁を睨んでいたフィレウスは、紙の上にうっすらと文字が浮かび上がってくるのをみとめて表情を引き締めた。

　誰の手にもよらず書かれた文字は、それまでに記されていた前文に繫がり、まるで昔から頁の上にあったかのように沈黙する。

　この大陸に存在する国々の主だった動向。本来ならば間諜を使っても容易たやすくは入手できない情報をフィレウスは二度読んで顔を上げた。

「コダリスの野獣めが……余計な小細工を弄してくれたおかげで面倒なことになった」

　小国を挟んでイクレムの西に広がる強国コダリス。その国王がセノワの皇配の話を阻止しようと、周辺諸国に情報を流したというのだ。目的は、イクレムに対する牽制だろう。

　シャーヒルは豪快ではあるが、無駄を嫌う。だからこそ彼は表立ってイクレムを攻撃するようなことはしない。それをしては不利益が多すぎるからだ。

　だが情報を流された数国の全てがそうであるわけではない。

　フィレウスは中でも一番動いて欲しくない国が対イクレム軍を編成し始めたとの記述に、頭痛さえ覚えて本を閉じた。自然と悪態が口をつく。

「あの直情者。少しは考えて軍を動かせ」

　かつて二年間イクレムに留学していたセーロンの庶子王子アリスティド。人懐こいながらも無駄に熱のある性格で、後先考えずに目先のことに突っこむ旧知の顔が彼の脳裏によぎった。あの男であればシャーヒルから流された情報を深く考えることもせず、むしろ正義感を煮え立たせてイクレムを止めに来るに違いない。

　かつてフィレウスとアリスティドはケレスメンティアについて多くを話し合った間柄でもあるのだ。当時の裏切りともとれる今回の縁談に、彼は今頃怒り心頭だろう。

「アリスティドを止められるか……？」

　おそらくは「少しイクレムを叩いて目を覚まさせてやろう」とでも考えている相手を、軍同士の衝突が起きる前に止めることはできるか、フィレウスはいくつかの手段を考えてみた。

　だがそのどれもがそれぞれの不都合を抱えており、実行は難しい。下手に書状でも送れば、アリスティドの性格から言って同じことを他国にも伝え、余計なところまで話が広がることは容易に想像できる。おまけに万が一アリスティドが「どうやって出兵準備を知ったんだ」とこの本の存在に感づいたら厄介この上ないのだ。「何かが怪しい」と思いこめばあの男はしつこく食い下がってくる。それだけは何としても避けねばならなかった。

　フィレウスはしばらく悩んでいたが、「一度思いこんだアリスティドを話し合いで止めることは不可能だ」との結論に嫌々ながらも到達すると、自らも軍の手配を指示する。一発殴りあった後、怒りを発散した相手に話して聞かせるように、最小限の衝突で事を収めることができれば重畳だ。

　そしてこの大陸では──これくらいの軍事衝突は珍しくもない。

「神の国をよく思っていないのは同じだろうに、セーロンもコダリスも手を焼かせてくれる」

　大陸最古の皇国ケレスメンティアを疎んじる国は少なくない。

　代々女皇が治めるその国は、いつの時代も中庸を持って歴史の頂点にあり続けた。ケレスメンティアは強大な力を持ちながら、それを率先して他国に揮ふるったことはない。ただ時折、他国同士の争いに間接的な介入をしてくるくらいだ。

　しかしそれも、圧倒的に「上からの押しつけ」を感じさせる介入で、強国たちにとってはいつまでも頭上にある目障りな国だ。

　そしてフィレウスは他の理由でもケレスメンティアを警戒していた。

　──あの国だけなのだ。秘された歴史を記す緑の本にその動向が現れてこないのは。

「神の書を抑えるはまた神の力……なのか？」

　忌々しげなフィレウスの呟きに返事をするものはいない。

　遥か昔、西の大陸よりアイテア信徒が持ちこんだとされる「神の書」。秘された歴史が記され、それだけではなく今起きている事実をも綴り続けるこの本が把握し得ない国は、主神ディテルの庇護が篤いと言われるケレスメンティアだけだ。アイテアの兄神にあたるディテルの力は「神の不在」を謳われて久しいこの時代においても未だ有効であるらしい。フィレウスは皮肉な笑いを浮かべながら本を閉じた。

「だが、避けるだけではいつまでもケレスメンティアには届かない」

　だからこそ彼は弟を送りたいのだ。謎多い大陸最古の皇国に、少しでも近づくために。





※






　少しずつ、何かが動き出している。

　セノワの婚姻話が持ち上がり、フィレウスの仕事が増え、怪しい商人の男が現れた。

　それだけではなくここ数日は離れの館の警備も厳重になり、近く戦の予定でもあるのか騎士や兵士に出征の準備が言い渡されている。

　城内がどことなくざわめき、誰もがそれを口にしないまでも何かを予感しているような空気。

　そのような落ち着かない雰囲気の中、一人取り残されてしまったかのようなアナは、焦燥を抱えて城の図書室に向かっていた。

　ルニアディ家の一人娘である彼女は、いざ戦争が起きてもそれに参加することはない。しないのではなくできないのだ。彼女の父も、そして現王もアナが戦場に立つことを許可していない。

　だからこそ騎士でありながら出征準備を命じられない彼女は、けれど燻くすぶる焦りと苛立ちを一人抱えたままいるのではなく、自分ができることをしてみようと動いていた。図書室に入ったアナは目的の本を探していくつもの書架を覗いていく。

「ケレスメンティアの……研究書はないかしら」

　何故フィレウスが弟をケレスメンティアに送り出したいのか。そこに全てが関係している気がするのだ。今までのフィレウスはどちらかというと、ケレスメンティアに必要以上に近づかない姿勢を取っていた。その気が変わったのは何故なのか。何かきっかけがあるのだろうか。

「他の国の話はいっぱい聞いたことがあるのに……」

　今はもう滅びた国の話も、今なお細々と続く国の話も。

　離れの庭で聞いた秘密の話は、数百にものぼる。幼い頃から聞き続けてきたそれらの話は、どの物語よりも意外性に富んで、アナの心を引き付けてきた。

「──あれ？」

　そこで彼女は、ふっとあることに気づく。

「ケレスメンティアの話を……聞いたことが……ない……？」

　思い返せば、あれだけ聞いた話の中に、ケレスメンティアの話は一つもない。

　他の話は、大陸全土の様々な時代に触れているにもかかわらず、神代から存在し続けたケレスメンティアの話が一つもないのだ。アナは薄気味の悪さにぞっと背筋を震わせる。

　これは偶然か、それとも違うのか。

　思わず立ち尽くしたアナの背に、通りがかった司書が声をかける。

「何かお探しでしょうか」

「あ……」

　アナは我に返ると、恐怖を振り落として微笑んだ。

「仕事中ごめんなさい。ケレスメンティアについて詳しく書かれている本を探しているの」

「ケレスメンティア？　それならばセノワ殿下のご要望で離れの図書室に移動させました」

「殿下が？」

「ええ」

　首肯した司書は図書棚の向こうに消える。しかしアナは何とも言えない気まずさを感じてその場を動けなかった。最後にセノワと会った時のことが甦る。

　彼女は離宮への立ち入りが無許可でできる数少ない人間の一人だ。だから本を読みたければ離宮に行けばいい。それだけのことだ。

　しかし今、そこに向かう足取りが重くなってしまうのは何故なのか。図書室を出て歩きながら、アナは自分にしか見えない生垣が、そこに張られているかのような想像に囚われる。

　──セノワに会いたくないのかと言えば、それは違う。

　かと言って会いたいかと言えば、それもまた違う気がした。

　彼を守る騎士としても、彼の幼馴染としても中途半端で嫌になる。理性と感情、どちらに寄れば後悔のない未来に近づけるのか、少しも分からない。

「正解が分かればいいのに」

　ぽつりと呟いた言葉に、彼女は子供の頃の記憶を思い出す。

　秘された歴史において翻弄された人々の軌跡。それを少年から聞かされた彼女は「この本をその人たちが読んでいたなら失敗しなかったのに！」と言って苦笑されたのだ。

　いくら「あの本」といえども、まだ起こっていない歴史を知ることはできない。人々は未来を知り得ない。けれど幼いアナにはそのことがよく分からなかったのだ。何故ならその本は──

「……本？」

　泡ほう沫まつのように浮かび上がる記憶の断片。その中に紛れこんでいた単語に彼女は首を傾げる。

「本」とは一体何なのだろう。セノワにそのようなものを読んでもらったことがあっただろうか。どうしても思い出せない。

　彼女は違和感に小さな頭を振ると、気分を切り替えるため「よし」と己を叱しっ咤たする。

　手近な扉から外へ出たアナは、わざと人目のつかない林の中を選んで城の奥へと歩き出した。別に誰に見られても問題ないのだが、今は誰にも見られたくない気分だったのだ。

　或いは彼女が一番見つかりたくないのはセノワなのかもしれない。滅多に離宮を出ない彼が外出していればよいとさえアナは思った。鬱うっ蒼そうとした木々の間を彼女は縫って歩いていく。

　人の声が微かに聞こえたのは、ちょうどアナが城の裏に回りかけた時のことだった。空耳かと思った彼女はしかし何となく視線をさまよわせて、遠くの木の陰からはみ出るスカートを見つける。

　あの服は離宮に仕える小間使いのものだ。ということはアナも知っている誰かだろうか。

　彼女は小間使いに声をかけてセノワがいるか聞こうとして……けれど逆に聞こえてきた男の声に飛び上がった。反射的に手近な木に隠れる。

「──というわけか」

「そうなんです」

　男の姿は見えないが、小間使いと二人で話をしているらしい。少女の柔らかい声からいってずいぶん親しい相手なのだろう。

　ひょっとして騎士と小間使いの逢おう瀬せに出くわしてしまったのかもしれない。アナは顔を赤らめ、その場を立ち去ろうとした。音を立てないよう歩き出し、しかしつい好奇心が抑えきれず二人がいるであろう方向を一瞥する。

　──その時アナの目に映ったものは、少女に口付ける男の背中だ。

　騎士のものではない服装。もちろん文官でもない、この城の者ではない人間だ。

　それが誰か分かってアナは目を見開いた。彼の腕の中で微笑んでいる小間使いに視線を移す。

「ユリア！」

　少女の名を叫んだ時、アナは既に走り出していた。驚く二人の間に飛びこむと、男から少女を庇って立ち塞がる。先ほどまで図書室にいたアナは剣を持っていない。そのことを不安に思いつつも彼女は鋭い視線で男を射抜いた。震える声で男に対する。

「どういうおつもりです？　城の者を篭絡しようとするなど……そうまでして知りたいことがあるのですか？」

「不味まずいところを見られてしまったか。悪気はないんだがな」

　苦笑してみせる男は、言葉遣いも態度も今までのものとは異なって見えた。

　どちらが本当の姿なのか、敵意も威圧も感じられない様子にアナは若干の気まずさを覚える。

　けれど、彼は異国の人間だ。ここで退くことはできない。

　アナは姿勢を正すとできるだけ厳しい声音で返した。

「今後このような真似をするなら城への出入りを禁じます。ご自分の立場をお忘れなきよう」

「分かっている。失礼したな」

　拍子抜けするほどあっさり男は頷くと、軽く手を振って城の方へと歩き去った。悠然とした歩き姿や容姿の秀麗さもあいまって、年端もいかない少女ならばすぐに気を惹かれてしまうだろう。

　アナは彼の背が見えなくなると、振り返って小間使いに釘を指した。

「駄目よ。あの男はよそから来て色々探りたがっているのだから」

「す、すみません」

　頭を下げたままの少女は肩を小さく震わせている。怯えているのだろうその様をアナは気の毒に思ったが、念を押すことは忘れなかった。

「他国の人間なのに発音が綺麗だったでしょう？　西の大陸の人らしいから気をつけなさい」

「はい」

　顔を上げた小間使いはもう震えてはいなかったが、眦には涙が滲んでいた。アナは大きく息を吐くと「もういいわ。行きましょう」と離れに向かって歩き出す。その後に少女が続いた。

「アナ様。あの人は何を知りたがっているんですか？　この城に何か秘密でも？」

　背後からの疑問にアナははっきりとした答えを返せない。彼女自身よく分からないのだ。ただ不穏を感じるだけで。それでも何かが「不味い」と訴える。彼女はおぼろげな思考を手繰るよう指をこめかみに当てた。

「分からないわ……だって本のことなんて……思い出せない……」

「本？」

　少女の声が一段低くなる。けれどアナはそれには気づかなかった。

　離れの生垣が見えてくる。彼女は恐る恐る小間使いに問うた。

「殿下は、今はいらっしゃるの？」

「ええ。ご挨拶なさいますか？」

「い、いえ、いいの。図書室を借りに来ただけだから。本を探したらすぐに帰るわ。ありがとう」

　今彼に会っても、何も言うことができない。かえって邪魔になるだけだ。アナは礼を言って侍女と別れると、離れの図書室に向かう。

　そこにある大量の本のほとんどをアナは読んだことがなかったが、セノワがどういう使い方をしているのかは知っている。彼女は勝手知ったる足取りで、彼が最近読んだ本ばかりを置いた書架へと向かった。そこに並ぶ本の背表紙を確かめ、息をのむ。

「……ケレスメンティアの本ばっかり」

　厚さの異なる数十冊の本。それらはほとんどがケレスメンティアについてのものか、それに繫がるものだ。神話、歴史、逸話、そして文化研究。乱読とも言えるほど多分野にわたる本の数々が指し示すのは、ただ一つ神の国だ。

　アナは半ば予想していたこととはいえ、あまりにも徹底した本の数々に気け圧おされて、すぐには手を伸ばすことができなかった。

　しばらくそのまま立ちすくんでいた彼女は、しかし我に返るともっとも厚い一冊を手に取る。

　それは約千八百年にわたるケレスメンティア史について、神話の時代から順に概要を解説した歴史読本だった。

「最近書かれたばかりなのね。著者は……ユーレン・バリエ？　どこの国の人なのかしら」

　名前からしてイクレムの人間ではないらしいが、それ以上は分からない。本の発行者も著者の名が書かれているのみで、詳しいことは何も記載されていなかった。或いは簡素な装丁からして著者が個人で小数部を発行したものなのかもしれない。

　アナは十八頁もある目次に目を通すと、次に最後の索引を開いた。そこにはとうに滅びた国や、失われた地名の数々、歴代女皇の名などが整然と並んでいる。今まで見てきたどの本よりも詳細な索引に彼女の期待は膨らんだ。アナはぱらぱらと厚い本を捲ってみる。

「これを借りていこうかしら……」

　どう見てもこの本はすぐに読める量ではない。ここにあるということは既にセノワは読んだのであろうし、断りを入れれば少し借りることもできるだろう。

　アナは頁を捲る手を止めるとその本を胸に抱えこんだ。他にも借りていこうか書棚に目を移しかけ──何かに気づいて床を見下ろす。

「あら」

　いつの間にか床の上に小さな白い紙片が落ちていた。先ほどまではなかったことからして本の間にでも挟まっていたのだろう。彼女は身を屈めてそれを拾い上げる。

　裏返してみると紙片には小さな字でぎっしりと年表のようなものが書かれていた。

　見覚えのある筆跡だ。セノワの字にアナは緊張を覚えて文字列を見つめる。

　一行目は五百年前の大戦について書かれていた。当時の列強が入り乱れ大陸全土を戦火で染め上げた戦争。だがあの大戦にケレスメンティアは確か関与していなかったはずだ。アナは自分が学んだ歴史の記憶を頼りに文字を追う。そこにはケレスメンティアが「参戦国のうち劣勢であった数国に物資を援助し、飢餓に陥りかけた民を救った」との記述があった。

　これが一体なんだというのか。アナはどんどんと年代を先に読み進んでいく。

　その全てが大きな戦争についての記述で、ケレスメンティアが当時何をしていたかがセノワの字で補足されていた。

　彼女が知らない些さ細さいなことまで列挙された紙片。一見何もおかしなところがないそれらの記録に目を通していたアナが、何か引っかかるものを感じたのは、ようやく全体の半分まで読み終わった時だった。

「え？　これって……」

　一つ一つは何もおかしくない。いたって普通の、主観も入らない単なる書き付けだ。

　けれどそれら全てを並べてみれば、セノワが何を洗い出すためにこれらを書き出したのか見えてくる。それは神の国と言われるケレスメンティアの──

「アナ」

　背後からの声。

　食い入るように紙片を見つめていたアナは、虚をつかれて硬直した。おそるおそる振り返る。

　そこに立っていたのは離れの主たる男だ。セノワは彼女が握っている紙片に気づくと片眉を上げた。無言で歩み寄り、アナの指の間から紙を抜き取る。

「どこに置いてきてしまったかと思っていた」

「殿下、それは……」

「単なる覚書だ」

「で、ですが、ケレスメンティアは、それではまるで……」

「アナ」

　彼女の言葉を遮ったセノワは落ち着いた声音の中に、けれど静かな重みを込めていた。

　語ることを拒む空気。その重さに彼女は遅ればせながら真実を悟る。セノワはこれを知っていたからこそ婚姻の話を承諾したのだ。だから彼はケレスメンティアに向かう。「神の国」と呼ばれ、畏れと威光を備え持つ皇国。そのもう一つの姿を知ってしまったアナは青ざめ沈黙した。

　セノワは手元の紙片を一瞥すると、それを小さく畳んで袖の中にしまう。

「何故この本を？　読みたいものでもあったのかい？」

「わ、わたくしはケレスメンティアについて知ろうかと……でも」

「余計なことを調べるのはやめなさい」

「で、ですが殿下は、お調べになっているではないですか！」

　彼女の声は悲鳴にも似て二人しかいない図書室に響き渡った。

　隠されていた断絶を知らしめる静寂。生まれた空隙にアナは唇を嚙む。

　セノワを待っているものは単なる婚姻などではない。もっと孤立無援の戦いに似たものだ。

　ケレスメンティアの側面を知りながらあの国に一人向かうということは、つまり彼自らが間諜となるも同然だろう。

　セノワはおそらく、自分の調べあげたことが真実かどうか、裏付けが欲しいと思っている。

　そのために彼は女皇の夫という立場を得ようとしているのだ。

　アナはその立ち位置の危うさに眩暈を覚えて、小さく頭を振った。

「殿下、おやめください。あまりにもこれは危険すぎます。もしこれが真実というのなら……」

「だが他に誰もいない」

　短い返答が何を意味しているのか、アナはいくつかの可能性を瞬時に考えつく。

　しかし彼が言わんとしていることはそのどれでもなかった。セノワは彼女から視線を逸らすと、窓越しに空を見上げた。

「他の国でも、ケレスメンティアのおかしさに気づく者は現れるかもしれない。しかし、その全てを把握し得るのはイクレムしかないのだ。私たちには『あの本』があるからこそ、明かされない真実も手に入る」

「……あの本？」

　ふっと、何かの景色が心をよぎる。

　それが何か、思い出せそうでどうしても出てこない。

　アナは息を止め、薄れかけた子供時代を思い起こそうとする。胸が痛むほどはっきりと覚えているのは、ただセノワとの思い出だけだ。困惑の視線を漂わせるアナに、セノワは物悲しく微笑む。

「君は本当に忘れてしまったのだね。アナ」

「殿下……？」

「私は覚えている。私は『忘れなさい』と言われなかったから。でも君は言われた通り、忘れてしまったのだ」

　彼が何を言っているのかアナには分からない。そのようなことを命じられたことなどない。

　だがセノワは、彼女自身よりもずっと彼女のことを知っている目でアナを注視していた。その双眸が「今」ではなくずっと遠いどこかを向いていることを、彼女はおぼろげに感じ取る。

「君は勝気ではあるが素直な子だった。いつも兄上の言うことをよく聞いて、言いつけを守らないことはなかった。アナ、君は私よりもずっと……兄上と仲がよかったのだよ。兄上が『忘れなさい』と言ったから、君はそれを忘れてしまっただけだ」

「王太子、殿下……が？　わたくしに？」

　フィレウスはアナの幼馴染の一人であった。そのことは覚えている。

　ただそれは「知識」として覚えているのであり、何故か彼との思い出はほとんど思い出せない。

　アナは三本の指で額を押さえる。

「兄上は私たちによく本を読んでくださった。君が私に聞いたと思っている話の半分以上は、兄上が読んでくださったものなのだ。君の父が、君を兄上に嫁がせたいと考えるのも当然だろう。それくらい二人は親しく……私は後から割りこんできた人間に過ぎなかった」

　その時のセノワの表情は、アナが見たこともない苦渋に満ちた微笑だった。亡き王妃によく似ていると言われる彼は、柔和な美貌を自嘲で染めて溜息をつく。それだけの仕草が、何よりも孤独を感じさせるのはどうしてなのだろう。彼に差す影の原因が、アナの忘れた「記憶」にあるのか、「忘れてしまったこと」自体にあるのか、覚えのない彼女は答えを出せない。

　無言を保つアナに、セノワは「失っていない」過去を語り続ける。

「だが兄上はいつまでも私たちと遊んではいられなかった。急きゅう遽きょ王太子になることが決まり……私たちそれぞれに最後の言いつけを残していったのだ」

「最後の……言いつけ？」

「ああ。私には、君に新しい話を読んでやることを。そして君には『あの本』を読んでもらったことを忘れるようにと。そして私たち二人ともに、相手を労わり大事にし続けるようにと言いつけ、兄上はこの離宮に来なくなった。君は今日までその言いつけをよく守ってくれていたよ。度々私のもとを訪ね、孤独を和らげてくれた。本についても、君は誰にも言わなかった。いや忘れていたのか……。君は兄上の願いに応えた」

　──何も、心当たりなどない。

　だが言われたアナは頭のどこかが痛む気がして浅い息をした。記憶の中の「少年」がセノワなのかフィレウスなのか分からなくなる。子供の自分が何を考えていたのか。アナは途端に過去を、そこから続く想いを見失った気がして、救いを求めるようにセノワを見た。

「殿下、わたくしは」

「何も言う必要はない。君のせいではないのだから。けれどもう充分なのだよ。君は充分私のために多くを費やしてくれた。この離れにおいて、いつでもひたむきな君が私の『外』そのもので、慰めだった。感謝してもしきれない。むしろ詫びたいと思っている」

「詫びなど……そう、したかったのです。殿下、わたくしが自分で……」

　彼に淋しい思いをさせたくないと思った。いつか外に連れ出したかった。

　それは彼女自身の願いで、誰かに強いられたものではない。

　だがもどかしくもそう伝えようとするアナにセノワはゆっくりと首を横に振る。その仕草は穏やかでありながら、彼女に静かな拒絶を感じさせた。

「違う。君がここに来ていたのは、兄上が私を一人にしないよう頼んだからだ。君が大事に思っていたのは兄上で、私には同情を向けていたに過ぎない。だが、アナ。私は私の役目を得てここを去る。願ってもいないことだ。このような私でもまだ国の役に立てるというのだからね。私は望んで外へと出て行く。だから君も、もうここに来てはいけないのだ」

「殿下」

　言葉が喉につかえる。多くの言いたいことが、けれどどうしても出てこない。あまりにも多すぎるそれらはセノワによって蓋をされ、そのまま二度と取り戻せない海底へと沈められていくようだ。

　アナは睫毛を震わせて唇を嚙む。

　だが主君である彼の前で涙を見せることはできない。

　彼女はただ深く頭を下げた。セノワが息を詰める気配が伝わってくる。

　けれど彼は何も言わぬまま踵を返すとその場を立ち去った。

　取り残されたアナは顔を上げると、夕日の差しこむ図書室に立ち尽くす。

　予定されていたセノワの護衛から彼女を外すと、連絡が来たのはその翌日のことだった。





※






　寝台脇に置かれた燭台が淡い光を洩らしている。

　温かな暖色でありながら温度のない光。魔法で灯した燭台は、宿の室内をほんの一部、おぼろげに照らし出していた。机に置かれたペンや本は黒い影を伸ばし、侵食する夜とそっと繫がっている。近くの露店で買った鳥の置物はわずかに傾いて物憂げな表情を宿していた。

　小さな寝息だけしか聞こえない静寂。

　寝台の上で横になっていた男は燭台へと手を伸ばすと、軽く指を弾いて光を消した。

　この燭台は宿に元からあったものではない。彼の妻が即席で作ったものだ。男は窓から差しこむ月光を頼りに掛布を引くと隣にいる妻の肩にかける。

「……オスカー？」

「何だ。起こしてしまったか。悪い」

　よく眠っていると思って明かりを消したのだが、ティナーシャはそれほど深く寝入ってはいなかったらしい。魔女は男の腕の中で小さく欠伸をすると白い肢体を起こした。半ば夢の中にいるのか蕩とろけるような笑顔を見せる。

　ここしばらく、顔を変え年齢を変え離宮に入りこんでいた彼女は、身体的に疲労を溜めていたようだ。本来の体に戻った時からしきりに伸びをしており、今もしなやかな両腕を上げて猫のものに似た鳴き声を上げていた。綺麗にくびれた腰にオスカーが手を伸ばすとくすぐったがって身を捩る。「やめてください」と言いながら再び隣にもぐりこんできた彼女に、男は声を上げて笑うと小さな頭を撫でた。

「大人姿のお前は最近珍しいからな。つい触りたくなる」

「好きで外見変えてるんじゃないですよ。肩凝るんですから」

「変えてるのも可愛い」

　そう言うと、妻はぱっと笑顔になる。素直な感情にオスカーは顔を綻ばせて、けれどすぐあることを思い出した。

「そういえばお前、昼間めちゃくちゃ笑ってなかったか？」

　今日は城内でたまたまお互いを見かけて情報交換をしていたのだが、アナに見み咎とがめられてオスカーだけ怒られた。その時小間使いの恰かっ好こうをしていたティナーシャは、顔を伏せて笑っていたのだ。

「俺が迂闊なんだが、お前はなんでそんなに楽しそうなんだ」

「あれは笑いますよ。貴方が女の子に怒られている姿なんて滅多に見られませんから」

「客観的に見たらどう見ても俺が悪いからな……」

　あの状況ではオスカーは、城で働く少女を篭絡して情報を引き出そうとしていたようにしか見えない。事実と違うのは、彼女がオスカーの妻だということくらいだ。

　思い出し笑いをしていたティナーシャは、白い手を夫の顔に添える。

「でも、私は彼女のこと好きですよ。不器用だなって思いますけど、きちんと努力してますし」

「貴族連中からは騎士の真ま似ね事ごとと面白がられてるみたいだが、見た限りちゃんと剣は使えるぞ。武官としても上の方だと思う」

「こっちだと、やたらと騎士って言いますよね。あれなんなんでしょうね」

　魔法大陸の多くの宮廷では、騎士という称号より武官という役職名の方が多く使われる。一方こちらでは、騎兵でなくとも元の身分が高ければ騎士位を得たりしているようだ。

　オスカーは妻の手に自分の手を重ねると、指を絡める。

「戦争が現役の大陸で、騎兵の出番が多いというのが理由の一つだろうが、もう一つはおそらく……自分たちは傭兵とは違う、という意識の表れだろうな。ほとんどの国が傭兵に頼っているからこそ、そういった人間たちと自分たちは立場が違うと誇示したがっているというか」

「え、でもそれどっちが上とか下とかないですよね。国に所属してるか違うかだけでしょう？」

「そうなんだが、個々人の気の持ち方もあるしな」

「へー」

　ティナーシャの反応は冷淡だ。トゥルダールは貴族制でなかったせいか、昔からこの魔女は「実情を伴わない称号」に何の共感もない。

　一方のオスカーは、荒れた時代だからこそ「自分は国を支える一部なのだ」と鼓舞したがる人間の気持ちも分かる。自らの腕一本で危地をわたりあるく傭兵も、国と運命を共にする騎士も、何かしらの覚悟がなければ戦場には立てない。その意志をどう保つかは人それぞれだ。

「それにしても、お前の話からすると本当に例の本があるみたいだな」

「ええ。ようやく当たりを引いたようです」

　離れの館の図書室に探していた本はなかったが、代わりにセノワとアナの話が聞けた。あの二人と王太子のフィレウスを加えた三人は、ずいぶん前から問題の本の存在を知っており……けれどアナだけは幼いがゆえにそのことを忘れて、聞いた話の内容だけを覚えていたのだ。

「今、本を持っているのはおそらく王太子の方でしょうね。セノワ王子は本の存在を知ってはいるけれど、兄の手伝いをするためにケレスメンティアに行くことにした、という感じでしょう」

「どうしてそんなにケレスメンティアを問題視するのかよく分からないな」

「ファルサスもやたらと敵視されてましたしね。やっぱり安定した国力と謎に強い武器の組み合わせって、周囲から睨まれるんでしょうか」

「アカーシアを謎の武器呼ばわりするな」

　オスカーは一応そう言ったものの、アカーシアは世界外に由来する武器だ。ケレスメンティアにあるという神具より更に一段怪しい。彼の治世を含めてファルサスがしばしば周囲から「打ち倒すべき象徴」のように思われていたことを考えると、こちらの国でケレスメンティアが警戒対象になるのも似たようなものかもしれない。

「ケレスメンティアの人間からすると、また言い分があるんだろうが。代々女皇支配っていうのも面白いな。女皇が産む子供は一人だけで、絶対女が生まれるそうだぞ」

「血族が増えないから、外部から皇配を取ることも可能、ですか。不思議な国ですね」

「そういう男女の産み分けって魔法でできるのか？」

「できません。生まれる子供の性別がどこで決まるかって分かってないですから。分からないから左右しようがないという……」

「なのにケレスメンティアはそれができてる、か。どういう仕組みなんだろうな」

「ちょっと気になりますけど、外部の人間が好奇心で触るのも躊躇われますしね」

　ファルサスも、外部者を初代王妃に持ちその力を王剣として継いでいるなど、説明しづらい事情があるのだ。二人には逸脱者としての役目があるのだし、あまり首を突っこむものでもないだろう。

「ケレスメンティアはともかく、ようやく屋敷に帰れそうだな」

　その言葉に魔女は息を詰めて男を見上げた。闇色の瞳が月光を映して揺らぐ。

　夜よりも深く広がりを持つ魔女の双眸は、長い年月にもかかわらず始まりと同じだけの感情を擁していた。彼女は細い指を伸ばして夫の顔に触れる。

「帰れますか」

「そろそろ、な。イクレムの王太子を押さえればよさそうだ」

「私、帰ったらゆっくり眠りたいです」

「お前は今でもしょっちゅう寝ているぞ」

　事実を指摘するとティナーシャは何が面白いのか喉を鳴らして笑った。体を返し彼の上に乗ってくると、裸の両腕を男の首に投げかける。

「でも王太子もどこかに本を隠しているんじゃないですか？　部屋ごと破壊しますか？」

「それをして壊れたところを確認できなかったらどうする……」

　瓦礫の下に埋もれるくらいならまだしも、消滅したことに気づかなかった場合は「破壊した」という確信が得られない。少なくとも彼ら自身で本が本物であるか確かめ、その後手元でそれを破壊しなければならない。

　ティナーシャは甘えるように男の首元に軽く口付ける。若い恋人のような仕草の中、目だけは深淵そのものの底知れなさを孕んで笑った。

「ではどうします？　精神操作して本を差し出させますか？」

「操作が充分に効かない可能性もあるからな。本が先に精神支配していると面倒だ。──それよりもっと簡単な手段がある」

「何でしょう」

「セーロンがイクレムに向けて軍を挙げたそうだ。まもなく戦が起こる」

　端的な答え。

　ティナーシャはセーロンで出会った暑苦しい庶子王子を思い出したのか、思いきり嫌そうな表情になった。だが彼女はすぐにオスカーが何を狙っているのかを理解したらしく得心の声を上げる。

「ではそれで終わりですね。私がやりましょうか？」

「いや。俺が行く。お前はあの本に書かれているらしいからな。『クルシアを傾けた魔女』と」

「向こうが先に手を出してきたくせに物は言い様ですよね。どうせ延々文句を言われるなら城を破壊すればよかったです。……まぁ、では私は掃除でもして待ってましょう」

「寝ててもいいぞ」

　オスカーが黒髪を引きながら笑うと魔女は唇を尖らせた。妖艶な姿ながらも清せい冽れつさを宿す女は、細い肩を竦めると男の胸に躰を預けて目を閉じる。オスカーはその瞼の上に手を置いて嘆息した。

　かつて王であり妃であった一対は、今はまだ月影の下沈黙し寄り添う。

　だが彼らが異質な力を以て表舞台を通り過ぎる時、確かにそこには秘された歴史が生まれるのだ。





※






　──子供のころの思い出は、いつも鮮やかで、苦味を伴う。




　強い日差しは周囲に植えられた木々の葉が遮ってくれる。

　青々と輝く葉は短く刈りこまれた草の上に影を落としこみ、美しい模様を作り出していた。

　だがそれらが作り上げた木陰にもかかわらず、風のない蒸した日は少年の少ない体力をじりじりと削り取ってしまうようだ。セノワは額に滲んだ汗を手の甲で拭う。

　少しだけと散々医師に念を押され許された散歩だが、これほど外が暑いとすぐに持たなくなってしまいそうだ。彼は浅い息を繰り返しながら兄に教えられた場所へと向かった。低木をかき分け、奥へと踏み入る。

「……ねぇ、つづきは？　つづきがききたい」

　木々の向こうから聞こえてきたのは幼い少女の声だ。

　セノワは聞き覚えのある声に体を震わせ足を止めた。兄の声が少女に答える。

「続きはないんだ。書かれているのはここまで。後は知らない」

「なぜ？　ふたりはそのあと、どうしたのかしら。しあわせになれたの？」

「知らない。それはもう歴史の話じゃないんだ、アナ」

　フィレウスは彼女からの同じ質問に慣れきっているのだろう。あっさりと切り捨てると「次は何の話がいい？」と尋ねた。しばらくの後に少女の声が「おひめさまのはなし」と返す。兄が「またか」と呟く声が微かに聞こえた。

　──さっさと二人の前に出て行けばいい。

　ちょうど話も区切り時だ。会話に加わるなら絶好の間だ。

　けれどセノワは何故かその場から動けずにいた。一人だけ脆ぜい弱じゃくな体に悩まされる自分が、二人に比べて何だか場違いな存在に思えて仕方なかったのだ。

　セノワはよく兄と一緒にいるらしい少女、先日彼の手を取って城から連れ出してしまった無邪気な女の子の笑顔を思い出す。

　あの時彼女は、子供らしい純粋さと好奇心で彼と共に逃げ、そして彼の話にひどく心を痛めた。セノワの瞳を正面から見つめ「かわいそうね」と零された言葉。それは彼に、焦燥と疼くような痛みを今も与え続けている。

「そして囚われの姫は、騎士の手によって助け出され……」

「きし？　きしって何？」

「騎兵。馬に乗って戦う人間のことだ。アナも城で見たことがあるだろう」

「あぁ……」

　少女の声には得心の響きがあった。城の訓練場で鍛錬に励む彼らの姿を思い出しでもしたのだろう。だが、セノワの予想は次の瞬間思いもよらない方向へと裏切られた。

　何の力もない少女。無垢で残酷で恵まれた彼女は、希望に弾む声で宣言したのだ。

「ならわたしは、きしになるわ！」

　彼女の言葉に驚いたのは兄も同様だったのだろう。数秒の沈黙の後、聞き返す声が続く。

「何故？　貴族の娘は騎士になどなる必要がない」

「だって、きしならばセノワをたすけられるでしょう？　だったらわたし、それがいいわ」

「アナ……」

　セノワは動けない。

　ただそれでも、彼女の顔を見たかった。外の可能性を象徴するような彼女の笑顔を。

　彼女はまだ何も知らない。世のままならなさや制限やそれに従わざるを得ない人々について、何一つ分かっていない。子供の戯言でしかない言葉だ。遠くない将来彼女は壁に突き当たり、他愛ない望みを諦めざるを得なくなるだろう。

　けれどその言葉は、望みを抱くことさえ躊躇うセノワにとって──涙が出るほど眩しかった。





※






　セーロンが北西の草原に布陣したとの連絡は、早々にフィレウスの執務室へともたらされた。

　イクレムがケレスメンティアへ婚姻を打診したことに対し、セーロンからの抗議と見られる突然の出兵だ。

　だがフィレウスはあらかじめそれを本から知り得ている。だからこそ漏ろう洩えいした情報とは別に、ケレスメンティアに連絡を取ったのだ。皆がセーロン軍に注目している間に全ては上手く進むはずだ。

　フィレウスは前もって近くの砦へと移動させていた軍に出陣を命じる。その上で最低限の執務を済ませてしまうと、彼自身も戦場に移動するため部屋を出た。護衛の兵士を従えながら一旦自室へと戻る途中、見覚えのある人影をみとめて足を止める。

　騎士の正装を纏った彼女は明らかにフィレウスを待っていたようだ。彼は冷ややかな目でその意図を問う。

「そこで何をしている、アナ」

「ご多忙はよく存じ上げております。ですが殿下、ほんの少しお時間を頂けませんでしょうか」

「そのような時間はない。今我が国がどういう状況にあるのか分からないわけではないだろう」

「承知しております。であればこそのお話です。殿下」

　その返答にフィレウスは眉を寄せる。

　今までのアナは、騎士として凜りんとした空気を纏っていながらも、どこか甘さを残していたのだ。

　だが今の彼女には甘さがない。心持ち低めの声に感じ取れるのはただの覚悟だ。

　フィレウスは逡巡したが、兵士たちを下がらせると一人でアナに向き直った。険しい表情のまま年若い騎士に問う。

「何だ？　何の話だ」

「セノワ殿下の婚姻の話をお考え直しください」

「その話か」

　せっかく耳を傾ける気になったというのに、彼女は相変わらずセノワしか見ていないらしい。

　今まではそれでよかったのだ。この城内でただ一人、弟を大事にしてくれる少女。素直でひたむきで懸命な彼女なら、自分が国務で離れた後も弟の支えになってくれると思っていた。実際アナは今まで期待した以上に、セノワに寄り添ってくれたのだ。

　だがそれもここまでだ。フィレウスにもセノワにも、果たさなければならない役目がある。

　にもかかわらず目の前のことしか見られない彼女にフィレウスは呆れたが、彼の苦言が注がれるより先にアナは軽くかぶりを振った。今現在、祖国に迫っている危機について言及する。

「セーロンの出兵はケレスメンティアとの婚姻に異議を唱えてのことでございましょう。ならばこの話がなくなればアリスティド殿下は兵を退かれるはずです。無用な被害を出さずに収められます」

「本気で言っているのか？　セノワがケレスメンティアに向かうことは既に決定事項だ。あれが皇国に入ればイクレムに重要な利益を生む。今更取りやめることなどできない」

「分かっております。ですから、ケレスメンティアにはわたくしが向かいます」

「……何だと？」

　今彼女は何と言ったのか。聞き間違えかと思うフィレウスに、アナははっきりと告げる。

「セノワ殿下がケレスメンティアに入る本当の目的は、あの国の調査でございましょう。イクレムにはケレスメンティアの庇護など必要ない。欲しいのはただ『これから起こりうること』の情報でございますね？　この大陸では、数十年おきに大きな戦争が起きている──次の大戦はもうすぐです。その時にケレスメンティアがどう動くのか、それを知るためには地位があり、フィレウス殿下からの信が篤く、いざという時の危険も覚悟できる人間が必要」

　滔とう々とうとした指摘は、フィレウスの秘した思惑を射抜いていた。だが彼自身これを話した相手は父と弟のみだ。そしてそのどちらもがアナに本当のことを明かすとは思えない。

　ならば彼女が自分で、何かしらの真実にたどり着いたのだろう。

　フィレウスは、アナが幼い頃の記憶を思い出した可能性に気づき青ざめた。厳重に口止めをした「あの本」のことを、彼女は思い出したのだろうか。それを確認することは躊躇われる。

「ですからその役目は、わたくしが担います。わたくしも公爵家の娘。ケレスメンティアの大貴族なり神職の家なりに嫁いで皇宮に入ることは可能でしょう。殿下のお知りになりたいことを必ずや手に入れて参ります。どうぞわたくしをお使いください」

　決然とした声に迷いは感じ取れない。

　フィレウスは息をのむ。ひとりでに漏れた苦い声が彼女の名を呼んだ。

「アナ、お前は……」

　そこまで言って彼は、幼馴染の少女の瞳に不安を見つけて言葉を失くす。

　アナはまだ己の推論に確信を持っていないのだ。分からないまま足搔こうとしている。「騎士」の意味さえも知らなかった、幼い頃と同じように。




　本当に大切だったのは何だったのか。

　かつて三人で時を共有したあの時代。弟と少女の二人に「互いを大事にしろ」と言ったのは、このような岐路を迎えるためのものだったか。

　──だがそれでも、もっと優先すべきことが、今は在る。




「無理だ。アナ。お前ではセノワの代わりになれん」

「殿下」

「第一口だけで婚姻を取りやめたなどと言ってもアリスティドは納得しまい。もっと明らかな証拠を見せつけでもしない限りはな。アナ、お前にできることなど何もない。早く父親のもとへと戻れ」

　彼女は何も覚えてはいない。忘れてしまったのだ。彼が言いつけた通り素直な心のままで。

　だがそれでも今、自分なりに調べ、もがき、真実へ近づこうとしている。

　そうして幼かった少女は騎士にまでなったのだ。けれどフィレウスにとってアナは無力な少女で、何よりも妹のように思ってきた幼馴染だ。彼女一人をケレスメンティアに送り出すことなど考えられないし、セノワもきっと了承しない。

　表情を硬くするアナに、フィレウスは冷ややかに続ける。

「アナ、騎士になったというその努力がお前の目を晦ませているのなら、騎士位などいつでも剝奪してやる。思い上がるな。お前に為し得ることなど何もない」

　そう言い放ちながら、フィレウスは胸元に忍ばせた封書を取り出していた。

　──いつ誰に渡すために、このようなものを用意したのか。

　それは彼自身の中でさえ定まっていない。きっとただの保険のようなものだ。

　フィレウスは沈黙する女に封書を差し出す。

「何もかも遅い。セノワは既に、城都を出てケレスメンティアとの面談に向かった」

「え……」

「あと一時間もすれば女皇との顔合わせが始まる。余計な妨害が入らぬよう、ケレスメンティアに言って予定を早めたのだ」

　そうして女皇がセノワを受け入れることを決めれば、それで終わりだ。

「分かったら、頭が冷えるまで家で大人しくしているんだな」

　アナの震える手がかろうじて封書を受け取った。フィレウスはそれを確認すると、彼女に背を向け長い廊下を歩き出す。

　そうして数歩行ったところで、微かな声が彼を呼んだ。

「殿下、商人として入りこんだ男が『秘された歴史』を調べています。どうかご用心を……」

「秘された歴史？　何のことだ？　心当たりがない」

　フィレウスは白々と返した。

　そのまま二度と振り返ることはない。彼の見るべきものは傍にも背後にも存在しない。

　ただ、長兄の死によって王太子にならざるを得なくなった男が、置いてきた過去において弟と小さな少女に何を望んでいたのかと言えば──それは彼女に渡した封書一つ分くらいの、ささやかなものなのかもしれなかった。
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　低い山の裾から緩やかに傾斜して広がる大草原。

　イクレム国境内に入ってすぐの緑の大地を、オスカーは穏やかな風の吹く空中から悠然と見下ろしていた。彼の目が捉えるものは、北西から北にかけて布陣したセーロン軍と、迎撃のため布陣を開始したイクレム軍の二つ。特にイクレムの布陣を確認すると彼は苦笑する。

「やはり当たりか。転移陣を使っていないにしては布陣が早すぎる。あらかじめ読んでいたな」

　間諜を使っていたにしても、正確で速すぎる動きだ。イクレムは「何らかの手段」でセーロンの布陣を把握していたのだろう。その手段を探しているオスカーは、イクレムの本営の場所を上空から目で確認した。今はそこに王太子はいないようだが、軍の衝突が起きる頃には指揮官である彼は間違いなくそこにやってくる。そしてオスカーはその到着を待っているのだ。不可視の結界を張って空に立つ男は不敵な笑みを浮かべる。

「本の力に慣れきった人間なら尚なお更さら、戦において本を使おうとするだろう……。だがそれももう終わりだ。入りこんだ異物は排除させてもらう」

　異質なる男の宣言を聞くことのできる人間はこの場にはいない。

　そして人ならざる力を巻きこんだ闘争の幕は人知れず開けられることになるのだ。





※






　顔合わせの日時と場所を変更したい、という要望に、ケレスメンティアは理由を問うこともなく了承してきた。それは、向こうがイクレムと婚姻を結びたがっているというより、単に格下の国相手にそこまで拘りもないという姿勢の表れだ。

　新たにイクレムが選んだ場所は、国内の辺境、山のふもとにある屋敷だ。元は王家と縁がある貴族の持ち物だったが、後継者がおらず無人のまま国の管理となっていた。そこをフィレウスは一年ほど前から何かの時の避難所として手を入れておいたのだ。

　面談のため極秘に朝から屋敷へと移動していたセノワは、二階の窓から外を眺める。屋敷を囲む林の向こうに、小高い丘が見えた。彼は時間を確認する。

「少し散歩をしてきてもいいかい」

　ケレスメンティアが来るまでは、まだ時間がある。彼の要望についてきた護衛の兵士は頷いた。三人がセノワに付き添い、残りの文官や兵士たちはケレスメンティアの到着に備える。静かで、けれど緊張した空気を味わいながら、セノワは屋敷を出ると、丘に続く小道を歩きだした。

　──あの本を先に見つけてきたのは、フィレウスだ。

　読書くらいしかできることがない弟のために、兄は城内中を探して本を見つけては持ってきてくれた、そんな中、死蔵されていた骨こっ董とう品の中にあの一冊はあったのだ。

　最初に違和感に気づいたのはセノワだ。あの本にはほかのどの歴史書にもない記述がたくさん書かれていた。だから最初は空想の歴史が書かれているのだろうと思っていたが、本を読み切った時、それが現在進行形で書かれているものであることに気づいた。

　本の途中に書かれていた「移民してきたアイテア信徒は、東の大陸に持ちこんだ本を『神の書』と呼び、丁重に扱った」という記述。これが、この本自体のことを書いているのだと悟った時、幼心ながらにぞっとしたことを覚えている。

　セノワの訴えを聞いたフィレウスはむしろ「そんなにたくさん話が書かれているなら、アナに読み聞かせるのにちょうどいい」とあっけらかんとしていた。今はもう遠い隠された歴史の真相をただの秘密の読み物として受け取ったのだろう。その頃イクレムの周囲は比較的平穏だったということもあった。たまに文末に増える記述も、遠くの出来事としか思えていなかった。

　それが変わったのは、隣国がイクレム辺境砦の襲撃を計画しているという文章を見た時だ。それを見つけたのはセノワで、すぐにフィレウスに訴えた。兄は本を持って父のところへ行き、計画は未然に防がれた。そして気づいたのだ。「この本の持つ意味は大きい」と。

　ただ、本は絶対ではなかった。時には陰謀の結果しか記されないこともある。長兄を暗殺によって失ったフィレウスとセノワはそれを痛いくらいに思い知り、立場の変わったフィレウスは本を持って離れの館を去っていった。

　そうして月日が流れていく中、セノワはこの大陸に定期的に訪れる周期に気づいたのだ。

　何十年かに一度、国々の情勢が安定しかけた頃に起きる大戦。

　原因はいつもまちまちだ。領土を広げたい国の野心や、過去の敗戦の復讐心、飢餓、信仰、そういったもので戦いは始まる。

　けれど気になったのは、それら大戦においてケレスメンティアは常に弱者の味方をしているということだ。ある時は大々的に、ある時は密やかに、神の国は弱き者を助ける。それでいて、明確にどこかの陣営に肩入れするということはない。高みから手を差し伸べ、国々の行く末をじっと見守っている。それはまるで、何もかもを見透かす神そのものの視線であるかのように思えて──謎めいたあの国が、ひどく恐ろしいものに思えた。

　だから兄に打ち明けたのだ。「もうすぐこの大陸には、大戦が起きるかもしれない」と。

　兄は、長く悩んだ末に、ケレスメンティアの内実を探ることを決断した。あの国だけは、全ての歴史を記す本に一切の情報が書かれない。秘された援助の実態が知れたのも、援助された側の国の記述としてで、ケレスメンティア自体は謎のままだ。

　だから来たるべき大戦において自国を守るために──ケレスメンティアが何を考えて動いているか知るために、セノワが皇配として潜入することになった。

　アナに何も知らせず国へ置いていくことにしたのはセノワの望みで、フィレウスも了承した。

　自分たちの子供時代はとっくに終わったのだ。これからは戦乱の時代になる。せめて彼女はそれには巻きこまれずいて欲しいと願った。そんな感情自体が、きっと子供の感傷だ。

　少しずつ、緩やかな上り坂をセノワは歩いていく。

　これくらいで息が切れそうになる自分の体が厭だ。王族に生まれなかったらもっと早くのたれ死んでいただろう。それがここまで生き延びてしまった。ならばせめて、国のために生きなければ。

　林の中をくねる道。あの日の丘には続いていない道をセノワは歩いていく。護衛の兵士が後ろをついてくる。

　その時、背後から数人の駆けてくる足音がした。護衛兵が誰すい何かの声を上げる。

「何者だ！」

　セノワはゆっくりと振り返る。

　そこには剣を持った見知らぬ男たち数名が立っていた。

「──セノワ王子だな」

　男の一人からかけられた言葉は、単なる確認でしかなかった。

　セノワが答えるより先に男たちは剣を抜く。三人の護衛兵が素早く臨戦態勢を取った。

「殿下をお守りしろ！」

　たちまち両者の剣がぶつかり合う。セノワは自らも腰の短剣を抜いた。襲撃者の一人が嘲弄する。

「ろくに剣も持てぬ王子が！　その立場、こちらで頂こう！　うまく皇配になり代わってやる！」

「なんだと……？」

　セノワは館の方を見る。そこに異変はない。襲撃者たちは静かに事を運ぼうとしている。

　彼らはおそらく──セノワを殺し、イクレム王子を詐称してケレスメンティアを迎えるつもりだ。

　どこから情報が漏れたのか、どこの国の企たくらみか。いくつもの疑問が脳裏をよぎるものの、今は拘泥していられる状況ではない。もともと今回は裏でコダリスが動いていたのだ。あの国なら他国を指し嗾そうしてこれくらいのことをやらせるだろう。

「殿下、お逃げください！」

　そう叫んだ護衛兵の一人が崩れ落ちる。いくら精鋭でも多勢に無勢だ。今回は秘密裏の面談ということで最小限の人数で動いている。

「っ、すまない！」

　セノワはそう護衛兵たちに詫びると、距離を詰めてきた襲撃者に短剣を投擲した。のけぞる相手に背を向け走り出す。

　──館に戻るのは自殺行為だ。

　目的がセノワのなり代わりだというなら、先に館を制圧したはずだ。散歩に出ていたのはただの偶然で幸運だろう。だがこのままでは結果は同じだ。

　セノワは小道を逸れて林の中へと踏み入る。普通に走ってははまず逃げきれない。少しでも時間を稼げば、兄が本から異常事態を読み取ってくれる可能性がある。

　だから逃げなければ。ここまで生きさせてもらった命を、自ら無為に捨てることはできない。捨てるとしたら国のためにだ。そうでありたいと思う。

　生い茂る草を搔き分けながら身を屈める。足音を殺して、できるだけ痕跡を残さないように。

　まるで、高い生垣の中に溺れていくかのようだ。

　子供の頃は、よく自分が死ぬ瞬間について考えていた。

　おそらく病によって死ぬのだろう。死の床につき、一人そっと息を引き取る。

　その時一体自分は何を考えるのだろうか。

　少年は必ず来るその未来に、怖おそれと好奇心を抱いてやまなかった。

　そうして常に傍らに感じていた死を忘れることが増えたのは、彼が諦観を漂わせるとアナが悲しそうな顔をすると気づいたからだろうか。

「出てこい！　臆病者めが！」

　挑発の声が頭の上を通り過ぎていく。怒りは覚えない。何も為さないまま死ぬことの方が嫌だ。

　けれど、相手はすぐに枝を折って進む痕跡を見つけたのだろう。草を踏み分ける足音が急速に近づいてくる。もう距離はない。

　セノワはもう一本の短剣を抜きながら振り返った。

　その目に、頭上へと振りかかる長剣が見える。

　瞬間に、セノワは死を想起する。

「──アナ」

　長剣は、風のように鋭かった。

　その一閃は狙いを違わずセノワへ振りかかる剣を弾くと、続けざまに男の喉を斬り裂いた。

　そのまま剣は二人目の刺客に向かうと、短剣を投擲しようとする相手の腕を斬り上げる。短い苦痛の悲鳴が林の中に響いた。血濡れた剣は、間を置かず男の胸を貫く。

　それを為した女は、剣を振って血を払うと、残る一人の追手を見据えた。

「わたくしの主への不当な評価は撤回してもらおう。この方の剣は、わたくし自身だ」

　隙のない立ち姿。研ぎ澄まされた戦意は、たゆまぬ修練より生み出されるものだ。

　林の中を追ってきた男たちは、気圧されて足を止める。

　セノワは信じられない思いで、女の背を見つめた。

「アナ、どうして」

「フィレウス殿下にここを教えて頂きまして。──遅くなりました、殿下」

　よく見ると彼女の服はあちこちが切り裂かれ血が滲んでいる。フィレウスに聞いたということは、転移魔法で館の前に出たのだろう。セノワを見つけるより先に敵と出くわしたはずだ。

　しかし彼女はちらりとセノワを振り返ると、何の痛みもないかのように笑顔を見せる。

「お守りします。殿下。わたくしが必ず……」

　他愛もない子供の約束。

　けれど彼女はそれを守ろうと一人走り続けてきたのだ。

　まるで今この時、彼の手を取るためだけに努力してきたかのように。

　彼女の覚悟を見てとったのか、残る一人の追っ手は剣を握り直した。大柄な男はふっと息をつくと、二人の方へ距離を詰めてくる。







　──相手は、自分よりも強い。

　足取りだけでそう判断したアナは、背後に叫ぶ。

「殿下！　お逃げください！」

　たった十年だ。

　けれどそれだけの間、彼女は脇目もふらず剣に打ちこんできた。その過程で敵わない相手に手合わせを申しこんだことも決して一度や二度ではなかったのだ。

　アナは肌身に染み付いた感覚──勝てないと感じる相手を前に、正面から剣を構える。

　男はそんな彼女に何の感情も見せなかった。代わりに一歩を踏みこむ。彼は軽く手首を返して長剣を振るった。

　アナの持つ剣よりもゆうに半分以上は長い片刃の剣。

　それは予想を遥かに越える速度を持って彼女を襲った。

　刃同士がぶつかって高い音を立てる。

　アナがかろうじて相手の剣を受けられたのは、彼女自身の反射神経がよかったというより、たまたま剣を上げたその場所に打ちこまれたがゆえだ。彼女は落ち葉の上を半歩下がる。

「先にお行き下さい、殿下！」

「アナ！」

　──自分ではおそらくこの男に勝てない。

　かろうじて勝つことができたとしても、次の追っ手には敵わないだろう。だが時間を稼ぐことならきっとできる。はじめからそのために騎士を選んだのだ。

　同情だろうが愛情だろうが、ただセノワのために。彼に未来を捧げるために。

　アナは胴を薙ごうとする敵の剣をすれすれで避けた。相手の足を狙って剣を振るう。

　しかし男は半歩下がって切っ先に空を切らせる。彼女の間合いを分かっているのか余分な動作はしてこない。再び刃が彼女の肩へと振り下ろされる。彼女はそれに合わせるように前へ出る。

　髪の先を刃が掠めていく空気。

　死の恐怖はない。

　体を鈍らせるものはない。

　アナは数瞬自分が人であることも忘れ、剣を振るった。

　相手の刃が左腕にかかる。

　焼けつくような痛み。

　それは彼女に死の恐怖を呼び起こしたが、アナはその恐れをも踏み越えた。

　顔を上げると相手の懐へ飛びこむ。左手で腰の短剣を抜き、相手の胸を狙った。

　しかし柄つかに指をかけた時、彼女の指に小さな痺れが走る。

　腕からの痛み。握り損ねた短剣は落ち葉の中へ落ちた。生まれた空隙に、アナは一瞬子供の頃の自分を思う。




　本を、読んで。

　お話して。

　きっとむかえに来るから。

　もっととおくへ、いきましょう。




　彼女は右手の剣を上げる。

　だがそれよりも早く、男の剣が彼女の首へと向かった。

　避けられぬ死。終わりを予感するアナの前に、けれどセノワの体が庇うように割りこむ。

「殿下……っ！」

　長剣の刃が、彼の右腕にかかる。

　信じられぬその光景を見ながら、アナは何も持っていない左手を上げた。

　恐ろしい速度でセノワを両断しようとする刃を、己の肘を以て受ける。

　何も考えられない。

　何も分からない。

　全てが麻痺したかのような世界。

　アナはセノワにもたれかかるように半歩踏み出すと、右手の剣を敵の喉めがけて突きこんだ。





※






　装備を整えたフィレウスは、宮廷魔法士が用意した転移門を使い戦場へと移動した。

　イクレム宮廷の擁する魔法士たちには、軍まるごとを転移させられるほどの力はないが、要人だけであればそれが叶う。

　生なま温ぬるい風の吹く草原。展開した軍の本営として準備された天幕に、彼は護衛兵と共に入った。

　二十人ほどが集まる大きな天幕は、セーロンのものよりは簡素な作りだが、これからの方針を話し合うには充分なものだ。フィレウスは緑の本を左手に開きながら地図を覗きこむ。

「こちらが風下か。とは言っても地の利はどちらにもないな。そういう場所を選んだのだろう」

「セーロンが、でございますか？」

「アリスティドがだろう。そういうやつだ」

　あの王子がイクレムに留学していた頃には、フィレウスもよく「正々堂々やるぞ！」などと言われ剣の勝負を挑まれていたのだ。

　アリスティドは権謀術数には疎いが、剣術や戦術には長たけている。向こうの希望通り正攻法で挑めば大きな被害は避けられないだろう。フィレウスは手元の本に目を落とした。

「……セーロンはもうしばらくすると左翼から動かし始める。その時を狙って左翼を叩こう。相手の本営を討ち取る必要はない。向こうに『充分交戦した』という印象を与えれば充分だ」

　再三の話し合い要請にも応じなかったアリスティドの性格を把握した指示に、将軍たちの何人かは苦笑を洩らした。彼らは他にも打ち合わせを済ますと天幕を出てそれぞれ散っていく。

　そうして後方の本営で馬上の人となったフィレウスは、ふと手元の本に視線をやり──そこに浮かび上がってきた記述に絶句してしまった。

　起こった歴史を淡々と書き留めていく神の書。その最後にはこともあろうに『イクレム城の離れに火が放たれた。同時刻、面談に向かったイクレム王子が襲撃される』との一文が、新しく記されていたのだ。

「……セノワ？」

　道具は道具でしかない。それを十全に生かすためには、人の力が必要だ。

　だがフィレウスはそのことを分かっていながらも、結局は「本」の力に依存し他が見えなくなっていたのだろう。暗殺が本に記述される時は手遅れの時があると、亡くなった兄で知っていたにもかかわらずだ。

「誰か！　城に連絡を取れ！　離れはいい！　セノワのところに兵を回せ！　すぐにだ！」

　咄嗟に叫びながら脳裏に浮かんだのは、弟と幼馴染の姿だ。早く手を打たねば彼らの命はない。そしてこれは、自分の甘さが招いた危機だ。

　ケレスメンティアを探る途中でセノワの命が危うくなろうとも、それは国のために尽力してのことだ。まだ何もしていない今とは事情が異なる。フィレウスは弟がずっと何かを成し遂げたいと願っていたことをよく知っていた。セノワは自身の脆弱さを呪いながら、それを払拭するほどの使命と充足をずっと望んでいたのだ。だからこそフィレウスは逡巡を押し殺し、たった一人の弟にあの役目を振った。

　それは決してセノワを無為に死なせるためではない。もちろんアナも。

「早くしろ！　城に残る騎士全てを動かせ！」

　セノワが向かった先は知っている人間も少ない場所だ。どこから情報が漏れたのか、既に屋敷の中は刺客に制圧されている。フィレウスは本の記述を食い入るように見つめた。

　今ここが戦場であることも、セーロンのことも、瞬間頭の中から消え去った。そうして熱くなった頭がわずかに冷めかけたその時、彼は部下の応答が聞こえないことにようやく気づく。

　何故返事がないのか。魔法士が控えているはずの背後を振り返ろうとしたフィレウスは、しかし突然横から伸びてきた手にぎょっと身を引いた。

　まるで異物のようなその手はあっさり彼の膝上から本を取り上げる。

「ずいぶんあわてているようだな」

　涼やかな声。

　本を手に取った男は、秀麗な容姿に皮肉げな微笑を湛える。

　優雅とも言える物腰の男は、馬上のフィレウスと同じほどの高さの空中に佇んでいる。その右手には両刃の長剣が握られていた。

　まるで白昼夢のように非現実な光景だ。

　いつの間にか周囲にいた護衛たちは一人残らず姿を消しており、近くにはこの男しかいない。

　前方で進軍を続ける者たちも、後方で起きているこの異常には何故か誰も気づいていないようだ。

「何だこれは……」

　イクレムの人間であるはずがない。そして、尋常な魔法士でも。

　この男は、もっと違う何かだ。存在するはずもない逸脱した──

「どうやら当たりのようだ。これで『彼女』にも報いられる」

　緑の本を片手で探りながら男は呟く。意味の分からぬその言葉を聞いたフィレウスは我に返った。

　──本を取り戻さなければならない。取り戻して、セノワの無事を確かめなければ。

　そう思いながらも動けぬ彼の脳裏には「怪しい男にご用心ください」と忠告したアナの声が、今更ながら虚むなしく響いていたのだ。





※






　濃い血の匂い。

　痛みに数秒間もうろうとしていたアナは、何とか揺らぐ意識を取り戻すとセノワを見つめた。

　彼女を庇って前に立った男は、絹の服を赤く染め上げ落ち葉の上に座りこんでいる。

　左腕の感覚がもはやない彼女は、跪くと右手を彼に伸ばした。薄汚れた頰に触れ、美しい顔を覗きこむ。

「殿下……ご無事で……？」

「今のところは命があるようだ。君は無事か？」

「ええ」

　彼の傷がどれ程深いのか、ぱっと見ただけではよく分からない。

　だが出血の量からして急いで手当てをしなければ危ないだろう。

　アナは周囲を見回し、林の奥に大きな岩を見つける。

「立てますか？　あの岩陰へ……」

　今の彼女にセノワの体を支えられるほどの力はない。彼が怪我をしていることは承知しているが、今は彼自身に動いてもらうしかなかった。

　問われたセノワは苦笑を浮かべてアナを見返す。

「少し難しそうだ。足が上手く動かない」

「わたくしの肩をお使いください」

　彼女は体の向きを変えると右肩を彼に向けた。だがセノワは中々動こうとしない。

　これで刺客の全てが倒れたわけではないだろう。すぐに新手が来るはずだ。焦りを瞳に宿すアナに、けれど彼は静かに呟く。

「アナ、逃げなさい。君一人なら逃げられる」

「何を馬鹿な……わたくしは殿下をお助けするために来たのです」

「分かっている。でもこのままでは共倒れだ。今なら君は助かる。逃げて、助けを呼びなさい。そしてできればこれからは……兄上を支えてくれ」

「そんな。私は」

　彼に会うためだけに、ここまで来た。もう一度だけ話がしたかった。

　彼の望みはどこにあるのか。それは本当に自分が関わることのできないものなのか。

　彼の真意に触れて、今度こそ進む道を決めようと思っていた。

　まるで度し難い未練だ。自分の心を慰めるだけの愚行だ。だがそれでも、フィレウスもセノワも国のために歩き出している。その背をそっと支えるくらいのことはしたかった。

　少しでも何かをしたい。迷い続けた結果独り取り残され、無為のまま朽ちたくはなかった。

　ただひたすら彼女を突き動かすこの感情が愛ではないのなら、それはきっと同情でもない。

　目を伏せたアナは己の歩んできた道筋を思う。そしてセノワを見つめると首を左右に振った。

「殿下、わたくしは貴方あなた様さまの騎士です」

　左手は使えない。

　先ほど剣を受け止めた肘から先は、筋を切られたのか出血のせいか満足に動かすことができなくなっていた。ほとんど痛みを感じないのは高揚のせいだろうか。アナはそれを幸運に思って微笑む。

「わたくしのことはお気になさらず。まだ走れます。敵を引き離して時間を稼いできましょう」

　そうすればきっと助けも来るはずだ。ケレスメンティアもやってくる。

　動くことを促す彼女に、セノワは整った顔を歪めた。

「……私は元々長くは生きられぬ人間だ。そんな人間のために君が命を費やすというのか？」

　吐き出されたセノワの言葉は、まるで長年彼の喉につかえていたもののようにも聞こえた。

　親愛、嫉妬、憧憬、ままならぬ無数の棘が彼の声音に重なって見える。

　その痛みにアナは、彼が抱えてきたものの重さを感じて、零れそうになる熱をのみこんだ。

　──苦しんでいたのは、きっと彼も同じだ。

　潤んで滲む視界越しにアナはセノワを真っ直ぐに見つめる。自分でも驚くほど穏やかな声が彼に囁いた。

「殿下。貴方様の生が長くとも短くとも……それがわたくしにとって何よりも大切な時間なのです。私はあなたに時間を差し上げたかった。世界を差し上げたかった。この思いが何であろうと、そのことには少しの偽りもございません。あなたを支えることを私が望んだ……だから殿下、どうか私をお使い下さい。私はそのための騎士でございます」




　剣を右手に。思いを左手に。この身がどこへ行けずとも、それで構わない。

　己の死を覚悟した今なら分かる。

　自分のこの手が少しでも彼を先へと導く、たったこれだけのことが、今まで自分を動かしてきた願いだ。

　──だからどうか先に。遠くへ。あなたの望む場所へ。




　アナは右腕でセノワを抱くように包みこむ。そのまま少し力を込めると、男の痩身を自分の体全てで支えながら立たせた。べったりと服にこびりつく血がどちらのものか分からない。アナが息を整えて林の奥へと踏み出そうとした時、後方から声が上がった。

「いたぞ！　あそこだ！」

「っ……」

　焦りと悔しさにアナの頭は熱くなる。自分の無力さを呪いたくなった時、ぽんと誰かの手が彼女の背を叩いた。

「よく頑張りましたね。充分過ぎるくらいです」

「え？」

　いつの間にか隣に一人の少女が立っている。見覚えのある小間使いの服装。黒髪をみつあみにした少女は、にっこり笑ってアナを見上げた。

「あとは私が引き受けますよ。これ以上血が足らなくなる前に休んでいなさい」

「ユリア……？　どうして」

　セノワの暮らしていた離れで働いていた少女。その彼女がどうしてこんなところにいるのか。

　頭が朦朧としているせいか、何も分からないでいるアナに少女は微笑む。

「だってあの人と約束したんでしょう？　魔女が願いを叶えるって」

　追手たちが林の中を近づいてくる。少女は何の躊躇いもなく彼らの方へと踏み出した。

　白い手が上がる。

　編まれていた髪がひとりでにほどけ、平凡な横顔が別人のものへと変わっていった。

　闇色の髪と瞳。恐ろしいほど美しい、御伽噺の魔女。

　その指先から放たれた光条は、たちまち膨れ上がると追っ手たちをのみこんだ。

　魔女は同じ指で長い黒髪を払う。

　そうして振り返らず館の方へ歩き出す魔女を見ながら、アナは「物語の終わりがやってきたのだ」と朦朧とする意識で考えていた。







　地面の少し上を歩きながら、ティナーシャは指を鳴らす。

　それだけで走ってくる刺客たちは、糸が切れたように地面に崩れ落ちた。本来の姿に戻った魔女は、彼らの間を悠然と歩いて屋敷に戻っていく。

「かつて遠い西の大陸には、命を賭す覚悟がある人間の願いを叶える塔があったんです」

　最強の魔女が棲んでいる塔。登りきれば魔女が願いを叶えると言われたその塔は、けれど人の真摯に応える塔でもあった。

「今はもうない塔ですけどね。たまにはこれくらいいいでしょう」

　どんなに人が努力しても覆せない悲劇はある。

　だから稀まれに、その努力に応える偶然があってもいいと思うのだ。きっとただの気まぐれだ。

　屋敷の前に戻った彼女は扉を押し開ける。中にいたのはイクレム兵の格好に着替えた刺客だ。彼らは突然現れた小間使いに顔を見合わせる。

「お使いにでも出ていたのか？　もう少し遅れて帰ってくればよかっただろうに」

「貴方たちこそ、こんな作戦に振られて気の毒ですね」

　ティナーシャは足を止めない。軽く宙を払う仕草だけでばたばたと人が倒れていく。その様を廊下の奥から見た男が、ぎょっと顔色を変えた。

「なんだ貴様……！」

「魔女です。ただの通りすがりですけど。とりあえずここは制圧しなおしますね」

　ケレスメンティアが来るまでは、まだ少し時間があるはずだ。その前に事を収めておかなければ別行動をしているオスカーに障る。今回は彼女たちも察知していなかった陰謀なのだ。ただたまたまアナを探して気付くことができた。

　ティナーシャは奥にいる男を狙い撃とうとして……けれどそれより早く、男はぎょっとした顔で角の向こうを見た。第三者の声が響く。

「──何をしている？」

　新たな男の声が誰のものか、ティナーシャには死角になっていて見えない。イクレム兵を装った男があわてて言い繕った。

「そ、それが、おかしな女が暴れておりまして……」

「人をおかしな女って。噓つきにもほどがありますね。この屋敷を襲撃したのはそっちでしょうに。屋敷内を調べればすぐ分かることですよ」

　冷ややかなティナーシャの指摘に男はうろたえる。その様子を見ればどちらが噓をついているかは歴然だ。男は視線をさまよわせると、身を翻して逃げようとする。

　けれどその背にティナーシャのものではない魔法がぶつかった。軽いうめき声を上げて倒れる男の上に、近づいてくる人影が差す。

　角の向こうから現れた人間は、全部で五人だ。

　そのうちの一人、奥まった場所にいる少女に気づいてティナーシャは目を瞠る。

　緩く波打った淡い金髪に青紫の双眸。薄紫の儀礼衣を纏った美しい少女は、まるで夢の中で見るような非現実さを帯びていた。細く長い杖を持った彼女は、ティナーシャの上で視線を止める。

　一目で貴人だと分かる彼女が残る四人の主人だろう。護衛としてついているのは騎士が三人に魔法士が一人。いずれも相当の腕の持ち主だ。

　だがその四人よりもティナーシャは少女から目を離せないでいた。まじまじと初めて見る存在を検分する。

　──魔女と匹敵する膨大な魔力。けれどその全てを強固に封印している。

　はたから見れば非魔法士にしか見えないはずだ。おそらくティナーシャでなければ見破れない。

　それだけでなく少女の細い体の奥底には「何か」の気配を感じる。

　まるで深い深い、世界の底に繫がっているかのような何か。

　それと似たものをどこかで知っている気がして、ティナーシャは目を細めた。

　少女は硝子球のような目で魔女に問う。

「あなたは何者でしょうか」

　大きくはない声、だがよく通るそれは、人の上に立つことに慣れた者の声だ。

　小さな鐘を鳴らして響いていくかのような声は、場を静かに支配する。聖堂を思わせる厳粛たる空気が広がり、ただティナーシャだけはそれに臆していなかった。魔女はなんと答えようか迷って、苦笑する。

「名乗るほどもない通りすがりです。外で襲われていた人を見つけたので、助けてここまで押し返しました。貴女は……ケレスメンティアの女皇陛下でいらっしゃいますか？」

「ええ。少し早く着きすぎたようですが、この様子では今日の予定は中止のようですね」

　さらりと言う女皇は十五歳のはずだが、異常事態に微塵も動揺を見せない。老練ささえ漂う空気は、彼女が確かに大陸最古の国の玉座に在る人間だと窺わせた。

　女皇は元来た方を振り返りながら、傍の男に命じる。

「帰ります。イクレムには帰国後連絡を入れるように」

「かしこまりました」

「──お待ちを」

　去っていこうとするケレスメンティアの一行を、ティナーシャは呼び止めた。

　振り返った少女の瞳が魔女を捉える。

　感情のない紫がかった青い目に、ティナーシャは確信した。

　誰に似ているのか、気づいてしまえば明らかだ。

　この女皇が宿す「何か」は、ルクレツィアの持つ一側面に近い。世界そのものの意志を代弁することもある最古の魔女。それと同種の存在が、この大陸では最古の皇国の女皇のようだ。

　イクレムがケレスメンティアを忌避する理由も、女皇を目の当たりにすればよく分かる。彼女は人の上に座し人の営みを俯ふ瞰かんする者だ。その在り方は人間よりも世界に近い。

　ならば問うてみるのも一興だろう。ティナーシャは己の胸を掌で指し示す。

「先ほどのご質問に改めて答えさせてください。私は、西の大陸より来し魔女。世界の意志によって人より変じた逸脱者。世界外からもたらされた呪具を排するために旅をしております。──女皇陛下、貴女は世界外の法則で動く呪具に、お心当たりはありませんか？」

　少女はそれを聞いて、青紫の目を軽く見開いた。

　初めて見せる感情。彼女は無垢な子供のように呟く。

「そのようなものがあるのですか？　別位階由来の異能ではなくて、ですか？」

「違います。もっと異物的な力です」

　女皇は考えこむように目を伏せる。長い睫毛の下で、その目に一瞬赤みがよぎって見えた。少女の中で「何か」の気配が頭をもたげる。

　けれどそれに気づいたのはティナーシャだけで、少女が視線を上げた時、既に「何か」の気配は息を潜めていた。女皇はゆっくりとかぶりを振る。

「残念ながら知りません。そのようなものがあるとしても私の国では存在を許されないでしょう。いわばそれは、神に背くものでしょうから」

　寧静なる声で、けれど告げられたものはきっぱりとした否定だ。

　──少なくともこの大陸の神の国は、女皇は、外部者の呪具を許容しない。

　そのことを確認したティナーシャは、流麗な仕草で片足を引くと軽く膝を折る。

「ありがとうございます。では私は引き続き旅を続けるといたしましょう」

　女皇は黙って頷くと再び踵を返す。他の四人は、不審な女を放置していいのか主君に伺いの目を向けたが、少女はそれを黙殺した。

　魔女は遠ざかる彼女の背に祝福を謳う。

「どうぞ貴女の治世によき恵みがありますよう」

　それを聞いた女皇は顔だけでティナーシャを振り返る。

　青紫の瞳に一瞬だけよぎったものは人間らしい自嘲で……少女はふっと美しく微笑むと、揺るぎない神の代理人として去っていった。
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「その本を返してもらおう」

　王太子としての威圧をこめたフィレウスの言葉に、だが怪しい男は微苦笑しただけだった。彼は閉じた本をフィレウスに軽く掲げて見せる。

「何故これが欲しい？　他者を出し抜くためか？　それとも己の才に自信がないのか」

「黙れ下郎！　それはお前などが手にしてよいものではない。アイテアの……西の大陸より来し神の書だ！」

「神の書？」

　男はその言葉を聞いて楽しそうに笑った。青い両眼に幾許いくばくかの陰惨さが宿る。

「これが神の書だと、お前はそう思っているのか？　ディスカルダに生まれし人間よ。アイテアはこの本になど宿っていない。神の力はここにはない。どちらかというとその逆だ」

「逆……？」

　それは一体何を意味しているというのか。フィレウスは唯一この本に書かれぬ神の国のことを思い出した。疑いがそのまま声と成る。

「お前はケレスメンティアの人間か？」

「いいや。俺は逸脱した者だ」

　まったく意味の分からぬ答えだ。からかわれているのかと苛立ちかけたフィレウスはついに剣を抜いた。馬首を巡らし男へと向き直る。

「これが最後だ……本を返せ」

「弟のことが気にかかるのか？」

　男は肩を竦めると本を開いた。最後の頁を片手で探り当てる。

　そこに今は何が書かれているのか、息をのむフィレウスに、男は感情の読めぬ声で記述を読み上げた。頁を見下ろす瞳に異質な翳かげがかかって見える。

「お前の弟は……襲撃者によって殺されたそうだ」

「……は？」

　己の声が震えたことにフィレウスは気づかなかった。視界が暗く歪んで剣を落としそうになる。

　──喪うしなってしまった。

　焦りと使命感に捕らわれ、不可思議な本に頼り、弟の命を盤上に賭けた。

　だがまったくもってそれは分の悪い賭けだったのだろう。本当にケレスメンティアへ対抗したいのなら、自分たちだけで動くべきではなかった。情報が洩れる可能性を差し引いてでもアリスティドなどに手の内を明かし、最初から協力を求めるべきだったのだ。

　いくつもの悔恨が湧き上がり、内腑を熱く焼いていく。けれどその呆然とした自失からフィレウスを引き戻したのは、目前に立つ得体の知れない男だった。彼と大して変わらぬ歳に見える男は、淡々とした声でフィレウスを叩く。

「どうした？　まだお前にはすべきことがあるだろう。肉親の死に惑わされている場合か？」

「……お前に何が分かる」

「分かる、と言っても無意味だろうな」

　男は冷めた目で緑の本を空に放り投げた。

　無造作な扱いにフィレウスが思わず声を上げかけた時、本は空中で燃え上がる。小さな魔法の炎はあっという間に本を隅々まで焼き尽くし、黒い灰が風に乗って舞い上がった。フィレウスはその光景を呆然と見やる。

　この大陸に二つとない「神の書」。それがこともあろうに目前で失われてしまったのだ。

　フィレウスは本に蓄積されていた長い歴史と、これからの損失を思って体を震わせた。立て続けの喪失で罅割れた目が、宙に立つ男へ向けられる。

「馬鹿な……何をしたか分かっているのか？」

「もちろん分かっている。誰よりもずっとな」

　その時の男の声には消し難い苦味が感じ取れた。

　だがフィレウスが男の真意を問いただすより早く、彼は懐から何かを取り出し宙に弾く。薄赤く光る水晶球。掌に乗るほどの小さな球は、空中で強く輝くと音もなく砕け散った。

　たちまち中から鷹たかほどの大きさの赤いドラゴンが飛び出し、翼を広げると空に悠々と弧を描く。

　初めて見る高等魔法生物にフィレウスが瞠目していると、男の涼やかな声が彼に届いた。

「今回はついでだ。戦を止めてやろう。──次からは自分で収めるんだな」

　空を舞うドラゴンはみるみる大きさを変えると、男の前に巨大な翼を畳んで降り立つ。

　その背に飛び乗った男はフィレウスを一度だけ見やると、何も言わずに赤い背を叩いてドラゴンを飛び立たせた。草原に大きな影を落とすドラゴンは、緩やかに空中を旋回すると両軍がぶつかろうとするまさにその地点へと向かう。

　赤いドラゴンが軍を追って徐々に降下して行く様は、フィレウスの知るどの御伽噺よりも空想めいて……まるで全てが悪い夢のように思えたのだった。







　敵陣めがけて進んでいくセーロン軍は、かなりの速度で草原を進軍しながらも柔軟に陣形を保っていた。大陸では一、二を争う行軍速度とそれを生かした戦術は、自ら先頭で軍を指揮するアリスティドの手腕によるものだ。普段の行状はどうであれ、戦場において彼への信頼は篤い。

　アリスティドは手綱を操りながら、本人は義憤と思っている感情に駆られてイクレム軍を睨んだ。戦場に出てきているであろう旧友を探して視線を動かす。

「フィレウスは馬鹿だ。あいつは時に、分かりきったことも言われなければ分からない」

「殿下はいつ仰ったのでしょうか……」

「殴ってから言う。その方が早い」

　どこが早いのか、などと問う無駄な行為を彼の従者であるエルは口にしなかった。彼女は揺れる馬上で器用に態勢を整えながら、主君の様子を窺う。従者であり魔法士でもある彼女は、猪ちょ突とつ猛進なアリスティドの護衛も兼ねているのだ。ちょっとした異常も見逃すことはできない。

　そしてだからこそあちこちに注意を払っていたエルは、アリスティドの側近のうち、もっとも早く「それ」に気づくことになった。

　彼女は目を凝らして空を飛ぶ影を見定めると、鋭い声で主君を呼ぶ。

「殿下！　進軍速度を緩めて下さい！」

「何故だ！　今いい調子なのに！」

「ドラゴンが来ます！」

「え？」

　この大陸では馴染みの薄い生物。御伽噺の中でしかお目にかかれぬ生き物に、さしものアリスティドもすぐには状況をのみこむことができなかった。口を開けたまま空を見上げ、目を丸くする。

「あれは何だ？」

「だから、ドラゴンです」

「近づいてくるぞ」

「来ますね。進軍を止めた方がよろしいかと」

　一瞬の空白。

　ようやく状況を理解したアリスティドが大声で全軍に停止を命じた時、だが赤い飛影は既に両軍の衝突するであろう地点にまで迫っていた。

　地を揺るがす咆ほう哮こう。苛烈な白い炎が放たれ、一閃のもとに草原が焼き払われる。

　膨れ上がる熱気が両軍に押し寄せ、草の焦げる臭気が辺りに広がった。

　啞然とする人々を前に、ドラゴンは大きな翼で突風を生みながら再び高度を上げた。豪胆な将たちでさえ度肝を抜かれるその光景に、多くの兵は戦意を挫くじかれ自然と止まる。

「殿下、これは……」

　突然の来襲を、エルははじめイクレムによるものかと思ったが、イクレム兵が慄いている様子を見るだにそうではないらしい。彼女は表面上冷静さを取り繕うと主君を見やった。彼の判断を仰ごうと口を開きかける。

　しかし彼女の言葉はアリスティドの手によって遮られた。彼は黙って左手を差し出すと「弓」と命じる。

「弓？　まさか殿下、あれと戦うおつもりですか？」

「ドラゴンではない。乗っている男を打ち落とす」

「男？　そんな者がおりましたか？」

「いた。あの男だ。間違いない」

　──誰だ、と問いたくはなったものの、まずは差し出されたままの手を何とかすることが先決だ。

　エルは自分の鞍くらにくくりつけてあったアリスティド用の強弓を外すと、矢筒と共に主君に渡す。

　彼はそれを身に着けると空を旋回するドラゴンを狙った。

「殿下、あの男とは誰ですか」

「ユリア殿といた男だ」

「ああ、あの……。え、まさか」

「まさかではない。やはりあの男はろくでもなく悪いやつだったのだ！」

「…………」

　本当に大人の言うことだろうか、とエルは思ったが、アリスティドの視力がかなりよいことは彼女も知っている。エルは矢を番つがえる主君に代わって、将たちに連絡を取ると進軍を停止させた。同様に歩みを止めたイクレム軍を見やる。

　敵軍の指揮を執っているはずのフィレウスの姿は見えない。後方にでもいるのだろうか。

　彼女はフィレウスがこの事態をどう捉え、どう対処するのか気になった。このままではもしかしたらセーロンだけがドラゴンと戦わねばならないかもしれない。嫌な予感に彼女は主人を制止する。

「殿下、おやめください」

「待て。次は当たるから」

「おやめください！　ドラゴンの炎など受け止められません！」

　彼女は悲鳴にも似た叫びを上げると、防御結界の詠唱を始めた。

　空中を旋回し続けるドラゴンはアリスティドの射る矢に気づいたのか、高度を下げセーロン軍へと向かってくる。

　はたしてあの白い炎を結界で防ぎきることができるのか、エルは身を震わせた。周囲では兵たちが恐慌に陥る寸前の顔で、赤いドラゴンを見上げている。

　──せめてアリスティドだけでも守らなければ。

　そう判断したエルは結界範囲を狭め、強度を高めた。

　そんな彼女の焦りを分かっているのかいないのか、アリスティドは引き絞った弦から矢を放つ。

　ドラゴンの飛行による風が渦巻く中、矢は放物線を描いて飛び、標的たる男のもとへと届いた。

　勢いが殺そがれているとは言えそれなりの速度をもって飛来した矢を、男は軽く避けると慨嘆の声を洩らす。

「いい腕だ。遠距離射的で勝負したら負けたかもしれんな」

「こら！　下りて来い卑ひ怯きょう者！」

「殿下！」

　地上から聞こえてくる二種の叫び声に男は肩を竦めた。彼はドラゴンに空中で停とまるよう命じると、眼下を覗きこむ。

　宙に留まるドラゴンの羽ばたきは、地に突風を巻き起こし騎兵たちを後退させたが、アリスティドは退かなかった。彼は前線を下げるよう指示しながらも、自身はその場に残ってドラゴンを睨む。

　弓を手にしたままの彼は、以前敗北した相手に向かい堂々たる声を上げた。

「下りて来ないのか！　大人しく来れば手加減してやる！」

「手加減が必要なのは俺の方だと思うが……」

　男の呆れ声はそう大きくはなかったので、多くの兵士たちには聞こえなかったようだ。

　苦笑すると少し優しげにも見える男は、だが激昂するアリスティドに表情を改めると、冷ややかな目でセーロン軍を見渡す。

「お前は何をしにここへ来た？　何故軍を挙げた？」

「分かりきったことだ！　セノワをケレスメンティアに差し出しそうなどとするフィレウスを……」

「その弟は死んだぞ」

　熱のない響き。

　男の言葉は場の空気を変えるに充分すぎるものだった。

　アリスティドは啞然とした表情で男を見返す。数秒の自失の後、乾いた声がその口から洩れた。

「何故だ？」

「何故？　お前もイクレムとケレスメンティアの婚姻を止めるために軍を挙げたのだろう？　同様にもっと直接的な手段を取る人間がいるとは考えなかったのか？」

「……お前が殺したのか」

　一段低くなる主君の声に、エルはぞっと青ざめた。

　彼を止めなければと思うのだが、それが可能か分からない。彼女はアリスティドに気づかれぬよう結界を維持しながら眠りの構成を組んだ。

　だがそれを発動させるより早く、地上に新たな影が差す。

　──二重に聞こえる羽ばたき。

　息をのむ数万の兵たちの上空で、闇色のドラゴンは優雅に円を描いた。新たに現れたドラゴンは、赤いドラゴンの傍へ下りてくると、翼を動かすことなしに宙に留まる。黒曜石に似た深淵の目がアリスティドを捉えた。

「馬鹿な……」

　この大陸において、同時代に複数のドラゴンが目撃されたことなどない。

　一体何が起きているのか、アリスティドが言葉を失くした隙に、兵たちはついに恐慌へと陥った。

　まずイクレムが、そしてセーロンが、陣形を崩し退いていく。

　恐怖に駆られた人間が散り散りに逃げていく──その最中、側近たちに下がるよう懇願されたアリスティドは、だが畏れを覚えながらも意を決すると再び矢を番えた。ドラゴンを操っていると思しき男に向かって、弦を引き絞る。

　今までのどの射よりも強く、目に見えぬほどの速度で放たれた矢。

　しかしそれは標的の男には到達しなかった。一瞬で闇色のドラゴンが消きえ失うせ、代わりに一人の女が男の前に現れる。

　闇色の髪と瞳を持つ女。この大陸にはいるはずもない魔女。

　国さえも滅ぼしうる彼女の眼前で、矢は何の動作もなく打ち消された。

　静かな怒りに燃える目。白い指がまっすぐに驚愕するアリスティドを指す。

「いい加減にしろ、馬鹿王子」

　冷ややかな宣告。

　それを証明するように女の指先から青い光が撃ち出された。

　恐ろしいまでの魔力を凝縮した光の線は、命中すれば彼の体を隅々まで焼き尽くしただろう。

　だが青光は、女の背後から男が「待て待て」と手を取ったことにより、何もない宙を貫いていく。

「何するんですか！」と暴れる女を押さえこみながら、男は苦笑にしか見えぬ表情でアリスティドに片手を振った。

「というわけで、もはやこの戦の意味はない。分かったらさっさと兵を連れて国に帰るんだな」

　男はすっかり距離を開けたイクレム軍を振り返る。遠目に見える彼らの顔は、とても戦意があるようには見えない。それを同様に感じ取ったアリスティドに向けて、男の腕の中から美しい魔法士が恫どう喝かつした。

「次は殺しますよ、馬鹿者が」

「ユ、ユリア殿……」

　うろたえる青年の前で、赤いドラゴンは緩やかに旋回した。そのまま西の彼方かなたへ消えていく。

　残された人間たちにできることはただ、小さくなるその影を目で追うことだけだ。

　がっくりとうなだれる主君を、エルが問答無用で馬ごと引いていく。

　こうしてイクレム北西にて衝突しかけていた両軍は、その意義を消失してお互い退いた。

　だが結局、突如現れたドラゴンとそれを操る男女の目的がなんだったのか──真実を知る者は誰一人としていない。











※






　外へ行きたい。この身がどこまでたどり着けるのか、その果てを見てみたい。




　ならば遠くへと行きましょう。もっと遠くへ。この国を出て。





※






　窓から注ぐ温かな日が、執務机の上にさしかかっている。

　硝子を一枚隔てた向こうでは小鳥が軽やかに囀さえずり、変わり行く季節を称たたえ歌っていた。

　普段と変わらぬ穏やかな日。平凡な日に執務をして過ごしていたフィレウスは、数枚の書類を取り上げると中に混じっていた封書に気づく。彼は書類を置くと白い封筒を手に取って裏返し、頭文字しか書かれていない差出人の名をしばし眺めた。

　三カ月前の事件において、イクレム城の離れは何者かによって火を放たれ、消火作業も及ばず焼け落ちた。中からは数十の焼死体が見つかったが、その身元全てはまだ把握できていない。

　また同日、辺境の山中にある屋敷で事故が起きたという噂もあったが、それについては城からの正式発表もないままだ。

　ただイクレムは「離れに住んでいた末王子セノワは焼死した」と発表した。

　彼の死によってイクレムとケレスメンティアの繫がりは白紙に戻されたが、それはむしろ平穏をもたらした。軍を退いたセーロンをはじめとして、ざわついていた数カ国が沈静化したことに、密かに大規模な戦争を恐れていた者たちはそろって胸を撫で下ろす。

　フィレウスは封書を開けると中の手紙に目を通す。そこには見覚えのある字で、差出人の近況といくつかの情報が書かれていた。全てに目を通すと彼はそれを畳みなおす。

　しかし読み終わったフィレウスが手紙をしまおうとした時、封筒の中に何かが残っていたのか床に固いものが零れ落ちた。

　彼は身を屈めて小さな石の欠片を拾い上げる。手の中に転がったのは澄んだ水晶の破片だ。角度によってはまるで王冠のようにも見える。それが何を意味しているのか分からず眉を寄せていた彼は、ふとあることを思い出して笑い出した。

「ああ、あの昔話か。確かに似ていなくもないな」

　かつて二人の子供に読んでやった話。その中の一つに出てきた「水晶の冠」に似ていると、これを同封した人間は言いたいのだろう。フィレウスは透明な輝きに過去の風景を思い出すと、それを大事に紙の中へと戻した。手紙と共に引き出しへとしまいこむ。

「まったく楽しんでいるな……が、これくらいの方がよいか。あれらは生真面目すぎる」

　遠くに旅立った人間を思う彼の声に、日頃の冷徹さはない。ただ生い茂る葉越しの陽光に似た感情が垣かい間ま見みえるだけだ。

　フィレウスは深く息を吐き出すと、瞼を閉じ思考を彼方へと彷徨わせる。

「まだ充分に間に合うだろう。あと数年は猶予が残っている。──必ず間に合わせる」

　誰が聞くこともない呟き。それはフィレウスの足下へ落ちると跡形もなく消え去った。後には書類の上を走るペンの音だけが続く。





※






　よく晴れた空は白い。

　祖国のものよりもずっと近くに見える空を眺めながら、セノワは深い息を吐き出した。腕の中に抱えた本を持ち直し、先へと進む。

　澄みきったこの空気はどうやら彼の体に合っているようだ。今のところ体には不調が見られない。

　かと言って無理をすれば彼女が怒るだけなのだが、その苦言を聞くことは決して不快ではなかった。彼は舗装された石畳を彼女の待つ家へ向かって歩む。




　──遠くへ。

　そんなあやふやな願いは、二人の女によって叶えられた。

　一人は別大陸の魔女。そしてもう一人は、ずっと彼の傍にいた少女によって。

　その少女は彼のことが心配だったのか、早朝にもかかわらず家の前に出て男の帰りを待っていたらしい。彼の姿と、抱える本の量に気づいたのかあわてて駆けよってくるところだった。セノワは彼女の名を呼ぶ。

「アナ」

「お持ちしますわ」

「構わないよ、これくらい」

　そう言って笑うと彼女は不満げに彼のことをねめつける。心配というよりも拗すねたような目は、まだ子供の頃彼女がよく見せていたものだ。

　彼は懐かしい思い出に笑うと、腕の中から何冊か薄いものを選んで彼女に渡した。空いた片手で彼女の手を取る。

　アナは少し驚いた顔をしたが、恥ずかしそうにはにかむと男の手を引くようにして歩き出した。すらりと伸びた背筋を彼は美しく思う。

　見上げた空は白い。

　それは子供の頃夢みたものよりずっと茫ぼう洋ようたるものだ。彼らの道筋は空へは届かない。

「行きましょう」

「ああ」

　それでも二人はひたすら前に歩いていく。神のいない世界を、互いだけを頼りに。

　そうして緩やかに蛇行する足跡はやがて、新たな歴史の中に埋もれて消えていくのだ。











※






　海際の崖の上に、その家は建っている。

　緩やかな小道を上っていった先にある小さな家。壁が白いのは、彼自身が塗ったからだ。

　坂道を上りながらオスカーは青空と、その下に広がる景色に嘆息する。心地の良い日差しの中、妻が洗濯物を干している風景は、何故か彼に懐かしさをもたらした。

　白い敷しき布ふを干していたティナーシャは、彼に気づくと破願する。

「おかえりなさい、オスカー！」

　彼女は大きく手を振ると、彼の方へと駆けてきた。そのまま走ってきた勢いでオスカーに飛びつく。彼は笑って妻を受け止めると、細い体を抱き上げた。

　魔女は彼の顔に両手を添える。

「どうでした？」

「問題ない。来週中には家の引き渡しだ」

　その答えに、ティナーシャは少し寂しげながらも頷く。

　目的であった本の処分が終わり、二人はしばらく大陸の追加調査とこの家で休暇を取っていたのだが、ついに家を処分して魔法大陸アイティリスに帰ることにしたのだ。

　残る七つの呪具を探すために、このまま東の大陸に拠点を移すことも考えたが、それをするには元の大陸ですべきことが残っている。何しろティナーシャはこちらに来てから記憶が戻ったのだ。一度帰りたい、というのも当然のことだろう。

「せっかく弄った家なので残念ではあるんですけどね」

「次は一から建てるか。人が通らない場所なら無茶もできるだろう」

　オスカーは妻を地面に下ろすと並んで歩き出す。一時期は彼女の魔法で家の周りに林ができたり家ができたりしていたものだが、帰還を決めてからすっかり原状回復された。

　ティナーシャは青いタイルを嵌めこんだ玄関扉を開ける。中の家具も昨日今日で大分減った。家を買った時のがらんとした室内をオスカーは思い出す。

「色々処分させてしまってすまないな」

「大丈夫です。捨てたくないものは先に向こうの屋敷に送りましたし。大陸間転移の実験がてらなんで、壊れちゃってるかもしれませんけど。あ、でも生体を試すのはまだ怖いんで、帰りは何度かに分けて転移させてくださいね」

「何回かって、海に出るのか？」

「海上に出ます。沈まなければいいんですよ」

「確かに」

「大きいイカに出くわさなければ……」

「嫌なことを言うな。さすがに逃げられない」

　ティナーシャは既に、この大陸の主要な都市の転移座標を取り終わっている。そのうえで長距離転移の研究や、他の三つの大陸の位置の割り出しに手をつけているようだ。帰還してもしばらくはそれらに精を出しているだろう。こういうところは自分も彼女も人間であった頃から変わりがない。時代が動いていくのと共に、力を、技術を、更新し続ける。それを楽しめる性格なのは幸運だ。

　魔女は白い茶器でお茶を淹れる。茶葉を蒸らす間、彼女は腕組みをすると壁に寄りかかった。

「これは完全にただの推測なんですけど、こっちの大陸って外部者の呪具がないか、あっても少ないかだと思うんですよね」

「何故だ？」

　確かに一年以上旅をしてきてそれらしい話は聞かないが、魔法大陸ではもっと長い年月息を潜めていた呪具がいくらでもあるのだ。今見つかっていないのも、それと似たようなものだろうと考えていたオスカーに、魔女は「うーん」と思案の声を上げる。

「あれらの呪具って、やっぱり人間に使用させるか人間自体の観察が主眼なんです。でもこっちの大陸はそれをさせるには、人に与えられた自由度が違うなって感じるんですよ」

「主神の方針違いでか？」

「です。精霊術士が魔法大陸にしか生まれないことが一番顕著だと思いますよ」

　歴代屈指の精霊術士である女は、指の上に青い雷光を灯してみせる。

「精霊魔法とは結局、アイテアが人間に与えた庇護の欠片なんですよ。それを多く持ったもの、自然と融和しやすい人間が長じるまでの間、精霊術士として生きる……。もっと言えば魔法大陸自体、こちらの大陸よりもずっと魔法の祝福に満ちているんです。これらは全てアイテアと彼の子らの望んだ姿で、彼らは魔法さえあれば人が己の力で生きていけると思っていた──」

「間違ってはいないな。魔法大陸では、人は既に生活の大半を魔法に依存している」

「暗黒時代はそうでもなかったんですけどね。はたして彼らがこうなることまでを予想していたかは不明です」

　彼女は再び茶器を取ると、それをゆっくりと揺らし始める。

「魔法大陸に生まれる子は、全て神に愛された子なんです。人々は神の不在を謳いながらもどこかでそれを知っている……。でもこっちの大陸は違いますよね。彼らは神を敬いつつも畏れている。ディテルダは決して人に優しいだけの神ではなかったから。ケレスメンティアが恐れられているのも当然ですよね。あの国はこの大陸にとって、恐ろしい神の象徴なんです」

「不思議な話だな。神の不在は既に事実だと思うんだが」

「神がいなくても、こっちの大陸は神代からの国が最強国として現役じゃないですか。それが目を光らせているって、半分神代のままと言ってもいいと思うんですよね」

　彼女は二人分のカップにお茶を注ぐ。よい香りが部屋に立ち昇った。

「そういう風に人の自由が制限されてる大陸は、人間を実験したり観察したりの環境としては不適切かなーと思うんです。あえてそういう環境下を試したいっていうなら別ですけど……私ならまず避けますね」

　ティナーシャの意見は、自身も実験を重んじる魔法士ならではのものだ。言われてみれば一理あるが、そう決めてしまうにはまだ早い、気もする。

「だから、もし呪具が動き出すとしたら、それはこの大陸の神の支配が薄まった時じゃないかなって。もしこっちの大陸に呪具が来てたら、の話ですけど」

「確かにあの本にはケレスメンティアの情報が書かれなかったという話だったな」

「名ばかりの神の国ではない、ということです」

「世界は広いな」

「私たちも相当好きにやらかしましたけどね。また歴史に怪事件を残してしまいました」

「釘を刺す時は思いきり刺した方がいいからな。友人同士の喧けん嘩かで軍を挙げるとかおかしいだろう、どうなっているんだ、この大陸は」

　お茶を受け取ったオスカーは香りに目を細めた。どうにも説教くさくなってしまうのは歳のせいだろうか。自身が失ってきたものが多いからこそ思うところが出てきてしまう。思うだけならいいが、口や手を出さないように気をつけたい。この大陸を動かしていくのは、やはりティナーシャが言う通り、この時代を生きていく人間なのだろうから。

　オスカーがそんな自戒をお茶と共に嚥えん下かしていると、向かいで魔女が微笑む。

「今回の旅も楽しかったですよ、ありがとうございます」

「それはよかった」

「色んな貴方が見られるのが好きなんで、次もはりきって潜入していきましょう」

「それ、俺が叱られてるのが面白かっただけじゃないか？　お前がよくやるやつだろう」

「自分で叱るのとは違う味があっていいんです」

　テーブルの上に差し出された妻の手を、オスカーは何よりも大事に握る。

　いつか旅の終わりが訪れるまで。

　こうしてずっと共にいられるように、そんな時間を選び続ける。

　必ずやって来る結末を口にしないまま、変わらぬ想いを重ねていく。

「愛していますよ、私の王」

「知ってる」
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　二人が魔法大陸に戻った五年後、最古の皇国ケレスメンティアは長い歴史に自ら幕を下ろした。

　そして神代の残滓は消え──人の時代が始まる。







　あとがき




　お世話になっております、古ふる宮みや九く時じです。

　この度は『Unnamed Memory ─after the end─』二巻をお手に取ってくださり、ありがとうございます。今巻は、一巻より更に後の時代を取り扱い、いくつかのエピソードを載せております。特に今回は、同じく電撃の新文芸から全四巻で刊行している『Babel』と近しい時代を取り扱っているということもあり、両方を合わせて全貌が見えてくる事実もあるかと思います。向こうには森もり沢さわ晴はる行ゆき先生が描いてくださったリースヒェンもいるので、よろしかったら読み比べてやってください。

　また、この巻後半のエピソードである『神に背く書』の舞台は東の大陸で、そこに在る国々や人々について語られますが、これらはwebに公開している『Rotted-S』という長編の前日譚たんとなるもので、イクレムやケレスメンティアについて、今後『Unnamed Memory』側で語られることはないかと思います。ルクレツィアの「そっちは関係ないから──」という忠告は真実なので、こちらの話が気になる方は、大変恐縮ですが『Rotted-S』の方をご参照ください。




　では、ここで謝辞を。

　ここ数年、お世話になっていない日がない担当様方、いつも本当にありがとうございます。今巻の原稿めちゃくちゃ手こずって申し訳ありません。次巻はもっと手こずります（予告）。お忙しいお二人のお手を煩わせなくて済むよう頑張ります！

　そして、今巻も美しい世界観を描いてくださったchibi先生、どのイラストも本当に素晴らしく、毎巻感激でいっぱいです！　主役二人の関係性の移り変わりがchibi先生の手によって鮮やかに描かれていくのが毎巻の楽しみです。ありがとうございます！

　また、長なが月つき達たっ平ぺい先生には一巻刊行時から応援を頂き、感謝の念が尽きません。ご多忙にもかかわらず、折に触れて温かく真摯な励ましをくださって、おかげでここまで来ることができました。本当にありがとうございます。

　最後に、今巻をお手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます。

　彼らの長い旅に、またこうして付き合ってくださる皆様のおかげで、歴史の一部を切り取ることができております。本当にありがとうございます。

　時代が変われば国が変わり、人が変わり、絶対的に正しいものなどない、を地でいくシリーズですが、また次の一幕もお目にかけることができましたら幸いです。ここより先は、魔法大陸アイティリス以外の他の大陸や遥はるか先の時代にも事件が及んで参りますが、変わらぬものと変わらぬものを楽しんで頂けたら嬉うれしいです。

　それでは、またどこかの時代、いつかの場所にて。

　ありがとうございました！





古宮　九時









　章外：封印資料







　魔法大国であるファルサスの城には、封印資料が大量に置かれている。

　その中には表沙汰にできない歴史や禁呪についての記録などが保管されており、内容上閲覧できる人間は極々僅かだ。そのうちの一人である魔法士のエリクは、手元の一冊の頁ページをめくる。

「ファルサス王家に伝わる口伝と逸脱者の存在を知ると、これらの記録の本当の意味も分かるね」

　直系王族か、その許可がなければ閲覧できない資料の内容を一魔法士の彼が知っているのは、彼が卓越した構成力がゆえに禁呪の管理者を任されている特殊な人員だったからだ。

　そして、彼がそんな話題をあげる場に同席している人間たちも、特殊な人間ばかりだ。

「エリクが前に気になってたっていう箇所ですか？」

　焼き菓子を手にそう聞く若い女は、こことは違う異世界から三年前に迷いこんできた。元の世界では水瀬雫しずく、今はただの「雫」と呼ばれている彼女は、逸脱者と面識があり、その素性や特殊性を知っている。

　他に同席しているのは王妹レウティシアで、エリクを禁呪の管理者に任命した本人だ。六十年前のディスラル廃王の乱心とそこから続く王家の内部争いの結果、今のファルサス王家には彼女とその兄の二人しか直系が残っていない。

　禁書庫から続く小さな会議室で、レウティシアはお茶を一口飲むと微ほほ笑えむ。

「あの二人の存在と性質については、あくまで口伝にしか残さない、という方針なの。だから必然的に、こういった資料でも存在を濁さないといけなくなるわけ」

「濁すと余計怪しくなっちゃわないですか？　現にエリクもそれで気づいたわけですし」

　雫は手元でくるくると焼き菓子を裏表に回す。

　封印資料を閲覧していたエリクは、その記録から「廃王ディスラルの死から約二十五年間、王家の精霊二体を使役した謎の男が、断続的に現れている」という点に着目し、レウティシアにこの男は誰かと問うたのだ。

　王家の精霊を使役できるのは直系の魔法士だけで、けれど当時のファルサス王家の系図に該当者はいない。いなくて当然だ。彼はとうの昔に亡くなっているはずの王、第二十一代ファルサス国王のオスカーだったのだから。

　レウティシアはファルサス王家に顕著な美貌に苦笑を乗せる。

「さすがに封印資料に噓うそを書くわけにはいかないでしょう。できるのは『書かない』ことだけだわ。それに、かの王は自分が王家に関わるのに消極的だったというし、必然的に彼が負っていた役目は、一剣士や小隊長としてのものばかりだった。人手不足の王家にとっては、それでも充分ありがたかったのでしょうけどね。当時は誰が信用できるか分からない状況だったから」

　王妹の苦い顔は、その後数十年を渡って王家を蝕むしばんだ疑心暗鬼を思ってのことだろう。

　廃王ディスラルは当の事件時、オスカーに殺されたが、王家の敵は彼だけではなかった。彼の姪めいであるクレステアが、血族たちに巧みに不審を吹きこみ互いに相争うよう仕向けていったのだ。

　その傷跡は大きく、レウティシアと兄のラルスも、疑心を煽あおられた父によって母を処刑されている。ひどい時代だったのだ。

　だが、そのクレステアも今は故人だ。ここからは少しずつ王家も復興を始めていくのかもしれない。幸いなのは、ここに至るまで国や民にはほとんど影響が出なかったということだ。ディスラルが行ったカソラ侵攻以外、全ては王族同士の衝突で城の外には被害が出なかった。これは王族たる彼らのせめてもの矜きょう持じだったということだろうか。

　エリクが開いていた本に栞しおりを挟んで閉じる。

「記録に残せないのは仕方ないよ。逸脱者からすると、そろそろ口伝自体を絶やしたいと思ってても不思議じゃないしね」

「口伝をですか？　でもそうすると人手が足らなくて困りません？」

　ファルサス王家に継がれている口伝は「世界外から来た呪具をアカーシアで破壊しろ」というものだ。世界は広く、逸脱者は二人しかおらず、その二人も常に万全であるとは限らない。だから保険として王家直系にも同じ役目が課されているのだ。

　ファルサスは大陸屈指の強国とあって情報も集まりやすい。その有用性を捨てるのは、逸脱者の二人にとって負担増ではないのか。そう素朴に問う雫に、エリクはかぶりを振る。

「外部者の呪具の数は限られている。破壊が進めば、情報を知っている人間を減らした方が安全だ。王家の人間全員がこれから先、必ずしも呪具の破壊に協力的とは限らないしね」

「あー、なるほど。色んな人がいますもんね」

　王妹の前で不敬極まりないやりとりだが、レウティシアは苦笑しただけで否定する様子もない。彼女は、ここにいる二人が知らないことも知っているからだ。たとえば、ディスラルが虐殺事件を起こす直前──誰を殺していたかなど。

　三人はしみじみとお茶を飲む。それぞれが仕事に戻るまでの時間、彼らは秘された歴史についてぽつぽつと感想を述べあった。

　この部屋より外で決して語られない話は、やがてまた誰も手繰らない記録の奥底へ沈んでいくのだろう。或あるいは語り手がいなくなると同時に、どこにも残らなくなるのかもしれない。





※






　東の大陸から魔法大陸への転移は、海上を転々と経由していくことになった。

　何も見えない大海原の上へと転移で出たティナーシャは、体勢を崩しかけたのを夫の手に支えられる。海面に立つオスカーは、辺りを見回すと首を竦すくめた。

「どこにいるのか全然分からんな」

「ちょっとずつ魔法大陸に近づいてますよ。多分……きっと」

「なんでそんな不安になりそうな言い方するんだ」

「だって海しか見えないじゃないですか……。座標は合ってるはずなんですけど」

　二人の周囲は何もない。ただ風に揺らぐ波が、陽の光を受けて白く輝いているだけだ。行きは船の上からリースヒェンが座標を取っており、帰りはティナーシャがそれを使って転移している。二人は同一人物ではあるのだが、魔法の扱いに関しては歴然とした差がある。

　差はあるのだが、まさか転移座標の取り間違えなどはないだろう。

「計算上はあと四回くらいで向こうの大陸に着くはずです」

「分かってはいたが相当の距離だな。苦労をかける」

「計算が間違っていたら飛んで帰りましょう」

「まあ、それしかないだろうな。ナークに頼むか？」

「さすがにナークが可哀かわいそうなんで魔法で飛びます……」

　ティナーシャは次の長距離転移の構成を組み始める。詠唱が終わると魔女は夫を見上げ笑った。

「戻ったら雫さんに会いに行きましょう」

「そうだな。ずいぶん待たせてしまったが」

　呪具の破壊を選んでくれた異世界からの来訪者。この数年は彼女の厚意に報いるための戦いでもあった。だから、ひとまずはよい報告ができることに安心する。

　オスカーは妻の手を取る。

　そうして次の別離が訪れる日まで、また彼らは旅をしていく。







[image: ]
















[image: ]

[image: ]



















Unnamedアンネームド Memoryメモリー




-afterアフター theジ endエンド-Ⅱ








著者／古ふる宮みや九く時じ

イラスト／chibiチビ





電撃の新文芸





2022年12月16日　発行





ver.001





©Kuji Furumiya 2022





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃の新文芸『Unnamed Memory　-after the end-Ⅱ』

2022年12月17日　初版発行





発行者／山下直久

発行／株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










【初出】

本書は、著者の公式ウェブサイト「no-seen flower」にて掲載されたものに加筆、訂正しています。












この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg
[CDFARINIVH TN | (msatT)

ZEL_ﬁJ:L"Z?“/%f ]

[ZOFTR /N HFZ102021)

BfTAR /«)vz'*"BF'i

[EDFARI/NNHFT b‘!2022]

Wik < 4

\.

/ A\ N
\’\\ JNAN W,
N

[ E U

|
- 172 FRIR BT





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg
1. BXOESK
; -19004-
~ Wit .'b.// ﬁ*






OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg
W

= 22
Profile 3
EEAE vx
d

BERBBATEE. 5 20 BRBIL,
KRIBERE L [BREHL
(REXM) CTFEa—, [ZO5{b/
AW HFT2020] (RBAT) KT
[Unnamed Memory) # M7 4 - /b
X LERB. [T R/ XA
FT012021) OWATE - S ALK B
Tid. [Unnamed Memory) %3 4.
[Babel) %5 fi&. 2 KRB L1 5> 7.
AUk BETIZHA-LOBESE
w.

MEE

[XoL<BFLLEVELELE, Lo
BHDELTY

ERAPSRERAEBRT S, KEREHTS
FAD—EFF =Y v, FhEXZD—HT. HOTO
AR7 VS RCHTREBHEENDDB e

R0, BEERRULT PVYREES 4 ATIV
BBCRTOLT (F—S v EROUSE. EROUR
BEEASERTEIBUS, ThUBEERSHTE
BEWEOBBIO—,

ELORCHENSRBHOBLS. STENS.,

=
22

?,’!I—[O Asnine






OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
19004.‘—(7;’11/#;&&772&) / .
s By 9%(%5{

— RS EIEE—

»OTHFITKER—2TH)
- MTHLAENDRBO WD LTHEE LTI,
, f' 7’1;%5}% Wiy ANEZRTEADRBMOB RIS 21Tz,

S NP B SR~ B ol B L O,
| AMOHp b ERRUHL, Holcd b Ui vt B L= BHOR,
ABOHH—E X RATLL AT LRERTCCLES R EEAOR.
ABISSFB<SAMTHY H BRSSO E RO,
ELTRBIBTAT T o
[NIZEIE 50 B2 ST L DT 5 AR DT LR G I BDS 0B 3] LEIBLT,

o

= FEAOWRECORR—FLLCHOF SO THORRAOBED S, I
. BHI5EF6747 7 BOT MADRIRARER Zh Zh A HIL. ORI HEoTooT

o AR ARSI TAT TR, R EORE A OEY W2 5, ¢ 8
L S AOMEEINRTRLR. BUALMAL Lo TRRICHTAT S e e é
- ‘ ABERI DD CES T BOERESILLIZEN, S * kR

&






OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg
¥EE13 [Unnamed Memory] D =B £ ~—,
(R ~KRCAATZD I

REZPLEEL MADHEEPRS,

\
S

o
zY2 - V-

- ﬁ&i?%ﬂ%?s
+ KEtod

BREKX»S .
Qo'{%k#q’kic;





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
SEIITIEN
G

st

IR QL X874
4 EbLLWHE

2. 4 0B

m{u@

5. f iz &<

3. BI%
blr»d

kB EE R





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
TaF—%
AXVERLUIZRBLE.
KBGO T A OB T
FRYH DA RS — 1T,

EFTTEE

AXVERLIBBE,
BRFaF—vx LREELL
ELLTHHIGA TS,

Py, )

LT p IR >

FARIN g

27
2R 7w FABE, BEE g 7>V RERERRILC S
{ ZASYTEDL. 7oV IRERD AR OME,

MBI SR,

Ty

BBE LIHAMDD K,

@A F=2>
AntETp—> g Yy—=bz>
KOPEuXy—20 EFhlzRr GBS h TV

H¥E, BHEROLD.

FTYAIDER, vXF—2ic
BB v 3 ) 2R DFEL LI, é

NELLTHTS R,

Th

ZY=RT4F % 7 F
i = OBFEF, Rih, g A2 VLORBAE.
| REbAZRpHsWs0HE, BRI VEFEIDIT,
—B#hHEr DS, BHLTAIPEDE Lo, 4
Z4 VIR %
A7 VADEKRT, b

| 2/ VDR, BMLEBRT.
TIATAFORATYD S,

A
Ty VFAEREEPLTVS
LB BROMSR.
BB L BADTFE,

m
bl

T IV —
Y- BECH LK,
y—2e=vFEC. FHD

X5 L BROEHER TS,

el
b

/9
A7 VEORETF, hHH(
BOMRTESLLTWE,
BERCRROBELIH L,

e
i





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg
R0 Q0 5 Ko’
OB LREO RO NEKL

EHE O U oK e

OO/

TE ~

i

S O k)48 5°

AR RO DB mN°
B LR ZE S 5°

MR AFERARAR O 5°

N3 - D] F“u.:






OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		Contents


		１．塔より響く歌


		２．無名の薔薇


		３．感情


		４．変わらない声


		５．神に背く書


		あとがき


		章外：封印資料


		奥付









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg
2 H e e
m/\/\/\/\






OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
Unnamed Memory 4 5% (KB 58/)

IE3 [Unnamed Memory — after the end]

1866 FZrNFRERIZT 4 AINVEE,
1900 BEFIAINIZLIBHY 7B
7 VI AR DB B,

FAF— YRR, ARAF—HB T4 ZATINEHT 5,

1925 AAT—RBENLRZP RS,

1944 V—2e = vViEtE,

1960 BXY =212k 57 VA VR,
B R OREFHsEN S,

Va2 kR 00 -S ik &Y (R
YRtz VHBuXF—270WPES,

1961 ZrNFRLEXRZ DEH,
LEZBHORKDER LR,
FRAF =) —Re=vPFE LTS,

1962 AZAD L) RV HBHEDORBE~DIS,

1963 AZvite—uysEEHFEL»TS,
AZVABOBESBEIEL. KET HEL,
FRAI—LTAF— e BEBERBE~RE,

1968 FVARAYT4TRE,






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
[ nnarmed

Fra—LFXEY—

-after the end- Qm TY

RN

illust. Chibi






OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg
Unnamed MEmMory
S TR

=N

X E U

R EEAE  fm AKSAE //
*v5948-7%1> chibi - L

BRI
=, Unnamed Memory 01~03 \
| iFEEssEh

;4% 2023¢1FJ10E!§§,..E

7:5% % % KADOKA






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg





